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はじめに
このマニュアルでは、Active Mirror の概要と使用方法について説明しています。

対象ストレージシステム
このマニュアルでは、次に示すストレージシステムに対応する製品（プログラムプロダク

ト）を対象として記述しています。

• iStorage V110

• iStorage V310

このマニュアルでは特に断りのない限り、上記モデルのストレージシステムを単に「スト

レージシステム」または「本ストレージシステム」と称することがあります。

マニュアルの参照と適合ファームウェアバージョン
このマニュアルは、DKCMAIN ファームウェアバージョン A3-01-00-40 以降に適合していま

す。

対象読者
このマニュアルは、次の方を対象読者として記述しています。

• ストレージシステムを運用管理する方

• Linux コンピュータまたは Windows コンピュータを使い慣れている方

• Web ブラウザを使い慣れている方

マニュアルで使用する記号について
このマニュアルでは、注意書きや補足情報を、次のとおり記載しています。

注意

データの消失・破壊のおそれや、データの整合性がなくなるおそれがある場合などの注意を示しま

す。
 

メモ

解説、補足説明、付加情報などを示します。
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ヒント

より効率的にストレージシステムを利用するのに役立つ情報を示します。
 

このマニュアルに記載しているコマンドを実行して出力される表示例は、実際の表示と異な

る場合があります。

「Snapshot Advanced」の表記について
このマニュアルでは、Snapshot Advanced のことを、Snapshot または SS と表記することがあ

ります。

「容量削減機能が有効なボリューム」について
このマニュアルで「容量削減機能が有効なボリューム」と記載されている場合、データ削減

共有ボリュームのことを示します。
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第 1 章   
Active Mirror の概要
Active Mirror（AM）の概要について説明します。

1.1   Active Mirror とは
Active Mirror（AM）は、2 台のストレージシステムでボリュームのペアを作成し、同一の

データを保持するためのプログラムプロダクトです。AM ペアのボリュームは、両方とも

サーバからの I/O に使用できます。

AM によって、次の目的を達成できます。

• サーバ I/O の継続（ストレージシステムに障害発生時）

• ストレージシステムの操作なしでの、サーバのフェイルオーバ/フェイルバック

• ストレージシステムの操作なしでの、サーバの仮想マシンの移動

 関連リンク 

参照先トピック

AM の目的（2 ページ）
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1.2   AM の目的

1.2.1   サーバ I/O の継続（ストレージシステムに障害発生時）

AM で使用している一方のストレージシステムに障害が発生したときに、もう一方のスト

レージシステムで、サーバからの I/O を継続できます。

1.2.2   ストレージシステムの操作なしでのサーバのフェイルオー
バ/フェイルバック

2 台のサーバを使用している場合、サーバのクラスタソフトウェアを使用して、フェイル

オーバおよびフェイルバックできます。ストレージシステムで AM ペアの中断や再同期は

不要です。
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1.2.3   ストレージシステムの操作なしでのサーバの仮想マシンの移
動

一方のサーバにある仮想マシンの負荷が高くなっているときに、ストレージシステムを操作

しないで、仮想マシンだけをもう一方のサーバへ移動できます。

次の例では、正サイトのサーバにある仮想マシンの負荷が高くなっています。
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そこで、サーバの仮想化機能を使用して、正サイトのサーバから副サイトのサーバへ、仮想

マシン VM3 を移動させます。AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームに

は、同一のデータが格納されているため、ストレージシステムでのデータの移行は不要で

す。
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1.2.4   AM の目的と必要なシステム構成

次の表に示すとおり、AM を使用する目的によって、必要なシステム構成が異なります。

目的 ソフトウェア 構成名

マルチパスソフ
トウェア

クラスタソフト
ウェア

サーバ I/O の継続（ストレージシス
テムに障害発生時）

○ × シングルサーバ構成

ストレージシステムの操作なしでの
サーバのフェイルオーバ/フェイル
バック

× ○ サーバクラスタ構成

ストレージシステムの操作なしでの
仮想マシンの移動

× ○ サーバクラスタ構成

次の両方

• サーバ I/O の継続（ストレージシ
ステムに障害発生時）

• ストレージシステムの操作なし
でのサーバのフェイルオーバ/
フェイルバック

○ ○ クロスパス構成

（凡例）

○：必要

×：不要

注意

AM ペアをコンシステンシーグループに登録する場合は、クロスパス構成を推奨します。次のどち

らかの状態で、正サイトと副サイトの間のパスに障害が発生し、二重化状態の AM ペアが障害に

よって中断された場合、コンシステンシーグループ内の一部の AM ペアは正サイトのサーバから、

また一部の AM ペアは副サイトサーバからだけアクセスできる状態になってしまうことがありま

す。

• コンシステンシーグループ内に二重化中状態の AM ペアと二重化状態の AM ペアが混在して

いる

• コンシステンシーグループ内に中断状態の AM ペアと二重化状態の AM ペアが混在している

この場合、正サイトと副サイトのサーバの両方が、正サイトと副サイトの両方のボリュームにアク

セスできるクロスパス構成を使用しているときは、AM ペアへのアクセスを継続できます。しか

し、クロスパス構成以外の構成で AM を運用している場合、サーバからコンシステンシーグループ

内の AM ペアへアクセスできなくなります。
 

シングルサーバ構成

1 台のサーバを正サイトと副サイトのストレージシステムに接続します。一方のストレー

ジシステムに障害が発生したときには、マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからの

I/O を、もう一方のサイトへ切り替えられます。
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サーバクラスタ構成

正サイトのサーバを正サイトのストレージシステムに、副サイトのサーバを副サイトのスト

レージシステムに接続します。クラスタソフトウェアを使用して、サーバをフェイルオーバ

およびフェイルバックできます。また、一方のサーバにある仮想マシンの負荷が高くなった

場合は、もう一方のサーバに仮想マシンを移動し、負荷を分散できます。

メモ

サーバクラスタ構成では、AM ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードを「プライマリボリュー

ム」に設定することを推奨します。詳細は、「1.8   AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35
ページ）」を参照してください。

 

クロスパス構成

正サイトと副サイトのサーバを、それぞれ正サイトと副サイトのストレージシステムに接続

します。一方のストレージシステムに障害が発生したときには、マルチパスソフトウェアを

使用して、サーバからの I/O を、もう一方のサイトへ切り替えられます。また、クラスタソ

フトウェアを使用して、サーバをフェイルオーバおよびフェイルバックできます。
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メモ

ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定をしているクロスパス構成では、AM ペアのリモー

トパス障害時 IO 優先モードを「プライマリボリューム」に設定することを推奨します。詳細は、

「1.8   AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35 ページ）」を参照してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35 ページ）

1.3   AM と global storage virtualization
AM は、global storage virtualization の機能を基盤として動作します。global storage
virtualization は、仮想化を実現する機能です。サーバへ仮想情報を応答（SCSI コマンドの

Inquiry 応答）することで、複数のストレージシステムを 1 台の仮想ストレージマシンとして

サーバに認識させます。

Resource Partition Manager のライセンスをインストールすると、global storage virtualization の

機能を使用できます。Resource Partition Manager については、『システム構築ガイド』を参照

してください。

 関連リンク 

参照先トピック

仮想 ID とは（7 ページ）

1.3.1   仮想 ID とは

複数のストレージシステムを 1 台の仮想ストレージマシンとしてサーバに認識させるため

には、次のリソースを仮想化し、仮想の識別情報（仮想 ID）を設定します。global storage
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virtualization では、リソースグループ単位またはボリューム単位に、仮想 ID を設定できま

す。

サーバへ仮想情報の応答が必要なリソース 仮想 ID が設定されるリソース

シリアル番号 リソースグループ

モデル リソースグループ

LDEV ID※ ボリューム

エミュレーションタイプ※ ボリューム

LUSE の LU 連結数※ ボリューム

SSID※ ボリューム

注※

仮想 LDEV ID が削除されているボリュームは、サーバからの I/O を受け付けられませ

ん。なお、AM のセカンダリボリュームとして使用するボリュームは、事前に仮想 LDEV
ID を削除し、AM 予約を割り当てておく必要があります。AM ペアを作成するときに、

プライマリボリュームの LDEV ID、エミュレーションタイプ、LUSE の LU 連結数、SSID
と同じ値が、セカンダリボリュームの仮想情報として設定されます。また、AM ペアを

削除するときに、これらの仮想情報は初期化され、LDEV ID には AM 予約が割り当てら

れます。

複数のリソースグループに、同一のシリアル番号およびモデルを仮想 ID として設定できま

す。

仮想 ID を設定できるリソースグループの最大数は、1,023 です（リソースグループ#0 を除

きます）。ただし、1 台のストレージシステムで、リソースグループに設定できる仮想 ID の

最大数（種類数）は、次のとおりです。

• iStorage V110/V310 の場合：15 種類

また、仮想 ID を設定できるボリュームの最大数は、65,279 です。

仮想 ID の設定については、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と global storage virtualization（7 ページ）

1.4   AM の状態管理
AM は、次の状態とモードによって管理されています。

• AM 状態

AM の状態です。ペア状態と I/O モードの組み合わせによって決まります。RAID
Manager には表示されません。
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• ペア状態

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態です。RAID Manager に表示

されます。

• I/O モード

プライマリボリュームとセカンダリボリュームの I/O モードです。RAID Manager に表

示されます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM 状態（9 ページ）

AM 状態の遷移（10 ページ）

AM のペア状態（11 ページ）

AM の I/O モード（13 ページ）

AM 状態とペア状態および I/O モードとの関係（14 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.4.1   AM 状態

AM には、次の 6 つの状態があります。これらの状態のことを、AM 状態と呼びます。

AM 状態 説明 データ二重化 コピーが完了
した領域につ
いて更新され
るボリューム

最新のデータ
があるボ

リューム※

初期 AM ペアを作成する前の状態です。 × － －

二重化中 二重化状態への遷移中です。

次の 2 種類の状態に分かれます。

• Quorum ディスクの準備中

• AM ペアのプライマリボリュームか
らセカンダリボリュームへのデータ
のコピー中

× プライマリお
よびセカンダ
リ

プライマリ

二重化 AM ペアが正常に動作している状態で
す。

○ プライマリお
よびセカンダ
リ

プライマリお
よびセカンダ
リ

Quorum ディス
ク閉塞または
Quorum ディス
クにボリュー
ムを設定しな
い構成

Quorum ディスクが閉塞していますが、
データは二重化されています。

または、Quorum ディスクにボリューム
を設定しない構成でデータが二重化さ
れています。

○ プライマリお
よびセカンダ
リ

プライマリお
よびセカンダ
リ

中断 AM ペアが中断している状態です。プ
ライマリボリュームまたはセカンダリ
ボリュームのどちらかだけに最新の
データがあり、サーバからの I/O も、最
新のデータがあるボリュームに対して
だけ実行されます。障害が発生したと

× プライマリま
たはセカンダ
リ

プライマリま
たはセカンダ
リ
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AM 状態 説明 データ二重化 コピーが完了
した領域につ
いて更新され
るボリューム

最新のデータ
があるボ

リューム※

き、またはペアを中断したときに、AM
状態が中断に変わります。

また、Quorum 監視停止時 Read 応答保
証時間で指定した時間を経過すると、
AM 状態が中断に変わります。

ブロック サーバから AM ペアのボリュームへの
I/O を受け付けない状態です。

次の 2 種類の状態に分かれます。

• プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームの両方に最新のデータが
あり、AM ペアを強制削除すれば、
どちらかのボリュームでサーバから
の I/O を再開できる状態

• 正サイトまたは副サイトのストレー
ジシステムで障害が発生し、もう一
方のボリュームもサーバからの I/O
を停止している状態

複数の障害が同時に発生しているとき
に、AM 状態がブロックに変わります。

× なし プライマリお
よびセカンダ
リ

（凡例）

○：データが二重化している

×：データが二重化していない

プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

－：非該当

注※

「プライマリまたはセカンダリ」の場合、ペア状態および I/O モードによって、どちらの

ボリュームが最新であるが異なります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM 状態とペア状態および I/O モードとの関係（14 ページ）

1.4.2   AM 状態の遷移

AM 状態は、ペア操作や障害によって変化します。AM 状態の遷移を、次に示します。
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プライマリボリュームを指定してペアを再同期すると、プライマリボリュームでサーバから

の I/O を継続します。セカンダリボリュームを指定してペアを再同期すると、プライマリボ

リュームとセカンダリボリュームが入れ替わり、新しいプライマリボリュームでサーバから

の I/O を継続します。

プライマリボリュームを指定してペアを中断すると、プライマリボリュームでサーバからの

I/O を継続します。セカンダリボリュームを指定してペアを中断すると、セカンダリボ

リュームでサーバからの I/O を継続します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

1.4.3   AM のペア状態

ペア状態は、AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが、それぞれに持つ

ボリュームの状態です。
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ペア状態 説明

RAID Manager で
の表示

SMPL AM ペアを組んでいないボリュームです。

COPY このボリュームは、形成コピーまたは AM ペアの再同期中です（データのコピーを
しない AM ペアの作成を含む）。プライマリボリュームからセカンダリボリューム
へ、データをコピーしています。また、最大形成コピー数を上回る数のペアに対し
て、形成コピーまたは再同期を行うと、データコピーの順番待ち状態となるペアが
できます。これらのペアでは、まだデータコピーが開始されていませんが、プライ
マリボリュームのペア状態は COPY となります。

なお、セカンダリボリュームのペア状態は、INIT/COPY となります。

INIT/COPY※ このボリュームは、形成コピーまたは AM ペアを再同期するための、準備をしてい
る状態です。RAID Manager の pairdisplay コマンドに-fe オプションを付けて実行す
ると、Status 列には「COPY」が表示され、D_Status 列には「INIT」が表示されま
す。

PAIR このボリュームを使用して、AM ペアが組まれています。データも二重化されてい
ます。

PSUS このボリュームを使用している AM ペアは、ペア中断操作によって中断されていま
す。この状態はプライマリボリュームで表示されます。

PSUE このボリュームを使用している AM ペアは、障害によって中断されています。

SSUS このボリュームを使用している AM ペアは、ペア中断操作によって中断されていま
す。セカンダリボリュームの更新は中止されています。この状態はセカンダリボ
リュームで表示されます。

SSWS このボリュームを使用している AM ペアは、ペア中断操作または障害によって中断
されています。プライマリボリュームの更新は中止されています。この状態はセカ
ンダリボリュームで表示されます。

注※

ペア状態の表示としては「COPY」が表示されます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

1.4.4   AM の中断タイプ

ペアが中断されている場合、pairdisplay コマンドを実行すると、中断タイプが 16 進数で表示

されます。中断タイプの一覧と説明を次の表に示します。

表示 中断タイプ 適用対象 説明

0x03 Primary
Volume by
Operator

プライマリ ユーザが、正サイトのストレージシステムからペアを中断
しました。セカンダリボリュームの中断タイプは by MCU
です。

0x04 Secondary
Volume by
Operator

プライマリ、

セカンダリ

ユーザが、副サイトのストレージシステムからペアを中断
しました。
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表示 中断タイプ 適用対象 説明

0x05 by MCU セカンダリ 副サイトのストレージシステムが、正サイトのストレージ
システムからペアを中断する要求を受け取りました。プラ
イマリボリュームの中断タイプは、Primary Volume by
Operator または Secondary Volume by Operator です。

0x06 by RCU プライマリ 正サイトのストレージシステムが、AM ペアを中断させる
原因となった副サイトのストレージシステムのエラーを検
出しました。該当するセカンダリボリュームの中断タイプ
は、Secondary Volume Failure です。

0x08 Secondary
Volume
Failure

プライマリ、

セカンダリ

正サイトのストレージシステムが、副サイトのストレージ
システムとの通信中にエラーを、または更新コピー中に I/O
エラーを検出しました。この場合、該当するセカンダリボ
リュームの中断タイプは通常 Secondary Volume Failure で
す。

この中断タイプは、パスの数が、RAID Manager の raidcom
rcu コマンドで表示される最小パス数を下回った場合にも
表示されます。

0x09 MCU IMPL プライマリ、

セカンダリ

正サイトのストレージシステムが、IMPL 中に正サイトのス
トレージシステムの不揮発性メモリ内に有効な制御情報を
見つけられませんでした。このような状況は、正サイトの
ストレージシステムに 48 時間以上電源が入らなかった場
合にだけ起こります（例：電源障害やバックアップバッテ
リの放電）。

0x50 Initial Copy
Failed

プライマリ、

セカンダリ

形成コピーが完了する前に正サイトのストレージシステム
がペアを中断しました。セカンダリボリュームとプライマ
リボリュームのデータは一致していません。

（凡例）

プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

1.4.5   AM の I/O モード

I/O モードは、AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが、それぞれに持

つ I/O の動作を表しています。

I/O モード 読み取りの処理 書き込みの処理

このマニュアル
での表記

RAID Manager
での表示※

Mirror(RL) L/M 読み取り要求を受けたストレージ
システムのデータを、サーバに送
信する

プライマリボリューム、セカンダ
リボリュームの順に、両方のボ
リュームへデータを書き込む

Local L/L 読み取り要求を受けたストレージ
システムのデータを、サーバに送
信する

書き込み要求を受けたストレージ
システムのボリュームにだけ、
データを書き込む

Block B/B 拒否（Illegal request を応答） 拒否（Illegal request を応答）
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注※

RAID Manager では、「読み取りの処理/書き込みの処理」の形式で I/O モードが表示され

ます。L は Local、M は Mirror、B は Block を示します。

I/O モードが Block のボリュームに対する Report LUN コマンドや Inquiry コマンドには、LU
未定義の応答が返ります。よって、I/O モードが Block のボリュームは、サーバには認識さ

れない、またはパス状態が閉塞の状態です。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

1.4.6   AM 状態とペア状態および I/O モードとの関係

AM 状態と、ペア状態および I/O モードとの関係を次に示します。

AM 状態 中断の契機 プライマリボリューム セカンダリボリューム 最新のデータ
があるボ
リューム

ペア状態 I/O モード ペア状態 I/O モード

初期 － SMPL － SMPL － －

二重化中 － INIT Mirror(RL) INIT Block プライマリ

－ COPY Mirror(RL) COPY Block プライマリ

二重化 － PAIR Mirror(RL) PAIR Mirror(RL) プライマリお
よびセカンダ
リ

Quorum ディ
スク閉塞また
は Quorum
ディスクにボ
リュームを設
定しない構成

－ PAIR Mirror(RL) PAIR Mirror(RL) プライマリお
よびセカンダ
リ

中断 ペア操作 PSUS Local SSUS Block プライマリ

障害 PSUE※ Local PSUE Block プライマリ

PSUE※ Local SMPL － プライマリ

PSUE※ Local × × プライマリ

ペア操作 PSUS Block SSWS Local セカンダリ

障害 PSUE Block SSWS※ Local セカンダリ

SMPL － SSWS※ Local セカンダリ

× × SSWS※ Local セカンダリ

ブロック － PSUE Block PSUE Block プライマリお
よびセカンダ
リ

－ PSUE Block × × プライマリお
よびセカンダ
リ
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AM 状態 中断の契機 プライマリボリューム セカンダリボリューム 最新のデータ
があるボ
リューム

ペア状態 I/O モード ペア状態 I/O モード

－ × × PSUE Block プライマリお
よびセカンダ
リ

（凡例）

－：非該当

×：ストレージシステムの障害などによって、ペア状態や I/O モードを確認できない

注※

サーバから書き込みコマンドが発行されていない場合、障害部位によってはペア状態が

PAIR になることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.5   AM とサーバ I/O
サーバから AM のボリュームへの I/O の処理は、ボリュームの I/O モードによって管理され

ています。また、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの I/O モードの組み合わせ

は、AM 状態によって異なります。ここでは、AM 状態ごとに、サーバからの I/O の処理の

流れを説明します。

1.5.1   AM 状態が二重化のときのサーバ I/O
AM 状態が二重化のときの I/O モード、およびサーバからの I/O の流れを次に示します。

I/O モード

• プライマリボリューム：Mirror(RL)

• セカンダリボリューム：Mirror(RL)

書き込み処理の流れ

サーバから AM ペアのボリュームへ書き込みが発生すると、AM ペアの両方のボリュームに

書き込んでから、サーバへ書き込み完了を応答します。
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読み取り処理の流れ

サーバから AM ペアのボリュームへ読み取りが発生すると、サーバが接続しているボリュー

ムからデータを読み取り、サーバへ送信します。正サイトと副サイトのストレージシステム

間の通信は発生しません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.5.2   AM 状態が二重化中、Quorum ディスク閉塞または Quorum
ディスクにボリュームを設定しないときのサーバ I/O

AM 状態が二重化中、Quorum ディスク閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定し

ないときの I/O モード、およびサーバからの I/O の流れを次に示します。

I/O モード

• プライマリボリューム：Mirror(RL)

• セカンダリボリューム：Mirror(RL)
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書き込み処理の流れ

サーバから AM ペアのボリュームへ書き込みが発生すると、AM ペアの両方のボリュームに

書き込んでから、サーバへ書き込み完了を応答します。

読み取り処理の流れ

サーバから AM ペアのボリュームへ読み取りが発生すると、AM ペアのプライマリボリュー

ムまたはセカンダリボリュームからデータを読み取り、サーバへ送信します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.5.3   AM 状態が中断のときのサーバ I/O
AM 状態が中断のときの I/O モード、およびサーバからの I/O の流れを次に示します。

I/O モード

• プライマリボリュームのデータが最新のとき
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- プライマリボリューム：Local

- セカンダリボリューム：Block

• セカンダリボリュームのデータが最新のとき

- プライマリボリューム：Block

- セカンダリボリューム：Local

書き込み処理の流れ（プライマリボリュームのデータが最新の
ときの例）

サーバから AM ペアのボリュームへ書き込みが発生すると、AM ペアのプライマリボリュー

ムに書き込んでから、サーバへ書き込み完了を応答します。I/O モードが Block であるセカ

ンダリボリュームは、サーバからの I/O は受け付けません。また、プライマリボリュームへ

書き込まれたデータも、セカンダリボリュームには書き込まれません。

読み取り処理の流れ（プライマリボリュームのデータが最新の
ときの例）

サーバから AM ペアのボリュームへ読み取りが発生すると、AM ペアのプライマリボリュー

ムからデータを読み取り、サーバへ送信します。正サイトと副サイトのストレージシステム

間の通信は発生しません。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.5.4   AM 状態がブロックのときのサーバ I/O
AM 状態がブロックのときの I/O モードを次に示します。

• プライマリボリューム：Block

• セカンダリボリューム：Block

AM ペアの両方のボリュームへの I/O を受け付けていないため、ボリュームへのデータの書

き込みや、データの読み取りは発生しません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の状態管理（8 ページ）

AM とサーバ I/O（15 ページ）

1.6   Quorum ディスクとサーバ I/O
Quorum ディスクは、パスやストレージシステムに障害が発生したときに、どちらのストレー

ジシステムでサーバからの I/O を継続するのかを決定するボリュームです。Quorum ディス

クには外部ストレージシステムのボリュームを使用しますが、Universal Volume Manager が
サポートしているサーバであれば、サーバのディスクを Quorum ディスクとして使用できま

す。

ストレージシステム間のパスを使用して正サイトと副サイトのストレージシステム間で通

信できなくなった場合、各ストレージシステムは次のように動作します。
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1. 通信できなくなったストレージシステム（A）が、通信できない状態であることを

Quorum ディスクに書き込みます。

2. Quorum ディスクに通信できない状態であることを書き込まれたことを、もう一方のス

トレージシステム（B）が検出すると、ストレージシステム（B）は I/O の受付を停止

します。

3. ストレージシステム（B）が、I/O を受け付けない状態であることを Quorum ディスク

に書き込みます。

4. ストレージシステム（A）は、ストレージシステム（B）が I/O を受け付けない状態で

あることを検出すると、AM ペアを中断して I/O を継続します。

ストレージシステム（A）が、通信できない状態であることを Quorum ディスクに書き込ん

でから 5 秒以内に、ストレージシステム（B）が I/O を受け付けない状態であることを Quorum
ディスクから検出しなかったときは、ストレージシステム（A）が、AM ペアを中断して

I/O を継続します。

なお、両方のストレージシステムが通信できない状態であることを、同時に Quorum ディス

クに書き込んだ場合は、ストレージシステムのシリアル番号の小さい方を、通信できない状

態であることを書き込んだストレージシステムとして見なします。

また、外部ストレージシステムのボリュームの用意が不要な Quorum ディスクにボリューム

を設定しない構成が作成できます。詳細は「1.6.1   Quorum ディスクにボリュームを設定し

ない構成（21 ページ）」を参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを検出したときのサーバ I/O（23 ページ）

他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを検出しなかったときのサーバ I/O（24 ページ）

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）
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1.6.1   Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成

Quorum ディスクには外部ストレージシステムの用意が必要です。そのため、データ移行時

に一時的に AM ペアを作成したい場合でも、外部ストレージシステムを用意しなければなり

ません。

そこで、Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成にすれば、外部ストレージシステ

ムを用意しなくても AM ペア作成できます。ただし、Quorum ディスクにボリュームを設定

しない構成では、パスやストレージシステム障害が発生したときのサーバからの I/O 継続性

が低くなるため、Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成にするか、外部ストレー

ジを用意して Quorum ディスクにボリュームを設定する構成にするかは用途によって使い

分けてください。

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の構成図は次のとおりです。

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成は、次の場合だけサポートします。

• iStorage V シリーズから別の iStorage V シリーズへ AM を使用してデータ移行する

Quorum ディスクにボリュームを設定する構成と比較して、Quorum ディスクにボリュームを

設定しない構成にした場合に不要となる構成要素と手順の詳細は次のとおりです。

• 外部ストレージシステム

• ストレージシステム(A)とストレージシステム(B)の外部ポート

• ストレージシステム(A)と外部ストレージシステム間のパスとスイッチ

• ストレージシステム(B)と外部ストレージシステム間のパスやスイッチ

Quorum ディスクにボリュームを設定する構成と Quorum ディスクにボリュームを設定しな

い構成の相違点は次のとおりです。

1.6.1.1   障害時の業務継続可否

次のとおり Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合、正サイトのストレージ

システム障害で業務継続ができなくなります。そのため、一時的なデータ移行用途で使用す

ることを想定しています。
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番号 障害部位 業務継続可否

Quorum ディスクのボ
リュームを設定した構成

Quorum ディスクのボ
リュームを設定しない構
成

1 正サイトのストレージシステム 〇 ×

2 副サイトのストレージシステム 〇 〇

3 外部ストレージシステム 〇 －

4 プライマリボリューム 〇 〇

5 セカンダリボリューム 〇 〇

6 Quorum ディスク 〇 －

7 正サイトのストレージシステムか
ら副サイトのストレージシステム
へのリモートパス

〇 〇

8 副サイトのストレージシステムか
ら正サイトのストレージシステム
へのリモートパス

〇 〇

9 正サイトのストレージシステムか
ら Quorum ディスク間のパス

〇 －

10 副サイトのストレージシステムか
ら Quorum ディスク間のパス

〇 －

11 次の障害が同時に発生した場合

• 正サイトのストレージシステム
から副サイトのストレージシス
テムへのリモートパス

〇 〇
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番号 障害部位 業務継続可否

Quorum ディスクのボ
リュームを設定した構成

Quorum ディスクのボ
リュームを設定しない構
成

• 副サイトのストレージシステム
から正サイトのストレージシス
テムへのリモートパス

12 次の障害が同時に発生した場合

• 正サイトのストレージシステム
から副サイトのストレージシス
テムへのリモートパス

• 副サイトのストレージシステム
から正サイトのストレージシス
テムへのリモートパス

• Quorum ディスク

× －

（凡例）

○：業務継続できる

×：業務継続できない

－：該当なし

1.6.1.2   外部ストレージシステムの準備コスト

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合、外部ストレージシステムおよびパ

スの準備が不要となるため、準備コストを低減できます。

また、AM 環境の構築手順の一部が不要になります。

1.6.2   他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを検出し
たときのサーバ I/O

他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを検出したときは、検出したときの各ボ

リュームのペア状態によって、サーバからの I/O を継続するボリュームの判断方法が異なり

ます。

ペア状態が PAIR の場合

AM ペアのボリュームのペア状態が PAIR のときは、通信できない状態であることを書き込

んだボリュームが、サーバからの I/O を継続します。

ペア状態が INIT/COPY の場合

どちらのストレージシステムが通信できない状態であることを書き込んだとしても、プライ

マリボリュームでサーバからの I/O を継続します。セカンダリボリュームへの I/O は停止し

たままです。
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ペアが中断している場合（ペア状態が PSUS、PSUE、SSWS
または SSUS）
どちらのストレージシステムが通信できない状態であることを書き込んだとしても、I/O
モードが Local のボリュームでサーバからの I/O を継続します。I/O モードが Block のボ

リュームへの I/O は停止したままです。

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクとサーバ I/O（19 ページ）

1.6.3   他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを検出し
なかったときのサーバ I/O

他のストレージシステムによる I/O 停止の書き込みを 5 秒以内に検出しなかった場合、基本

的には通信できない状態であることを書き込んだストレージシステムのボリュームがサー

バからの I/O を継続します。ただし、検出できなかったボリュームのペア状態と I/O モード

によって、I/O が継続できるかどうかが異なります。

ペア状態が PAIR の場合

サーバからの I/O を継続します。

ペア状態が INIT/COPY の場合

通信できない状態であることを書き込んだストレージシステムのボリュームがプライマリ

ボリュームのときは、プライマリボリュームはサーバからの I/O を継続します。セカンダリ

ボリュームは I/O は停止したままです。

ペアが中断している場合（ペア状態が PSUS、PSUE、SSWS
または SSUS）
通信できない状態であることを書き込んだストレージシステムのボリュームの I/O モード

が Local のときは、サーバからの I/O を継続します。I/O モードが Block のボリュームの I/O
は、停止したままです。

なお、I/O を受け付けない状態であることを Quorum ディスクに書き込むはずだったスト

レージシステムのボリュームは、ストレージシステムの障害が発生しているか、Quorum ディ

スクへアクセスできなくなっているため、サーバからの I/O は継続しません。

 関連リンク 

参照先トピック
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Quorum ディスクとサーバ I/O（19 ページ）

1.6.4   Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュー
ムを設定しない構成時のサーバ I/O とのデータ二重化の動作

Quorum ディスクに障害が発生した場合または Quorum ディスクにボリュームを設定しない

場合の、サーバからの I/O と AM ペアのデータ二重化の動作について説明します。

Quorum ディスクの作成時に、LDEV を設定しないオプション
を有効にし、作成した Quorum ID で AM ペアを作成した場合

プライマリボリュームを閉塞してもセカンダリボリュームで業務を継続できます。

• Quorum ディスクが閉塞しても、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方

で同一のデータを保持できます。

• Quorum ディスクが閉塞しているときにプライマリボリュームの閉塞で業務が停止しま

す。しかし AM ペアを削除すればセカンダリボリュームで業務を継続できます。

1.6.4.1   AM ペアに対するサーバからの I/O と AM ペアのデータ二
重化の動作

AM ペアに対するサーバからの I/O と AM ペアのデータの二重化の動作について説明しま

す。

ペア状態が PAIR のときに Quorum ディスクの閉塞を検知した
場合またはペア状態が PAIR で Quorum ディスクにボリューム
を設定しない構成の場合

正サイトと副サイトのストレージシステム間のリモートパスで通信します。プライマリボ

リュームおよびセカンダリボリュームのペア状態と I/O モードは、PAIR（Mirror(RL)）を維

持するため、プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームでサーバからの I/O を継続

します。また、正サイトと副サイトのストレージシステムの間のリモートパスを使用して

データ二重化を維持します。

ペア状態が INIT/COPY のときに Quorum ディスクの閉塞を検
知した場合

プライマリボリュームでサーバからの I/O を継続します。ただし、ペア状態が COPY になっ

た直後に、Quorum ディスクの閉塞を検知した場合は、ペアが中断することがあります。

ペア状態が INIT/COPY のときに Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合、

プライマリボリュームでサーバからの I/O を継続します。
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ペアが中断しているとき（ペア状態が PSUS、PSUE、SSWS
または SSUS）に Quorum ディスクの閉塞を検知した場合また
はペア状態が中断しているときに Quorum ディスクにボ
リュームを設定しない構成の場合

I/O モードが Local のボリュームでサーバからの I/O を継続します。I/O モードが Block のボ

リュームへの I/O は停止したままです。また、データ二重化は中断したままです。

Quorum ディスクが閉塞したあとにリモートパスの切断を検知
した場合または Quorum ディスクにボリュームを設定しない
構成でリモートパスの切断を検知した場合

Quorum ディスクが閉塞したあとのリモートパスの切断、または Quorum ディスクでボ

リュームを設定しない構成でリモートパスの切断のタイミングでペアが中断し、プライマリ

ボリュームのペア状態と I/O モードが PSUE（Local）、セカンダリボリュームのペア状態と

I/O モードが PAIR（Block）に変わります。プライマリボリュームでサーバからの I/O を継

続します。ただし、Quorum ディスクが閉塞したあとまたは Quorum ディスクにボリューム

を設定しない構成時に、リモートパスが切断されるタイミングによっては、AM ペアが中断

して、プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームのペア状態と I/O モードが PSUE
（Block）に変わることがあります。

セカンダリボリュームのペア状態と I/O モードが PAIR（Block）に変わるまでの間、データ

の読み取りで遅延が発生することがあります。遅延の影響を減らしたい場合は、Quorum 監

視停止時 Read 応答保証時間を短く設定すると、データの読み取りの遅延を最小限に抑える

ことができます。ただし、リモートパスが切断されてペアが中断されるまでの時間も短くな

ります。

早期にリモートパスの回復を図るため、リモートパスが切断されたあとにすぐペアを中断さ

せたくない場合は、Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間を長く設定してください。ただ

し、サーバのタイムアウト時間よりも長く設定した場合、サーバでタイムアウトが発生する

おそれがあります。

Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間の推奨値を次に示します。

パス閉塞監視の設定値（秒） Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間の推奨設定値（秒）

40（デフォルト） 40（デフォルト）

2～5 5※

6～25 6～25※

26～44 26～44

45 45
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注※

MP 障害やパスの障害によって、リモートパスによる一時的な通信ができない場合、AM
ペアが中断するおそれがあります。これを回避する場合、Quorum 監視停止時 Read 応答

保証時間を、RIO MIH 時間よりも十分に大きい値にするか、25 秒以上に設定してくだ

さい。ただし、データの読み取りが、Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間の設定値の

時間まで遅延するおそれがあります。

パス閉塞監視時間の設定値は、raidcom get remote_replica_opt コマンドまたは raidcom modify
remote_replica_opt コマンドで参照および編集できます。

Quorum 監視停止時における Read 応答保証時間の設定値は、raidcom get quorum コマンドま

たは raidcom modify quorum コマンドで参照および編集できます。

RIO MIH 時間の設定値は、raidcom get rcu コマンドまたは raidcom modify rcu コマンドで参照

および編集できます。

Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間は、パス閉塞監視と同じ時間を設定することを推奨し

ます。セカンダリボリュームのペア状態と I/O モードが PSUE（Block）に変わるまでの間、

データの読み取りの遅延を、Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間の設定値以内に抑えま

す。ただし、パス閉塞監視の設定値が 5 秒以下の場合、Quorum 監視停止時 Read 応答保証時

間を 5 秒に設定してください。

Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間を 46 秒以上に設定すると、リモートパスの障害によ

る AM ペアの中断を回避しやすくなります。Quorum 監視停止時 Read 応答保証時間を 46
秒以上に設定する場合、ホスト I/O のアプリケーションのタイムアウト時間が、設定値より

も大きいことを確認してください。また、リモートパスが複数あることを確認してくださ

い。リモートパスは 4 本以上あることを推奨します。ただし、データの読み取りが、Quorum
監視停止時 Read 応答保証時間の設定値の時間まで遅延するおそれがあります。

1.6.5   Quorum ディスクの状態

Quorum ディスクには、次の 5 つの状態があります。

Quorum ディスクの状態 RAID Manager での表
示

説明

Normal NORMAL Quorum ディスクが正常に稼働している状態です。

Transitioning TRANSITIONING Quorum ディスクの状態が遷移中です。

Blocked BLOCKED Quorum ディスクが閉塞している状態です。

Replacing REPLACING Quorum ディスクを交換中です。

Failed FAILED 正サイトのストレージシステムと副サイトのスト
レージシステムが、それぞれ異なる Quorum ディス
クに接続されている状態です。

- - Quorum ディスクにボリュームを設定していない構
成です。
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AM ペアを維持したまま、Quorum ディスクで使用している外部ストレージシステムを、別

の新しい外部ストレージシステムに交換できます。その際、Quorum ディスクの状態を確認

する必要があります。

Quorum ディスクの状態が Failed の場合、正サイトのストレージシステムと副サイトのスト

レージシステムが、それぞれ異なる Quorum ディスクに接続されています。正サイトのスト

レージシステムと副サイトのストレージシステムが、同じ Quorum ディスクに接続されるよ

うに外部ボリュームを指定して、再度 Quorum ディスクの交換を実施する必要があります。

Quorum ディスクの状態は、RAID Manager の raidcom get quorumコマンドで確認できま

す。 raidcom get quorumコマンドの詳細は、『RAID Manager コマンドリファレンス』を

参照してください。Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合は、Quorum ディ

スクの状態が無効値「-」で表示されます。

 関連リンク 

参照先トピック

新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復する（258 ページ）

AM ペアを維持したまま外部ストレージシステムを交換する（290 ページ）

1.7   AM のコンシステンシーグループ
コンシステンシーグループを使用すると、複数の AM ペアを 1 つのグループとして管理でき

ます。

複数の AM ペアをコンシステンシーグループに登録すると、次のことができるようになりま

す。

• コンシステンシーグループ単位で AM ペアを操作する

• 障害発生時にコンシステンシーグループ単位で AM ペアを中断させる（協調サスペン

ド）

 関連リンク 

参照先トピック

コンシステンシーグループ単位で AM ペアを操作する（29 ページ）

障害発生時にコンシステンシーグループ単位で AM ペアを中断させる（協調サスペンド）（30 ページ）
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コンシステンシーグループのユースケース（32 ページ）

1.7.1   コンシステンシーグループ単位で AM ペアを操作する

複数の AM ペアをコンシステンシーグループに登録すると、コンシステンシーグループ単位

に AM ペアを再同期したり、中断したりできます。

1 回のペア再同期操作で、コンシステンシーグループに登録されているすべての AM ペアを

再同期できます。また、1 回のペア中断操作で、コンシステンシーグループに登録されてい

るすべての AM ペアを中断できます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループ（28 ページ）
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1.7.2   障害発生時にコンシステンシーグループ単位で AM ペアを中
断させる（協調サスペンド）

コンシステンシーグループ内の一部の AM ペアが障害によって中断されると、その AM ペ

アが登録されているコンシステンシーグループ内のすべての AM ペアが中断状態に変わり

ます。これを、協調サスペンドと呼びます。障害が発生した場合にも、プライマリボリュー

ムの I/O モードが Block に変わったときにはプライマリボリューム間で、セカンダリボ

リュームの I/O モードが Block に変わったときにはセカンダリボリューム間で、データの一

貫性が保証されます。

注意

障害によっては、障害発生後、コンシステンシーグループ内の AM ペアの I/O モードが Local また

は Block に統一されず、I/O モードが Local のペアと Block のペアが混在する可能性があります。

その際は、「11.6   AM のコンシステンシーグループに、ボリュームの I/O モードが Local のペアと

Block のペアが混在した場合の回復手順（351 ページ）」を参照して回復してください。
 

• 一方のストレージシステムに、最新のデータがあるボリュームを集約する

一部のペアに障害が発生したときに、コンシステンシーグループに登録されているすべ

ての AM ペアが中断状態に変わると、最新のデータがあるボリュームが、正サイトまた

は副サイトのストレージシステムに集約されます。

• AM ペアの中断前後でデータの一貫性を保証する

コンシステンシーグループに登録されているすべての AM ペアが中断状態に変わると、

最新データがある正サイトまたは副サイトのボリュームだけが、サーバからの I/O を受

領します。もう一方のサイトのボリュームは、障害が発生していないボリュームへの I/
O であっても、サーバからの I/O の受領とデータの書き込み処理を停止します。これに

よって、サーバからの I/O を中断したサイトのボリュームで、中断前後のデータの一貫

性が保証されます。
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例えば、サーバが書き込みを A～D の順に発行し、ストレージシステムが書き込み B を受領

したあとに、プライマリボリュームの LDEV 障害によってコンシステンシーグループに登録

されているすべての AM ペアが中断状態に変わったとします。この場合、AM ペアが中断状

態に変わる前にストレージシステムが受領した書き込み A と B は、プライマリボリューム

とセカンダリボリュームに書き込まれます。AM ペアが中断状態に変わったあとにスト

レージシステムが受領した書き込み C と D は、セカンダリボリュームにだけに書き込まれ

ます。

最新のデータがあるボリュームは、副サイトのストレージシステムに集約されています。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループ（28 ページ）
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1.7.3   コンシステンシーグループのユースケース

1.7.3.1   一括フェイルオーバ

コンシステンシーグループを使用すると、コンシステンシーグループ単位で AM を遠隔サイ

トに一括でフェイルオーバできます。

コンシステンシーグループを使用しない場合、障害が発生したボリュームにアクセスするア

プリケーションだけが遠隔サイトにフェイルオーバします。

コンシステンシーグループを使用する場合、障害が発生したときにコンシステンシーグルー

プ内のボリュームにアクセスするすべてのアプリケーションを、AM ペアと連動して遠隔サ

イトにフェイルオーバさせられます。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループ（28 ページ）

1.7.3.2   一貫性のあるバックアップデータからの業務再開

AM ペアが中断状態に変わると、サーバからは最新のデータがある方のボリュームにだけ I/
O が継続します。万が一 AM ペアが中断状態のときに、最新のデータがある方のストレージ

システムで障害が発生し、最新のデータにアクセスできなくなった場合は、一貫性がある

データ（古いデータ）を使用して、AM ペアが中断状態に変わった時点から業務を再開でき

ます。
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例えば、プライマリボリュームへのパスの障害によって、AM ペアが中断状態に変わったと

します。この時点で、プライマリボリュームにはデータ B まで書き込まれていました。

その後、セカンダリボリュームがあるストレージシステムで障害が発生し、セカンダリボ

リュームの最新のデータにアクセスできなくなりました。この場合、AM ペアを削除したあ

と、プライマリボリュームを使用して、書き込みデータ C の書き込み処理から業務を再開で

きます。

第 1 章   Active Mirror の概要

34



 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループ（28 ページ）

1.8   AM のリモートパス障害時 IO 優先モード
リモートパス障害時 IO 優先モードを設定すると、ストレージシステム間のリモートパスで

障害が発生した際に、優先的にプライマリボリュームでサーバからの I/O を継続できるよう

になります。
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正サイトと副サイトのストレージシステム間のリモートパスで障害が起きると、AM ペア間

でデータの二重化ができなくなった場合、AM ペアが中断されます。通常、リモートパスの

障害により中断された AM ペアは、サーバからの I/O を受領していたストレージシステム側

のボリュームがサーバからの I/O を継続します。このとき、サーバからの I/O を継続するボ

リュームをユーザ側で選択できないため、次のような構成では、リモートパス障害時に意図

しない優先パス/非優先パスの切り替わりやフェイルオーバが発生することがあります。リ

モートパス障害時 IO 優先モードを設定すると、リモートパス障害時でもプライマリボ

リュームでサーバ I/O を継続する動作となります。そのため、プライマリボリューム側のパ

スを優先パスに設定する、あるいはプライマリボリュームで業務を行うことで、意図しない

パスの切り替わりやフェイルオーバを回避できます。

• ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定をしているクロスパス構成の場合

非優先パス側に、ユーザによる I/O とは非同期で発行される ALUA の I/O があるため、

リモートパスの障害が発生した際に、非優先パス側のストレージシステムのボリューム

がサーバからの I/O を継続することがあります。これにより意図しない優先パス/非優

先パスの切り替わりが発生することがあります。
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リモートパス障害時 IO 優先モードを設定すると、リモートパス障害時にプライマリボ

リューム側を優先パスに設定できるため、プライマリボリューム側のパスを優先パスに

設定することで、意図しない優先パス/非優先パスの切り替わりを回避できます。

• サーバクラスタ構成の場合

スタンバイ側のサーバから、ユーザによる I/O とは非同期で発行されるヘルスチェック

の I/O があるため、リモートパスの障害が発生した際に、スタンバイ側のサーバに接続

されたストレージシステムのボリュームがサーバからの I/O を継続することがありま

す。これにより、意図しないフェイルオーバが発生することがあります。

リモートパス障害時 IO 優先モードを設定すると、リモートパス障害時にプライマリボ

リュームでサーバ I/O が継続されるため、プライマリボリュームで業務を行うことで、

意図しないフェイルオーバを防げます。
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注意

リモートパス障害時 IO 優先モードを「プライマリボリューム」に設定している場合に、プライマ

リボリュームにアクセスできないような障害（例：サーバからプライマリボリュームへのパス障

害）が併発していると、アクセスロストとなることがあります。
 

 関連リンク 

参照先トピック

リモートパス障害時 IO 優先モードの要件と仕様（38 ページ）

1.8.1   リモートパス障害時 IO 優先モードの要件と仕様

リモートパス障害時 IO 優先モードの要件、仕様、および注意事項を次に示します。

リモートパス障害時 IO 優先モードの選択

リモートパス障害時 IO 優先モードは、次の 2 つのモードがあります。指定したモードによ

り、リモートパスの障害によって中断された AM ペアに対するサーバからの I/O 動作が規定

されます。

• 「無効」（デフォルト）：

サーバから I/O を受領していたストレージシステム側のボリュームが、サーバからの I/
O を継続します。正サイトと副サイトの両方のストレージシステムでサーバからの I/O
を受領していた場合は、いずれか片方のストレージシステムのボリュームがサーバから

の I/O を継続します。

リモートパス障害時 IO 優先モードがサポートされていないマイクロバージョンまたは

ファームウェアバージョンのストレージシステムの場合も、この動作となります。

• 「プライマリボリューム」：

プライマリボリュームで、優先的にサーバからの I/O を継続します。

メモ

• Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合、リモートパス障害時 IO 優先モード

の設定に関わらず、プライマリボリュームがサーバからの I/O を継続できます。

• 同じコンシステンシーグループ内の AM ペアに、異なるリモートパス障害時 IO 優先モードを

設定できません。

• リモートパス以外にも障害部位がある場合（例：ストレージシステムの障害）、リモートパス

障害時 IO 優先モードが「プライマリボリューム」に設定されていても、セカンダリボリュー

ムがサーバからの I/O を継続することがあります。
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注意

リモートパス障害時 IO 優先モードを「プライマリボリューム」に設定している場合に、プライマ

リボリュームにアクセスできないような障害（例：サーバからプライマリボリュームへのパス障

害）が併発していると、アクセスロストとなることがあります。
 

リモートパス障害時 IO 優先モードの設定手順については、次を参照してください。

• リモートパス障害時 IO 優先モードを設定して新規ペアを作成する場合

「6.3   AM ペアを作成する（165 ページ）」の「リモートパス障害時 IO 優先モードを設

定してペアを作成する（165 ページ）」

• 既存ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードの設定を変更する場合

「6.5   AM ペアを再同期する（168 ページ）」の「既存ペアのリモートパス障害時 IO 優

先モードを変更する（169 ページ）」

1.9   AM の構成要素
AM の構成要素を次に示します。
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ストレージシステム

正サイトと副サイトの両方にストレージシステムを設置します。サポートしているスト

レージシステムの組み合わせは、機種、モデル、マイクロバージョンにより異なります。詳

細は、「2.1   AM の要件（45 ページ）」を参照してください。Quorum ディスクを置く外部ス

トレージシステムも必要です。

ペアボリューム

AM ペアは、1 つのプライマリボリュームと、1 つのセカンダリボリュームで構成されます。

正サイトのストレージシステムで AM ペアを作成した場合、正サイトのボリュームがプライ

マリボリューム、副サイトのボリュームがセカンダリボリュームです。

コンシステンシーグループ

複数の AM ペアで構成されるグループです。コンシステンシーグループに AM ペアを登録

すると、コンシステンシーグループ単位で AM ペアを再同期したり、中断したりできます。

Quorum ディスク

Quorum ディスクは、パスやストレージシステムに障害が発生したときに、どちらのストレー

ジシステムでサーバからの I/O を継続するのかを決めるために使われます。Quorum ディス

クには外部ストレージシステムのボリュームを使用しますが、Universal Volume Manager が
サポートしているサーバであれば、サーバのディスクを Quorum ディスクとして使用できま

す。また、Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成によって、Quorum ディスク用に

外部ストレージシステムのボリュームを準備する必要がなくなります。詳細は

「1.6.1   Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成（21 ページ）」を参照してください。

仮想ストレージマシン

ストレージシステムの中に作成する、仮想的なストレージシステムです。AM では、副サイ

トのストレージシステムの中に、正サイトのストレージシステムと同じモデルとシリアル番

号を設定した仮想ストレージマシンを作成して、サーバから 1 台の仮想ストレージマシンと

して見えるようにします。

仮想ストレージマシン内のボリューム同士で、AM ペアを作成することもできます。仮想ス

トレージマシン内のボリューム同士で、AM ペアを作成する場合は、正サイトのストレージ

システム内にある仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号を、副サイトのストレージ

システム内にある仮想ストレージマシンに割り当ててください。

パスとポート

サーバとストレージシステム間、および各ストレージシステム間を物理パスで接続します。
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正サイトと副サイトのストレージシステムでデータの送受信ができるよう、リモート接続を

追加します。ストレージシステム間の通信には、物理パスだけでなく、論理パス（リモート

パスや外部パス）の設定も必要です。

ストレージシステム間を iSCSI で接続する場合は、10Gbps iSCSI チャネルボードのポートを

使用してください。25Gbps iSCSI チャネルボードは、ストレージシステム間の接続に使用で

きません。

マルチパスソフトウェア

マルチパスソフトウェアは、サーバからボリュームまでのパスを冗長化したり、パス間での

負荷を分散したりするソフトウェアです。1 台のサーバで AM 構成を組む場合や、2 台の

サーバでクロスパス構成を組む場合に必要です。

クラスタソフトウェア

クラスタソフトウェアは、複数台のサーバで 1 つのシステムを構成し、あるサーバに障害が

発生したときに別のサーバへ業務を切り替えられるソフトウェアです。2 台のサーバで AM
構成を組む場合に必要です。

RAID Manager
ストレージシステムを CLI で操作するためのインタフェースです。サーバにインストール

します。AM の操作に使用します。

1.10   AM のコピーの種類
AM には、次の 2 種類のコピーがあります。

• 形成コピー

プライマリボリュームのすべてのデータをセカンダリボリュームへコピーし、両方のボ

リュームのデータを一致させます。AM 状態を初期から二重化に変更するときに、使用

します。

• 差分コピー

プライマリボリュームとセカンダリボリュームとの差分だけをコピーし、両方のボ

リュームのデータを一致させます。AM 状態を中断から二重化に変更するときに、使用

します。
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AM 状態が中断のときは、ストレージシステムがデータの更新位置を記録し、差分を管

理します。

1.11   AM の運用を開始するまでの流れ
AM は、RAID Manager を使用して運用します。

AM の運用を開始するまでの流れを次に示します。
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このマニュアルでは、RAID Manager を使用して AM ペアを作成する方法について説明しま

す。

次の表では、RAID Manager を使用して AM ペアを作成する流れに沿って、インタフェース

ごとの操作可否を説明します。

運用開始までの流れ 操作対象

ハードウェアの設置と接続 －
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運用開始までの流れ 操作対象

プログラムプロダクトのインストール 正サイト、副サイト

RAID Manager の起動 コマンドデバイス作成 正サイト、副サイト

構成定義ファイルの作成と起動※ サーバ

正サイトと副サイトのストレージ
システムを接続

リモート接続を追加 正サイト、副サイト

Quorum ディスクの作成 外部ボリュームを作成 正サイト、副サイト

Quorum ディスクを設定 正サイト、副サイト

副サイトのストレージシステムの
設定

仮想ストレージマシンを作成 副サイト

セカンダリボリュームの仮想属性
に AM 予約を割り当て

副サイト

セカンダリボリュームを作成 副サイト

セカンダリボリュームへ LU パス
を設定

副サイト

RAID Manager の構成定義ファイルの更新※ サーバ

AM ペアの作成 正サイト

セカンダリボリュームへ冗長パスを設定 サーバ

注※

構成定義ファイルは、テキストエディタなどを使用して作成してください。
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第 2 章   
Active Mirror の要件
Active Mirror（AM）を使用するための要件について説明します。

2.1   AM の要件
AM を使用するための要件について説明します。

項目 要件

DKC エミュレーションタイプ すべて。ただし、正サイトと副サイトのストレージシステムのエミュ
レーションタイプは同じであること。

iStorage V110、iStorage V310 と
接続できるストレージシステ
ム

• iStorage V110/V310（全バージョン）

• iStorage V100/V300（93-07-22-XX/XX 以降）

Quorum ディスク用外部スト
レージシステムまたはサーバ

• Universal Volume Manager が使用できるストレージシステムまたは
サーバであること。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部
ストレージシステムを接続できる距離の最大値は 1,500km です。

Universal Volume Manager の詳細については、『Universal Volume Manager
ユーザガイド』を参照してください。

Active Mirror 正サイトと副サイトのストレージシステムに、Active Mirror のライセン
スが必要です。

プラットフォーム • Red Hat Enterprise Linux
• VMware ESXi
• Windows Server
サポートバージョンの最新の情報については、PP サポートサービス（事
前の登録が必要）により、提供しております。

物理パス • 正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する物理パスが必
要です。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムを接続できる距離の最大
値は 500km です（回線機器による遅延を含めた往復遅延時間の最大値
は 20ms です）。ただし、100km 以上の距離を接続するには、次の条件
をすべて満たす必要があります。100km 以上の構成を使用する場合
は、お問い合わせ先に連絡してください。

- ファイバチャネルインタフェースで接続されている

- 正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線速度が 1Gbps
以上である

- ホストモードオプション 51 が ON になっている

• 物理パスに使用できるインタフェースを次に示します。

- リンクスピードが 32Gbps のファイバーチャネル

- リンクスピードが 10Gbps の iSCSI
なお、リンクスピードが 25Gbps の iSCSI は未サポートです。

直結、スイッチ、またはチャネルエクステンダ（ストレージルータ）に
よる接続があります。「3.3   AM の物理パスの計画（58 ページ）」を参照
してください。
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項目 要件

シェアドメモリ AM は、基本部のシェアドメモリだけで使用できます。シェアドメモリ
を増設すると、ペアを作成できる容量が拡張されます。

シェアドメモリの増設は、『オプション製品増設/搭載位置変更手順書』
を参照してください。AM 専用領域設定については、お問い合わせくだ
さい。

リモートパスとパスグループ 正サイトと副サイトのストレージシステム間で双方向にリモートパスが
必要です。

• 1 台のストレージシステムに 64 個まで設定できます（Synchronous
Replication および Asynchronous Replication で使用しているパスグ
ループとの合計）。

• パスグループ単位に、リモートパスを設定します。

• 1 個のパスグループには、最大 8 本のパスが使用できます。

• パスグループ ID は 0～255 まで指定できます。

• AM ペアを作成するときに、Synchronous Replication または
Asynchronous Replication で使用するパスグループ ID と同じパスグ
ループ ID を指定すると、Synchronous Replication または Asynchronous
Replication と同じ物理パスを使用します。別の物理パスを用意し、別
のパスグループ ID を指定して AM ペアを作成すると、物理パスを分
けられます。

• パスグループはペアを作成するときに指定する必要があります。ペ
アの再同期ではパスグループを変更できません。

• 同じ正サイトと副サイトのストレージシステムの組み合わせで、複数
のパスグループも使用できます。

接続できるストレージシステ
ム数

1 台のストレージシステムから最大で 15 台のストレージシステムに対
して AM ペアを作成できます。

SCSI コマンド • SCSI-2 Reserve コマンドと SCSI-3 Persistent Reserve コマンド、VAAI コ
マンドをサポートしています。

• Windows Server の Thin Provisioning 機能をサポートしています。

• SCSI-3 Persistent Reserve 使用環境においては、I/O を実施するパス（ホ
ストグループ）毎に、Reservation Key の登録が必要です。そのため、
ホストから P-VOL と S-VOL の両方に I/O を実施する場合は、P-VOL
と S-VOL の両方のパス（ホストグループ）に、Reservation Key の登録
をしてください。登録された Reservation Key 情報は AM ペア間で二
重化されます。

仮想ストレージマシン • 1 台のストレージシステム内に設定できる仮想ストレージの最大台数
は 15 台です。

• 1 個の仮想ストレージマシンに設定できる最大ボリューム数は次のと
おりです。

- V110 の場合：16,384 個

- V310 の場合：49,152 個

• 仮想ストレージマシン内のボリューム同士で、AM ペアを作成するこ
ともできます。仮想ストレージマシン内のボリューム同士で、AM ペ
アを作成する場合は、正サイトのストレージシステム内にある仮想ス
トレージマシンのモデルとシリアル番号を、副サイトのストレージシ
ステム内にある仮想ストレージマシンに割り当ててください。

• 副サイトのストレージシステムのリソースグループ（仮想ストレージ
マシン）に、プライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がある場合
は、AM ペアを作成できません。ボリュームを未作成で、LDEV ID だ
けがある場合にも、仮想 LDEV ID の削除が必要です。

ペア数 すべて Dynamic Provisioning の仮想ボリューム（DP-VOL）または外部ボ
リュームを使用した場合、1 個の仮想ストレージマシンに作成できる AM
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ペアの最大数は次のとおりです。なお、1 台のストレージシステム当た
りの AM ペアの最大数も同じです。

• V110 の場合：16,382 個

• V310 の場合：49,150 個

すべて内部ボリュームを使用した場合、1 個の仮想ストレージマシンに
作成できる AM ペアの最大数は次のとおりです。なお、1 台のストレー
ジシステム当たりの AM ペアの最大数も同じです。

• V110 の場合：16,383 個

• V310 の場合：49,151 個

最大ペア数の算出方法は、「3.5.2   AM の最大ペア数の制限（75 ペー
ジ）」を参照してください。

ペアボリューム • プライマリボリュームとセカンダリボリュームには、内部ボリュー
ム、Dynamic Provisioning の仮想ボリューム（DP-VOL）、および外部
ボリュームを使用できます。ただし、プライマリボリュームとセカン
ダリボリュームの、ボリューム属性（raidcom get ldev コマンドで表示
される VOL_ATTR）が同じであること。異なるボリューム属性のボ
リューム間では、AM ペアを作成できません。

• DP-VOL の場合、データダイレクトマップ属性が設定されているボ
リュームとデータダイレクトマップ属性が設定されていないボ
リューム間では、AM ペアを作成できません。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームのエミュレーション
タイプが OPEN-V であること。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームが同じ容量であるこ
と。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームの最大容量は次のと
おりです。

ボリュームの種類 最大容量

DP-VOL 268,435,456MB
（549,755,813,888block）

内部ボリューム 3,145,663MB（6,442,317,824block）

外部ボリューム 4,194,304MB（8,589,934,592block）

• プライマリボリュームの T10 PI 属性とセカンダリボリュームの T10
PI 属性には、同じ値を設定する必要があります。

• AM ペアのボリュームを使用して、SAN ブートできます。

Quorum ディスク • 1 台の正サイトまたは副サイトのストレージシステム当たり、最大 32
個の Quorum ディスクを設定できます。

• Quorum ディスク ID には 0 から 31 の数値を使用できます。

• すべて Dynamic Provisioning の仮想ボリューム（DP-VOL）または外部
ボリュームを使用した場合、1 個の Quorum ディスク当たりの作成で
きる AM ペアの最大数は次のとおりです

- V110 の場合：16,382 個

- V310 の場合：49,150 個

すべて内部ボリュームを使用した場合、1 個の Quorum ディスク当た
りの作成できる AM ペアの最大数は次のとおりです。

- V110 の場合：16,383 個

- V310 の場合：49,151 個

• Quorum ディスクの最小容量は、12,292MB（25,174,016block）です。

• Quorum ディスクの最大容量に制限はありません。Universal Volume
Manager の外部ボリュームの最大容量（4TB）が適用されます。
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• 外部ストレージシステムのボリュームだけでなく、Universal Volume
Manager がサポートしているサーバであれば、サーバのディスクを
Quorum ディスクとして使用できます。Universal Volume Manager の詳
細については、『Universal Volume Manager ユーザガイド』を参照して
ください。

• 1 個の外部ボリュームグループを、1 個の外部ボリュームにマッピン
グしてください。

• 外部ストレージシステムのボリュームは、T10 PI 属性が有効に設定さ
れていないこと。

• 外部ストレージシステムのボリュームは、データダイレクトマップ属
性が設定されていないこと。

コンシステンシーグループ • 1 台のストレージシステム内で使用できるコンシステンシーグループ
の最大数は次のとおりです。

- iStorage V110、V310 の場合：128 個

異なるストレージシステムのモデル同士で接続する場合のコンシス
テンシーグループの最大数は、小さいモデルの最大数と同じです。

• コンシステンシーグループ ID に指定できる範囲は次のとおりです。

- iStorage V110、V310 の場合：0～127 の間

異なるストレージシステムのモデル同士で接続する場合のコンシス
テンシーグループの範囲は、小さいモデルの範囲と同じです。

• 1 つのコンシステンシーグループに最大 8,192 個の AM ペアを登録で
きます。

• 1 つのコンシステンシーグループ内の AM ペアは、同じ Quorum ディ
スク ID を設定する必要があります。

• 1 つのコンシステンシーグループ内の AM ペアは、同じ仮想ストレー
ジマシン内に作成する必要があります。

• 同じコンシステンシーグループ ID であっても、ストレージシステム
が物理的に異なる場合は、別のコンシステンシーグループとして扱わ
れます。異なるストレージシステムで同じコンシステンシーグルー
プ ID を使用できます。

ミラー ミラー ID は 0～3 まで指定できます。ミラー ID の指定を省略した場合、
自動で 0 が指定されます。

マルチパスソフトウェア 1 台のサーバで AM 構成を組む場合や、2 台のサーバでクロスパス構成を
組む場合に必要です。

最新情報については、お問い合わせ先に連絡してください。

クラスタソフトウェア 2 台のサーバで AM 構成を組む場合に必要です。

最新情報については、お問い合わせ先に連絡してください。

インタフェース • RAID Manager
AM の操作に使用します。コマンドデバイスが必要です。

RAID Manager のセットアップと RAID Manager の使用についての情
報は、『RAID Manager ユーザガイド』を参照してください。
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第 3 章   
Active Mirror の計画
ここでは、ストレージシステム、ペアボリューム、物理パス、その他 Active Mirror（AM）

の環境を構築するときに注意する必要がある点について説明します。

3.1   AM を使用するためのストレージシステムの準備
AM ペアを使用するストレージシステムには、次の準備が必要です。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムに、LAN を使用して管理ツールの操作端末

を接続します。

• システムを構築するときに、ストレージシステムとサーバを接続して、ストレージシス

テムからセンス情報が報告できるようにします。正サイトおよび副サイトのストレー

ジシステムに、それぞれサーバを接続します。副サイトのストレージシステムに専用の

サーバを接続しない場合は、副サイトのストレージシステムと正サイトのサーバを接続

してください。

• パワーシーケンスコントロールケーブルを使用している場合は、クラスタの電源選択ス

イッチを「ローカル」にセットして、正サイトのストレージシステムの電源がサーバか

ら切られないようにします。また、AM 動作中に副サイトのストレージシステムの電源

が切られることがないことを確認します。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの間に、物理パスを設置します。スイッチや

チャネルエクステンダ（ストレージルータ）も使用できます。

 関連リンク 

参照先トピック

キャッシュメモリの確保とシェアドメモリの増設および減設（49 ページ）

AM のシステムオプションモード（51 ページ）

3.1.1   キャッシュメモリの確保とシェアドメモリの増設および減設

キャッシュメモリは AM ペアの正サイトと副サイトのストレージシステムの両方で動作で

きるようにしてください。もし動作できなければ、AM ペアの作成は失敗します。ローカル

作業による負荷だけでなく、リモートコピーによる作業負荷も十分にサポートできるよう

に、副サイトのストレージシステムのキャッシュメモリを用意してください。

本ストレージシステムは、基本部のシェアドメモリだけで使用できます。シェアドメモリを

増設すると、ペアを作成できる容量が拡張されます。なお、不要になったシェアドメモリは

減設できます。
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AM ペアを使用している場合、シェアドメモリの増設および減設に必要な手順を説明しま

す。

 関連リンク 

参照先トピック

AM を使用するためのストレージシステムの準備（49 ページ）

シェアドメモリの増設の流れ（50 ページ）

シェアドメモリの減設の流れ（50 ページ）

3.1.1.1   シェアドメモリの増設の流れ

シェアドメモリを増設する手順の流れを次に示します。

1. ストレージシステム内のボリュームの状態を確認します。

2. ストレージシステム内のボリュームが、COPY 状態の AM ペアで使用しているボ

リュームの場合は、PAIR 状態へ遷移するのを待つか、AM ペアを中断します。

3. シェアドメモリを増設します。

シェアドメモリの増設は、『オプション製品増設/搭載位置変更手順書』を参照してく

ださい。

4. 手順 2 で AM ペアを中断した場合は、AM ペアを再同期します。

 関連リンク 

参照先トピック

キャッシュメモリの確保とシェアドメモリの増設および減設（49 ページ）

3.1.1.2   シェアドメモリの減設の流れ

シェアドメモリを減設する流れを次に示します。

1. ストレージシステム内のボリュームの状態を確認します。

2. シェアドメモリを減設します。

シェアドメモリの減設は、『オプション製品増設/搭載位置変更手順書』を参照してく

ださい。

 関連リンク 

参照先トピック

キャッシュメモリの確保とシェアドメモリの増設および減設（49 ページ）
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3.1.2   AM のシステムオプションモード

AM では、次のシステムオプションモードを用意しています。インストール時のストレージ

システムでは OFF に設定されており、弊社担当者だけが変更できます。設定の変更につい

ては、お問い合わせください。

なお、AM のシステムオプションモードは、Synchronous Replication のシステムオプション

モードと共通です。

モード 説明

164 インストール時は OFF に設定されています。キャッシュまたはシェアドメモリの片面障害時
に、ホストからの書き込みがライトスルー動作で行われるのを抑止するかどうかを選択できま
す。

ライトスルー動作では、データ保証のため、直接ドライブへ書き込みをするので、キャッシュ
ライト時より I/O レスポンスが低下します。システムオプションモード 164 により、ライトス
ルー動作を抑止することで、I/O レスポンスを低下させずに、性能を維持できます。

• ON：キャッシュまたはシェアドメモリの二重障害時に、データ保証よりも I/O レスポンス等
の性能維持を優先する場合に設定します。この設定は、ストレージシステム全体に適用され
ます。キャッシュまたはシェアドメモリの二重障害時に、データ消失のリスクがあるため、
システム全体のデータを二重化しておく必要があります。

• OFF：キャッシュまたはシェアドメモリの二重障害時でも、確実にデータを保証したい場合
に適用します。キャッシュまたはシェアドメモリの片面障害時に、データを保証するため、
ライトスルー動作になります。ライトスルー動作により生じる、I/O レスポンス等の性能劣
化を許容できるシステムを設計してください。

［注意事項］

• システムオプションモード 164 を設定すると、AM 以外の機能で使用しているボリュームや
SMPL のボリュームも同じ動作となります。事前に他の機能への影響を確認してから、設定
してください。

689 インストール時は OFF に設定されています。副サイトのストレージシステムでセカンダリボ
リュームの MP ユニットの Write ペンディング率が 60%以上のとき、形成コピー動作を抑止する
かどうかを選択できます。

• ON：副サイトのストレージシステムでセカンダリボリュームの MP ユニットの Write ペン
ディング率が 60%以上のとき、形成コピー動作を抑止し、形成コピー動作による副サイトの
ストレージシステムの Write ペンディング率の増加を抑止します。

• OFF：副サイトのストレージシステムでセカンダリボリュームの MP ユニットの Write ペン
ディング率が 60%以上となっても、形成コピー動作を抑止しません。

784 インストール時は ON に設定されています。RIO の MIH 時間を 5 秒に短縮します。正サイト
と副サイトの両方が ON に設定されている状態で、AM ペアの形成、または再同期を行うと、
AM ペア単位に有効となります。正サイトと副サイトのストレージシステムの間のリモートパ
スに障害を検出したときは、10 秒経過すると、冗長パスで RIO をリトライします。

• ON：RIO の MIH 時間を 5 秒に短縮します。

RIO のタイムアウト時間と ABTS（Abort Sequence）のタイムアウト時間がそれぞれ 5 秒に短
縮され、合わせて 10 秒経過すると、冗長パスで RIO をリトライします。また、AM ペアの
形成、または再同期の際に、データコピーが 5 秒以上遅延した場合は、ホスト I/O のレスポ
ンス遅延を回避するため、AM ペアの障害サスペンドが発生します。

• OFF：RIO の MIH 時間は副サイトのストレージシステムを登録したときに設定した時間で
す。デフォルトは 15 秒です。

RIO のタイムアウト時間と ABTS のタイムアウト時間が経過すると、冗長パスで RIO をリト
ライします。

システムオプションモード 784 が ON の状態で、AM ペアの形成中、または再同期中に、障害
サスペンドが発生した場合は、リモートパスの状態や装置の負荷状態を確認して、障害対策し
た後に再同期してください。システムオプションモード 784 は、1 つのリモート接続内にあるす
べてのリモートパスのポートタイプが Fibre の場合だけサポートしています。1 つのリモート
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接続内にあるリモートパスのポートタイプがすべて iSCSI、または iSCSI と Fibre が混在してい
る場合はサポートしていません。

1070 インストール時は OFF に設定されています。コンシステンシーグループ単位で AM ペアを中
断または再同期するときに、コンシステンシーグループに登録されているすべてのペアの状態
を変更するまでの時間を短縮します。

コンシステンシーグループ単位でペアを中断または再同期するときは、ペアの操作に対してコ
マンドが応答したあとに、コンシステンシーグループに登録されているペアの状態が、一定周
期で順に変わります。

• ON：システムオプションモード 1070 を OFF にするときよりも、各周期で多くのペアを処理
します。コンシステンシーグループに登録されている、すべてのペアの状態の変更が完了す
るまでの時間を短くしますが、MP 稼働率は増加します。

• OFF：システムオプションモード 1070 を ON にするときよりも、各周期で少ないペアを処理
します。コンシステンシーグループに登録されているペアの状態を変更する処理によって、
システムオプションモード 1070 を ON にするときよりも、MP 稼働率が増加しないようにし
ます。

コンシステンシーグループ単位のペア操作を頻繁に行う場合、かつ、ホスト I/O 性能の要件が
求められないシステムの場合は、ON に設定して、コンシステンシーグループ単位のペア操作に
かかる時間を短縮してください。ただし、コンシステンシーグループ単位のペア数が 1,024 を超
える場合は、MP 稼働率が高くなるため、許容できる場合のみ ON に設定してください。

ホスト I/O 性能の要件が求められるシステムの場合は、OFF に設定してください。

• M-DKC
- 1,024 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 20%
- 2,048 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 30%
- 4,096 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 40%
- 8,192 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 60%

• R-DKC
- 1,024 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 40%
- 2,048 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 60%
- 4,096 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 90%
- 8,192 ペア/コンシステンシーグループ：MP 稼働率 100%

コンシステンシーグループ単位で AM ペアを中断または再同期する前の MP 稼働率の状況や、
実装されている MP 数などの装置の構成によって、MP 稼働率が異なることがあります。

1080 インストール時は OFF に設定されています。Quorum ディスクに対するヘルスチェック処理
が、15 秒以内に成功しなかった場合、Quorum ディスクは閉塞します。通常、ヘルスチェック
処理は 3 秒でタイムアウトとなり、ABTS 処理を行った後でリトライされますが、ON に設定す
ると ABTS 処理のタイムアウト時間を変更できます。

• ON：ABTS 処理のタイムアウト時間が 15 秒に設定されます。ABTS 処理がタイムアウトに
なった場合、ヘルスチェック処理を冗長パスでリトライできないため、Quorum ディスクが
閉塞します。

• OFF：ABTS 処理のタイムアウト時間が 3 秒に設定されます。ABTS 処理がタイムアウトに
なった場合でも、ヘルスチェック処理を冗長パスでリトライできるため、Quorum ディスク
の閉塞を回避できます。

ABTS 処理がタイムアウトになると、ポート単位でログアウト処理が行われるため、同じパス
で実行中のすべての処理が中断されます。そのため、Quorum ディスク用の外接パスを、ホスト
I/O などの、ほかの用途でも併用している場合は、ヘルスチェック処理以外の I/O にも影響しま
す。

Quorm ディスク用の外接パスを、ホスト I/O などの、ほかの用途で併用している場合などに、
このリスクを低減したい場合は、ON に設定してください。ただしパスに不具合が発生している
と、冗長パスでヘルスチェック処理をリトライできずに Quorum ディスクが閉塞するリスクが
あります。Quorum ディスクの閉塞を回避したい場合は、OFF に設定してください。

• ON：ヘルスチェックコマンドのタイムアウト時間が 3 秒に、ABTS のタイムアウト時間が 15
秒に設定されます。
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モード 説明

ABTS が 12 秒以内に完了した場合、冗長パスでヘルスチェックをリトライすることで、
Quorum ディスクの閉塞を回避します。ABTS が 12 秒以内に完了しない場合、Quorum ディス
クが閉塞します。また、ABTS が 15 秒以内に完了した場合、同じパスで実行中の他のコマン
ドはリセットされません。ABTS が 15 秒以内に完了しない場合、同じパスで実行中の他のコ
マンドもリセットされます。

• OFF：ヘルスチェックコマンドのタイムアウト時間が 3 秒に、ABTS のタイムアウト時間が
3 秒に設定されます。

ABTS が 3 秒以内に完了しなくても、冗長パスでヘルスチェックをリトライすることで、
Quorum ディスクの閉塞を回避します。ABTS が 3 秒以内に完了した場合は、同じパスで実行
中の他のコマンドはリセットされません。ABTS が 3 秒以内に完了しない場合、同じパスで
実行中の他のコマンドもリセットされます。

1198 インストール時は OFF に設定されています。AM ペアの容量拡張操作時に、差分管理方式を、
シェアドメモリ差分から階層差分に切り替えるために使用します。

このシステムオプションが ON の場合、システム詳細設定の No.5 および No.6 の設定値に依存
せず動作します。

SOM1198 SOM1199 機能概要 備考

OFF OFF 差分管理方式を切り替えませ
ん。

システム詳細設定の No.5 お
よび No.6 の設定値で動作し
ます。

ON OFF 4TB 以下の Synchronous
Replication、Asynchronous
Replication、または AM ペアの
差分管理方式をシェアドメモ
リ差分から階層差分に切り替
えます。

システム詳細設定の No.5 お
よび No.6 の設定に関わらず、
差分管理方式を階層差分に切
り替えます。

OFF ON 4TB 以下の Synchronous
Replication、Asynchronous
Replication、または AM ペアの
差分管理方式を階層差分から
シェアドメモリ差分に切り替
えます。

システム詳細設定の No.5 お
よび No.6 の設定に関わらず、
差分管理方式をシェアドメモ
リ差分に切り替えます。

ON ON 4TB 以下の Synchronous
Replication、Asynchronous
Replication、または AM ペアの
差分管理方式をシェアドメモ
リ差分から階層差分に切り替
えます。

システム詳細設定の No.5 お
よび No.6 の設定に関わらず、
差分管理方式を階層差分に切
り替えます。

1199 インストール時は OFF に設定されています。AM ペアの容量拡張操作時に、差分管理方式を、
階層差分からシェアドメモリ差分に切り替えるために使用します。

このシステムオプションが ON の場合、システム詳細設定の No.5 および No.6 の設定値に依存
せず動作します。

1201 インストール時は OFF に設定されています。プライマリストレージまたはセカンダリスト
レージのどちらか一方と Quorum ディスク間の接続が切断された状態で、かつストレージ間の
全リモートパスに障害が発生した場合に、ホストアクセス可能な状態で障害サスペンドするボ
リュームの制御を変更できます。

プライマリストレージとセカンダリストレージの両方で設定する必要があります。

• ON：プライマリボリュームと Quorum ディスクの接続が切断されている場合は、セカンダリ
ボリュームがホストアクセス可能、プライマリボリュームがホストアクセス不可の状態で障
害サスペンドします。

セカンダリボリュームと Quorum ディスクの接続が切断されている場合は、プライマリボ
リュームがホストアクセス可能、セカンダリボリュームがホストアクセス不可の状態で障害
サスペンドします。
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モード 説明

両方のボリュームと Quorum ディスクの接続が切断されている場合は、プライマリボリュー
ムがホストアクセス可能、セカンダリボリュームがホストアクセス不可の状態で障害サスペ
ンドします。

• OFF：プライマリボリュームがホストアクセス可能、セカンダリボリュームがホストアクセ
ス不可の状態で障害サスペンドします。

DKC で Quorum ディスクパスの障害後にリモートパス障害が続けて発生したケースで、正常な
DKC 側で業務継続したい場合に適用します。プライマリサイトでメインの業務を行っている
ため、セカンダリサイトへのフェイルオーバーを発生させたくないなどの事情により、プライ
マリボリュームで業務を継続したい場合は、適用しないでください。

1254 インストール時は OFF に設定されています。コピー先のボリュームの MP ユニットの Write ペ
ンディング率が 35%以上のとき、バックグラウンドで実行するコピーの動作を抑止するかどう
かを選択できます。

このオプションを使用した場合は、、ストレージシステム全体的に一律機能が適用されます。

• ON：コピー先のボリュームの MP ユニットの Write ペンディング率が 35%以上のとき、バッ
クグラウンドで実行するコピーの動作を抑止し、コピー先のストレージシステムの Write ペ
ンディング率の増加を抑止します。

• OFF： システムオプションモード 689 の設定に従います。

［注意事項］

• コピーしきい値オプションの適用フローを含む詳細については、『システム構築ガイド』のコ
ピーしきい値オプションに関する項目を参照してください。

1293 インストール時は OFF に設定されています。キャッシュ片面閉塞状態で、AM ペアのペア形成、
再同期、スワップリシンク操作を可能にするかどうかを選択できます。

• ON：AM ペアのペア形成、再同期、スワップリシンク操作ができます。

• OFF： AM ペアのペア形成、再同期、スワップリシンク操作はできません。

［注意事項］

• このオプションの有効時に、キャッシュ片面閉塞状態で、AM ペアの形成コピーが動作した
場合には、次の影響があります。

- ドライブ負荷が上昇し、ホスト性能影響が発生する可能性があります。

- 形成コピー性能が、キャッシュが正常な状態に比べて低下する可能性があります。

- 形成コピー動作中は、閉塞したキャッシュの保守は実施できません。

形成コピー中に、許容できないホスト性能影響が発生した場合や、閉塞したキャッシュの保
守を実施する場合は、形成コピーを中断してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM を使用するためのストレージシステムの準備（49 ページ）

3.1.3   システム詳細設定

AM で設定できるシステム詳細設定を次の表に示します。システム詳細設定は、RAID
Manager の raidcom modify user_system_opt コマンドで設定できます。

システム
詳細設定
No.

デフォル
ト

説明

5、6 OFF システム詳細設定 No.5 と No.6 の設定を変更すると、Synchronous Replication、
Asynchronous Replication、または Active Mirror の新規ペアおよび既存ペアの差分管
理方式を変更できます。
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システム
詳細設定
No.

デフォル
ト

説明

システム詳細設定の No.5 と No.6 との組み合わせによる動作の違いは次の通りで
す。

システム詳細設定 新規ペアの差分管理方式 既存ペアの差分管理方式

No.5 No.６ シェアドメモ
リ差分

階層差分 階層差分から
シェアドメモ
リ差分へ変更

シェアドメモ
リ差分から階
層差分へ変更

OFF OFF 〇 　 〇 1 　

ON OFF 　 〇 　 〇 1

OFF ON 　 〇 －2 －2

注

1. システム詳細設定を設定後に再同期操作を行い、PAIR 状態に遷移する際に既
存ペアの差分管理方式が変更されます。

2. 既存ペアの差分管理方式は変更されません。シェアドメモリ差分のペアの場
合は、再同期後もシェアドメモリ差分を、階層差分のペアの場合は、再同期後
も階層差分を維持します。

［注意事項］

• ユーザ容量が 4,194,304MB より大きい DP-VOL を用いたペアに関しては、No.5
と No.6 の設定に関係なく、新規ペア作成時に、階層差分が適用されます。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで、システム詳細 No.5 と No.6 を同じ
設定にしてください。

• システムオプションモード 1198、1199 を設定している場合は、システムオプショ
ンモード 1198、1199 の動作仕様が優先されます。「3.1.2   AM のシステムオプショ
ンモード（51 ページ）」を参照してください。

3.2   AM のシステム性能の計画
リモートコピー操作はサーバ、ならびに正サイトと副サイトのストレージシステムの I/O 性

能に影響を与えるおそれがあります。AM は、リモートコピー操作が性能に与える影響を最

小に、コピー操作の効果を最大にしつつ、データの整合性を維持するために、次のオプショ

ンを提供しています。

• リモート接続オプション

• リモートレプリカオプション

収集する作業負荷データ（MB/s and IOPS）を参考に、帯域量、物理パス数、およびポート

数を決定します。ボトルネックがあると、性能に深刻な影響を与えます。正確にサイズを測

定すると、すべての作業負荷レベル以下でデータボトルネックなしに動作する物理パスを作

成できます。

 関連リンク 

参照先トピック

優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）

ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）
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HDLM を使用した優先パス/非優先パスの設定（57 ページ）

3.2.1   優先パス/非優先パスの設定

AM 構成でサーバとストレージシステムを接続する冗長パスで、短距離のストレートパスと

長距離のクロスパスがある場合、パスによって I/O の性能に差が発生します。短距離のスト

レートパスを優先して I/O を発行するように設定することで、効率の悪い長距離のクロスパ

スへの I/O を抑止でき、システム全体として I/O の性能を向上できます。

 関連リンク 

参照先トピック

ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）

HDLM を使用した優先パス/非優先パスの設定（57 ページ）

3.2.1.1   ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定

クロスパス構成の場合に、ALUA（Asymmetric Logical Unit Access）を使用すると、どのパス

を優先的に使用してサーバからストレージシステムへ I/O を発行するかを指定できます。

どのパスを優先的に使用してサーバからストレージシステムへ I/O を発行するかを指定す

るためには、ストレージシステムで ALUA モードを有効にして、どのパスを優先して使用

するかを設定する必要があります。この設定を、非対称アクセス状態と呼びます。

ストレージシステムで ALUA モードを設定後にサーバからボリュームを認識することで、

サーバがどのパスに I/O を発行するかをコントロールできるようになります。なお、非対称

アクセス状態の変更やパス障害が発生した場合に I/O を発行するパスの切り替えは、サーバ

がコントロールします。
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注意

• サーバがすでに認識しているボリュームの ALUA 設定を変更する場合、サーバをシャットダ

ウンしてから、ALUA 設定を変更してください。設定変更後にサーバを起動して、ボリュー

ムを認識させることで、サーバに ALUA 設定の変更が認識されます。

• サーバがオンライン中に ALUA 設定を変更した場合、サーバが ALUA 設定の変更を認識しな

かったり、異常動作をする可能性があります。
 

メモ

ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定では、AM ペアのリモートパス障害時 IO 優先モード

を「プライマリボリューム」に設定することを推奨します。詳細は、「1.8   AM のリモートパス障

害時 IO 優先モード（35 ページ）」を参照してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35 ページ）

AM の目的と必要なシステム構成（5 ページ）

AM のシステム性能の計画（55 ページ）

優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）

HDLM を使用した優先パス/非優先パスの設定（57 ページ）

3.2.1.2   HDLM を使用した優先パス/非優先パスの設定

HA Dynamic Link Manager（HDLM）の場合、ホストモードオプションを指定することで、

ALUA を使用しなくても、通常時に使用するパス（優先パス）を指定できます。障害発生時

に使用するパス（非優先パス）を指定するためには、ホストモードオプション 78（The non-
preferred path option）の設定が必要です。

例えば、クロスパス構成でサーバとストレージシステムを接続しているときは、正サイトの

サーバと副サイトのストレージシステム、および副サイトのサーバと正サイトのストレージ

システムの距離が離れているため、I/O の応答時間が長く掛かります。この場合、通常は正

サイトのサーバと正サイトのストレージシステム、および副サイトのサーバと副サイトのス

トレージシステム間のパスを使用するように設定します。通常時に使用するように設定し

たパスに障害が発生した場合だけ、正サイトのサーバと副サイトのストレージシステム、お

よび副サイトのサーバと正サイトのストレージシステム間のパスを使用するようにします。

ストレージシステムの設定を HDLM に反映すると、ホストモードオプション 78 を設定して

いるパスは、HDLM のパスの属性がノンオーナパスに変わります。ホストモードオプション

78 を設定していないパスは、HDLM のパスの属性がオーナパスに変わります。詳細は、バー

ジョン 8.0.1 以降の HDLM のマニュアルを参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック
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AM の目的と必要なシステム構成（5 ページ）

AM のシステム性能の計画（55 ページ）

優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）

ALUA を使用した優先パス/非優先パスの設定（56 ページ）

3.3   AM の物理パスの計画
正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する物理パスは、プライマリボリュームお

よびセカンダリボリュームに送信される可能性のあるデータの総量を十分に管理できるよ

うにしてください。iSCSI インタフェースを使用する場合は、10Gbps iSCSI チャネルボード

のポートを使用してください。25Gbps iSCSI チャネルボードは、ストレージシステム間の接

続に使用できません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM に必要な帯域量（58 ページ）

AM のファイバチャネル接続（58 ページ）

AM の接続形態（59 ページ）

iSCSI を使用するときの注意事項（62 ページ）

ファイバチャネルを使用するときの注意事項（65 ページ）

3.3.1   AM に必要な帯域量

すべての作業負荷レベルのデータ転送に対処するため、十分な帯域が必要です。AM システ

ムに必要な帯域量は、サーバからプライマリボリュームに送信される I/O 量に基づいていま

す。Write 作業負荷を測定して必要な帯域を決定してください。作業負荷データは、性能モ

ニタリングソフトウェアを使って収集できます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の物理パスの計画（58 ページ）

3.3.2   AM のファイバチャネル接続

Short Wave（オプティカルマルチモード）の光ファイバケーブルを使って、正サイトと副サ

イトのストレージシステムを接続します。正サイトと副サイトのストレージシステム間の

距離によって、次のとおり必要なケーブルおよびネットワーク中継機器が異なります。
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ストレージシステム間の距離 ケーブルの種類 ネットワーク中継機器

～50m
（接続転送レートによっては最大
150m）

Short Wave（オプティカルマルチ
モード）

不要

50～150m
（接続転送レートによっては最大
150～450m）

Short Wave（オプティカルマルチ
モード）

スイッチが必要

150m 以上 通信回線 弊社のチャネルエクステンダ（ス
トレージルータ）が必要

ファイバチャネル接続でスイッチを使用する場合、本ストレージシステム用の特別な設定は

不要です。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の物理パスの計画（58 ページ）

3.3.3   AM の接続形態

AM では、3 種類の接続形態がサポートされています。ポートおよびトポロジの設定には

raidcom modify port コマンドを使用します。

次のとおり双方向に物理パスを接続します。双方向の物理パスで、同じ接続形態を使用して

ください。

• 正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへ

• 副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへ

 関連リンク 

参照先トピック

AM の物理パスの計画（58 ページ）

直結の接続形態（60 ページ）

スイッチを使用した接続形態（60 ページ）
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チャネルエクステンダ（ストレージルータ）を使用した接続形態（61 ページ）

3.3.3.1   直結の接続形態

2 個のデバイスを直結します。

なお、ストレージシステム間の接続に使用するパッケージ、プロトコルの設定によって、

Fabric やトポロジの設定が次のとおりに異なります。また、設定できるリンクスピードも異

なります。

パッケージ名 プロトコル Fabric の設定 トポロジ 設定できるリンク
スピード

CHB(FC32G) 32GbpsFC OFF FC-AL • 8Gbps

OFF Point-to-Point • 16Gbps
• 32Gbps

 関連リンク 

参照先トピック

AM の接続形態（59 ページ）

3.3.3.2   スイッチを使用した接続形態

スイッチを使用して接続します。
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Fabric を ON、トポロジを Point-to-Point に設定してください。

なお、ストレージシステム間の接続に使用するパッケージ、プロトコルの設定によって、

Fabric やトポロジの設定が次のとおりになります。また、設定できるリンクスピードも異な

ります。

パッケージ名 プロトコル Fabric の設定 トポロジ 設定できるリンク
スピード

CHB(FC32G) 32GbpsFC ON Point-to-Point • 8Gbps
• 16Gbps
• 32Gbps

 関連リンク 

参照先トピック

AM の接続形態（59 ページ）

3.3.3.3   チャネルエクステンダ（ストレージルータ）を使用した接
続形態

長距離にわたってデバイスを接続するためには、チャネルエクステンダ（ストレージルー

タ）とスイッチを使用します。
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Fabric を ON、トポロジを Point-to-Point に設定してください。

注意

正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステムをスイッチ経由でチャネルエク

ステンダ（ストレージルータ）接続した状態で、複数のリモートコピーのパスを 1 か所にまとめた

場合、構成およびスイッチのルーティングの設定によっては、特定のスイッチにデータ転送量が集

中するおそれがあります。弊社のスイッチを使用する場合の構成およびルーティングの設定につ

いては、お問い合わせください。
 

注意

チャネルエクステンダ（ストレージルータ）がリモート I/O をサポートできることを確認してくだ

さい。詳細についてはお問い合わせください。
 

メモ

• 正サイトと副サイトの各ストレージシステムの間には、少なくとも 2 つの独立した物理パス

（クラスタごとに 1 つ）を設定して、この重要な通信パスにハードウェア的な冗長性を持たせ

てください。

• 4,000 個以上のペアを使用する場合は、物理パスへの負荷を分散するために、1 本の物理パス

を使用するペアが 4,000 個以下となるように物理パスを分けてペアを作成することを推奨し

ます。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM の接続形態（59 ページ）

3.3.4   iSCSI を使用するときの注意事項

iSCSI を使用してシステムを構築するときには、次に示す注意が必要です。
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iSCSI に関する説明は、『システム構築ガイド』を参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の物理パスの計画（58 ページ）

AM の接続形態（59 ページ）

リモートパスに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）（63 ページ）

物理パスに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）（63 ページ）

ポートに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）（64 ページ）

ネットワークの設定に関する注意事項（iSCSI を使用するとき）（65 ページ）

3.3.4.1   リモートパスに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）

リモートパスに iSCSI を使用する場合、パス閉塞監視の時間はデフォルトの 40（秒）のまま

にしてください。パス閉塞監視の時間を短くした場合、スイッチのスパニングツリーなど

ネットワーク上の遅延要因によって、パスが閉塞するおそれがあります。なお、パス閉塞監

視は、RAID Manager の raidcom modify remote_replica_opt コマンドの-path_blocked_watch オ

プションで設定します。

 関連リンク 

参照先トピック

iSCSI を使用するときの注意事項（62 ページ）

3.3.4.2   物理パスに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）

• 同一パスグループにリモートパスを追加する場合、同一プロトコルでリモートパスを構

成することを推奨します。ファイバチャネルと iSCSI が混在する構成は、性能に影響を

与えることがあります。

• ホストとストレージシステム間の物理パス、およびストレージシステム間の物理パスで

は、同一プロトコルを使用することを推奨します。

次の例のように、使用するプロトコルが混在する場合、ホストとストレージシステム間

のコマンドのタイムアウト時間には、ストレージシステム間のコマンドのタイムアウト

時間以上の値を設定してください。

- ホストとストレージシステム間の物理パス：ファイバチャネル

- ストレージシステム間の物理パス：iSCSI

• 10Gbps iSCSI チャネルボードのポートを使用して、ストレージシステム間を接続してく

ださい。25Gbps iSCSI チャネルボードは、ストレージシステム間の接続に使用できませ

ん。
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 関連リンク 

参照先トピック

iSCSI を使用するときの注意事項（62 ページ）

3.3.4.3   ポートに関する注意事項（iSCSI を使用するとき）

• iSCSI ポートのパラメータの設定を変更するときは、一時的に iSCSI の接続が切断され、

その後再接続されます。システムへ影響がないように、I/O 負荷の低い時間帯にパラ

メータの設定を変更してください。

• ホストと接続している iSCSI ポートの設定を変更すると、ホストでログが出力されるこ

とがありますが、問題ありません。システムログを監視しているシステムでは、アラー

トが出力されるおそれがあります。アラートが出力された場合は、iSCSI ポートの設定

を変更したあと、ホストが再接続されているかどうかを確認してください。

• ストレージシステム間の接続に iSCSI を使用している場合、同一のポートを使用してホ

ストと接続しているときでも、raidcom modify port -delayed_ack_mode コマンドで、

Delayed ACK（遅延 ACK）を無効にしてください。ホストから AM ペアで使用してい

るボリュームの認識に時間が掛かることがあります。ボリュームが 2,048 個のときは、

8 分掛かります。なお、Delayed ACK（遅延 ACK）はデフォルトで有効です。なお、

Selective ACK（選択型 ACK）は有効のままにしてください。

• 長距離での接続など、ストレージシステム間の回線で遅延が発生する環境では、正サイ

トと副サイトのストレージシステムの両方で、iSCSI ポートのウィンドウサイズを

1,024KB まで変更できます。なお、iSCSI ポートのウィンドウサイズのデフォルトは

64KB です。

• iSCSI ポートはフラグメント処理（パケットの分割処理）をサポートしていません。ス

イッチの最大送信単位（MTU）の値が、iSCSI ポートの MTU の値より小さい場合、パ

ケットが消失し、正常に通信できないおそれがあります。スイッチの MTU の値は

iSCSI ポートの MTU 値以上の値を設定してください。MTU の設定および値に関して

は、スイッチのマニュアルを参照してください。

なお、iSCSI ポートの MTU の値は 1500 以下に設定できません。MTU の値が 1500 未満

の WAN 環境では、フラグメント処理によって分割されたデータを送受信できません。

この場合、WAN 環境に合わせて WAN ルータの最大セグメントサイズ（MSS）を小さ

くしてから、iSCSI ポートに接続してください。または、MTU の値が 1500 以上の WAN
環境で使用してください。

• 仮想ポートモードを有効にした iSCSI ポートでリモートパスを使用する場合、iSCSI
ポートの仮想ポート ID（0）のポート情報を使用してください。0 以外の仮想ポート ID
を仮想ポートとして使用できません。

• 1 つのポートを、ホストとの接続（Target 属性）とストレージシステムとの接続（Initiator
属性）の両方に使用できます。ただし、ホストとストレージシステムのどちらかで障害
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が発生したときに、システムへの影響の範囲を軽減するには、ホストと接続するポート

とストレージシステムと接続するポートを、別々の CHB に接続することを推奨します。

 関連リンク 

参照先トピック

iSCSI を使用するときの注意事項（62 ページ）

3.3.4.4   ネットワークの設定に関する注意事項（iSCSI を使用する
とき）

• iSCSI ポートに接続しているスイッチのポートでは、スパニングツリーの設定を無効に

してください。スイッチでスパニングツリー機能を有効にすると、リンクがアップまた

はダウンするときに、ネットワーク上でパケットがループしなくなります。このとき

に、パケットが約 30 秒間遮断されるおそれがあります。スパニングツリーの設定を有

効にする必要がある場合は、スイッチの Port Fast 機能を有効にしてください。

• ストレージシステム間のネットワーク経路で、iSCSI ポートの転送速度よりも転送速度

が低い回線を使用した場合、パケットが消失し、回線品質が低下します。iSCSI ポート

の転送速度と回線が、同一の転送速度となるシステム環境を構築してください。

• ストレージシステム間の回線の遅延はシステム環境によって異なるため、事前にシステ

ムを検証して、最適な iSCSI ポートのウィンドウサイズの設定を確認してください。回

線の遅延の影響が大きいと判断した場合は、WAN 最適化・高速化の装置の適用を検討

してください。

• iSCSI を使用する場合、TCP/IP でパケットを送受信します。このため、パケットの量が

通信回線の許容量を超えてしまったり、パケットの再送が発生することがあり、性能に

大きく影響を与えるおそれがあります。性能を重視する重要なシステムの場合は、ファ

イバチャネルを使用してください。

 関連リンク 

参照先トピック

iSCSI を使用するときの注意事項（62 ページ）

3.3.5   ファイバチャネルを使用するときの注意事項

ファイバチャネルを使用してシステムを構築するときには、次に示す注意が必要です。

ファイバチャネルに関する説明は、『システム構築ガイド』を参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の物理パスの計画（58 ページ）

AM のファイバチャネル接続（58 ページ）
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リモートパスに関する注意事項 （ファイバチャネルを使用するとき）（66 ページ）

3.3.5.1   リモートパスに関する注意事項 （ファイバチャネルを使用
するとき）

• リモートパスにファイバチャネルを使用して、ポートスピードに「Auto」を指定する場

合、パス閉塞監視の時間を 10（秒）以上に指定してください。ポートスピードは、

raidcom modify port コマンドで指定します。パス閉塞監視の時間は、raidcom modify
remote_replica_opt コマンドで指定します。

• パス閉塞監視の時間を 9（秒）以内に指定したい場合は、ポートスピードに「Auto」以

外を指定してください。なお、パス閉塞監視の時間が短いと、ネットワークの遅延やス

ピードネゴシエーションの時間の超過により、パスが閉塞する場合があります。

• ポートのトポロジ（Fabric, FC-AL, Point-to-point）の設定を変更する場合は、リモートパ

スを削除した後に変更してください。リモートパスの使用中に変更すると、ホストとス

トレージシステムでトポロジの設定が不一致となり、リモートパスが閉塞する場合があ

ります。ポートのトポロジは、raidcom modify port コマンドで変更します。

 関連リンク 

参照先トピック

ファイバチャネルを使用するときの注意事項（65 ページ）

3.4   AM の Quorum ディスクの計画
正サイトと副サイトのストレージシステムとは別に、Quorum ディスク用の外部ストレージ

システムを準備します。サーバのディスクを Quorum ディスクとして使用する場合は、

Quorum ディスク用の外部ストレージシステムを準備する必要はありません。ここでは、

Quorum ディスク用の外部ストレージシステムを設置する場合について説明します。

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスク用外部ストレージシステムの設置（67 ページ）

Quorum ディスクとリモート接続の関係（68 ページ）

Quorum ディスクとコンシステンシーグループの関係（71 ページ）

Quorum ディスク用外部ストレージシステムからの応答時間に関する注意事項（73 ページ）

Quorum ディスクが割り当てられているストレージシステムの Write ペンディング率に関する注意事項
（73 ページ）
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3.4.1   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの設置

外部ストレージシステムは、次の 2 か所に設置できます。

• 正サイトと副サイト以外の場所に、Quorum ディスク用外部ストレージシステムを設置

します（3 データセンター構成）。この場合、正サイト、副サイト、外部ストレージシ

ステムの設置場所のどれか 1 つで障害が発生しても、サーバからの I/O を継続できま

す。

• 正サイトに Quorum ディスク用外部ストレージシステムを設置します（2 データセン

ター構成）。この場合、副サイトで障害が発生してもサーバからの I/O を継続できます

が、正サイトで障害が発生した場合はサーバからの I/O が停止します。

なお、副サイトには、Quorum ディスク用の外部ストレージシステムを設置できません。ま

た、正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用の外部ストレージシステム間、ま

たは副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用の外部ストレージシステム間の

リモートパスで iSCSI を利用した場合、1 つのパス障害で Quorum ディスク閉塞が発生する

おそれがあります。

 関連リンク 

参照先トピック
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AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

3.4.2   Quorum ディスクとリモート接続の関係

複数のリモート接続を使用する場合、1 個のリモート接続の障害で他の正常なリモート接続

を使用している AM ペアが中断されないよう、リモート接続と同じ数の Quorum ディスクを

用意することを推奨します。このとき、Quorum ディスク、正サイトのストレージシステム

から副サイトのストレージシステムへのリモート接続、および副サイトのストレージシステ

ムから正サイトのストレージシステムへのリモート接続が、それぞれ 1 つになるように構成

してください。

ヒント

多数の AM ペアを 1 つの Quorum ディスクで集約して管理したいとき、1 つの Quorum ディスクに

対してリモート接続用の物理パスが 8 本よりも多く必要になる場合は、1 つの Quorum ディスクに

対してリモート接続を 2 つ以上にした構成にすることもできます。
 

リモート接続で使用しているすべてのパスが閉塞した場合、AM ペアは Quorum ディスク単

位で中断します。このため、次の図のような Quorum ディスクが 1 つだけの構成のときに

は、リモート接続 2 に障害が発生した場合、リモート接続 1 を使用する AM ペアも中断しま

す。また、正サイトのボリュームから Quorum ディスクへのパスで障害が発生したり、副サ

イトのボリュームから Quorum ディスクへのパスで障害が発生したりした場合にも、Quorum
ディスクを共用している AM ペアは中断します。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

障害の部位と中断する AM ペアとの関係（Quorum ディスクを共有していない場合）（69 ページ）

障害の部位と中断する AM ペアとの関係（Quorum ディスクを共有している場合）（70 ページ）

3.4.2.1   障害の部位と中断する AM ペアとの関係（Quorum ディス
クを共有していない場合）

リモート接続と同じ数の Quorum ディスクを使用しているときには、障害が発生したリモー

ト接続、Quorum ディスクまたは Quorum ディスクへのパスを使用している AM ペアだけが

中断されます。正常なリモート接続、Quorum ディスクおよび Quorum ディスクへのパスを

使用している AM ペアは、二重化を維持できます。障害が発生する可能性のある部位と、そ

の障害によって中断する AM ペアとの関係を次に示します。
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番号 障害の部位 AM ペア 1 AM ペア 2

1 正サイトから副サイトへのリモート接続
1

中断する 中断しない

2 副サイトから正サイトへのリモート接続
1

中断する 中断しない

3 正サイトから副サイトへのリモート接続
2

中断しない 中断する

4 副サイトから正サイトへのリモート接続
2

中断しない 中断する

5 Quorum ディスク 1 へのパス 中断しない 中断しない

6 Quorum ディスク 1 中断しない 中断しない

7 Quorum ディスク 2 へのパス 中断しない 中断しない

8 Quorum ディスク 2 中断しない 中断しない

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクとリモート接続の関係（68 ページ）

3.4.2.2   障害の部位と中断する AM ペアとの関係（Quorum ディス
クを共有している場合）

複数のリモート接続で 1 個の Quorum ディスクを共有しているときは、次に示すとおり、障

害の部位に関わらず、Quorum ディスクを共有しているすべての AM ペアが中断されます。
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番号 障害の部位 AM ペア 1 AM ペア 2

1 正サイトから副サイトへのリモート接続
1

中断する 中断する

2 副サイトから正サイトへのリモート接続
1

中断する 中断する

3 正サイトから副サイトへのリモート接続
2

中断する 中断する

4 副サイトから正サイトへのリモート接続
2

中断する 中断する

5 Quorum ディスク 1 へのパス 中断しない 中断しない

6 Quorum ディスク 1 中断しない 中断しない

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクとリモート接続の関係（68 ページ）

3.4.3   Quorum ディスクとコンシステンシーグループの関係

1 つの Quorum ディスクを、複数のコンシステンシーグループで共有できます。異なるコン

システンシーグループに登録する AM ペアを作成するときに、同一の Quorum ディスク ID
を指定できます。Quorum ディスク ID とコンシステンシーグループの関係は、Quorum ディ

スクにボリュームを設定しない構成の場合でも同じです。Quorum ディスクにボリュームを

設定しない構成は、Quorum ディスクのボリュームがありませんが、Quorum ディスク ID は

あります。
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AM ペアの作成時、または再同期時に、コンシステンシーグループにペアを登録できます。

ただし、登録先のコンシステンシーグループ内のペアと Quorum ディスク ID が異なるペア

は登録できません。

1 つのコンシステンシーグループに登録するペアは、同一の Quorum ディスクを使用する必

要があります。1 つのコンシステンシーグループ内のペアを作成するときに、異なる

Quorum ディスク ID は指定できません。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

3.4.4   Quorum ディスク用外部ストレージシステムからの応答時間
に関する注意事項

Quorum ディスク用外部ストレージシステムからの応答時間が 1 秒以上遅延するような環境

では、AM ペアが障害によって中断するおそれがあります。正サイトおよび副サイトのスト

レージシステムから、エクスポートツール 2 を使用して Quorum ディスクの応答時間を定期

的に監視してください。応答時間が 100ms を超える場合は、次の観点で構成を見直してくだ

さい。

• 外部ストレージシステムで、Quorum ディスク以外のボリュームの I/O 負荷が高い場合

は、I/O 負荷を下げてください。

• 外部ストレージシステムで、キャッシュの負荷が高い場合は、キャッシュの負荷が高く

なっている要因を取り除いてください。

• 外部ストレージシステムの保守を実施する場合、外部ストレージシステム全体の I/O 負

荷を下げてください。または、外部ストレージシステムのマニュアルを参照し、なるべ

く I/O に影響を与えない設定で保守を実施してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

3.4.5   Quorum ディスクが割り当てられているストレージシステム
の Write ペンディング率に関する注意事項

Quorum ディスクが存在する正サイトと副サイトの、ストレージシステム単位の Write ペン

ディング率が 70%を超えると、AM ペアのボリュームに対する I/O の性能が低下したり、AM
ペアが障害によって中断したりすることがあります。正サイトおよび副サイトのストレー

ジシステムから、エクスポートツール 2 を使用して、Quorum ディスクが存在する正サイト

と副サイトの、ストレージシステム単位の Write ペンディング率を定期的に監視してくださ

い。Write ペンディング率が 70%を超える場合は、次の観点で構成を見直してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで I/O 負荷が高い場合は、I/O 負荷を下げて

ください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムでキャッシュの負荷が高い場合は、次のどれ

かを実施してください。

- I/O 負荷を下げる。
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• 正サイトと副サイトのストレージシステムの障害によって、一時的にキャッシュの

Write ペンディング率が増加し、70%を超えることがあります。この場合でも AM ペア

のボリュームに対する I/O の性能が低下したり、AM ペアが障害によって中断したりす

ることを避けるため、通常は Quorum ディスクが存在する正サイトと副サイトの、スト

レージシステム単位の Write ペンディング率が 35%以下になるような構成にすること

を推奨します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

3.5   AM のペアの計画
AM ペアの差分データの管理方法や、AM ペアの最大数の算出方法、および AM の構成に依

存した、プライマリボリュームやセカンダリボリュームとして使用するボリュームに必要な

要件について説明します。

 関連リンク 

参照先トピック

差分データの管理（74 ページ）

AM の最大ペア数の制限（75 ページ）

ストレージシステムと同じシリアル番号とモデルを持つリソースグループのボリュームをセカンダリボ
リュームに指定して AM ペアを作成する場合の注意事項（77 ページ）

Quorum ディスクが割り当てられているストレージシステムの Write ペンディング率に関する注意事項
（78 ページ）

3.5.1   差分データの管理

差分データはトラック単位のビットマップで管理されます。ペアが中断しているときに書

き込み命令を受領したトラックが、差分ビットマップとして管理されます。

ボリュームの容量が 4,194,304MB（8,589,934,592block）より大きい DP-VOL を使用して AM
ペアを作成した場合、AM ペアのボリュームが関連づけられているプールで差分データが管

理されます。この場合、ボリュームの容量 4,123,168,604,160 バイトごとに、プログラムプロ

ダクトの構成に応じた差分管理データ用のプール容量（最大 4 ページ）が必要です。

メモ

プールで管理されている差分データ（ページ）は、次の手順で解放します。

1. ページを解放したい仮想ボリュームを使用しているすべてのペアを削除します。

2. システムオプションモード 755 を OFF にします。
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システムオプションモード 755 を OFF にすると、ゼロデータページを破棄できるようになり

ます。

3. 閉塞しているプールを回復します。

4. 仮想ボリュームのページを解放します。

RAID Manager の raidcom modify ldev コマンドを使用します。

ページの解放には時間が掛かることがあります。
 

なお、ボリュームの容量が 4,194,304MB（8,589,934,592block）より大きい DP-VOL を使用し

て AM ペアを作成したあとで、プールの容量不足によってプールで差分データを管理できな

いことがあります。この場合、AM ペアを再同期するときには、プライマリボリュームのす

べてのデータがトラック単位でセカンダリボリュームにコピーされます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のペアの計画（74 ページ）

3.5.2   AM の最大ペア数の制限

装置内のペアの最大数は、システム要件に記載されているモデルごとの値になります。しか

し、ユーザの環境（ボリュームのサイズ）に応じて、ビットマップエリアの使用量が変わる

ため、最大ペア数がシステム要件に記載したモデルごとの値を下回る場合があります。ボ

リュームサイズから作成できる最大ペア数の算出する計算式について、説明します。

なお、ボリュームの容量がより大きい DP-VOL は、ビットマップエリアを使用しません。そ

のため、ボリュームの容量がより大きい DP-VOL を使用してペアを作成する場合、本スト

レージシステムの最大ペア数は算出不要です。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のペアの計画（74 ページ）

シリンダ数を算出する（75 ページ）

ビットマップエリアを算出する（76 ページ）

最大ペア数を算出する（76 ページ）

3.5.2.1   シリンダ数を算出する

最初に、論理ブロック数を算出します。論理ブロック数はボリュームの容量で単位はブロッ

クです。

論理ブロック数＝ボリューム容量（バイト）÷512

シリンダ数は、次の計算式を使って求めます。
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シリンダ数＝（↑（（↑（論理ブロック数÷512）↑）÷15）↑）

 関連リンク 

参照先トピック

AM の最大ペア数の制限（75 ページ）

ビットマップエリアを算出する（76 ページ）

3.5.2.2   ビットマップエリアを算出する

シリンダ数から、ビットマップエリアを算出します。

ビットマップエリア数＝（↑（（シリンダ数 × 15）÷ 122,752）↑）

122,752 は、ビットマップエリア 1 つ当たりの差分量です。差分量の単位はビットです。

メモ

必要ビットマップエリア数は、ボリュームごとに計算してください。複数ボリュームのシリンダ数

を足した値を使用して必要ビットマップエリア数を算出した場合、正しい算出結果が得られないお

それがあります。

例として 10,017 シリンダと 32,760 シリンダの 2 つのボリュームを使用する場合を示します。以下

の正しい計算方法で計算してください。

• 正しい計算方法

（↑（(10,017 × 15) ÷ 122,752）↑） = 2

（↑（(32,760 × 15) ÷ 122,752）↑） = 5

合計 7 ビットマップエリア

• 誤った計算方法

10,017 + 32,760 = 42,777 シリンダ

（↑((42,777 × 15) ÷ 122,752)↑） = 6

合計 6 ビットマップエリア
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM の最大ペア数の制限（75 ページ）

シリンダ数を算出する（75 ページ）

最大ペア数を算出する（76 ページ）

3.5.2.3   最大ペア数を算出する

次の値から、作成できる最大ペア数は算出します。

• ペア作成に必要なビットマップエリア数
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• ストレージシステムで使用できるビットマップエリアの総数

- V110、V310 の場合：65,536 個

作成可能な最大ペア数は、ストレージシステムのビットマップエリア総数と必要ビットマッ

プエリア数を使用して、次の計算式で求めます。

作成可能最大ペア数＝（↓（ストレージシステムのビットマップエリア総数 ÷ 必要ビット

マップエリア数）↓）

メモ

使用するビットマップエリア数は、Synchronous Replication、Asynchronous Replication、および AM
で共用です。そのため、これらのプログラムプロダクトを併用する場合は、ストレージシステムの

ビットマップエリア総数（65,536）から、それぞれのプロダクトに必要なビットマップエリア数を

減算したあとで、上記計算式で AM の作成可能最大ペア数を算出してください。なお、それぞれの

プログラムプロダクトの必要ビットマップエリア数の算出方法は、対応するユーザガイドを参照し

てください。
 

すでに求めた必要ビットマップエリア数と、次の表に示すストレージシステムのビットマッ

プエリア数で計算します。ストレージシステムのビットマップエリア数は、Active Mirror 用
に増設したシェアドメモリの有無とモデルによって決定されます。

Active Mirror 用のシェアドメモリの増設状況 ストレージシステムのビットマップエリ
ア数

V310 V110

Base（増設シェアドメモリなし） 65,536 個 65,536 個

増設あり 65,536 個 -

 関連リンク 

参照先トピック

AM の最大ペア数の制限（75 ページ）

ビットマップエリアを算出する（76 ページ）

3.5.3   ストレージシステムと同じシリアル番号とモデルを持つリ
ソースグループのボリュームをセカンダリボリュームに指定して
AM ペアを作成する場合の注意事項

ストレージシステムと同じシリアル番号とモデルを持つリソースグループのボリュームを

セカンダリボリュームに指定して、AM ペアを作成できます。この場合、プライマリボ

リュームには、セカンダリボリュームがあるストレージシステムと同じシリアル番号とモデ

ルを持つリソースグループ（仮想ストレージマシン）のボリュームを指定する必要がありま

す。

AM ペアを作成すると、プライマリボリュームの仮想 LDEV ID がセカンダリボリュームの

仮想 LDEV ID にコピーされます。次の図では、コピーされたプライマリボリュームの仮想
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LDEV ID と、セカンダリボリュームの実 LDEV ID が一致しています。ストレージシステム

と同じシリアル番号とモデルを持つリソースグループ内にある、実 LDEV ID と仮想 LDEV
ID が一致しているボリュームは、global storage virtualization 機能によって仮想化されたボ

リュームとしてではなく、通常のボリュームとして扱われます。

なお、プライマリボリュームの仮想情報をセカンダリボリュームにコピーした結果、次の例

のように通常のボリュームとしての要件を満たさなくなる場合は、AM ペアを作成できませ

ん。

• コピーされるプライマリボリュームの仮想エミュレーションタイプが、セカンダリボ

リュームの実エミュレーションタイプと一致しない。

仮想エミュレーションタイプには、仮想 CVS 属性（-CVS）を含みます。本ストレージ

システムは LUSE をサポートしていないため、LUSE 構成（*n）のボリュームも、プラ

イマリボリュームには指定できません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のペアの計画（74 ページ）

3.5.4   Quorum ディスクが割り当てられているストレージシステム
の Write ペンディング率に関する注意事項

Quorum ディスクが存在する正サイトと副サイトの、ストレージシステム単位の Write ペン

ディング率が 70%を超えると、AM ペアのボリュームに対する I/O の性能が低下したり、AM
ペアが障害によって中断したりすることがあります。正サイトおよび副サイトのストレー

ジシステムから、エクスポートツール 2 を使用して、Quorum ディスクが存在する正サイト

と副サイトの、ストレージシステム単位の Write ペンディング率を定期的に監視してくださ

い。Write ペンディング率が 70%を超える場合は、次の観点で構成を見直してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで I/O 負荷が高い場合は、I/O 負荷を下げて

ください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムでキャッシュの負荷が高い場合は、次のどれ

かを実施してください。

- I/O 負荷を下げる。
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• 正サイトと副サイトのストレージシステムの障害によって、一時的にキャッシュの

Write ペンディング率が増加し、70%を超えることがあります。この場合でも AM ペア

のボリュームに対する I/O の性能が低下したり、AM ペアが障害によって中断したりす

ることを避けるため、通常は Quorum ディスクが存在する正サイトと副サイトの、スト

レージシステム単位の Write ペンディング率が 35%以下になるような構成にすること

を推奨します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

AM のペアの計画（74 ページ）
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第 4 章   
Active Mirror と他の機能の併用
Active Mirror（AM）以外の機能で使用するボリュームの中には、AM のプライマリボリュー

ムおよびセカンダリボリュームと併用できるものと、併用できないものがあります。ここで

は、他の機能との併用について説明します。

4.1   AM と他の機能との併用可否
AM 以外の機能で使用するボリュームと、AM のプライマリボリュームおよびセカンダリボ

リュームを併用できるかどうかを次の表に示します。

なお、AM 以外の各機能を使用するためには、それぞれの機能に対応したライセンスが必要

です。

機能/ボリューム AM のプライマリボリュー
ムとしての使用可否

AM のセカンダリボリュー
ムとしての使用可否

Quorum ディスク
としての使用可否

Dynamic Provisioning

仮想ボリューム ○※1 ○※1 ×

プールボリューム × × ×

容量削減機能が有効な仮
想ボリューム

○ ○ ×

重複排除用システムデー
タボリューム

× × ×

Local Replication

プライマリボリューム ○ ○ ×

セカンダリボリューム ○ ○ ×

Snapshot Advanced※2

プライマリボリューム ○ ○ ×

セカンダリボリューム × × ×

Synchronous Replication

プライマリボリューム × × ×

セカンダリボリューム × × ×

Asynchronous Replication

プライマリボリューム × × ×

セカンダリボリューム × × ×

ジャーナルボリューム × × ×

Universal Volume Manager

外部ボリューム ○※1 ○※1 ○

Data Retention Utility
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機能/ボリューム AM のプライマリボリュー
ムとしての使用可否

AM のセカンダリボリュー
ムとしての使用可否

Quorum ディスク
としての使用可否

アクセス属性が設定され
たボリューム

○ ○※3 ×

Volume Migration

ソースボリューム ○ ○ ×

ターゲットボリューム × × ×

Virtual LUN

Virtual LUN ボリューム ○ ○ ○※4

LUN Manager

LU パス定義されている
ボリューム

○ ○ ×

LU パス定義されていな
いボリューム

× × ○

コマンドデバイス

コマンドデバイス × × ×

リモートコマンドデバイ
ス

× × ×

Encryption License Key

暗号化されたパリティグ
ループのボリューム

○ ○ 外部ストレージシ
ステムで暗号化さ
れているボリュー
ムを Quorum ディ
スクとして使用で

きる※5

（凡例）

○：使用できる

×：使用できない

注※1

プールボリュームに外部ボリュームを使用している Dynamic Provisioning の仮想ボ

リュームも、AM のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして使用でき

ます。

注※2

Snapshot のノードボリュームおよびリーフボリュームについては、「プライマリボ

リューム」ではなく「セカンダリボリューム」の内容を参照してください。

注※3

セカンダリボリュームに Data Retention Utility の副 VOL 拒否属性が設定されると、RAID
Manager から AM ペアを操作する場合に制限が発生します。セカンダリボリュームの

副 VOL 拒否属性を解除してから AM ペアを操作してください。
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注※4

1 個の外部ボリュームグループを 1 個の外部ボリュームにマッピングしている構成の外

部ボリュームだけを、Quorum ディスクに設定できます。

注※5

外部ストレージシステムで暗号化されていない Quorum ディスクを、正サイトおよび副

サイトの本ストレージシステムで暗号化できません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Dynamic Provisioning との併用（82 ページ）

AM と Local Replication/Snapshot とを併用したときの運用例（83 ページ）

AM と Local Replication との併用（85 ページ）

AM と Snapshot との併用（94 ページ）

AM と Data Retention Utility との併用（101 ページ）

AM と Volume Migration との併用（103 ページ）

AM と LUN Manager との併用（108 ページ）

AM と Volume Shredder との併用（108 ページ）

AM とエクスポートツール 2 との併用（108 ページ）

4.2   AM と Dynamic Provisioning との併用
Dynamic Provisioning の仮想ボリューム（DP-VOL）は、AM ペアのボリュームとして使用で

きます。また、容量削減機能が有効な仮想ボリュームは、AM ペアのプライマリボリューム

およびセカンダリボリュームとして使用できます。ただし、重複排除用システムデータボ

リュームは、AM ペアのプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして使用でき

ません。

容量削減機能を使用する場合の注意事項を次に示します。

• 容量削減機能によって圧縮または重複排除されたコピー元のボリュームのデータは、圧

縮または重複排除を解消してから、コピー先のボリュームへコピーされます。また、容

量削減機能は、コピーしたデータに対してすぐには実行されません。AM ペアを作成し

たり再同期したりする前に、コピー先のボリュームの空き容量が、コピー元のボリュー

ムに格納されている容量削減前の差分データの容量よりも多いかを確認してください。

詳細は、『システム構築ガイド』を参照してください。

• 容量削減機能を使用したボリュームを使用して AM ペアを作成すると、圧縮または重複

排除されたデータをコピーするため、コピーの性能やホストの I/O 性能が低下する場合

があります。

• 容量削減機能を使用すると、管理情報がプールに格納されるため、プライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームで、ページの使用量に差があることがあります。
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割り当て済みのページがある、容量削減機能が有効なボリュー
ムをセカンダリボリュームとして、Active Mirror ペアを作成す
る際の推奨手順

Active Mirror ペアを作成する際に、割り当て済みのページがある、容量削減機能が有効なボ

リュームをセカンダリボリュームとして使用する場合は、ペアを作成する前に、次に示す操

作をしてください。

1. セカンダリボリュームにするボリュームを LDEV フォーマットします。

注意

LDEV フォーマットせずにペア作成すると、初期化しながらコピーされるため、コピー時間

が長くなったり、プロセッサの稼働率が上昇したりする可能性があります。
 

2. 次に示すユーザ要件に応じて、インラインモード/ポストプロセスモードを、セカンダ

リボリュームにするボリュームに対して設定します。

• ユーザ要件: I/O 性能への影響を抑えたい

設定内容 注意事項

ポストプロセスモー
ド

ペアが作成されてから容量削減されるため、セカンダリボリューム用
に、プライマリボリュームと同じ容量のプール容量の確保が必要で
す。

• ユーザ要件: 必要なプール容量を抑えたい

設定内容 注意事項

インラインモード ポストプロセスモードと比較して、コピー時間が長くなったり、プロ
セッサの稼働率が上昇したりする可能性があります。これらを抑え
たい場合は、ポストプロセスモードの適用を検討してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と他の機能との併用可否（80 ページ）

AM ペアで使用している DP-VOL の容量拡張（83 ページ）

4.2.1   AM ペアで使用している DP-VOL の容量拡張

AM ペアのボリュームとして使用している DP-VOL の容量を拡張できます。

4.3   AM と Local Replication/Snapshot とを併用した
ときの運用例

AM ペアと、Local Replication ペアまたは Snapshot ペアとでボリュームを共用したときの運

用例を、次に示します。
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• 業務で使用している AM ペアのボリュームを、Local Replication または Snapshot で複製

します。複製したボリュームを、バックアップソフトウェアを使用してバックアップし

ます。

• 業務で使用している AM ペアのボリュームを、Local Replication または Snapshot で複製

します。複製したボリュームで、ほかの業務を実施します。

• AM ペアを再同期するときに、ペア状態が COPY に変わるため、セカンダリボリューム

の整合性がなくなります。再同期コピー中に正サイトのストレージシステムが故障す

る場合に備えて、整合性がある状態のセカンダリボリュームを、Local Replication また

は Snapshot ペアで複製しておきます。

• ブロック状態の AM ペアのデータは 2 重化されていませんが、プライマリボリュームと

セカンダリボリュームは、それぞれ業務を継続できます。そのため、AM ペアを強制削

除する前に、整合性のあるデータを Local Replication または Snapshot ペアで複製してお

きます。

• Local Replication ペアのセカンダリボリュームのデータ(二次業務用のバックアップ

データ)を AM ペアと連携して冗長化できます。

冗長化により、一方のストレージシステムに障害が発生しても、他方のストレージシステム

で二次業務を継続できます。この構成にする場合は、Quorum ディスクにボリュームを設定

する構成を推奨します。

この構成を組むと、運用中は、次の図に示すように、Local Replication ペアが分割状態、AM
ペアが PAIR 状態となります。Local Replication ペアのセカンダリボリュームのデータ(二次

業務用のバックアップデータ)を更新する場合は、まず Local Replication ペアのセカンダリボ

リュームと連携している AM ペアを中断します。その後、Local Replication ペアを再同期し、

再度分割することで、セカンダリボリュームのデータがその時点での最新データに更新され

ます。セカンダリボリュームのデータの更新後は、中断した AM ペアを再同期します。
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4.4   AM と Local Replication との併用
AM ペアのプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームを、Local Replication ペアの

プライマリボリュームとして使用できます。

メモ

AM ペアのボリュームを使用して Local Replication ペアを作成するときは、仮想 LDEV ID ではなく

実 LDEV ID を指定してください。
 

AM のプライマリボリュームとセカンダリボリュームを使用して、Local Replication ペアを

それぞれ 3 個まで作成できます。

サーバからは、AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームは 1 個のボリュー

ムに見えるため、サーバからは 1 個のボリュームに対して 6 個の Local Replication ペアが作

成されたように見えます。

作成した Local Replication ペアのセカンダリボリュームを使用して、それぞれ 3 個のカス

ケードペアを作成できます。よって、1 個の AM のプライマリボリュームまたはセカンダリ

ボリュームに対して、最大 9 個の Local Replication ペアを作成できます。また、サーバから

見て、1 個のボリュームに対して最大 18 個の Local Replication ペアを作成できます。

Local Replication ペアのコンシステンシーグループには、1 台のストレージシステム内のペア

だけを登録できます。そのため、AM ペアのプライマリボリュームを使用している Local
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Replication ペアと、AM ペアのセカンダリボリュームを使用している Local Replication ペア

は、同一のコンシステンシーグループには登録できません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Local Replication を併用するときの制限事項（86 ページ）

AM 状態と Local Replication のペア操作可否の関係（86 ページ）

Local Replication のペア状態と AM のペア操作可否の関係（AM ペアのプライマリボリュームを Local
Replication と併用している場合）（90 ページ）

Local Replication のペア状態と AM のペア操作可否の関係（AM ペアのセカンダリボリュームを Local
Replication と併用している場合）（92 ページ）

4.4.1   AM と Local Replication を併用するときの制限事項

プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のセカンダリボリュームの仮

想 LDEV ID が削除されます。セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM
のプライマリボリュームの仮想 LDEV ID が削除されます。仮想 LDEV ID が削除されると、

サーバはそのボリュームを認識できません。

AM のボリュームを Local Replication のボリュームとしても使用している場合は、Local
Replication のボリュームとしても使用しているボリュームの仮想 LDEV ID が削除される操

作はできません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Local Replication との併用（85 ページ）

4.4.2   AM 状態と Local Replication のペア操作可否の関係

表 4-1   Local Replication のペア操作可否（AM 状態が初期のとき）

AM のペ
ア状態

仮想
LDEV ID

サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除/
ペア中断

SMPL あり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

なし × × ○ ○ ○ ○ ○

なし（仮想
属性が
AM 予約）

× × × × × × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない
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表 4-2   Local Replication プライマリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が二重化中のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

INIT/
COPY

Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※1 ○

Block セカンダ
リ

× × ○ ×※2 ×※2 ×※1、※3 ○

COPY Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※1 ○

Block セカンダ
リ

× × ○ ×※2 ×※2 ×※1、※3 ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

注※1

AM ペアが中断していないため、操作できません。

注※2

セカンダリボリュームのデータが確定していないため、操作できません。

注※3

AM ペアのコピー先と、Local Replication ペアのコピー先のボリュームが同一になるた

め、操作できません。

表 4-3   Local Replication セカンダリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が二重化中のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

INIT/
COPY

Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ × × × × ○

Block セカンダ
リ

× × × × × × ○

COPY Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ × × × × ○

Block セカンダ
リ

× × × × × × ○
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（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-4   Local Replication プライマリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が二重化のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

PAIR Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

注※

AM ペアが中断していないため、および AM ペアのコピー先と、Local Replication ペアの

コピー先のボリュームが同一であるため、操作できません。

表 4-5   Local Replication セカンダリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が二重化のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

PAIR Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ × × × × ○

セカンダ
リ

○ ○ × × × × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない
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表 4-6   Local Replication プライマリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が中断のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

PSUS Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Block プライマ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

PSUE Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Block プライマ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

セカンダ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

SSUS Block セカンダ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

SSWS Local セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-7   Local Replication セカンダリボリュームと AM ペアボリューム併用時の Local Replication のペ
ア操作可否（AM 状態が中断のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Local Replication のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

PSUS Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○※ ○

Block プライマ
リ

× × × × × × ○

PSUE Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○※ ○

Block プライマ
リ

× × × × × × ○

セカンダ
リ

× × × × × × ○

SSUS Block セカンダ
リ

× × × × × × ○

SSWS Local セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○※ ○
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（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

注※

Quick Restore 操作はできません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Local Replication との併用（85 ページ）

4.4.3   Local Replication のペア状態と AM のペア操作可否の関係
（AM ペアのプライマリボリュームを Local Replication と併用して
いる場合）

表 4-8   AM プライマリボリュームと Local Replication プライマリボリューム併用時の AM のペア操作
可否

LR のペア
状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPP ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

COPY ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PAIR ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PSUS/
COPY

○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PSUS ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

CPRS ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

RCPY ×※4 － － ○ ×※3 ○ ×※4 ×※4

PSUE ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム
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注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※3

セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のプライマリボリューム

（Local Replication のプライマリボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作で

きません。

注※4

Local Replication のリストアコピーを継続するには、AM ペアを中断させておく必要があ

ります。

表 4-9   AM プライマリボリュームと Local Replication セカンダリボリューム併用時の AM のペア操作
可否

LR のペア
状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPP × ○ ○ ○ × ○ × ×

COPY × － － ○ × ○ × ×

PAIR × － － ○ × ○ × ×

PSUS/
COPY

× － － ○ × ○ × ×

PSUS ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

CPRS × － － ○ × ○ × ×

RCPY × － － ○ × ○ × ×

PSUE × ○ ○ ○ × ○ × ×

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム
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注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Local Replication との併用（85 ページ）

4.4.4   Local Replication のペア状態と AM のペア操作可否の関係
（AM ペアのセカンダリボリュームを Local Replication と併用して
いる場合）

表 4-10   AM セカンダリボリュームと Local Replication プライマリボリューム併用時の AM のペア操作
可否

LR のペア
状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPP ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

COPY ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PAIR ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PSUS/
COPY

×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PSUS ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

CPRS ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

RCPY ×※3、※5 － － ×※4 ○ ○ ×※5、※6 ×※6

PSUE ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム
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注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※3

AM ペアを作成するには、セカンダリボリュームとして使用するボリュームの仮想属性

に AM 予約を割り当てる必要があります。仮想属性に AM 予約を割り当てたボリュー

ムは仮想 LDEV ID が削除されるため、Local Replication と併用しているボリュームを

AM ペアのセカンダリボリュームに指定して AM ペアを作成することはできません。

注※4

プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のセカンダリボリューム

（Local Replication のプライマリボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作で

きません。

注※5

AM ペアのコピー先と、Local Replication ペアのコピー先のボリュームが同一であるた

め、操作できません。

注※6

Local Replication のリストアコピーを継続するには、AM ペアを中断させておく必要があ

ります。

表 4-11   AM セカンダリボリュームと Local Replication セカンダリボリューム併用時の AM のペア操作
可否

LR のペア
状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPP × ○ ○ × ○ ○ × ×

COPY × － － × ○ ○ × ×

PAIR × － － × ○ ○ × ×

PSUS/
COPY

× － － × ○ ○ × ×

PSUS × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

CPRS × － － × ○ ○ × ×

RCPY × － － × ○ ○ × ×
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LR のペア
状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

PSUE × ○ ○ × ○ ○ × ×

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Local Replication との併用（85 ページ）

4.5   AM と Snapshot との併用
AM ペアのプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームを、Snapshot ペアのプライマ

リボリュームとして使用できます。

メモ

AM ペアのボリュームを使用して Snapshot ペアを作成するときは、仮想 LDEV ID ではなく実

LDEV ID を指定してください。
 

AM のプライマリボリュームとセカンダリボリュームを使用して、Snapshot ペアをそれぞれ

1,024 個まで作成できます。
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サーバからは、AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームは 1 個のボリュー

ムに見えるため、サーバからは 1 個のボリュームに対して 2,048 個の Snapshot ペアが作成さ

れたように見えます。

Snapshot ペアのコンシステンシーグループやスナップショットグループには、1 台のスト

レージシステム内のペアだけを登録できます。そのため、AM ペアのプライマリボリューム

を使用している Snapshot ペアと、AM ペアのセカンダリボリュームを使用している Snapshot
ペアは、同一のコンシステンシーグループやスナップショットグループには登録できませ

ん。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Snapshot を併用するときの制限事項（95 ページ）

AM 状態と Snapshot のペア操作可否の関係（96 ページ）

4.5.1   AM と Snapshot を併用するときの制限事項

プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のセカンダリボリュームの仮

想 LDEV ID が削除されます。セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM
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のプライマリボリュームの仮想 LDEV ID が削除されます。仮想 LDEV ID が削除されると、

サーバはそのボリュームを認識できません。

AM のボリュームを Snapshot のボリュームとしても使用している場合は、Snapshot のボ

リュームとしても使用しているボリュームの仮想 LDEV ID が削除される操作はできませ

ん。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Snapshot との併用（94 ページ）

4.5.2   AM 状態と Snapshot のペア操作可否の関係

表 4-12   Snapshot のペア操作可否（AM 状態が初期のとき）

AM のペ
ア状態

仮想
LDEV ID

サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除

SMPL あり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

なし × × ○ ○ ○ ○ ○

なし（仮想
属性が
AM 予約）

× × × × × × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-13   Snapshot のペア操作可否（AM 状態が二重化中のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除

INIT Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※1 ○

Block セカンダ
リ

× × × ×※2 ×※2 ×※1、※3 ○

COPY Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※1 ○

Block セカンダ
リ

× × × ×※2 ×※2 ×※1、※3 ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない
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注※1

AM ペアが中断していないため、操作できません。

注※2

データのコピー中で、ボリュームのデータが確定していないため、操作できません。

注※3

AM ペアのコピー先と、Snapshot ペアのコピー先のボリュームが同一であるため、操作

できません。

表 4-14   Snapshot のペア操作可否（AM 状態が二重化のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除

PAIR Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

注※

AM ペアが中断していないため、および AM ペアのコピー先と、Snapshot ペアのコピー

先のボリュームが同一であるため、操作できません。

表 4-15   Snapshot のペア操作可否（Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成のとき AM ペアの
AM 状態が Quorum ディスク閉塞のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削
除/ペア
中断

PAIR Mirror(R
L)

プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

Mirror(R
L)

セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ×※ ○

凡例

○：操作できる

×：操作できない
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注※

AM ペアが中断していないため、および AM ペアのコピー先と、Snapshot ペアのコピー

先のボリュームが同一であるため、操作できません。

表 4-16   Snapshot のペア操作可否（AM 状態が中断のとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除

PSUS Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Block プライマ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

PSUE Local プライマ
リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Block プライマ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

セカンダ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

SSUS Block セカンダ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

SSWS Local セカンダ
リ

○ ○ ○ ○ ○ × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-17   Snapshot のペア操作可否（AM 状態がブロックのとき）

AM のペ
ア状態

I/O モー
ド

ペア位置 サーバからの I/O Snapshot のペア操作

読み取り 書き込み ペア作成 ペア分割 ペア再同
期

リストア ペア削除

PSUE Block プライマ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

セカンダ
リ

× × ○ ○ ○ × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Snapshot との併用（94 ページ）
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4.5.3   Snapshot Advanced のペア状態と AM のペア操作可否の関
係（AM ペアのプライマリボリュームを Snapshot Advanced と併用
している場合）

SS Advanced のペ
ア状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

CPPD ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PAIR ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PSUP ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ×

CPYP ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PSUS ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

CPRS ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

RCPY ×※4 － － ○ ×※3 ○ ×※4 ×※4

SMPP ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

PSUE ○ ○ ○ ○ ×※3 ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※3

セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のプライマリボリューム

（Snapshot Advanced のプライマリボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作

できません。
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注※4

Snapshot Advanced のリストアコピーを継続するには、AM ペアを中断させておく必要が

あります。

4.5.4   Snapshot Advanced のペア状態と AM のペア操作可否の関
係（AM ペアのセカンダリボリュームを Snapshot Advanced と併用
している場合）

SS Advanced のペ
ア状態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

CPPD ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PAIR ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PSUP ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ × ○

CPYP ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PSUS ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

CPRS ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

RCPY ×※3、※5 － － ×※4 ○ ○ ×※5、※6 ×※6

SMPP ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

PSUE ×※3 ○ ○ ×※4 ○ ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

－：起こりえない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。
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注※3

AM ペアを作成するには、セカンダリボリュームとして使用するボリュームの仮想属性

に AM 予約を割り当てる必要があります。仮想属性に AM 予約を割り当てたボリュー

ムは仮想 LDEV ID が削除されるため、Snapshot Advanced と併用しているボリュームを

AM ペアのセカンダリボリュームに指定して AM ペアを作成することはできません。

注※4

プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のセカンダリボリューム

（Snapshot Advanced のプライマリボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作

できません。

注※5

AM ペアのコピー先と、Snapshot Advanced ペアのコピー先のボリュームが同一であるた

め、操作できません。

注※6

Snapshot Advanced のリストアコピーを継続するには、AM ペアを中断させておく必要が

あります。

4.6   AM と Data Retention Utility との併用
AM は、Data Retention Utility で設定したアクセス属性に関わらず、ペアを作成できます。た

だし、AM 状態とアクセス属性の組み合わせによっては、サーバからの I/O がガードされる

ことがあります。

AM ペアを作成または再同期するときに、プライマリボリュームのアクセス属性がセカンダ

リボリュームにコピーされます。ただし、AM 状態が二重化もしくは二重化中の場合にアク

セス属性を変更するときは、プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームの両方にア

クセス属性を設定してください。

セカンダリボリュームに Data Retention Utility の副 VOL 拒否属性が設定されると、RAID
Manager から AM ペアを操作する場合に制限が発生します。セカンダリボリュームの副

VOL 拒否属性を解除してから AM ペアを操作してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM 状態とアクセス属性による I/O 可否の関係（102 ページ）
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4.6.1   AM 状態とアクセス属性による I/O 可否の関係

AM 状態とアクセス属性によって、サーバからの I/O が可能かどうかを次に示します。なお、

ボリュームにアクセス属性を設定しても、AM ペアのコピー（形成コピーや再同期）はアク

セス属性によって制御されません。

AM 状態 アクセス属性 サーバからの I/O

プライマリボ
リューム

セカンダリボリュー
ム

プライマリボ
リューム

セカンダリボ
リューム

二重化 Read/Write Read/Write 正常終了 正常終了

Read Only または
Protect

Read/Write アクセス属性に

依存※

正常終了

Read/Write Read Only または
Protect

正常終了 アクセス属性に依

存※

Read Only または
Protect

Read Only または
Protect

アクセス属性に

依存※

アクセス属性に依

存※

Quorum ディスク閉
塞または Quorum
ディスクにボ
リュームを設定し
ない構成

Read/Write Read/Write 正常終了 正常終了

Read Only または
Protect

Read/Write アクセス属性に

依存※

正常終了

Read/Write Read Only または
Protect

正常終了 アクセス属性に依

存※

Read Only または
Protect

Read Only または
Protect

アクセス属性に

依存※

アクセス属性に依

存※

二重化中

中断（プライマリボ
リュームの I/O
モードが Local、セ
カンダリボリュー
ムの I/O モードが
Block の場合）

Read/Write Read/Write 正常終了 拒否

Read Only または
Protect

Read/Write アクセス属性に

依存※

拒否

Read/Write Read Only または
Protect

正常終了 拒否

Read Only または
Protect

Read Only または
Protect

アクセス属性に

依存※

拒否

中断（プライマリボ
リュームの I/O
モードが Block、セ
カンダリボリュー
ムの I/O モードが
Local の場合）

Read/Write Read/Write 拒否 正常終了

Read Only または
Protect

Read/Write 拒否 正常終了

Read/Write Read Only または
Protect

拒否 アクセス属性に依

存※

Read Only または
Protect

Read Only または
Protect

拒否 アクセス属性に依

存※

ブロック Read/Write Read/Write 拒否 拒否

Read Only または
Protect

Read/Write 拒否 拒否

Read/Write Read Only または
Protect

拒否 拒否

Read Only または
Protect

Read Only または
Protect

拒否 拒否
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注※

アクセス属性が Read Only の場合は、Read 可/Write 不可です。アクセス属性が Protect の
場合は、Read 不可/Write 不可です。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Data Retention Utility との併用（101 ページ）

4.7   AM と Volume Migration との併用
Volume Migration は、負荷の高いドライブのボリュームを、負荷の低いドライブへオンライ

ンで移動できます。

AM ペアのプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームを、Volume Migration の移動

元ボリュームに指定することで、負荷の高いドライブ内にある AM ペアのプライマリボ

リュームおよびセカンダリボリュームを、負荷の低い他のドライブに移動できます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Volume Migration を併用するときの制限事項（103 ページ）

AM 状態と Volume Migration のペア操作可否の関係（104 ページ）

Volume Migration のペア状態と AM のペア操作可否の関係（106 ページ）

4.7.1   AM と Volume Migration を併用するときの制限事項

• 移動する AM ペアをいったん分割してから、Volume Migration の移動元ボリュームに指

定してください。

• Active Mirror は、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの、ボリューム属性

（raidcom get ldev コマンドで表示される VOL_ATTR）が同じである必要があります。

Volume Migration でボリュームを移動したあとに、AM ペアのプライマリボリュームと

セカンダリボリュームの組み合わせが、異なるボリューム属性にならないようにしてく

ださい。

• AM ペアのボリュームと Local Replication ペアのボリュームを共有している場合、Local
Replication ペアの Quick Restore 中はソースボリュームにできません。Quick Restore が

完了後に、Volume Migration の操作をしてください。

• AM と Volume Migration を併用する場合、先に AM ペアを作成してから、Volume
Migration を実行してください。Volume Migration を実行中のボリュームに対して AM
ペアを組むことはできません。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM と Volume Migration との併用（103 ページ）

4.7.2   AM 状態と Volume Migration のペア操作可否の関係

表 4-18   Volume Migration のペア操作可否（AM 状態が初期のとき）

AM のペア状態 仮想 LDEV ID サーバからの I/O Volume Migration 操作

読み取り 書き込み Volume
Migration 移動
プラン作成

Volume
Migration 移動
プランの取り消
し

SMPL あり ○ ○ ○ ○

なし × × × ○

なし（仮想属性
が AM 予約）

× × × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-19   Volume Migration のペア操作可否（AM 状態が二重化中のとき）

AM のペア状
態

I/O モード ペア位置 サーバからの I/O Volume Migration 操作

読み取り 書き込み Volume
Migration 移
動プラン作成

Volume
Migration 移
動プランの取
り消し

INIT Mirror(RL) プライマリ ○ ○ × ○

Block セカンダリ × × × ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-20   Volume Migration のペア操作可否（AM 状態が二重化のとき）

AM のペア状
態

I/O モード ペア位置 サーバからの I/O Volume Migration 操作

読み取り 書き込み Volume
Migration 移
動プラン作成

Volume
Migration 移
動プランの取
り消し

PAIR Mirror(RL) プライマリ ○ ○ × ○

セカンダリ ○ ○ × ○
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（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-21   Volume Migration のペア操作可否（AM 状態が中断のとき）

AM のペア状
態

I/O モード ペア位置 サーバからの I/O Volume Migration 操作

読み取り 書き込み Volume
Migration 移
動プラン作成

Volume
Migration 移
動プランの取
り消し

PSUS/PSUE Local プライマリ ○ ○ ○ ○

Block 任意 × × ○ ○

SSUS Block セカンダリ × × ○ ○

SSWS Local セカンダリ ○ ○ ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

表 4-22   Volume Migration のペア操作可否（AM 状態がブロックのとき）

AM のペア状
態

I/O モード ペア位置 サーバからの I/O Volume Migration 操作

読み取り 書き込み Volume
Migration 移
動プラン作成

Volume
Migration 移
動プランの取
り消し

PSUE Block プライマリ × × ○ ○

セカンダリ × × ○ ○

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Volume Migration との併用（103 ページ）
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4.7.3   Volume Migration のペア状態と AM のペア操作可否の関係

表 4-23   Volume Migration のペア状態と AM のペア操作可否の関係（AM ペアのプライマリボリュームを
Volume Migration と併用している場合）

Volume
Migration
のペア状
態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPL ×※4 ○※5 ○※5 ○ ×※3 ○ × ×

COPY ×※4 ○※5 ○※5 ○ ×※3 ○ × ×

PSUS ×※4 ○※5 ○※5 ○ ×※3 ○ × ×

PSUE ×※4 ○※5 ○※5 ○ ×※3 ○ × ×

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※3

セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のプライマリボリューム

（Volume Migration 対象ボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作できませ

ん。

注※4

Volume Migration を実行するには、AM ペアを中断させておく必要があります。

注※5

Volume Migration を実行するには、AM ペアを中断させておく必要があります。そのた

め、ペア中断の操作はできますが、すでに AM ペアは中断されているため、AM ペアの

状態は変化しません。
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表 4-24   Volume Migration のペア状態と AM のペア操作可否の関係（AM ペアのセカンダリボリュームを
Volume Migration と併用している場合）

Volume
Migration
のペア状
態

AM のペア操作

ペア作成 ペア中断 ペア削除 ペア再同期

P-VOL 指
定

S-VOL 指
定

P-VOL 指

定※1
S-VOL 指

定※2
強制削除 P-VOL 指

定
S-VOL 指
定

SMPL ×※3 ○※5 ○※5 ×※4 ○ ○ × ×

COPY ×※3 ○※5 ○※5 ×※4 ○ ○ × ×

PSUS ×※3 ○※5 ○※5 ×※4 ○ ○ × ×

PSUE ×※3 ○※5 ○※5 ×※4 ○ ○ × ×

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE、かつ I/O モードが

Local のときだけ、プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※2

AM ペアのセカンダリボリュームのペア状態が SSWS、かつ I/O モードが Local のときだ

け、セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除できます。

注※3

AM ペアを作成するには、セカンダリボリュームとして使用するボリュームの仮想属性

に AM 予約を割り当てる必要があります。仮想属性に AM 予約を割り当てたボリュー

ムは仮想 LDEV ID が削除されるため、Volume Migration 対象ボリュームを AM ペアのセ

カンダリボリュームに指定して AM ペアを作成することはできません。

注※4

プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除すると、AM のセカンダリボリューム

（Volume Migration 対象ボリューム）の仮想 LDEV ID が削除されるため、操作できませ

ん。
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注※5

Volume Migration を実行するには、AM ペアを中断させておく必要があります。そのた

め、ペア中断の操作はできますが、すでに AM ペアは中断されているため、AM ペアの

状態は変化しません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM と Volume Migration との併用（103 ページ）

4.8   AM と LUN Manager との併用
LU パスが設定されたボリュームを使用して、AM ペアを作成します。AM ペアのボリュー

ムに LU パスを追加したり、削除したりできます。ただし、AM ペアのボリュームには 1 本

以上の LU パスの設定が必要であるため、最後の 1 本の LU パスは削除できません。

LU パスが設定されていないボリュームは、AM ペアのボリュームとして使用できません。

注意

仮想属性が AM 予約の LDEV が定義されているパスを削除する場合、一度にパスを削除する

LDEV 数は、100 個以内にしてください。一度にパスを削除する LDEV 数が多大だと、パスの削除

に失敗するおそれがあります。

仮想属性が AM 予約の LDEV が定義されているパスを含むポートに対する操作で、一度に指定す

るポート数は 1 ポートとしてください。仮想属性が AM 予約の LDEV が定義されているパスを含

むポートに対して、一度に複数のポートを指定して、ホストモードの変更、ホストグループの削

除、コマンドデバイスの設定、トポロジの変更、AL-PA の変更、データ転送速度を変更すると、操

作が失敗するおそれがあります。
 

4.9   AM と Volume Shredder との併用
AM ペアのボリュームおよび Quorum ディスクは、Volume Shredder を使用してデータを削除

できません。

4.10   AM とエクスポートツール 2 との併用
AM ペアのボリュームおよび Quorum ディスクは、エクスポートツール 2 を使用して性能情

報を収集できます。ただし、I/O が発行されるボリュームの種類や、そのボリュームの I/O
モードによってエクスポートツール 2 に計上されるポートの I/O 数（書き込みおよび読み取

りコマンド数）が異なります。
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例えば AM ペアの両方のボリュームの I/O モードが Mirror(RL)の場合、サーバからプライマ

リボリュームへ書き込み（Write コマンド）が 1 回あったときは、コマンドが経由する次の

ポートとボリュームのすべてに、性能情報が記録されます。

• 正サイトのストレージシステムにある、サーバと接続しているポート（Target 属性の

ポート）

• プライマリボリューム

• 正サイトのストレージシステムにある、副サイトのストレージシステムと接続している

ポート（Initiator 属性のポート）

• 副サイトのストレージシステムにある、正サイトのストレージシステムと接続している

ポート（RCU Target 属性のポート）

• セカンダリボリューム

また、AM ペアの両方のボリュームの I/O モードが Mirror(RL)の場合、サーバからプライマ

リボリュームへ読み取り（Read コマンド）が 1 回あったときは、正サイトのストレージシ

ステムの Target 属性のポートとプライマリボリュームに、性能情報が記録されます。

 関連リンク 

参照先トピック

エクスポートツール 2 に計上される AM ボリュームへの I/O 数（109 ページ）

エクスポートツール 2 に計上されるポートへの I/O 数（111 ページ）

4.10.1   エクスポートツール 2 に計上される AM ボリュームへの
I/O 数

AM を使用している場合、AM 状態によってエクスポートツール 2 に計上される AM ボ

リュームへの I/O 数（書き込みおよび読み取り）が、次の表のとおり異なります。

表 4-25   エクスポートツール 2 に計上される書き込み I/O 数

AM 状態 プライマリボリューム セカンダリボリューム

二重化 次の合計値

• サーバから AM のプライマリボ
リュームへの書き込み数

• AM のセカンダリボリュームからプラ
イマリボリュームへの RIO 数

次の合計値

• サーバから AM のセカンダリボ
リュームへの書き込み数

• AM のプライマリボリュームからセカ
ンダリボリュームへの RIO 数

Quorum ディスク閉
塞または Quorum
ディスクにボ
リュームを設定し
ない構成

サーバから AM のプライマリボリューム
への書き込み数

次の合計値

• サーバから AM のセカンダリボ
リュームへの書き込み数

• AM のプライマリボリュームからセカ
ンダリボリュームへの RIO 数

二重化中 サーバから AM のプライマリボリューム
への書き込み数

AM のプライマリボリュームからセカン
ダリボリュームへの RIO 数

中断（プライマリボ
リュームが最新）

サーバから AM のプライマリボリューム
への書き込み数

計上されない※
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AM 状態 プライマリボリューム セカンダリボリューム

中断（セカンダリボ
リュームが最新）

計上されない※ サーバから AM のセカンダリボリューム
への書き込み数

ブロック 計上されない※ 計上されない※

注※

サーバからの書き込みと読み取りは、Illegal Request でエラーになりますが、I/O 数とし

て計上されることがあります。

表 4-26   エクスポートツール 2 に計上される読み取り I/O 数

AM 状態 プライマリボリューム セカンダリボリューム

二重化 サーバから AM のプライマリボリューム
への読み取り数

サーバから AM のセカンダリボリューム
への読み取り数

Quorum ディスク閉
塞

サーバから AM のプライマリボリューム
への読み取り数

－※

Quorum ディスク閉
塞または Quorum
ディスクにボ
リュームを設定し
ない構成

サーバから AM のプライマリボリューム
への読み取り数

サーバから AM のセカンダリボリューム
への読み取り数

二重化中 サーバから AM のプライマリボリューム
への読み取り数

計上されない※

中断（プライマリボ
リュームが最新）

サーバから AM のプライマリボリューム
への読み取り数

計上されない※

中断（セカンダリボ
リュームが最新）

計上されない※ サーバから AM のセカンダリボリューム
への読み取り数

ブロック 計上されない※ 計上されない※

注※

サーバからの書き込みと読み取りは、Illegal Request でエラーになりますが、I/O 数とし

て計上されることがあります。

表 4-27   エクスポートツール 2 に計上される I/O 数とサーバ I/O 数の関係

AM 状態 書き込み I/O 数 読み取り I/O 数

二重化 AM のプライマリボリュームまたはセカ
ンダリボリュームへの書き込み数とほぼ

同じ※

AM のプライマリボリュームおよびセカ
ンダリボリュームへの読み取り数の合計
値と同じ

Quorum ディスク閉
塞

AM のプライマリボリュームへの書き込
み数と同じ

AM のプライマリボリュームへの読み取
り数と同じ

Quorum ディスク閉
塞または Quorum
ディスクにボ
リュームを設定し
ない構成

AM のプライマリボリュームへの書き込
み数と同じ

AM のプライマリボリュームおよびセカ
ンダリボリュームへの読み取り数の合計
値と同じ

二重化中 AM のプライマリボリュームへの書き込
み数と同じ

AM のプライマリボリュームへの読み取
り数と同じ
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AM 状態 書き込み I/O 数 読み取り I/O 数

中断（プライマリボ
リュームが最新）

AM のプライマリボリュームへの書き込
み数と同じ

AM のプライマリボリュームへの読み取
り数と同じ

中断（セカンダリボ
リュームが最新）

AM のセカンダリボリュームへの書き込
み数と同じ

AM のセカンダリボリュームへの読み取
り数と同じ

ブロック 計上されない 計上されない

注※

サーバからの書き込みコマンドに対して、RIO は複数個に分割されて発行されることが

あります。そのため、サーバからの書き込みコマンド数と一致しないことがあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM とエクスポートツール 2 との併用（108 ページ）

4.10.2   エクスポートツール 2 に計上されるポートへの I/O 数

AM を使用している場合、I/O 先のボリュームや、そのボリュームの I/O モードによってエ

クスポートツール 2 に計上されるポートの I/O 数（書き込みおよび読み取りコマンド数）

が、次の表のとおり異なります。

I/O 先のボ
リュームの
I/O モード

I/O 先のボ
リューム

正サイトのストレージシステム 副サイトのストレージシステム

Target 属性
のポート

Initiator 属
性のポート

RCU
Target 属性
のポート

Target 属性
のポート

Initiator 属
性のポート

RCU
Target 属性
のポート

Mirror(RL) プライマリ
ボリューム

書き込み数
と読み取り
数の合計値

書き込み数 － － － 書き込み数

セカンダリ
ボリューム

－ － 書き込み数 書き込み数
と読み取り
数の合計値

書き込み数 －

Local プライマリ
ボリューム

書き込み数
と読み取り
数の合計値

－ － － － －

セカンダリ
ボリューム

－ － － 書き込み数
と読み取り
数の合計値

－ －

Block プライマリ
ボリューム

書き込み数
と読み取り
数の合計値
※

－ － － － －

セカンダリ
ボリューム

－ － － 書き込み数
と読み取り
数の合計値
※

－ －
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（凡例）

－：計上されない

注※

サーバからの書き込みと読み取りは、Illegal Request でエラーになりますが、I/O 数とし

てカウントされることがあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM とエクスポートツール 2 との併用（108 ページ）

第 4 章   Active Mirror と他の機能の併用

112



第 5 章   
Active Mirror の環境構築手順
ここでは、正サイトで V310 を使用している状態で、副サイトに V310 を導入し、Active Mirror

（AM）ペアを作成するまでの手順を、例を使用して説明します。

5.1   システム構成例
ここで作成する AM のシステム構成例を、次に示します。

 関連リンク 

参照先トピック

正サイトのストレージシステムの構成例（113 ページ）

副サイトのストレージシステムの構成例（114 ページ）

サーバの構成例（116 ページ）

外部ストレージシステムの構成例（116 ページ）

5.1.1   正サイトのストレージシステムの構成例

システム構成例のうち、正サイトのストレージシステムの構成例について説明します。
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ストレージシステム

モデル シリアル番号

V310 811111

プライマリボリューム

実 LDEV ID 容量 ポート名 LU 番号

22:22 1,024,000block CL1-A 0

リモート接続に使用するポート

• CL3-A

• CL4-A

Quorum ディスク用外部ボリューム

実 LDEV ID ポート名 外部ボリューム
グループ番号

パスグループ
ID

LU 番号 Quorum ディス
ク ID

99:99 CL5-A 1-1 1 0 0

ペア

ペアの種類 ペアグループ名 デバイス名（LDEV
ID）

ミラー ID コンシステンシー
グループ ID

AM ペア oraHA dev1（22:22） 0 2

 関連リンク 

参照先トピック

システム構成例（113 ページ）

5.1.2   副サイトのストレージシステムの構成例

システム構成例のうち、副サイトのストレージシステムの構成例について説明します。

ストレージシステム

モデル シリアル番号

V310 822222
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プール

プール ID プール名 プールボリューム 用途

LDEV ID パリティグ
ループ

容量

0 HA_POOL 77:77 13-4 100GB AM ペアのセカンダリボリューム

セカンダリボリューム

実 LDEV ID プール ID 容量 ポート名 LU 番号

44:44 0 1,024,000block CL1-C 0

ホストグループ

ホストグループ ID ホストグループ名 用途

CL1-C-0 1C-G00 セカンダリボリューム用

リモート接続に使用するポート

• CL3-C

• CL4-C

Quorum ディスク用外部ボリューム

実 LDEV ID ポート名 外部ボリューム
グループ番号

パスグループ
ID

LU 番号 Quorum ディス
ク ID

88:88 CL5-C 1-2 1 0 0

ペア

ペアの種類 ペアグループ名 デバイス名（LDEV
ID）

ミラー ID コンシステンシー
グループ ID

AM ペア oraHA dev1（44:44） 0 2

リソースグループ

リソースグループ名 仮想ストレージマシン

モデル シリアル番号

HAGroup1 V310 811111

 関連リンク 

参照先トピック
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システム構成例（113 ページ）

5.1.3   サーバの構成例

システム構成例のうち、サーバの構成例について説明します。

RAID Manager のインスタンスと構成定義ファイル

インスタンス番号 構成定義ファイル 用途

0 horcm0.conf 正サイトのストレージシステムの操作

1 horcm1.conf 副サイトのストレージシステムの操作

100 horcm100.conf 正サイトのストレージシステムの仮想ストレージ
マシン（シリアル番号 811111）視点での操作

101 horcm101.conf 副サイトのストレージシステムの仮想ストレージ
マシン（シリアル番号 811111）視点での操作

仮想ストレージマシン視点での操作とは、raidcomコマンドで指定するパラメータや raidc
omコマンドによって表示されるオブジェクトの基準が仮想 ID で行われることを指します。

本構成例では、正サイトのストレージシステムには、仮想ストレージマシンを定義していま

せんが、ストレージシステムと同じシリアル番号とモデルを持つ仮想ストレージマシンに対

するイメージで操作できます。

 関連リンク 

参照先トピック

システム構成例（113 ページ）

5.1.4   外部ストレージシステムの構成例

システム構成例のうち、外部ストレージシステムの構成例について説明します。

ストレージシステム

モデル シリアル番号

V310 833333

WWN
接続先のストレージシステム WWN

正サイトのストレージシステム 50060e8007823520

副サイトのストレージシステム 50060e8007823521

第 5 章   Active Mirror の環境構築手順

116



 関連リンク 

参照先トピック

システム構成例（113 ページ）

5.2   AM の環境構築の流れ
AM の環境構築の流れを次に示します。

• 5.3   初期状態（117 ページ）

• 5.4   外部ストレージシステムを準備する（118 ページ）

• 5.5   物理パスが接続されていることを確認する（118 ページ）

• 5.6   プログラムプロダクトのライセンスをインストールする（119 ページ）

• 5.7   コマンドデバイスを作成する（120 ページ）

• 5.8   RAID Manager の構成定義ファイルを作成する（121 ページ）

• 5.9   RAID Manager を起動する（122 ページ）

• 5.10   正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する（123 ページ）

• 5.11   Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

• 5.12   副サイトのストレージシステムを設定する（134 ページ）

• 5.13   RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

• 5.14   ALUA モードを設定する（155 ページ）

• 5.15   AM ペアを作成する（156 ページ）

• 5.16   セカンダリボリュームへの冗長パスを追加する（161 ページ）

• 5.17   クロスパスを非優先に設定する（162 ページ）

5.3   初期状態
サーバ、および正サイトと副サイトのストレージシステムがあります。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムには、デフォルトでリソースグループ 0 があ

ります。

• 正サイトのストレージシステムには、LU パスが定義された Dynamic Provisioning の仮想

ボリュームがあります。このボリュームが、AM ペアのプライマリボリュームです。

• サーバには、マルチパスソフトウェアがインストールされています。サーバから

Dynamic Provisioning の仮想ボリュームへの I/O の有無は、AM ペアの作成に影響しませ

ん。
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5.4   外部ストレージシステムを準備する
Quorum ディスク用の外部ストレージシステムを設置します。サーバのディスクを Quorum
ディスクとして使用する場合または Quorum ディスクにボリュームを設定しない場合は、

Quorum ディスク用の外部ストレージシステムを設置する必要はありません。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の要件（45 ページ）

AM の Quorum ディスクの計画（66 ページ）

物理パスが接続されていることを確認する（118 ページ）

5.5   物理パスが接続されていることを確認する
次の物理パスが接続されていることを確認します。

• 正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへの物理パス（2 本

以上）

• 副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの物理パス（2 本

以上）

• 正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステム間の物

理パス（2 本以上）

• 副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステム間の物

理パス（2 本以上）
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• サーバと正サイトのストレージシステム間の物理パス（2 本以上）

• サーバと副サイトのストレージシステム間の物理パス（2 本以上）

メモ

各ノード間は、2 本以上の物理パスで接続することを強く推奨します。各ノードを 1 本の物理パス

で接続した場合、物理パスやハードウェアで 1 か所でも障害が発生すると、予期しないサーバの

フェイルオーバが発生したり、AM ペアが中断がしたりするおそれがあります。また、ストレージ

システム間のパスを保守するときに、AM ペアを中断する必要があります。
 

図では、ストレージシステム間の冗長パスを省略しています。

 関連リンク 

参照先トピック

外部ストレージシステムを準備する（118 ページ）

プログラムプロダクトのライセンスをインストールする（119 ページ）

5.6   プログラムプロダクトのライセンスをインス
トールする

正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に、AM のライセンスをインストールしま

す。ライセンスのインストールには、raidcom add licenseを使用します。
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 関連リンク 

参照先トピック

物理パスが接続されていることを確認する（118 ページ）

コマンドデバイスを作成する（120 ページ）

5.7   コマンドデバイスを作成する
コマンドデバイスは、RAID Manager とストレージシステム間の通信に必要です。正サイト

と副サイトのストレージシステムの両方で、リソースグループ 0 にコマンドデバイスを作成

し、サーバから認識させます。コマンドデバイスの作成には、raidcom modify ldevコマ

ンドを使用します。

メモ

この章では、In-Band 方式で RAID Manager を使用する手順を掲載しています。Out-of-Band 方式で

も、AM の環境を構築できます。
 

作業手順

1. 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に、リソースグループ 0 に登録され

ている LDEV ID を指定して、コマンドデバイス用のボリュームを作成します。

2. 作成したボリュームをフォーマットします。
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3. 作成したボリュームを、サーバに接続されているポートに定義します。

4. 作成したボリュームのコマンドデバイスを有効にし、かつコマンドデバイスのユーザ

認証を有効に設定します（詳細は『システム構築ガイド』を参照）。

5. 必要に応じて、コマンドデバイスを定義するポートのトポロジと Fabric の設定を変更

します。

 関連リンク 

参照先トピック

プログラムプロダクトのライセンスをインストールする（119 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを作成する（121 ページ）

5.8   RAID Manager の構成定義ファイルを作成する
RAID Manager の構成定義ファイルを作成します。Windows で構成定義ファイルを作成する

例を次に示します。

メモ

HORCM_CMD にコマンドデバイスを指定する場合は、ストレージシステムの装置製番と LDEV 番

号を含む形式で指定することを推奨します。
 

horcm0.conf（正サイトのストレージシステム操作用）

HORCM_MON
#ip_address        service         poll(10ms)     timeout(10ms)
localhost          31000           -1             3000

HORCM_CMD
\\.\CMD-811111-8738

horcm1.conf（副サイトのストレージシステム操作用）

HORCM_MON
#ip_address        service         poll(10ms)     timeout(10ms)
localhost          31001           -1             3000

HORCM_CMD
\\.\CMD-822222-17476
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horcm100.conf（正サイトのストレージシステムの仮想スト
レージマシン（シリアル番号 811111）操作用）

HORCM_MON
#ip_address service poll(10ms) timeout(10ms)
localhost 31100 -1 3000
HORCM_CMD
\\.\CMD-811111-8738

HORCM_VCMD
# redefine Virtual DKC Serial# as unitIDs811111
811111

horcm101.conf（副サイトのストレージシステムの仮想スト
レージマシン（シリアル番号 811111）操作用）

HORCM_MON
#ip_address service poll(10ms) timeout(10ms)
localhost 31101 -1 3000
HORCM_CMD
\\.\CMD-822222-17476

HORCM_VCMD
# redefine Virtual DKC Serial# as unitIDs811111
811111

 関連リンク 

参照先トピック

コマンドデバイスを作成する（120 ページ）

RAID Manager を起動する（122 ページ）

5.9   RAID Manager を起動する
RAID Manager の構成定義ファイルを作成し、RAID Manager を起動します。

メモ

仮想ストレージマシン操作用の構成定義ファイルは、AM ペア作成前の仮想ストレージマシンの操

作に使用します。ここでは、仮想ストレージマシンを操作しないため、仮想ストレージマシン操作

用のインスタンスは起動しません。
 

コマンド例（Windows の場合）

1. インスタンス 0 と 1 を起動します。
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horcmstart 0 1
starting HORCM inst 0
HORCM inst 0 starts successfully.
starting HORCM inst 1
HORCM inst 1 starts successfully.

2. ユーザ名とパスワードを入力し、ユーザ認証を実施します。

raidcom -login <username> <password> -IH0
raidcom -login <username> <password> -IH1

コマンド例では、コマンドごとに-IHオプションを使用してインスタンスを指定していま

す。インスタンスごとにシェルを起動して操作することもできます。インスタンスごとに

シェルを起動して操作する場合、環境変数 HORCMINST にインスタンス番号を指定してか

ら、コマンドを実行してください。

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager の構成定義ファイルを作成する（121 ページ）

正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する（123 ページ）

5.10   正サイトと副サイトのストレージシステムを接
続する

正サイトと副サイトのストレージシステム間に、双方向にリモート接続を追加します。な

お、双方向のリモート接続で、同じパスグループ ID を指定してください。
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注意

既に AM ペアの運用を行っている状態から、帯域不足などの理由でリモート接続を追加する場合

は、リモート接続で未使用のポートを使用してください。

既にリモート接続で使用しているポートに、新たなリモート接続を追加した場合、運用中の AM ペ

アへのホスト I/O が一時的に停止する可能性があります。
 

コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムのポート（CL3-A）から、副サイトのストレージシス

テムのポート（CL3-C）へ、パスグループ ID が 0 のリモート接続を追加します。

raidcom add rcu -cu_free 822222 M800 0 -mcu_port CL3-A -rcu_port 
CL3-C -IH0

2. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH0
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        811111      -

3. 副サイトのストレージシステムのポート（CL4-C）から、正サイトのストレージシス

テムのポート（CL4-A）へ、パスグループ ID が 0 のリモート接続を追加します。
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raidcom add rcu -cu_free 811111 M800 0 -mcu_port CL4-C -rcu_port 
CL4-A -IH1

4. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

ストレージシステム間の冗長パスは、raidcom add rcu_path を使用して追加します。なお、図

では冗長パスを省略しています。

確認コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムで、リモート接続の情報を表示します。

raidcom get rcu -cu_free 822222 M800 0 -IH0 
Serial# ID PID MCU RCU M/R T PNO MPORT RPORT STS_CD SSIDs ... 
822222  M8    0   -   - RCU F  0  CL3-A CL3-C NML_01 -

2. 副サイトのストレージシステムで、リモート接続の情報を表示します。

raidcom get rcu -cu_free 811111 M800 0 -IH1 
Serial# ID PID MCU RCU M/R T PNO MPORT RPORT STS_CD SSIDs ... 
811111  M8    0  -    - RCU F   0 CL4-C CL4-A NML_01 -

ストレージシステムのシリアル番号、モデル、およびポート名が正しいこと、ならびにパス

の状態が正常であることを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager を起動する（122 ページ）

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

5.11   Quorum ディスクを作成する
Quorum ディスクは、障害が発生したときに、どちらのボリュームに最新のデータが格納さ

れているかを判断するために使用します。

外部ストレージシステムのディスクを、正サイトと副サイトのストレージシステムにマッピ

ングします。Quorum ディスクを作成するには、Universal Volume Manager を使用します。

Universal Volume Manager の操作の詳細は、『Universal Volume Manager ユーザガイド』を参照

してください。

メモ

Quorum ディスクに設定する外部ボリュームは、1 個の外部ボリュームグループを 1 個の外部ボ

リュームにマッピングしている必要があります。
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メモ

外部ストレージシステムのボリュームがフォーマット済みであることを確認してから、Quorum
ディスクを作成してください。

 

メモ

Quorum ディスクにボリュームを設定しない場合、Quorum ディスク用パスのポート、外部ボリュー

ムグループ、外部ボリュームの作成が不要です。詳細は「5.11.3   外部ボリュームを Quorum ディス

クに設定する（131 ページ）」を参照してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスク用の外部ボリュームグループを作成する（126 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する（129 ページ）

外部ボリュームを Quorum ディスクに設定する（131 ページ）

5.11.1   Quorum ディスク用の外部ボリュームグループを作成する

外部ストレージシステムのディスクを、正サイトと副サイトのストレージシステムにマッピ

ングするために、外部ボリュームグループを作成します。

外部ボリュームグループの詳細は、『Universal Volume Manager ユーザガイド』を参照してく

ださい。

メモ

外部ストレージシステムのボリュームがフォーマット済みであることを確認してから、正サイトと

副サイトのストレージシステムに外部ボリュームグループを作成してください。
 

メモ

正サイトと副サイトのストレージシステムで、同一の LU をマッピングしていることを確認してく

ださい。raidcom discover lun -portコマンドで表示される E_VOL_ID_Cの値（外部ボリュー

ムの SCSI Inquiry コマンドに含まれるボリューム識別子）が、正サイトと副サイトのストレージシ

ステムで一致していることを確認してください。
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コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムのポート（CL5-A）に接続されている、外部ストレー

ジシステムのポート情報を探索します。

raidcom discover external_storage -port CL5-A -IH0
PORT     WWN                PM  USED   Serial#  VENDOR_ID PRODUCT_ID
CL5-A    50060e8007823520   M   NO     833333   NEC       V Series

2. 正サイトのストレージシステムのポート（CL5-A）に接続されている、外部ストレー

ジシステムのポート（50060e8007823520）に定義されている LU を表示します。

raidcom discover lun -port CL5-A -external_wwn 50060e8007823520 -IH0
PORT     WWN              LUN  VOL_Cap(BLK)  PRODUCT_ID  E_VOL_ID_C
CL5-A    50060e8007823520 0    61440000      OPEN-V      NEC     50030
8235AAAA

LU 番号を確認します。また、E_VOL_ID_C に表示される値を記録しておきます。

3. 正サイトのストレージシステムのポート（CL5-A）と接続している外部ストレージシ

ステムのポート（50060e8007823520）に定義されている LU（0）をマッピングします。

パスグループ ID に 1、外部ボリュームグループ番号に 1-1 を指定します。
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raidcom add external_grp -path_grp 1 -external_grp_id 1-1 -port CL5-A 
-external_wwn 50060e8007823520 -lun_id 0 -IH0

4. 正サイトのストレージシステムで非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認し

ます。

raidcom get command_status -IH0
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        811111      -

5. 副サイトのストレージシステムのポート（CL5-C）に接続されている、外部ストレー

ジシステムのポート情報を探索します。

raidcom discover external_storage -port CL5-C -IH1
PORT     WWN                PM  USED   Serial#  VENDOR_ID PRODUCT_ID
CL5-C    50060e8007823521   M   NO     833333    NEC      V Series

6. 副サイトのストレージシステムのポート（CL5-C）に接続されている、外部ストレー

ジシステムのポート（50060e8007823521）に定義されている LU を表示します。

raidcom discover lun -port CL5-C -external_wwn 50060e8007823521 -IH1
PORT     WWN              LUN  VOL_Cap(BLK)  PRODUCT_ID  E_VOL_ID_C
CL5-C    50060e8007823521   0      61440000  OPEN-V      NEC     50030
8235AAAA

LU 番号を確認します。また、E_VOL_ID_C に表示される値が、手順 2 で記録してお

いた値と同じであることを確認します。

7. 副サイトのストレージシステムのポート（CL5-C）と接続している外部ストレージシ

ステムのポート（50060e8007823521）に定義されている LU（0）をマッピングします。

パスグループ ID に 1、外部ボリュームグループ番号に 1-2 を指定します。

raidcom add external_grp -path_grp 1 -external_grp_id 1-2 -port CL5-C 
-external_wwn 50060e8007823521 -lun_id 0 -IH1

8. 副サイトのストレージシステムで非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認し

ます。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

確認コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムで、外部ストレージシステムのボリュームへの外部パ

スの情報を表示します。

raidcom get path -path_grp 1 -IH0
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Serial#
 PRODUCT_ID LB PM
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1   1-1   NML E  D    0 CL5-A  50060e8007823520     1   0 NML   833333
 V Series   N  M

2. 副サイトのストレージシステムで、外部ストレージシステムのボリュームへの外部パ

スの情報を表示します。

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Serial#
 PRODUCT_ID LB PM
1   1-2   NML E  D    0 CL5-C  50060e8007823521     1   0 NML   833333
 V Series   N  M

外部ストレージシステムのシリアル番号、モデル、WWN などが正しいこと、ならびにパス

や外部ストレージシステムのボリュームの状態が正常であることを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する（129 ページ）

5.11.2   Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する

外部ストレージシステムの容量を使用して、正サイトと副サイトのストレージシステムに、

外部ストレージシステムのボリュームをマッピングした仮想ボリューム（外部ボリューム）

を作成します。
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コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムの外部ボリュームグループ（1-1）を指定して、LDEV
ID が 0x9999 の外部ボリュームを作成します。外部ボリュームグループ内のすべての

容量を割り当てます。

raidcom add ldev -external_grp_id 1-1 -ldev_id 0x9999 -capacity all -I
H0

2. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH0
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        811111      -

3. 副サイトのストレージシステムの外部ボリュームグループ（1-2）を指定して、LDEV
ID が 0x8888 の外部ボリュームを作成します。外部ボリュームグループ内のすべての

容量を割り当てます。

raidcom add ldev -external_grp_id 1-2 -ldev_id 0x8888 -capacity all -I
H1

4. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

確認コマンド例

1. ボリューム（LDEV ID：0x9999）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -fx -IH0
Serial#  : 811111
LDEV : 9999
SL : 0
CL : 0
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS
VOL_Capacity(BLK) : 61440000
NUM_PORT : 0
PORTs :
F_POOLID : NONE
VOL_ATTR : CVS : ELUN
E_VendorID : NEC    
E_ProductID : OPEN-V
E_VOLID : 
4849544143484920353033303242363741414141000000000000000000000000000000
00
E_VOLID_C : NEC     500308235AAAA................
NUM_E_PORT : 1
E_PORTs : CL5-A-0 0 50060e8007823520
LDEV_NAMING :
STS : NML
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OPE_TYPE : NONE
OPE_RATE : 100
MP# : 0
SSID : 0007
RSGID : 0

2. ボリューム（LDEV ID：0x8888）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x8888 -fx -IH1
Serial#  : 822222
LDEV : 8888
SL : 0
CL : 0
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS
VOL_Capacity(BLK) : 61440000
NUM_PORT : 0
PORTs :
F_POOLID : NONE
VOL_ATTR : CVS : ELUN
E_VendorID : NEC    
E_ProductID : OPEN-V
E_VOLID : 
4849544143484920353033303242363741414141000000000000000000000000000000
00
E_VOLID_C : NEC     500308235AAAA................
NUM_E_PORT : 1
E_PORTs : CL5-C-0 0 50060e8007823521
LDEV_NAMING :
STS : NML
OPE_TYPE : NONE
OPE_RATE : 100
MP# : 0
SSID : 0005
RSGID : 0

外部ボリュームの情報が正しいことを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームグループを作成する（126 ページ）

外部ボリュームを Quorum ディスクに設定する（131 ページ）

5.11.3   外部ボリュームを Quorum ディスクに設定する

正サイトと副サイトのストレージシステムに作成した外部ボリュームを、Quorum ディスク

に設定します。また、Quorum ディスクにボリュームを設定しない場合、raidcom add quorum
コマンドで、Quorum ディスクを設定します。なお、-ldev_id オプションは指定しないでくだ

さい。正サイトと副サイトのストレージシステムで、同じ Quorum ディスク ID を設定して

ください。
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raidcom modify ldevコマンドの-quorum_enableオプションには、相手ストレージシス

テムのシリアル番号とモデルを指定します。

コマンド例

1. Quorum ディスク ID に 0 を指定して、正サイトのストレージシステムのボリューム

（0x9999）を Quorum ディスクに設定します。AM ペアを組むストレージシステムに、

シリアル番号が 822222、モデルが V310 であるストレージシステムを指定します。rai
dcom modify ldevまたは、raidcom add quorumを使用します。Quorum ディスクに

ボリュームを設定しない場合は、raidcom add quorumを使用してください。

raidcom modify ldev -ldev_id 0x9999 -quorum_enable 822222 M800 
-quorum_id 0 -IH0

2. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH0
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        811111      -

3. Quorum ディスク ID に 0 を指定して、副サイトのストレージシステムのボリューム

（0x8888）を Quorum ディスクに設定します。AM ペアを組むストレージシステムに、

シリアル番号が 811111、モデルが V310 であるストレージシステムを指定します。rai
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dcom modify ldevまたは、raidcom add quorumを使用します。Quorum ディスクに

ボリュームを設定しない場合は、raidcom add quorumを使用してください。

raidcom modify ldev -ldev_id 0x8888 -quorum_enable 811111 M800 
-quorum_id 0 -IH1

4. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

確認コマンド例

1. ボリューム（LDEV ID：0x9999）の情報を表示します。raidcom get ldevまたは ra
idcom get quorumを使用します。Quorum ディスクにボリュームを設定しない場合

は、raidcom get quorumを使用してください。

raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -fx -IH0
Serial# : 811111 
LDEV : 9999 
SL : 0 
CL : 0 
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS 
VOL_Capacity(BLK) : 61440000 
NUM_PORT : 0 
PORTs : 
F_POOLID : NONE 
VOL_ATTR : CVS : ELUN : QRD 
E_VendorID : NEC     
E_ProductID : OPEN-V 
E_VOLID : 
4849544143484920353033303242363741414141000000000000000000000000000000
00 
E_VOLID_C : NEC     500308235AAAA................ 
NUM_E_PORT : 1 
E_PORTs : CL5-A-0 0 50060e80072b6750 
LDEV_NAMING : 
STS : NML 
OPE_TYPE : NONE 
OPE_RATE : 100 MP# : 0 
SSID : 0007 
QRDID : 0 
QRP_Serial# : 822222 
QRP_ID : M8 
RSGID : 0

2. ボリューム（LDEV ID：0x8888）の情報を表示します。raidcom get ldevまたは ra
idcom get quorumを使用します。Quorum ディスクにボリュームを設定しない場合

は、raidcom get quorumを使用してください。

raidcom get ldev -ldev_id 0x8888 -fx -IH1 
Serial# : 822222 
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LDEV : 8888 
SL : 0 
CL : 0 
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS 
VOL_Capacity(BLK) : 61440000 
NUM_PORT : 0 
PORTs : 
F_POOLID : NONE 
VOL_ATTR : CVS : ELUN : QRD 
E_VendorID : NEC     
E_ProductID : OPEN-V 
E_VOLID : 
4849544143484920353033303242363741414141000000000000000000000000000000
00 
E_VOLID_C : NEC     500308235AAAA................ 
NUM_E_PORT : 1 
E_PORTs : CL5-C-0 0 50060e80072b6760 
LDEV_NAMING : 
STS : NML 
OPE_TYPE : NONE 
OPE_RATE : 100 
MP# : 0 
SSID : 0005 
QRDID : 0 
QRP_Serial# : 811111 
QRP_ID : M8 
RSGID : 0

Quorum ディスクに設定したボリュームの、次の値が正しいことを確認します。

• QRDID（Quorum ディスク ID）

• QRP_Serial#（AM ペアを組むストレージシステムのシリアル番号）

• QRP_ID（AM ペアを組むストレージシステムのモデル）

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する（129 ページ）

副サイトのストレージシステムを設定する（134 ページ）

5.12   副サイトのストレージシステムを設定する
副サイトのストレージシステムに、仮想ストレージマシンや AM ペアのセカンダリボリュー

ムを作成します。

仮想ストレージマシンの作成には、Resource Partition Manager を使用します。仮想ストレー

ジマシン用に作成したリソースグループに、ホストグループ ID や LDEV ID などのリソース

を追加します。リソースグループにはホストグループやボリュームの ID だけを追加し、予
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約しておくことができます。予約した ID を指定してホストグループやボリューム（実体）

を作成し、AM ペアで利用できるようにします。

 関連リンク 

参照先トピック

リソースグループを作成する（135 ページ）

リソースグループにホストグループ ID を予約する（139 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想 LDEV ID を削除する（140 ページ）

リソースグループにセカンダリボリューム用の LDEV ID を予約する（142 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想属性に AM 予約を割り当てる（143 ページ）

ホストグループを作成する（145 ページ）

プールを作成する（147 ページ）

ボリュームを作成する（150 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームに LU パスを追加する（152 ページ）

5.12.1   リソースグループを作成する

プライマリボリュームとセカンダリボリュームを同一のボリュームとしてサーバから認識

させるためには、仮想情報として正サイトのストレージシステムのシリアル番号とモデルを

使用して、リソースグループを作成します。

メモ

• プライマリボリュームが仮想ストレージマシンに登録されている場合は、プライマリボ

リュームが登録されている仮想ストレージマシンと同じモデルとシリアル番号の仮想スト

レージマシンを、副サイトのストレージシステムに作成します。

• HA Storage Manager Embedded およびリクエストラインに simple を含む REST API のユーザに

は、すべてのリソースグループが割り当てられている必要があるため、割り当てられていな

いリソースがある場合、これらの管理ツールは使用できません。リソースグループが作成さ

れた環境で使用する場合、ユーザが属するユーザグループにすべてのリソースグループを割

り当ててください。
 

同じ仮想情報を持つリソースグループの集合体を、仮想ストレージマシンと呼びます。仮想

情報を指定してリソースグループを作成すると、指定した仮想情報を持つ仮想ストレージマ

シンに登録されます。指定した仮想情報を持つ仮想ストレージマシンがストレージシステ

ム内にない場合は、リソースグループを作成したときに、自動的に仮想ストレージマシンが

作成されます。

プライマリボリュームが仮想ストレージマシンに登録されていない場合の、リソースグルー

プの作成手順例を次に示します。
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コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムにあるリソースグループの情報を表示します。ペア作

成対象となる正サイトのストレージシステム内の仮想ストレージマシンのモデルとシ

リアル番号を確認します。

raidcom get resource -key opt -IH1 
RS_GROUP      RGID V_Serial#   V_ID V_IF Serial# 
meta_resource    0　  811111 RH20MH2  Y   811111

2. リソースグループ（HAGroup1）を作成します。仮想情報として、手順 1 で確認した正

サイトのストレージシステム内にある仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号

を設定します。

raidcom add resource -resource_name HAGroup1 -virtual_type 811111 RH20
MH2 -IH1

確認コマンド例

副サイトのストレージシステムにあるリソースグループの情報を表示します。

raidcom get resource -key opt -IH1 
RS_GROUP     RGID V_Serial#    V_ID V_IF Serial# 
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meta_resource   0    822222 RH20MH2   Y   822222 
HAGroup1        1    811111 RH20MH2   Y   822222

すべてのリソースグループの情報が一覧で表示されます。作成したリソースグループのリ

ソースグループ名、リソースグループ ID、仮想シリアル番号、および仮想モデルが正しい

ことを確認します。

メモ

リソースグループに設定した仮想情報を解除するには、リソースグループを削除する必要がありま

す。

コマンド例：raidcom delete resource -resource_name HAGroup1 -IH1
 

 関連リンク 

参照先トピック

副サイトのストレージシステムを設定する（134 ページ）

プライマリボリュームが仮想ストレージマシンに登録されている場合のリソースグループの作成例（137
ページ）

リソースグループにホストグループ ID を予約する（139 ページ）

5.12.1.1   プライマリボリュームが仮想ストレージマシンに登録さ
れている場合のリソースグループの作成例

仮想ストレージマシン内のボリューム同士で、AM ペアを作成することもできます。仮想ス

トレージマシン内のボリューム同士で、AM ペアを作成する場合は、正サイトのストレージ

システム内にある仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号を、副サイトのストレージ

システム内にある仮想ストレージマシンに割り当ててください。
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コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムにあるリソースグループの情報を表示します。ペア作

成対象となる正サイトのストレージシステム内の仮想ストレージマシンのモデルとシ

リアル番号を確認します。

raidcom get resource -key opt -IH1 
RS_GROUP      RGID V_Serial#    V_ID V_IF Serial# 
meta_resource    0　  811111　RH20MH2   Y   811111 
HAGroup1         1　  800001  RH20MH2   Y   811111

2. リソースグループ（HAGroup1）を作成します。仮想情報として、手順 1 で確認した正

サイトのストレージシステム内にある仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号

を設定します。

raidcom add resource -resource_name HAGroup1 -virtual_type 800001 RH20
MH2 -IH1

なお、次の手順以降では、プライマリボリュームが仮想ストレージマシンに登録されていな

い場合の例を記載しています。

 関連リンク 

参照先トピック
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リソースグループを作成する（135 ページ）

5.12.2   リソースグループにホストグループ ID を予約する

副サイトのストレージシステムのリソースグループに、セカンダリボリュームが使用するホ

ストグループの ID を予約します。

コマンド例

リソースグループ（HAGroup1）に、ホストグループ ID（CL1-C-0）を予約します。

raidcom add resource -resource_name HAGroup1 -port CL1-C-0 -IH1

確認コマンド例

ポート（ポート名：CL1-C）に設定されているホストグループの情報を表示します。

raidcom get host_grp -port CL1-C -resource 1 -IH1 
PORT   GID GROUP_NAME                     Serial# HMD          HMO_BITs 
CL1-C    0 1C-G00                          822222 WIN

ポート名、ホストグループ ID、およびホストグループ名が正しいことを確認します。
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メモ

実体が定義されていないホストグループをリソースグループに予約した場合、確認コマンドに-ke
y host_grpオプションを指定すると、予約したホストグループを表示できます。確認コマンドの

実行結果の例を次に示します。

raidcom get host_grp -port CL1-C -key host_grp -resource 1 -IH1
PORT   GID  GROUP_NAME                       Serial# HMD          HMO_BITs
CL1-C    0  1C-G00                            822222 WIN
CL1-C    1  HAVol                             822222 WIN
CL1-C    2  -                                 822222 -
CL1-C    3  -                                 822222 -
CL1-C    4  -                                 822222 -
CL1-C    5  -                                 822222 -

この例では、リソースグループ 1 に、ホストグループ ID が 0 から 5 までのホストグループが予約

されています。ホストグループ ID が 0 と 1 のホストグループは、実体が定義されており、ホスト

グループ ID が 2 から 5 のホストグループは、リソースグループに予約されているだけで、実体が

定義されていません。なお、ホストグループ ID が 6 から 254 のホストグループは、リソースグルー

プ 1 に予約されていないため、表示されません。
 

 関連リンク 

参照先トピック

リソースグループを作成する（135 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想 LDEV ID を削除する（140 ページ）

ホストグループを作成する（145 ページ）

5.12.3   セカンダリボリューム用のボリュームの仮想 LDEV ID を削
除する

仮想ストレージマシンに登録するボリュームの仮想 LDEV ID を、一時的に削除します。
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コマンド例

ボリューム（0x4444）の仮想 LDEV ID を削除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x4444 -IH1

確認コマンド例

ボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH1 
Serial# : 822222 
LDEV : 4444 VIR_LDEV : fffe 
SL : - 
CL : - 
VOL_TYPE : NOT DEFINED 
SSID : - 
RSGID : 0

仮想 LDEV ID を削除したボリュームは、VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示され

ます。

メモ

削除した仮想 LDEV ID を再設定するには、raidcom map resourceコマンドを使用します（例：r
aidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x4444 -IH1）。デフォルトの仮
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想 LDEV ID は、実 LDEV ID と同じです。仮想 LDEV ID を再設定したあとは、確認コマンドを使

用して、実 LDEV ID と同じ仮想 LDEV ID が設定されていることを確認してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

リソースグループにホストグループ ID を予約する（139 ページ）

リソースグループにセカンダリボリューム用の LDEV ID を予約する（142 ページ）

5.12.4   リソースグループにセカンダリボリューム用の LDEV ID を
予約する

作成したリソースグループに、AM ペアのセカンダリボリュームとして使用するボリューム

の LDEV ID を予約します。

コマンド例

リソースグループ（HAGroup1）に、LDEV ID（0x4444）を予約します。

raidcom add resource -resource_name HAGroup1 -ldev_id 0x4444 -IH1
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確認コマンド例

ボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH1
Serial#  : 822222
LDEV : 4444 VIR_LDEV : fffe
SL : -
CL : -
VOL_TYPE : NOT DEFINED
SSID : - 
RSGID : 1

LDEV ID を予約したリソースグループの番号が、RSGID の値に表示されていることを確認

します。

 関連リンク 

参照先トピック

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想 LDEV ID を削除する（140 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想属性に AM 予約を割り当てる（143 ページ）

5.12.5   セカンダリボリューム用のボリュームの仮想属性に AM 予
約を割り当てる

AM ペアを作成すると、セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID に、プライマリボリューム

の LDEV ID と同じ値が設定されます。セカンダリボリュームに仮想 LDEV ID を設定する

ためには、あらかじめ仮想属性に AM 予約を割り当てる必要があります。
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コマンド例

LDEV ID（0x4444）の仮想属性に AM 予約を割り当てます。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id reserve -IH1

確認コマンド例

ボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH1 
Serial# : 822222 
LDEV : 4444 VIR_LDEV : ffff 
SL : - 
CL : - 
VOL_TYPE : NOT DEFINED 
SSID : - 
RSGID : 1

仮想属性に AM 予約を割り当てた LDEV ID は、VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」と表

示されます。
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メモ

仮想属性に割り当てた AM 予約を解除するには、raidcom unmap resourceコマンドを使用しま

す（例：raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id reserve -IH1）。AM

予約を解除したあとは、確認コマンドを使用して、VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示さ

れることを確認してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

リソースグループにセカンダリボリューム用の LDEV ID を予約する（142 ページ）

ホストグループを作成する（145 ページ）

5.12.6   ホストグループを作成する

AM ペアのセカンダリボリュームが使用するホストグループを作成します。ホストグルー

プの作成要否は、セカンダリボリュームが使用するホストグループの ID によって異なりま

す。

 関連リンク 

参照先トピック

ホストグループ ID が 0 のホストグループにホストモードを設定する（145 ページ）

ホストグループ ID が 1 以降のホストグループを作成する（146 ページ）

5.12.6.1   ホストグループ ID が 0 のホストグループにホストモード
を設定する

ホストグループ ID が 0 のホストグループは、最初から用意されています。ホストグループ

にホストモードを設定してください。

コマンド例（ホストモードを Windows にする場合）

raidcom modify host_grp -port CL1-C-0 -host_mode WIN -IH1

確認コマンド例

ポート（ポート名：CL1-C）に設定されているホストグループの情報を表示します。

raidcom get host_grp -port CL1-C -IH1
PORT   GID  GROUP_NAME                       Serial# HMD          HMO_BITs
CL1-C    0  1C-G00                         　 822222 WIN

ホストモードが正しいことを確認します。
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 関連リンク 

参照先トピック

ホストグループを作成する（145 ページ）

5.12.6.2   ホストグループ ID が 1 以降のホストグループを作成する

ホストグループ ID が 1 以降のホストグループは、最初から用意されていません。そのため、

AM ペアのセカンダリボリュームが使用するホストグループを作成して、ホストモードを設

定します。

メモ

プラットフォームの異なる複数のサーバホストを 1 つのポートに接続する場合は、プラットフォー

ムごとにホストグループを作成してください。
 

メモ

ホストグループを新たに作成した場合、作成したホストグループ ID をリソースグループに予約し

ていないときは、作成したホストグループ ID をリソースグループに追加してください。
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コマンド例（CL1-C-1 を使用する場合）

1. ポート（CL1-C）に、ホストグループ ID が 1 のホストグループ（HAVol）を作成しま

す。

raidcom add host_grp -port CL1-C-1 -host_grp_name HAVol -IH1

2. ホストグループにホストモードを設定します。

ホストモードを Windows に設定する例：

raidcom modify host_grp -port CL1-C-1 -host_mode WIN -IH1

3. 作成したホストグループ（CL1-C-1）をリソースグループ（HAGroup1）に予約します。

raidcom add resource -resource_name HAGroup1 -port CL1-C-1 -IH1

確認コマンド例

ポート（ポート名：CL1-C）に設定されているホストグループの情報を表示します。

raidcom get host_grp -port CL1-C -IH1
PORT   GID  GROUP_NAME                       Serial# HMD          HMO_BITs
CL1-C    0  1C-G00                         　822222  WIN
CL1-C    1  HAVol                            822222  WIN

ポート名、ホストグループ ID、およびホストグループ名が正しいことを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

リソースグループにホストグループ ID を予約する（139 ページ）

セカンダリボリューム用のボリュームの仮想属性に AM 予約を割り当てる（143 ページ）

ホストグループを作成する（145 ページ）

プールを作成する（147 ページ）

5.12.7   プールを作成する

AM ペアのセカンダリボリュームが使用する Dynamic Provisioning のプールを作成します。

プールボリュームを作成したあとで、Dynamic Provisioning のプールを作成します。
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コマンド例

1. パリティグループ（13-4）を指定して、LDEV ID が 0x7777 のボリューム（プールボ

リューム）を作成します。容量は 100GB です。

raidcom add ldev -ldev_id 0x7777 -parity_grp_id 13-4 -capacity 100G -I
H1

2. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

3. ボリューム（0x7777）をクイックフォーマットします。

raidcom initialize ldev -operation qfmt -ldev_id 0x7777 -IH1

4. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

5. プールボリュームに 0x7777 を指定して、プール ID が 0 で、プール名が HA_POOL の

Dynamic Provisioning 用プールを作成します。

raidcom add dp_pool -pool_id 0 -pool_name HA_POOL -ldev_id 0x7777 -IH1
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6. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

確認コマンド例

1. ボリューム（LDEV ID：0x7777）がプール（プール ID：0）のプールボリュームに設

定されていることを確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x7777 -fx -IH1 
Serial# : 822222 
LDEV : 7777 
SL : 0 
CL : 0 
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS 
VOL_Capacity(BLK) : 209715200 
NUM_LDEV : 1 
LDEVs : 7777 
NUM_PORT : 0 
PORTs : 
F_POOLID : 0 VOL_ATTR : CVS : POOL 
RAID_LEVEL : RAID1 
RAID_TYPE : 2D+2D 
NUM_GROUP : 1 
RAID_GROUPs : 13-04 
DRIVE_TYPE : DKR5E-J1R2SS 
DRIVE_Capa : 2286717474 
LDEV_NAMING : 
STS : NML 
OPE_TYPE : NONE 
OPE_RATE : 100 
MP# : 0 
SSID : 0007 
RSGID : 0

2. プールの容量を確認します。

raidcom get dp_pool -IH1 
PID POLS U(%) AV_CAP(MB) TP_CAP(MB) W(%) H(%) Num LDEV# LCNT TL_CAP(MB
) 
000 POLN 0         98196       98196   70   80   1 30583    0         
 0

3. プール名を確認します。

raidcom get pool -key opt -IH1 
PID POLS U(%) POOL_NAME Seq#   Num LDEV# H(%) VCAP(%) TYPE PM 
000 POLN 0      HA_POOL 822222 1   30583 80   -       OPEN N

 関連リンク 

参照先トピック

ホストグループを作成する（145 ページ）
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ボリュームを作成する（150 ページ）

5.12.8   ボリュームを作成する

仮想属性に AM 予約を割り当てた LDEV ID を指定して、ボリュームを作成します。このボ

リュームが、AM ペアのセカンダリボリュームとして使用するボリュームです。プライマリ

ボリュームと同じ容量で、ボリュームを作成します。

コマンド例

1. 正サイトのストレージシステムにある、AM ペアのプライマリボリュームとして使用

するボリュームの容量を確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx -IH0
Serial#  : 811111
LDEV : 2222
SL : 0
CL : 0
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS
VOL_Capacity(BLK) : 1024000
NUM_PORT : 0
PORTs :
F_POOLID : NONE
VOL_ATTR : CVS : DP
B_POOLID : 0
LDEV_NAMING :
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STS : NML
OPE_TYPE : NONE
OPE_RATE : 100
MP# : 0
SSID : 0005
Used_Block(BLK) : 0
RSGID : 0

2. プール ID が 0 の Dynamic Provisioning 用プールに、容量が 1,024,000block、LDEV ID
が 0x4444 の仮想ボリューム（DP-VOL）を作成します。

raidcom add ldev -pool 0 -ldev_id 0x4444 -capacity 1024000 -IH1

3. 非同期コマンドの処理が正常終了したことを確認します。

raidcom get command_status -IH1
HANDLE   SSB1    SSB2    ERR_CNT        Serial#     Description
00c3        -       -          0        822222      -

確認コマンド例

ボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH1 
Serial# : 822222 
LDEV : 4444 VIR_LDEV : ffff 
SL : 0 
CL : 0 
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS 
VOL_Capacity(BLK) : 1024000 
NUM_PORT : 0 
PORTs : 
F_POOLID : NONE 
VOL_ATTR : CVS : DP  
B_POOLID : 0 
LDEV_NAMING : 
STS : NML 
OPE_TYPE : NONE 
OPE_RATE : 100 
MP# : 0 
SSID : 0009 
Used_Block(BLK) : 0 
RSGID : 1

作成したボリュームが次の要件を満たしていることを確認します。

• 仮想属性に AM 予約が割り当てられていること

• プライマリボリュームと同じ容量であること

• DP-VOL であること

 関連リンク 

参照先トピック

プールを作成する（147 ページ）
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セカンダリボリューム用のボリュームに LU パスを追加する（152 ページ）

5.12.9   セカンダリボリューム用のボリュームに LU パスを追加す
る

サーバと接続しているポートと、セカンダリボリューム用のボリュームとの間に、LU パス

を追加します。

セカンダリボリューム用のボリュームには仮想 LDEV ID が設定されていないため、ここで

はサーバからは認識されていません。

コマンド例

ホストグループ（CL1-C-0）と LU（0）を指定して、セカンダリボリューム（0x4444）に LU
パスを追加します。

raidcom add lun -port CL1-C-0 -lun_id 0 -ldev_id 0x4444 -IH1

確認コマンド例

ホストグループ（CL1-C-0）に定義されている LU パスの情報を表示します。
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raidcom get lun -port CL1-C-0 -fx -IH1 
PORT    GID HMD            LUN NUM LDEV CM Serial# HMO_BITs 
CL1-C     0 WIN 　         0   1  4444  -  822222

 関連リンク 

参照先トピック

ボリュームを作成する（150 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

5.13   RAID Manager の構成定義ファイルを更新する
AM ペアを作成するには、RAID Manager の構成定義ファイルの更新が必要です。

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager のインスタンスを停止する（153 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを編集する（153 ページ）

RAID Manager のインスタンスを再起動する（154 ページ）

5.13.1   RAID Manager のインスタンスを停止する

構成定義ファイルを編集する前に、RAID Manager のインスタンスを停止します。

コマンド例（Windows の場合）

インスタンス 0 と 1 を終了します。

horcmshutdown 0 1
inst 0:
HORCM Shutdown inst 0 !!!
inst 1:
HORCM Shutdown inst 1 !!!

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを編集する（153 ページ）

5.13.2   RAID Manager の構成定義ファイルを編集する

AM ペアを作成するために、RAID Manager の構成定義ファイルを編集します。Windows で
構成定義ファイルを編集する例を次に示します。
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メモ

AM ペアのボリュームは、仮想 LDEV ID ではなく実 LDEV ID で指定してください。
 

horcm0.conf（正サイトのストレージシステム操作用）

太字部分を追記します。

HORCM_MON 
#ip_address     service       poll(10ms)      timeout(10ms) 
localhost       31000         -1              3000 
HORCM_CMD 
\\.\CMD-811111-8738 
HORCM_LDEV 
#GRP   DEV          SERIAL      LDEV#          MU# 
oraHA  dev1         811111      22:22          h0 

HORCM_INST 
#GPR   IP ADR           PORT# 
oraHA  localhost        31001

horcm1.conf（副サイトのストレージシステム操作用）

太字部分を追記します。

HORCM_MON 
#ip_address     service       poll(10ms)       timeout(10ms) 
localhost       31001         -1               3000 
HORCM_CMD 
\\.\CMD-822222-17476 
HORCM_LDEV 
#GRP   DEV          SERIAL       LDEV#          MU# 
oraHA  dev1         822222       44:44          h0 

HORCM_INST 
#GPR   IP ADR          PORT# 
oraHA  localhost       31000

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

RAID Manager のインスタンスを停止する（153 ページ）

RAID Manager のインスタンスを再起動する（154 ページ）

5.13.3   RAID Manager のインスタンスを再起動する

構成定義ファイルを編集したら、RAID Manager のインスタンスを再起動します。
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コマンド例（Windows の場合）

インスタンス 0 と 1 を起動します。

horcmstart 0 1
starting HORCM inst 0
HORCM inst 0 starts successfully.
starting HORCM inst 1
HORCM inst 1 starts successfully.

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを編集する（153 ページ）

副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がないことを確認する
（156 ページ）

5.14   ALUA モードを設定する
クロスパス構成で、どのパスを優先して使用するかを指定する場合は、ALUA モードを有効

にする必要があります。AM ペアを作成する前に、プライマリボリュームの ALUA モードを

有効にします。プライマリボリュームの ALUA モードを有効にすると、AM ペア作成時にセ

カンダリボリュームの ALUA モードも有効になります。

メモ

クロスパス構成でない場合、ALUA モードの設定は不要です。
 

コマンド例

raidcom modify ldev -ldev_id 0x2222 -alua enable -IH0

確認コマンド例

ALUA モードが正しく設定されているか確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx -IH0
Serial# : 811111
LDEV : 2222
SL : 0
CL : 0
VOL_TYPE : OPEN-V-CVS
VOL_Capacity(BLK) : 1024000
NUM_PORT : 0
PORTs :
F_POOLID : NONE
VOL_ATTR : CVS : DP 
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B_POOLID : 0
LDEV_NAMING :
STS : NML
OPE_TYPE : NONE
OPE_RATE : 100
MP# : 0
SSID : 0005
Used_Block(BLK) : 0
ALUA : Enable
RSGID : 0 

ALUA モード（ALUA）が有効（Enable）に設定されていることを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM ペアを中断する（167 ページ）

5.15   AM ペアを作成する
副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がないこと

を確認し、AM ペアを作成します。

 関連リンク 

参照先トピック

副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がないことを確認する
（156 ページ）

AM ペアを作成する（159 ページ）

5.15.1   副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリューム
と同じ仮想 LDEV ID がないことを確認する

AM ペアを作成する前に、正サイトのストレージシステムのシリアル番号とモデルを持つ副

サイトの仮想ストレージマシンに、プライマリボリュームの仮想 LDEV ID と同じ仮想

LDEV ID がないことを確認します。プライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がある場合

は、AM ペアを作成できません。

仮想ストレージマシンを操作して、仮想 LDEV ID がないことを確認します。構成定義ファ

イルの HORCM_VCMD に仮想ストレージマシンを指定して、RAID Manager を起動します。

コマンド例（Windows の場合）

1. 仮想 LDEV ID を確認するためのインスタンス（100 と 101）を起動します。

horcmstart 100 101
starting HORCM inst 100
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HORCM inst 100 starts successfully.
starting HORCM inst 101
HORCM inst 101 starts successfully.

2. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID を確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx -IH100
Serial# : 811111 
LDEV : 2222
(略)

VIR_LDEV （仮想 LDEV ID）の情報は、LDEV（実 LDEV ID）の情報と同じ場合表示

されません。出力例の仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と同じです。

3. 副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がな

いことを確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -key front_end -cnt 1 -fx -IH101

構成定義ファイルの HORCM_VCMD に仮想ストレージマシンを指定しているとき

に、-cntオプションを指定して raidcom get ldevコマンドを実行すると、-cntオ

プションで指定した範囲にある仮想 LDEV ID が表示されます。

上記コマンドを実行しても仮想 LDEV ID の 0x2222 が表示されない場合は、プライマ

リボリュームと同じ仮想 LDEV ID（0x2222）が副サイトの仮想ストレージマシンにあ

りません。

メモ

-key front_endオプションを指定して raidcom get ldevコマンドを実行すると、ボ

リューム単位のリスト形式でボリュームの情報を表示できます。
 

 関連リンク 

参照先トピック

RAID Manager の構成定義ファイルを作成する（121 ページ）

RAID Manager の構成定義ファイルを更新する（153 ページ）

プライマリボリュームの仮想 LDEV ID と同じ仮想 LDEV ID が副サイトの仮想ストレージマシンで表示
されたときには（157 ページ）

AM ペアを作成する（159 ページ）

5.15.1.1   プライマリボリュームの仮想 LDEV ID と同じ仮想 LDEV
ID が副サイトの仮想ストレージマシンで表示されたときには

プライマリボリュームの仮想 LDEV ID と同じ仮想 LDEV ID が副サイトの仮想ストレージ

マシンで表示されたときは、AM のシステム構築の計画に誤りがあるおそれがあります。シ

ステム構成を見直してください。
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副サイトの仮想ストレージマシンにある LDEV ID が 0xfefe のボリュームに、プライマリボ

リュームの仮想 LDEV ID と同じ仮想 LDEV ID（0x2222）が割り当てられている場合の例を

次に示します。

コマンド例

1. 副サイトの仮想ストレージマシンに、プライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID が割

り当てられているかどうかを確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -key front_end -cnt 1 -fx -IH101
Serial# LDEV# SL CL VOL_TYPE VOL_Cap(BLK) PID ATTRIBUTE Ports PORT_No:
LU#:GRPNAME ...
811111 2222 - - NOT DEFINED

副サイトの仮想ストレージマシンに、仮想 LDEV ID（0x2222）が割り当てられていま

す。

2. 仮想 LDEV ID が 0x2222 のボリュームの実 LDEV ID を確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx -IH101
Serial# : 811111 PHY_Serial# : 822222
LDEV : 2222 PHY_LDEV : fefe
SL : -
CL : -
VOL_TYPE : NOT DEFINED
SSID : -
RSGID : 1

この出力例では、実 LDEV ID が 0xfefe のボリュームに、仮想 LDEV ID の 0x2222 が割

り当てられていることを確認できます。

3. AM ペアのボリュームに仮想 LDEV ID（0x2222）を使用したい場合は、raidcom unma
p resourceコマンドを使用して、LDEV ID が 0xfefe のボリュームから仮想 LDEV ID
（0x2222）の割り当てを解除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0xfefe -virtual_ldev_id 0x2222 -IH1

4. LDEV ID が 0xfefe のボリュームから仮想 LDEV ID（0x2222）の割り当てが解除された

ことを確認します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -key front_end -cnt 1 -fx -IH101

構成定義ファイルの HORCM_VCMD に仮想ストレージマシンを指定しているとき

に、-cntオプションを指定して raidcom get ldevコマンドを実行すると、-cntオ

プションで指定した範囲にある仮想 LDEV ID が表示されます。

上記コマンドを実行しても仮想 LDEV ID の 0x2222 が表示されない場合は、プライマ

リボリュームと同じ仮想 LDEV ID（0x2222）が副サイトの仮想ストレージマシンにあ

りません。
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メモ

仮想 LDEV ID の割り当てを解除したあとに、-cntオプションを指定しないで raidcom get ldev
コマンドを実行すると、次のエラーコードとメッセージが出力されます。

raidcom: [EX_EGPERM] Permission denied with the Resource Group

このエラーは、指定したリソースに対してアクセス権がないことを示しています。例では、仮想

LDEV ID（0x2222）の割り当てが解除されていて未定義のため、仮想ストレージマシンのユーザに

アクセス権がありません。

仮想ストレージマシンを指定してコマンドを実行するとき（HORCM_VCMD を使用するとき）は、

指定するリソースの実 ID と仮想 ID の両方が、ユーザに割り当てられている必要があります。な

お、仮想ストレージマシンを指定しないとき（HORCM_CMD を使用するとき）は、指定するリ

ソースの実 ID だけがユーザに割り当てられていれば、コマンドを実行できます。
 

 関連リンク 

参照先トピック

仮想 ID とは（7 ページ）

副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がないことを確認する
（156 ページ）

5.15.2   AM ペアを作成する

AM ペアを作成します。AM ペアを作成したら、ペア状態が PAIR に変わるのを待ちます。

AM ペアが PAIR 状態になると、セカンダリボリュームでもサーバからの I/O を受け付けら

れるようになります。

AM ペアを作成すると、セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID に、プライマリボリューム

の LDEV ID と同じ値が設定されます。なお、AM ペアを削除すると、セカンダリボリュー

ムの仮想 LDEV ID は削除され、仮想属性に AM 予約が割り当てられます。

メモ

副サイトのストレージシステムで、Dynamic Provisioning のプールの使用量に関する警告しきい値

に対して、セカンダリボリュームの容量以上の空きがない状態で AM ペアを作成すると、警告しき

い値超過の SIM（SIM=620xxx※）が発生することがあります。AM ペアを作成するときには、警告

しきい値に対して、Dynamic Provisioning のプールの空き容量がセカンダリボリュームの容量以上

あることを確認してください。

注※　xxxはプール ID を示します。
 

メモ

仮想 LDEV ID を確認するためのインスタンス（100 と 101）では、AM ペアを作成できません。ス

トレージシステムを操作するためのインスタンス（0 と 1）を使用して、AM ペアを作成してくだ

さい。
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注意

• サーバがすでに認識しているボリュームの ALUA 設定を変更する場合、AM ペア作成前に

サーバをシャットダウンしてください。AM ペア作成後にサーバを起動して、サーバにボ

リュームを認識させてください。

• サーバがオンライン中に ALUA 設定を変更した場合、サーバが ALUA 設定の変更を認識しな

かったり、異常動作をする可能性があります。
 

メモ

ペア作成時、オプションとしてリモートパス障害時 IO 優先モードの設定ができます。詳細手順は、

「6.3   AM ペアを作成する（165 ページ）」の「リモートパス障害時 IO 優先モードを設定してペア

を作成する（165 ページ）」を参照してください。
 

コマンド例

Quorum ディスク ID に 0、コンシステンシーグループ ID に 2 を指定して、AM ペアを作成

します。

paircreate -g oraHA -fg never 2 -vl -jq 0 -IH0
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AM ペアをコンシステンシーグループに登録する場合、-fg オプションを指定してペアを作

成します。なお、コンシステンシーグループ ID を指定しないでペアを作成すると、ストレー

ジシステム内で未使用のコンシステンシーグループ ID が自動的に割り当てられます。

メモ

コンシステンシーグループに登録しないで AM ペアを作成する場合のコマンド例を次に示します。

paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -IH0
 

確認コマンド例

AM ペアの作成が完了したことを確認します。

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,Fence,   
%,   P-LDEV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR   NEVER ,  
100  4444    -  -   0  -  -  -      -       L/M
oraHA   dev1(R)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR   NEVER ,  
100  2222    -  -   0  -  -  -      -       L/M

コピーの進捗が 100%であることを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

副サイトの仮想ストレージマシンにプライマリボリュームと同じ仮想 LDEV ID がないことを確認する
（156 ページ）

セカンダリボリュームへの冗長パスを追加する（161 ページ）

5.16   セカンダリボリュームへの冗長パスを追加する
マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから AM ペアのセカンダリボリュームへの冗長

パスを追加します。マルチパスソフトウェアによっては、自動で冗長パスが追加されること

もあります。

サーバから AM ペアのセカンダリボリュームが正しく認識されていることを確認します。
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注意

サーバに HA Dynamic Link Manager（HDLM）がインストールされており、かつ本ストレージシス

テムのホストグループにホストモードオプション 78 を設定している場合は、冗長パスを追加した

あとに HDLM の dlnkmgr refresh -amコマンドを実行して、ストレージシステムの設定を

HDLM に反映してください。HDLM のコマンドの詳細は、HDLM のマニュアルを参照してくださ

い。
 

 関連リンク 

参照先トピック

HDLM を使用した優先パス/非優先パスの設定（57 ページ）

AM ペアを作成する（156 ページ）

5.17   クロスパスを非優先に設定する
サーバから AM ペアのセカンダリボリュームへの冗長パスを追加したあと、ホストグループ

に非対称アクセス状態を設定します。

クロスパス構成の場合に、初めて ALUA モードを有効にすると、クロスパスを含むサーバ

とストレージシステム間のすべてのパスが、優先して使用するパスに設定されています。そ
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のため、クロスパスの非対称アクセス状態を非優先に設定する必要があります。クロスパス

の非対称アクセス状態を非優先に設定することで、正サイトのサーバと正サイトのストレー

ジシステム、および副サイトのサーバと副サイトのストレージシステムのパスを優先して使

用できます。

メモ

クロスパス構成でない場合、非対称アクセス状態の設定は不要です。
 

メモ

非対称アクセス状態を設定する前に、ALUA モードを有効にしてください。
 

コマンド例

raidcom modify lun -port CL1-A-0 -lun_id all -asymmetric_access_state non_o
ptimized -IH0

確認コマンド例

非対称アクセス状態が正しく設定されているか確認します。

raidcom get lun -port CL1-A-0 -key opt_page1 -fx -IH0 
PORT   GID  HMD            LUN  NUM     LDEV  CM    Serial# AL AAS 
CL1-A    0  LINUX/IRIX        0    1    2222   -    811111  E  AN

ALUA モード（AL）が有効（E）に設定されていること、およびクロスパスの非対称アクセ

ス状態（AAS）が非優先（AN）に設定されていることを確認します。

 関連リンク 

参照先トピック

優先して使用するパスの設定を変更する（179 ページ）
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第 6 章   
Active Mirror ペアの操作
ここでは、Active Mirror（AM）ペアの操作について説明します。

6.1   AM ペアの操作とは
作成した AM ペアを、中断したり、再同期したり、削除したりします。AM ペアの操作の種

類と、対応する RAID Manager のコマンドを次に示します。

AM ペアの操作 RAID Manager のコマンド

ペア作成 paircreate
ペア中断 pairsplit
ペア再同期 pairresync
ペア削除 pairsplit

各コマンドの詳細は、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

6.2   AM ペアの操作全般に関する注意事項
AM ペアの操作全般に関する注意事項を次に示します。

• LU パスの設定を解除したボリュームは、ペア操作およびペア状態の確認ができません。

操作対象またはペア状態の確認対象のボリュームには、あらかじめ LU パスを設定して

ください。

• ファームウェアの交換処理中は、ペア操作ができません。ファームウェアの交換処理が

完了していることを確認してからペア操作をしてください。ただし、RAID Manager か
らは、ファームウェアの交換処理中でも、ペア操作ができます。

• エラーが発生したなどの理由によって、ファームウェアの交換処理が中断されている

と、ペア操作ができません。ファームウェアの交換処理が正常に完了していることを確

認してから、ペア操作をしてください。ただし、RAID Manager からは、ファームウェ

アの交換処理中でも、ペア操作ができます。

• AM ペアが二重化中のときに次の状態が継続すると、AM ペアの二重化よりも更新 I/O
を優先させるために、AM ペアが中断されることがあります。

- 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームが属する MP ユニット内

のプロセッサ稼働率が 70%以上

- 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームに対する更新 I/O の流入

量が多い
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- 副サイトのストレージシステムで、セカンダリボリュームが属する MP ユニットの

Write ペンディング率が 65%以上

AM ペアを作成または再同期するときは、各サイトのストレージシステムの負荷状況を

考慮してください。

6.3   AM ペアを作成する
正サイトと副サイトのストレージシステムのボリュームを使用して、AM ペアを作成しま

す。

コンシステンシーグループを使用するときは、ペアを作成するときにオプションを指定し

て、AM ペアをコンシステンシーグループに登録します。

前提条件

• セカンダリボリュームとして使用するボリュームの仮想属性に AM 予約が割り当て済

みであること。

メモ

raidcom get ldev コマンドで、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量（block 数）が

同じであることを確認してください。
 

メモ

ALUA モードが有効に設定されている状態で AM ペアを作成する場合、AM ペア作成後にサーバを

再起動してください。
 

コマンド例

paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -IH0

リモートパス障害時 IO 優先モードを設定してペアを作成する

リモートパス障害時 IO 優先モードを設定して、AM ペアを作成する手順を次に示します。

リモートパス障害時 IO 優先モードを設定したペアを作成する場合は、 ペアを作成するとき

にオプションを指定します。

リモートパス障害時 IO 優先モードの機能詳細は、「1.8   AM のリモートパス障害時 IO 優先

モード（35 ページ）」を参照してください。
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前提条件

リモートパス障害時 IO 優先モードを設定したペアを作成する場合は、通常のペア作成の前

提条件に加え、次の前提条件も満たすようにしてください。

• 作成するペアをコンシステンシーグループに登録する場合、コンシステンシーグループ

内の既存ペアすべてに、作成するペアと同じリモートパス障害時 IO 優先モードを 設定

しておくこと

コマンド例

リモートパス障害時 IO 優先モードが、「プライマリボリューム」のペアを作成する場合：

paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -pr pvol -IH0

リモートパス閉塞時 IO 優先モードが「無効」のペアを作成する場合：

paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -IH0

コンシステンシーグループ 2（CTG ID：2）に、リモートパス障害時 IO 優先モードが「プラ

イマリボリューム」のペアを作成する場合：

paircreate -g oraHA -fg never 2 -vl -jq 0 -pr pvol -IH0

確認コマンド例

PR列を参照して、リモートパス障害時 IO 優先モードが設定されていることを確認します。

pairdisplay -g oraHA -fcxe 
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,Fence, %,P-LDEV#
 M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM DM P PR 
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0, 0)811111    60.P-VOL PAIR NEVER , 100   60
 -   -    0 1  -      -       - L/M AA S  N P 
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0, 0)822222    60.S-VOL PAIR NEVER , 100   60
 -   -    0 1  -      -       - L/M AA S  N P 

PR列：リモートパス障害時 IO 優先モードが表示されます。

P：プライマリボリューム

D：無効

リモートパス障害時 IO 優先モードをサポートしていないストレージシステムでは、「-」
（ハイフン）が表示されます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35 ページ）
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6.4   AM ペアを中断する
AM ペアを中断するには、次の 2 種類の方法があります。

• プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断する

プライマリボリュームで I/O が継続されます。

• セカンダリボリュームを指定して AM ペアを中断する（スワップサスペンド）

セカンダリボリュームで I/O が継続されます。

コンシステンシーグループに登録されているペアを中断する場合、そのペアが登録されてい

るコンシステンシーグループ内のすべての AM ペアを中断することもできます。

コンシステンシーグループ単位で AM ペアを中断すると、中断操作が完了したあとに、AM
ペアの状態が中断状態に変わります。中断操作を実施したあとに、コンシステンシーグルー

プ内のすべての AM ペアが中断状態に変わったことを確認してください。コンシステン

シーグループに登録されている AM ペアの数が多い場合は、コンシステンシーグループ内の

すべての AM ペアが中断状態に変わるまでに、数分掛かることもあります。数分待っても

AM ペアが中断状態に変わらないときは、何らかの障害によって AM ペアの状態遷移が失敗

しているおそれがあります。

注意

セカンダリボリュームを指定して AM ペアを中断する前に、Quorum ディスクが正常かどうか、確

認することを推奨します。Quorum ディスクが閉塞している状態でセカンダリボリュームを指定し

て AM ペアを中断する場合、AM ペア中断時に副サイトのストレージシステムから正サイトのスト

レージシステムへの物理パスで障害が発生すると、AM 状態がブロックになるおそれがあります。
 

コマンド例

pairsplit -g oraHA -IH0

 関連リンク 

参照先トピック

ペアが中断状態時に ALUA モードを変更する（167 ページ）

6.4.1   ペアが中断状態時に ALUA モードを変更する

AM ペアが中断状態の場合、ALUA モードを変更できます。AM ペアの再同期前にプライマ

リボリュームの ALUA モードを有効にすると、AM ペアを再同期するときに、セカンダリボ

リュームの ALUA モードも有効になります。
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前提条件

• サーバで ALUA を使用できる設定になっていること。

操作手順

1. サーバをシャットダウンします。

2. AM ペアを中断します。

pairsplit -g oraHA -IH0

3. ALUA モードを有効にします。

raidcom modify ldev -ldev_id 0x2222 -alua enable -IH0

4. AM ペアを再同期します。

pairresync -g oraHA -IH0

5. サーバを起動します。

注意

• サーバがすでに認識しているボリュームの ALUA 設定を変更する場合、サーバを

シャットダウンしてから、ALUA 設定を変更してください。設定変更後にサーバを起動

して、ボリュームを認識させることで、サーバに ALUA 設定の変更が認識されます。

• サーバがオンライン中に ALUA 設定を変更した場合、サーバが ALUA 設定の変更を認

識しなかったり、異常動作をする可能性があります。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM ペアを中断する（167 ページ）

6.5   AM ペアを再同期する
中断している AM ペアを再同期します。AM ペアを再同期するには、次の 2 種類の方法があ

ります。

• プライマリボリュームを指定して AM ペアを再同期する

プライマリボリュームのデータをセカンダリボリュームにコピーして、ペアを再同期し

ます。

• セカンダリボリュームを指定して AM ペアを再同期する（スワップリシンク）

プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。新しいプライマリボ

リュームのデータをセカンダリボリュームへコピーして、ペアを再同期します。
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メモ

プライマリボリュームのペア状態が PSUE、かつセカンダリボリュームのペア状態が PAIR のとき

に AM ペアを再同期すると、ペアの再同期が失敗します。プライマリボリュームのペア状態が

PSUE、セカンダリボリュームのペア状態が PAIR のときは、次の手順で AM ペアを再同期します。

1. セカンダリボリュームを指定して、AM ペアを中断します（スワップサスペンド）。

セカンダリボリュームのペア状態が PSUE に変わります。

2. プライマリボリュームを指定して、AM ペアを再同期します。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が PAIR に変わります。
 

コンシステンシーグループに登録されているペアを再同期する場合、そのペアが登録されて

いるコンシステンシーグループ内のすべての AM ペアを再同期することもできます。また、

コンシステンシーグループに登録されていないペアを再同期するときに、コンシステンシー

グループに登録できます。

コンシステンシーグループ単位で AM ペアを再同期すると、再同期操作が完了したあとに、

AM ペアの状態が二重化中状態または二重化状態に変わります。再同期操作を実施したあ

とに、コンシステンシーグループ内のすべての AM ペアが二重化中状態または二重化状態に

変わったことを確認してください。コンシステンシーグループに登録されている AM ペア

の数が多い場合は、コンシステンシーグループ内のすべての AM ペアが二重化中状態または

二重化状態に変わるまでに、数分掛かることもあります。数分待っても、AM ペア状態が二

重化中状態または二重化状態に変わらないときは、何らかの障害によって AM ペアの状態遷

移が失敗しているおそれがあります。

前提条件

• AM ペアが中断していること。

コマンド例

pairresync -g oraHA -IH0

既存ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードを変更する

既存ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードの設定を変更する手順を次に示します。 既
存ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードの設定を変更する場合、リモートパス障害時 IO
優先モードのオプションを指定して、ペアを再同期します。

リモートパス障害時 IO 優先モードの機能詳細は、「1.8   AM のリモートパス障害時 IO 優先

モード（35 ページ）」を参照してください。
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メモ

コンシステンシーグループに所属している AM ペアのリモートパス障害時 IO 優先モードを変更

する場合は、コンシステンシーグループに所属するすべてのペアが同じモードとなるように、コン

システンシーグループ全体に対して、リモートパス障害時 IO 優先モードの変更をしてください。

コンシステンシーグループ単位の設定方法は、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照して

ください。
 

コマンド例

リモートパス障害時 IO 優先モードを「無効」から「プライマリボリューム」に切り替えて

ペアを再同期する場合のコマンド例：

pairresync -g oraHA -pr pvol -IH0

リモートパス障害時 IO 優先モードを「プライマリボリューム」から「無効」に切り替えて

ペアを再同期する場合のコマンド例：

pairresync -g oraHA -pr disable -IH0

確認コマンド例

PR列を参照して、リモートパス障害時 IO 優先モードが設定されていることを確認します。

pairdisplay -g oraHA -fcxe 
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,Fence,    %,P-LD
EV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM DM P PR 
oraHA   dev1(L)      (CL1-A-0, 0, 0)811111     60.P-VOL PAIR NEVER ,   100 
 60 -   -  0  1   -      -       - L/M AA S  N P 
oraHA   dev1(R)      (CL1-C-0, 0, 0)822222     60.S-VOL PAIR NEVER ,   100 
 60 -   -  0  1   -      -       - L/M AA S  N P 

PR列：リモートパス障害時 IO 優先モードが表示されます。

P：プライマリボリューム

D：無効

 関連リンク 

参照先トピック

AM のリモートパス障害時 IO 優先モード（35 ページ）
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6.6   AM ペアを削除する
AM ペアを削除すると、そのペアについてのすべてのコピー操作を停止してプライマリボ

リュームとセカンダリボリュームを単一のボリュームへと変更します。なお、ボリュームの

データは削除されません。

AM ペアを削除するには、次の 2 種類の方法があります。

• プライマリボリュームを指定して AM ペアを削除する

プライマリボリュームで I/O が継続されます。

• セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除する

セカンダリボリュームで I/O が継続されます。

I/O を継続しない方のボリュームは仮想 LDEV ID が削除され、仮想属性に AM 予約が割り当

てられます。指定するボリュームの条件を次に示します。

指定するボリューム 指定するボリュームの条件

プライマリボリューム • ペア状態：PSUS または PSUE
• I/O モード：Local

セカンダリボリューム • ペア状態：SSWS
• I/O モード：Local

サーバによっては、AM ペアの削除により仮想 LDEV ID が削除されたボリュームに対して

I/O を発行すると、アクセスロストとなることがあります。

AM ペアを削除する前に、サーバ側で、I/O モードが Block のボリュームへのホストパスを

オフラインにしてください。

メモ

セカンダリボリュームを指定して AM ペアを中断している場合、セカンダリボリュームを指定して

AM ペアを削除します。プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断している場合、プライマ

リボリュームを指定して AM ペアを削除します。
 

AM ペアを削除すると、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータが同期しな

くなります。データが同期していない状態で同じ仮想 LDEV ID を持つボリュームが重複し

てサーバに見えてしまうことを防ぐために、I/O を継続しないボリュームの仮想 LDEV ID は

削除されます。仮想 LDEV ID が削除され、仮想属性に AM 予約が割り当てられると、サー

バはそのボリュームを認識できなくなります。

AM ペアを削除したあとに再度 AM ペアを作成する場合、AM ペアを削除したときに指定し

たボリュームがあるストレージシステムから、AM ペアを再作成してください。例えば、プ

ライマリボリュームを指定して AM ペアを削除した場合、正サイトのストレージシステムか

ら AM ペアを再作成します。セカンダリボリュームを指定して AM ペアを削除した場合

は、副サイトのストレージシステムから AM ペアを再作成します。
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前提条件

• AM ペアが中断していること。

• I/O を継続しないボリューム（I/O モードが Block のボリューム）へのホストパスを、

サーバ側でオフラインにしておくこと。

コマンド例

pairsplit -g oraHA -S -IH0

6.7   AM ペアを強制的に削除する
障害などにより、AM ペアのペア状態が回復できなくなった場合、AM ペアを強制的に削除

することにより、ペア状態を回復することができます。ただし、本マニュアルの操作手順

に、AM ペアの強制削除として記載されている場合以外は、削除しないでください。誤って

削除すると、データ不正などの問題を引き起こす可能性があります。

本マニュアルの操作手順の記載されている場合以外の状況で削除したい場合は、トラブル

シュート手順で指示されていない場合に、AM ペアを強制的に削除したい場合は、お問い合

わせください。

6.8   AM ペアの I/O モードを強制的に変更する
注意

障害によりホストアクセスができなくなった AM ペアのホストアクセスを強制的に回復する操作

です。

• 誤って使用した場合、データ不整合など深刻な問題を引き起こす可能性があります。

• 誤って使用した場合や、操作が異常終了した場合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

適用ケース

この操作を適用できる障害ケースを次に示します。

• この操作は、これらの障害ケースのみに有効です。これらの障害ケースに該当しない場

合は、絶対に使用しないでください。

• 各ケースの障害内容の詳細と回復手順は、リンク先を参照してください。

• この操作でホストアクセスを強制的に回復した後、AM ペアは再同期による回復が可能

です。
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ケース 障害内容

6.8.1   適用ケース 1（174
ページ）

ストレージシステムの障害により、P-VOL と S-VOL 両方ともペア状態が
PSUE、I/O モードが Block になり、業務が停止している。

6.8.2   適用ケース 2（175
ページ）

ストレージシステムの障害により、業務が停止している。

障害が発生しているサイトの P-VOL（または S-VOL）は、ペア状態や I/O モー
ドが確認できず、障害復旧までに時間を要する。

S-VOL（または P-VOL）は、I/O モードが Block で中断されていて、業務が再
開できない。

6.8.3   適用ケース 3（177
ページ）

ストレージシステムの障害により、業務が停止している。

障害が発生しているサイトの P-VOL（または S-VOL）は、I/O モードが Local
で中断された状態であったが、障害によりアクセスできない状態となり、障害
復旧までに時間を要する。

S-VOL（または P-VOL）は、I/O モードが Block で中断されていて、業務が再
開できない。

操作の種類と各ペア状態および I/O モードでの操作可否

次の 2 種類の操作が可能です。

1. I/O モードが Block で中断されている AM ペアに対して、I/O モードを Block から Local
に強制的に切り替える

2. I/O モードが Local で中断されている AM ペアに対して、I/O モードを Local から Block
に強制的に切り替える

各ペア状態、I/O モードに対する I/O モード強制変更の操作可否を示します。

ペア状態 I/O モード 操作可否

1. I/O モードを Block から Local に
切り替える操作

2. I/O モードを Local から Block に
切り替える操作

PAIR 不問 × ×

COPY 不問 × ×

PSUS Local － ○

Block ○ －

SSUS Local － ○

Block ○ －

SSWS Local － ○

Block ○ －

PSUE Local － ○

Block ○ －

SMPL 不問 × ×

（凡例）

○：操作可能

×：操作不可
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－：状態変化なし（操作は正常終了）

6.8.1   適用ケース 1

障害時の状態

ストレージシステムの障害により、プライマリボリューム（以下 P-VOL）とセカンダリボ

リューム（以下 S-VOL）両方ともペア状態が PSUE、I/O モードが Block になり、業務が停

止している。

メモ

障害発生時に、ホストからの書き込み要求に対して、チェック応答が返された場合は、書き込まれ

たデータは保証されません。
 

障害回復の流れ

1. P-VOL の I/O モードを Local に切り替えて、業務を再開します。

P-VOL がインスタンス 0 の場合

pairsplit -g oraHA -iomd local -IH0

P-VOL の I/O モードが Block から Local に強制的に切り替わり、業務を再開できます。

2. その後、P-VOL を指定して AM ペアを再同期することで、AM ペアの状態が回復しま

す。

メモ

障害時の状態によっては、ペアを再同期した際に、形成コピー（ペア形成時と同等の、全

データコピー）が行われることがあります。
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6.8.2   適用ケース 2

障害時の状態

ストレージシステムの障害により、業務が停止している。

障害が発生しているサイトの P-VOL※1 は、ペア状態や I/O モードが確認できず、障害復旧

までに時間を要する。

S-VOL※2 は、I/O モードが Block で中断されていて、業務が再開できない。

注※1

P-VOL で説明しますが、S-VOL の場合も同様です。

注※2

S-VOL で説明しますが、P-VOL の場合も同様です。

障害回復の流れ

1. S-VOL の I/O モードを Local に切り替えて、業務を再開します。

S-VOL がインスタンス 1 の場合

pairsplit -g oraHA -iomd local -IH1

S-VOL の I/O モードが Block から Local に強制的に切り替わり、業務を再開できます。

S-VOL のペア状態が PSUE から SSWS に変わります。

メモ

ただし、データは AM ペアが中断された時点のデータであるため、最新のデータではない場

合があります。
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2. 障害が発生しているサイトの復旧作業を開始する前に、ホストから P-VOL へのホスト

パスをオフラインにします。

注意

必ずオフラインにしてください。障害発生前に P-VOL の I/O モードが Local となっていた

場合に、ホストがスプリットブレインを起こすおそれがあるためです。
 

3. 障害回復後に、P-VOL の I/O モードが Local で中断されていた場合は、ホストから P-
VOL を認識させる前に、PVOL の I/O モードを Local から Block に強制的に切り替え

ます 。

P-VOL がインスタンス 0 の場合

pairsplit -g oraHA -iomd block -IH0

4. オフラインにしたホストパスを、オンラインに変更します。

5. その後、業務を再開した S-VOL を指定して再同期することで、AM ペアの状態が回復

できます。

メモ

障害時の状態によっては、ペアを再同期した際に、形成コピー（ペア形成時と同等の、全

データコピー）が行われることがあります。
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6.8.3   適用ケース 3

障害時の状態

ストレージシステムの障害により、業務が停止している。

障害が発生しているサイトの P-VOL※1 は、I/O モードが Local で中断された状態であった

が、ストレージシステムの障害によりアクセスできない状態となり、障害復旧までに時間を

要する。

S-VOL※2 は、I/O モードが Block で中断されていて、業務が再開できない。なお、図ではペ

ア状態が PSUE となっていますが、PSUS/SSUS/SSWS（オペレーションにより中断された状

態）の場合も該当します。

注※1

P-VOL で説明しますが、S-VOL の場合も同様です。

注※2

S-VOL で説明しますが、P-VOL の場合も同様です。

障害回復の流れ

1. S-VOL の I/O モードを Local に切り替えて、業務を再開します。

S-VOL がインスタンス 1 の場合

pairsplit -g oraHA -iomd local -IH1

S-VOL の I/O モードが Block から Local に強制的に切り替わり、業務を再開できます。

S-VOL のペア状態が PSUE から SSWS に変わります。
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メモ

ただし、データは AM ペアが中断された時点のデータであるため、最新のデータではない場

合があります。
 

2. 障害が発生しているサイトの復旧作業を開始する前に、ホストから P-VOL へのホスト

パスをオフラインにします。

注意

必ずオフラインにしてください。ホストがスプリットブレインを起こすおそれがあるため

です。
 

3. 障害回復後に、ホストから P-VOL を認識させる前に、P-VOL の I/O モードを Local か
ら Block に強制的に切り替えます。

P-VOL がインスタンス 0 の場合

pairsplit -g oraHA -iomd block -IH0

4. オフラインにしたホストパスを、オンラインに変更します。

5. その後、業務を再開した S-VOL を指定して再同期することで、AM ペアの状態が回復

できます。
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メモ

障害時の状態によっては、ペアを再同期した際に、形成コピー（ペア形成時と同等の、全

データコピー）が行われることがあります。
 

6.9   優先して使用するパスの設定を変更する
優先して使用するパスの指定に必要な非対称アクセス状態の設定は、AM ペアの状態に関係

なく変更できます。また、I/O 中でも変更できます。

メモ

ストレージシステムと接続しているサーバの OS の種類によっては、非対称アクセス状態の変更を

認識しないことがあります。非対称アクセス状態の設定どおりにパスが接続されない場合、サーバ

の OS が非対称アクセス状態の変更を認識していないおそれがあります。この場合、サーバ側から

デバイスを再認識させてください。
 

コマンド例

raidcom modify lun -port CL1-A-0 -lun_id all -asymmetric_access_state non_o
ptimized -IH0
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第 7 章   
Active Mirror の障害リカバリ
ここでは、Active Mirror（AM）の障害の部位や、AM を使用しているときに発行される SIM
について説明します。また、回復手順についても説明します。Quorum ディスクには外部ス

トレージシステムのボリュームまたはサーバのディスクを使用します。ここでは、外部スト

レージシステムのボリュームを Quorum ディスクとして使用している場合について説明し

ます。

7.1   AM の障害の発生部位
AM の障害の発生部位を次に示します。
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表 7-1   AM の障害の発生部位

番
号

障害の部位 発生する可能性のある
SIM のリファレンスコー
ド

AM ボリューム
へのアクセス可

否※1

回復手
順の参
照先

正サイトの
ストレージ
システム

副サイトの
ストレージ
システム

P-VOL S-VOL

1 サーバ なし（正常）なし（正常） ○ ○ 7.4   サ
ーバの
障害か
ら回復
する
（187
ペー
ジ）

2 サーバとストレージ
システム間のパス

サーバと正サイトの
ストレージシステム
間のパス

なし（正常）なし（正常） × ○※2 7.5   サ
ーバと
スト
レージ
システ
ム間の
物理パ
スの障
害から
回復す
る（189
ペー
ジ）

3 サーバと副サイトの
ストレージシステム
間のパス

なし（正常）なし（正常） ○※3 × 7.5   サ
ーバと
スト
レージ
システ
ム間の
物理パ
スの障
害から
回復す
る（189
ペー
ジ）

4 AM ペアのボリュー
ム

プライマリボリュー
ム

• 3a0xxx
• db8xxx
• db9xxx
• dbaxxx
• dbbxxx
• dd1xyy
• dfaxxx
• dfbxxx
• ef8xxx
• ef9xxx

• dd1xyy × ○※2 7.6   プ
ライマ
リボ
リュー
ムの障
害
（LDEV
閉塞）
から回
復する
（193
ペー
ジ）

5 セカンダリボリュー
ム

• dd1xyy • 3a0xxx
• db8xxx

○※3 × 7.7   セ
カンダ
リボ
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番
号

障害の部位 発生する可能性のある
SIM のリファレンスコー
ド

AM ボリューム
へのアクセス可

否※1

回復手
順の参
照先

正サイトの
ストレージ
システム

副サイトの
ストレージ
システム

P-VOL S-VOL

• db9xxx
• dbaxxx
• dbbxxx
• dd1xyy
• dfaxxx
• dfbxxx
• ef8xxx
• ef9xxx

リュー
ムの障
害
（LDEV
閉塞）
から回
復する
（202
ペー
ジ）

6 AM ペアのプール※4 プライマリボリュー
ムのプール

• 62axxx
• dd1xyy

• dd1xyy × ○※2 7.8   プ
ライマ
リボ
リュー
ムの
プール
満杯か
ら回復
する
（211
ペー
ジ）

7 セカンダリボリュー
ムのプール

• dd1xyy • 62axxx
• dd1xyy

○※3 × 7.9   セ
カンダ
リボ
リュー
ムの
プール
満杯か
ら回復
する
（214
ペー
ジ）

8 ストレージシステム
間のパス

正サイトのストレー
ジシステムから副サ
イトのストレージシ
ステムへのリモート
パス

• 2180xx
• dd0xyy

• dd3xyy ○※3 × 7.10   
正サイ
トのス
トレー
ジシス
テムか
ら副サ
イトの
スト
レージ
システ
ムへの
物理パ
スの障
害から
回復す
る（217
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番
号

障害の部位 発生する可能性のある
SIM のリファレンスコー
ド

AM ボリューム
へのアクセス可

否※1

回復手
順の参
照先

正サイトの
ストレージ
システム

副サイトの
ストレージ
システム

P-VOL S-VOL

ペー
ジ）

9 副サイトのストレー
ジシステムから正サ
イトのストレージシ
ステムへのリモート
パス

• dd3xyy • 2180xx
• dd0xyy

× ○※2 7.11   
副サイ
トのス
トレー
ジシス
テムか
ら正サ
イトの
スト
レージ
システ
ムへの
物理パ
スの障
害から
回復す
る（222
ペー
ジ）

10 ストレージシステム 正サイトのストレー
ジシステム

障害の種類

による※5
• 2180xx
• dd0xyy
• dd3xyy

× ○※2 7.12   
正サイ
トのス
トレー
ジシス
テムの
障害か
ら回復
する
（226
ペー
ジ）

11 副サイトのストレー
ジシステム

• 2180xx
• dd0xyy
• dd3xyy

障害の種類

による※5
○※3 × 7.13   

副サイ
トのス
トレー
ジシス
テムの
障害か
ら回復
する
（236
ペー
ジ）

12 Quorum ディスク 正サイトのストレー
ジシステムと Quorum
ディスク間のパス

• 21d0xx
• 21d2xx
• dd2xyy
• def0zz
• ef5xyy

• dd2xyy ○※3 ○※2 7.14   
正サイ
トのス
トレー
ジシス
テムか
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番
号

障害の部位 発生する可能性のある
SIM のリファレンスコー
ド

AM ボリューム
へのアクセス可

否※1

回復手
順の参
照先

正サイトの
ストレージ
システム

副サイトの
ストレージ
システム

P-VOL S-VOL

• efd000
• ff5xyy

ら
Quorum
ディス
ク用外
部スト
レージ
システ
ムへの
物理パ
スの障
害から
回復す
る（241
ペー
ジ）

13 副サイトのストレー
ジシステムと Quorum
ディスク間のパス

• dd2xyy • 21d0xx
• 21d2xx
• dd2xyy
• def0zz
• ef5xyy
• efd000
• ff5xyy

○※3 ○※2 7.15   
副サイ
トのス
トレー
ジシス
テムか
ら
Quorum
ディス
ク用外
部スト
レージ
システ
ムへの
物理パ
スの障
害から
回復す
る（246
ペー
ジ）

14 外部ストレージシス
テムにある Quorum
ディスク

• 21d0xx
• 21d2xx
• dd2xyy
• def0zz
• ef5xyy
• efd000
• ff5xyy

• 21d0xx
• 21d2xx
• dd2xyy
• def0zz
• ef5xyy
• efd000
• ff5xyy

○※3 ○※2 7.16   Q
uorum
ディス
クの障
害から
回復す
る（250
ペー
ジ）

15 外部ストレージシス
テム

• 21d0xx
• 21d2xx
• d2xyy
• def0zz
• ef5xyy

• 21d0xx
• 21d2xx
• dd2xyy
• def0zz
• ef5xyy

○※3 ○※2 7.17   
外部ス
トレー
ジシス
テムの
障害か
ら回復

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

184



番
号

障害の部位 発生する可能性のある
SIM のリファレンスコー
ド

AM ボリューム
へのアクセス可

否※1

回復手
順の参
照先

正サイトの
ストレージ
システム

副サイトの
ストレージ
システム

P-VOL S-VOL

• efd000
• ff5xyy

• efd000
• ff5xyy

する
（265
ペー
ジ）

（凡例）

○：アクセスできる

×：アクセスできない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

iStorage V110/V310 を構成するハードウェア（ドライブ、キャッシュ、CHB、DKB、MPB
など）は冗長化されています。冗長化されているハードウェアの一部で障害が発生して

も、AM ペアが障害によって中断したり、AM ボリュームへアクセスできなくなったり

することはありません。また、次のパスを冗長化すると、ハードウェアの一部で障害が

発生しても AM ペアが障害によって中断したり、AM ボリュームへアクセスできなく

なったりすることはありません。

• サーバと正サイトおよび副サイトのストレージシステム間の物理パス

• 正サイトおよび副サイトのストレージシステムと外部ストレージシステム間の物

理パス

• 正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パス

注※2

セカンダリボリュームのペア状態が COPY、SSUS または PSUE で、I/O モードが Block
の状態から障害が発生した場合は、アクセスできません。ペア状態が PAIR または

SSWS の状態から障害が発生した場合は、アクセスできます。

注※3

プライマリボリュームのペア状態が PSUS または PSUE で、I/O モードが Block の状態か

ら障害が発生した場合は、アクセスできません。

ペア状態が PAIR、PSUS、または PSUE で、I/O モードが Mirror(RL)または Local の状態

から障害が発生した場合は、アクセスできます。
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注※4

AM ペアのプールが満杯になったことで発生した障害です。

注※5

障害（例えば、全キャッシュ障害、全 MP 障害、ストレージシステム自体の障害）の種

類に応じた SIM が発生します。障害によって SIM を参照できないこともあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

7.2   AM 使用時に発行される SIM
AM を使用しているときに発行される SIM を次に示します。なお、次の表に示すすべての

SIM は、ストレージシステムに記録されます。

SIM のリファレンスコード SIM の説明

2180xx リモートコピー論理パス閉塞(障害状態のため)

21d0xx 外部ストレージシステム接続パス閉塞

21d2xx 外部ストレージシステム接続パスレスポンスタイムアウト閾値オーバ

3a0xyy LDEV 閉塞(マイクロコード要因)

62axxx DP プール実使用率満杯

db8xxx LDEV 閉塞(パス 0 側) (ドライブポート閉塞による)

db9xxx LDEV 閉塞(パス 0 側) (ドライブポート閉塞による)

dbaxxx LDEV 閉塞(パス 1 側) (ドライブポート閉塞による)

dbbxxx LDEV 閉塞(パス 1 側) (ドライブポート閉塞による)

dd0xyy AM にて使用中ボリュームがサスペンド(リモートコピー接続の回復
不能障害)

dd1xyy AM にて使用中ボリュームがサスペンド(ボリューム障害)

dd2xyy AM にて使用中ボリュームがサスペンド(内部エラー障害)

dd3xyy P-VOL と S-VOL の状態が不一致

dee0zz Quorum ディスク回復

def0zz Quorum ディスク閉塞

dfaxxx LDEV 閉塞(パス 0 側) (ドライブポート閉塞による)

dfbxxx LDEV 閉塞(パス 1 側) (ドライブポート閉塞による)

ef5xyy 外部ストレージシステム Write 処理異常終了

ef8xxx LDEV 閉塞(ドライブ閉塞による)

ef9xxx LDEV 閉塞(ドライブ閉塞による)

efd000 外部ストレージシステム接続デバイス閉塞

ff5xyy 外部ストレージシステム Read 処理異常終了
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 関連リンク 

参照先トピック

AM の障害の発生部位（180 ページ）

複数の部位に障害が発生したときには（280 ページ）

7.3   ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセ
ス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）

障害発生後の AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新の

データの格納先は、障害発生前の状態によって異なります。

ここでは、サーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先を、ペア状態および I/O モー

ドごとに示します。次節以降では、これらのペア状態および I/O モードごとに、障害発生後

のサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先を説明します。

ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセス可否 最新のデータの格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR（Mirror(RL)） PAIR（Mirror(RL)） ○ ○ P-VOL と S-VOL の両方

PAIR（Mirror(RL)） PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-VOL の両方

COPY（Mirror(RL)）COPY（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE（Local）SSUS/PSUE（Block）○ × P-VOL

PSUS/PSUE（Block）SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

7.4   サーバの障害から回復する
サーバが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバからのアク

セス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ

ス可否※

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方
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障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ

ス可否※

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※

プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームへアクセスできるすべてのサーバ

に障害が発生した場合は、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームへはアク

セスできません。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：なし

• 副サイトのストレージシステム：なし

障害回復手順

1. サーバの障害を回復します。

2. サーバから AM ボリュームへのパスを回復します。

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

188



7.5   サーバとストレージシステム間の物理パスの障
害から回復する

SIM が発行されていないにも関わらず、サーバからペア状態が PAIR の AM ペアの片方のボ

リュームへアクセスできない場合は、サーバとストレージシステム間の物理パスに障害が発

生しているおそれがあります。

サーバとストレージシステム間の物理パスが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状

態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示

します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ

ス可否※

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※

プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームへアクセスできるすべてのサーバ

に障害が発生した場合は、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームへはアク

セスできません。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：なし

• 副サイトのストレージシステム：なし
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障害回復の流れ

1. サーバとストレージシステム間の物理パスの障害を回復します。

2. サーバから AM ボリュームへのパスを回復します。

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

サーバと正サイトのストレージシステム間の物理パスの障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のと
きに障害が発生した場合）（190 ページ）

サーバと副サイトのストレージシステム間の物理パスの障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のと
きに障害が発生した場合）（191 ページ）

7.5.1   サーバと正サイトのストレージシステム間の物理パスの障害
から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場
合）

サーバと正サイトのストレージシステム間の物理パスの障害から回復する手順例を次に示

します。

障害回復の概要
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障害回復の流れ

1. 障害が発生しているパスを回復します。

a. マルチパスソフトウェアなどを使用して、サーバからアクセスできないパスを特

定します。

b. SAN 管理ソフトウェアを使用して、障害の部位（ホストバスアダプタ、FC ケー

ブル、スイッチなど）を特定します。

c. 特定した部位の障害を取り除きます。

2. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから回復させたパスへの I/O を再開しま

す。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

マルチパスソフトウェアと SAN 管理ソフトウェアの操作については、各ソフトウェアのマ

ニュアルを参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

サーバとストレージシステム間の物理パスの障害から回復する（189 ページ）

7.5.2   サーバと副サイトのストレージシステム間の物理パスの障害
から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場
合）

サーバと副サイトのストレージシステム間の物理パスの障害から回復する手順例を次に示

します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. 障害が発生しているパスを回復します。

a. マルチパスソフトウェアなどを使用して、サーバからアクセスできないパスを特

定します。

b. SAN 管理ソフトウェアを使用して、障害の部位（ホストバスアダプタ、FC ケー

ブル、スイッチなど）を特定します。

c. 特定した部位の障害を取り除きます。

2. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから回復させたパスへの I/O を再開しま

す。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

マルチパスソフトウェアと SAN 管理ソフトウェアの操作については、各ソフトウェアのマ

ニュアルを参照してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）
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サーバとストレージシステム間の物理パスの障害から回復する（189 ページ）

7.6   プライマリボリュームの障害（LDEV 閉塞）から
回復する

LDEV 閉塞によってプライマリボリュームが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状

態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示

します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） × × なし※1

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

× × なし※2

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

Local Replication、Snapshot、またはバックアップソフトウェアによって取得しているバッ

クアップデータから、データを回復させる必要があります。

注※2

最新でない AM のセカンダリボリュームのデータ、もしくは Local Replication、
Snapshot、またはバックアップソフトウェアによって取得しているバックアップデータ

から、データを回復させる必要があります。
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SIM
• 正サイトのストレージシステム

- 3a0xyy、db8xxx、db9xxx、dbaxxx、dbbxxx、dd1xyy、dfaxxx、dfbxxx、ef8xxx、ef9xxx

• 副サイトのストレージシステム

- dd1xyy

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

プライマリボリューム（DP-VOL）の障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生し
た場合）（194 ページ）

プライマリボリューム（DP-VOL 以外）の障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発
生した場合）（198 ページ）

7.6.1   プライマリボリューム（DP-VOL）の障害から回復する手順
例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、プライマリボリュームの障害（DP-VOL）によって AM ペアが

中断した場合の回復手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. サーバからアクセスできないボリューム（プライマリボリューム）が閉塞してい

ること、およびプライマリボリュームが関連づけられているプールのプール ID
（B_POOLID）を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -IH0
(略)
B_POOLID : 0
(略)
STS : BLK
(略)

c. プールを構成するボリューム（プールボリューム）の状態を表示し、閉塞してい

るボリュームを特定します。

コマンド例：
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raidcom get ldev -ldev_list pool -pool_id 0 -IH0
(略)
LDEV : 16384
(略)
STS : BLK
(略)

閉塞しているボリュームは、STSに BLKと表示されます。

d. マルチパスソフトウェアを使用して、プライマリボリュームへの冗長パスを削除

します。

マルチパスを削除できない場合も、次の手順へ進みます。

2. AM ペアを削除します。

a. 副サイトのストレージシステムから、セカンダリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを削除します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -R -d dev1 -IH1

メモ

セカンダリボリュームを指定してペアを削除するには、pairsplitコマンドの-Rオプ

ションを使用します。-dオプションにセカンダリボリュームの実 LDEV ID（デバイ

ス名）を指定します。
 

b. AM ペアが削除されたことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S, Status,
Fence,   %,    P-LDEV# M   CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-
oraHA   dev1(R)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-

3. ボリュームの障害を取り除きます。

プールボリュームの障害から回復する手順例：

a. プライマリボリューム（DP-VOL）を構成するプールボリュームを障害から回復

します。

b. プールボリュームの状態を表示し、プールボリュームが回復したことを確認しま

す。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_list pool -pool_id 0 -IH0
(略)
LDEV : 16384
(略)
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STS : NML
(略)

正常なボリュームは、STSに NMLと表示されます。

4. ボリュームを回復できない場合は、次の手順でプライマリボリュームを再作成します。

a. ストレージシステムで、プライマリボリュームへの LU パスを削除します。

b. プライマリボリュームを削除します。

c. 新しいボリュームを作成します。

d. 新しいボリュームへの LU パスを設定します。

5. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

6. AM ペアを再作成します。

a. 手順 4 で新しいボリュームを作成した場合は、作成したボリュームの仮想属性に

AM 予約を割り当てます。

コマンド例：raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -virtual_ldev_id r
eserve -IH0

b. 副サイトのストレージシステムから、セカンダリボリュームの実 LDEV ID を指

定して AM ペアを作成します。

コマンド例：paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -d dev1 -IH1

メモ

セカンダリボリュームを指定してペアを作成するには、paircreateコマンドの-dオ

プションにセカンダリボリュームの実 LDEV ID（デバイス名）を指定します。
 

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

正サイトのストレージシステムのボリュームがセカンダリボリューム、副サイト

のストレージシステムのボリュームがプライマリボリュームに変わります。

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
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NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリューム（障害発生前

のプライマリボリューム）への冗長パスを追加します。

8. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリューム（障害発生前

のプライマリボリューム）への I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

9. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.6.2   プライマリボリューム（DP-VOL 以外）の障害から回復する
手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、プライマリボリューム（DP-VOL 以外）の障害によって AM ペ

アが中断した場合の回復手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. サーバからアクセスできないボリューム（プライマリボリューム）が閉塞してい

ることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -IH0
(略)
STS : BLK
(略)

閉塞しているボリュームは、STSに BLKと表示されます。

c. マルチパスソフトウェアを使用して、プライマリボリュームへの冗長パスを削除

します。

冗長パスを削除できない場合も、次の手順へ進みます。

2. AM ペアを削除します。
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a. 副サイトのストレージシステムから、セカンダリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを削除します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -R -d dev1 -IH1

メモ

セカンダリボリュームを指定してペアを削除するには、pairsplitコマンドの-Rオプ

ションを使用します。-dオプションにセカンダリボリュームの実 LDEV ID（デバイ

ス名）を指定します。
 

b. AM ペアが削除されたことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,    P-LDEV# M   CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.SMPL  ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-
oraHA   dev1(R)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.SMPL  ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-

3. ボリュームの障害を取り除きます。

ボリュームの障害から回復する手順例：

a. プライマリボリュームを障害から回復します。

b. プライマリボリュームの状態を表示し、障害から回復したことを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -IH0
(略)
STS : NML
(略)

正常なボリュームは、STSに NMLと表示されます。

4. ボリュームを回復できない場合は、次の手順でプライマリボリュームを再作成します。

a. ストレージシステムで、プライマリボリュームへの LU パスを削除します。

b. プライマリボリュームを削除します。

c. 新しいボリュームを作成します。

d. 新しいボリュームへの LU パスを設定します。

5. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

6. AM ペアを再作成します。

a. 手順 4 で新しいボリュームを作成した場合は、作成したボリュームの仮想属性に

AM 予約を割り当てます。
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コマンド例：raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -virtual_ldev_id r
eserve -IH0

b. 副サイトのストレージシステムから、セカンダリボリュームの実 LDEV ID を指

定して AM ペアを作成します。

コマンド例：paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -d dev1 -IH1

メモ

セカンダリボリュームを指定してペアを作成するには、paircreateコマンドの-dオ

プションにセカンダリボリュームの実 LDEV ID（デバイス名）を指定します。
 

正サイトのストレージシステムのボリュームがセカンダリボリューム、副サイト

のストレージシステムのボリュームがプライマリボリュームに変わります。

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリューム（障害発生前

のプライマリボリューム）への冗長パスを追加します。

8. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリューム（障害発生前

のプライマリボリューム）への I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

9. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）
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AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.7   セカンダリボリュームの障害（LDEV 閉塞）から
回復する

LDEV 閉塞によってセカンダリボリュームが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状

態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示

します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × × なし※

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※

最新でない AM のプライマリボリュームのデータ、もしくは Local Replication、
Snapshot、またはバックアップソフトウェアによって取得しているバックアップデータ

から、データを回復させる必要があります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム

- dd1xyy

• 副サイトのストレージシステム

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

202



- 3a0xyy、db8xxx、db9xxx、dbaxxx、dbbxxx、dd1xyy、dfaxxx、dfbxxx、ef8xxx、ef9xxx

障害回復の流れ

1. セカンダリボリュームの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

セカンダリボリュームの障害（DP-VOL）から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生し
た場合）（203 ページ）

セカンダリボリューム（DP-VOL 以外）の障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発
生した場合）（207 ページ）

7.7.1   セカンダリボリュームの障害（DP-VOL）から回復する手順
例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、セカンダリボリュームの障害（DP-VOL）によって AM ペアが

中断した場合の回復手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. サーバからセカンダリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. サーバからアクセスできないボリューム（セカンダリボリューム）が閉塞してい

ること、およびセカンダリボリュームが関連づけられているプールのプール ID
（B_POOLID）を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -IH1
(略)
B_POOLID : 0
(略)
STS : BLK
(略)

c. プールを構成するボリューム（プールボリューム）の状態を表示し、閉塞してい

るボリュームを特定します。

コマンド例：
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raidcom get ldev -ldev_list pool -pool_id 0 -IH1
(略)
LDEV : 16384
(略)
STS : BLK
(略)

閉塞しているボリュームは、STSに BLKと表示されます。

d. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの冗長パスを削除

します。

冗長パスを削除できない場合も、次の手順へ進みます。

2. AM ペアを削除します。

a. 正サイトのストレージシステムから、プライマリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを削除します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -S -d dev1 -IH0

メモ

プライマリボリュームを指定してペアを削除するには、pairsplitコマンドの-Sオプ

ションを使用します。-dオプションにプライマリボリュームの実 LDEV ID（デバイ

ス名）を指定します。
 

b. AM ペアが削除されたことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S, Status,
Fence,   %,    P-LDEV# M   CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-
oraHA   dev1(R)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-

3. ボリュームの障害を取り除きます。

プールボリュームの障害から回復する手順例：

a. セカンダリボリューム（DP-VOL）を構成するプールボリュームを障害から回復

します。

b. プールボリュームの状態を表示し、プールボリュームが回復したことを確認しま

す。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_list pool -pool_id 0 -IH1
(略)
LDEV : 16384
(略)
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STS : NML
(略)

正常なボリュームは、STSに NMLと表示されます。

4. ボリュームを回復できない場合は、次の手順でセカンダリボリュームを再作成します。

a. ストレージシステムで、セカンダリボリュームへの LU パスを削除します。

b. セカンダリボリュームを削除します。

c. 新しいボリュームを作成します。

d. 新しいボリュームへの LU パスを設定します。

5. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

6. AM ペアを再作成します。

a. 手順 4 で新しいボリュームを作成した場合は、作成したボリュームの仮想属性に

AM 予約を割り当てます。

コマンド例：raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id r
eserve -IH1

b. 正サイトのストレージシステムから、プライマリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを作成します。

コマンド例：paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -d dev1 -IH0

メモ

プライマリボリュームを指定してペアを作成するには、paircreateコマンドの-dオ

プションにプライマリボリュームの実 LDEV ID（デバイス名）を指定します。
 

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
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pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリュームへの冗長パス

を追加します。

8. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリュームへの I/O を再

開します。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

7.7.2   セカンダリボリューム（DP-VOL 以外）の障害から回復する
手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、セカンダリボリューム（DP-VOL 以外）の障害によって AM ペ

アが中断した場合の回復手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. サーバからセカンダリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. サーバからアクセスできないボリューム（セカンダリボリューム）が閉塞してい

ることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -IH1
(略)
STS : BLK
(略)

閉塞しているボリュームは、STSに BLKと表示されます。

c. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの冗長パスを削除

します。

冗長パスを削除できない場合も、次の手順へ進みます。

2. AM ペアを削除します。
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a. 正サイトのストレージシステムから、プライマリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを削除します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -S -d dev1 -IH0

メモ

プライマリボリュームを指定してペアを削除するには、pairsplitコマンドの-Sオプ

ションを使用します。-dオプションにプライマリボリュームの実 LDEV ID（デバイ

ス名）を指定します。
 

b. AM ペアが削除されたことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,    P-LDEV# M   CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.SMPL  ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-
oraHA   dev1(R)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.SMPL  ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-

3. ボリュームの障害を取り除きます。

ボリュームの障害から回復する手順例：

a. セカンダリボリュームを障害から回復します。

b. ボリュームの状態を表示し、障害から回復したことを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -IH1
(略)
STS : NML
(略)

正常なボリュームは、STSに NMLと表示されます。

4. ボリュームを回復できない場合は、次の手順でセカンダリボリュームを再作成します。

a. ストレージシステムで、セカンダリボリュームへの LU パスを削除します。

b. セカンダリボリュームを削除します。

c. 新しいボリュームを作成します。

d. 新しいボリュームへの LU パスを設定します。

5. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

6. AM ペアを再作成します。

a. 手順 4 で新しいボリュームを作成した場合は、作成したボリュームの仮想属性に

AM 予約を割り当てます。
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コマンド例：raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id r
eserve -IH1

b. 正サイトのストレージシステムから、プライマリボリュームの実 LDEV ID を指

定して、AM ペアを作成します。

コマンド例：paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -d dev1 -IH0

メモ

プライマリボリュームを指定してペアを作成するには、paircreateコマンドの-dオ

プションにプライマリボリュームの実 LDEV ID（デバイス名）を指定します。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444.S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222.P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリュームへの冗長パス

を追加します。

8. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからセカンダリボリュームへの I/O を再

開します。

自動でサーバからの I/O が再開されることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）
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7.8   プライマリボリュームのプール満杯から回復す
る

プライマリボリュームのプールが満杯になると、AM ペアが中断します。

プライマリボリュームのプール満杯が発生した場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、

サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） × × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

× × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

SIM
• 正サイトのストレージシステム：62axxx、dd1xyy

• 副サイトのストレージシステム：dd1xyy

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームのプールの空き容量を増やします。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。
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もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

プライマリボリュームをプール満杯障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した
場合）（212 ページ）

7.8.1   プライマリボリュームをプール満杯障害から回復する手順例
（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、プライマリボリュームのプール満杯によって発生した障害から

回復する手順を次に示します。

障害回復の概要

障害回復の流れ

1. プール満杯を検出したプールの空き容量を増やします。

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

212



プールの空き容量を増やす手順の詳細については、『システム構築ガイド』を参照して

ください。

2. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

3. AM ペアを再同期します。

a. セカンダリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL SSWS 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 副サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

正サイトのストレージシステムのボリュームがセカンダリボリューム、副サイト

のストレージシステムのボリュームがプライマリボリュームに変わります。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
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4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリューム（障害発生前のプライマ

リボリューム）への I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

5. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

プライマリボリュームのプール満杯から回復する（211 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.9   セカンダリボリュームのプール満杯から回復す
る

セカンダリボリュームのプールが満杯になると、AM ペアが中断します。

セカンダリボリュームのプール満杯が発生した場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、

サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × × S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可
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×：アクセス不可

SIM
• 正サイトのストレージシステム：dd1xyy

• 副サイトのストレージシステム：62axxx、dd1xyy

障害回復の流れ

1. セカンダリボリュームのプールの空き容量を増やします。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

セカンダリボリュームをプール満杯障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した
場合）（215 ページ）

7.9.1   セカンダリボリュームをプール満杯障害から回復する手順例
（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、セカンダリボリュームのプール満杯によって発生した障害から

回復する手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. プール満杯を検出したプールの空き容量を増やします。

プールの空き容量を増やす手順の詳細については、『システム構築ガイド』を参照して

ください。

2. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

3. AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

a. プライマリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
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Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 正サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

セカンダリボリュームのプール満杯から回復する（214 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

7.10   正サイトのストレージシステムから副サイトの
ストレージシステムへの物理パスの障害から回復する

正サイトおよび副サイトのストレージシステムの状態を確認し、ともに正常な場合は、スト

レージシステム間の物理パスやスイッチなどで障害が発生しているおそれがあります。障

害が発生している物理パスやスイッチなどを回復します。
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正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのすべての物理パス

が使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバからのアクセス可

否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.11   副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの

物理パスの障害から回復する（222 ページ）」を参照して、副サイトとしての物理パスの障

害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Local） PAIR（Block）
※2

○ × P-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE/COPY
（Block）※3

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

サーバからプライマリボリュームに I/O が発行されなくても、ATS などのヘルスチェッ

クによって、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステム間を同期

するコマンドが、プライマリボリュームに対して発行されることがあります。 コマンド

実行時に、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステム間でパス障

害が発生していると、同期に失敗します。その結果、サーバから I/O を発行していない

プライマリボリュームの I/O モードが Local に、サーバから I/O を発行しているセカン
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ダリボリュームの I/O モードが Block になり、AM ペアが障害サスペンドすることがあ

ります。

注※2

障害の回復手順については、関連項目を参照してください。

注※3

下記の場合、S-VOL が COPY（Block）の状態になる可能性があります。

• Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合

• Quorum ディスク障害の場合

SIM
• 正サイトのストレージシステム：dd0xyy、2180xx

• 副サイトのストレージシステム：dd3xyy

障害回復の流れ

1. ストレージシステム間の物理パスの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへの物理パスの障害から回復する手
順例（ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）（219 ページ）

7.10.1   正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージ
システムへの物理パスの障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR
のときに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシス

テムへの物理パスの障害によって AM ペアが中断した場合の回復手順を次に示します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

1. 物理パスの再接続や SAN の再設定によって、正サイトのストレージシステムから副サ

イトのストレージシステムへの物理パスを回復します。

ストレージシステム間の物理パスが回復すると、リモートパスが自動で回復する場合

と、手動での回復が必要な場合があります。「11.2   リモートパスの状態に関するトラ

ブルシューティング（336 ページ）」を参照し、リモートパスの状態と対策を実行して

ください。この手順を実行しても、リモートパスが障害から回復しない場合は、お問

い合わせください。

2. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

3. AM ペアを再同期します。

a. プライマリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
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oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 正サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへの物理パスの障害から回復する
（217 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

221



7.11   副サイトのストレージシステムから正サイトの
ストレージシステムへの物理パスの障害から回復する

正サイトおよび副サイトのストレージシステムの状態を確認し、ともに正常な場合は、スト

レージシステム間の物理パスやスイッチなどで障害が発生しているおそれがあります。障

害が発生している物理パスやスイッチなどを回復します。

副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへのすべての物理パス

が使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバからのアクセス可

否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.10   正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへの

物理パスの障害から回復する（217 ページ）」を参照して、正サイトとしての物理パスの障

害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Local）
※2

PSUE（Block）
※2

〇 × P-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可
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注※1

サーバからセカンダリボリュームに I/O が発行されなくても、ATS などのヘルスチェッ

クによって、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステム間を同期

するコマンドが、セカンダリボリュームに対して発行されることがあります。コマンド

実行時に、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステム間でパス障

害が発生していると、同期に失敗します。その結果、サーバから I/O を発行していない

セカンダリボリュームの I/O モードが Local に、サーバから I/O を発行しているプライ

マリボリュームの I/O モードが Block になり、AM ペアが障害サスペンドすることがあ

ります。

注※2

下記の場合、P-VOL が PSUE（Local）かつ S-VOL が PSUE（Block）の状態になる可能

性があります。

• Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合

• Quorum ディスク障害の場合

• リモートパス障害時 IO 優先モードが「プライマリボリューム」の場合

SIM
• 正サイトのストレージシステム：dd3xyy

• 副サイトのストレージシステム：dd0xyy、2180xx

障害回復の流れ

1. ストレージシステム間の物理パスの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの物理パスの障害から回復する手
順例（Quorum ディスクにボリュームを設定する構成で、ペア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）
（224 ページ）
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7.11.1   副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージ
システムへの物理パスの障害から回復する手順例（Quorum ディス
クにボリュームを設定する構成で、ペア状態が PAIR のときに障害
が発生した場合）

Quorum ディスクにボリュームを設定する構成で、ペア状態が PAIR のときに、副サイトの

ストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの物理パスの障害によって AM
ペアが中断した場合の回復手順を次に示します。

障害回復の概要

障害回復の流れ

1. 物理パスの再接続や SAN の再設定によって、副サイトのストレージシステムから正サ

イトのストレージシステムへの物理パスを回復します。

ストレージシステム間の物理パスが回復すると、リモートパスが自動で回復する場合

と、手動での回復が必要な場合があります。「11.2   リモートパスの状態に関するトラ

ブルシューティング（336 ページ）」を参照し、リモートパスの状態と対策を実行して

ください。この手順を実行しても、リモートパスが障害から回復しない場合は、お問

い合わせください。
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2. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

3. AM ペアを再同期します。

a. セカンダリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL SSWS 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 副サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

正サイトのストレージシステムのボリュームがセカンダリボリューム、副サイト

のストレージシステムのボリュームがプライマリボリュームに変わります。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリューム（障害発生前のプライマ

リボリューム）への I/O を再開します。
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自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

5. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの物理パスの障害から回復する
（222 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.11.2   副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージ
システムへの物理パスの障害から回復する手順例（Quorum ディス
クにボリュームを設定しない構成で、ペア状態が PAIR のときに障
害が発生した場合）

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成でペア状態が PAIR のときに、副サイトの

ストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの物理パスの障害によって AM
ペアが中断した場合の回復手順は、「7.11   副サイトのストレージシステムから正サイトのス

トレージシステムへの物理パスの障害から回復する（222 ページ）」の回復手順と同じです。

障害回復の流れ

1. ストレージシステム間の物理パスの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

7.12   正サイトのストレージシステムの障害から回復
する

正サイトのストレージシステムが障害によって使用できなくなった場合の、AM ペアのペア

状態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に

示します。
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AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.13   副サイトのストレージシステムの障害から回復する（236 ページ）」を

参照して、副サイトの障害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL※1 S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Block） SSWS（Local）
※2

× ○ S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Block）
※3

PSUE（Block）
※3

× × P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Block） PSUE（Block） × × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） COPY（Block） × × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

× × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

正サイトのストレージシステムでシェアドメモリが揮発する障害が発生した場合、プラ

イマリボリュームのペア状態は SMPL に変わり、仮想属性に AM 予約が割り当てられま

す。

注※2

サーバから書き込みコマンドが発行されていない場合、ペア状態は PAIR（Mirror(RL)）
です。
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注※3

下記の場合、P-VOL が PSUE（Block）かつ S-VOL が PSUE（Block）の状態になる可能

性があります。

• Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成の場合

• Quorum ディスク障害の場合

SIM
• 正サイトのストレージシステム：障害の種類によって異なる

• 副サイトのストレージシステム：2180xx、dd0xyy、dd3xyy

障害回復の流れ

1. 正サイトのストレージシステムの電源がオフの場合は、電源をオンにする前にプライ

マリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. マルチパスソフトウェアを使用して、プライマリボリュームへの冗長パスを削除

します。

冗長パスを削除できない場合は、サーバに接続されている正サイトの物理パスを

すべて取り外します。

2. 正サイトのストレージシステムの電源をオンにします。

3. 正サイトのストレージシステムを障害から回復します。

詳細は、お問い合わせ先に連絡してください。

4. 正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パスを障害から回復します。

5. セカンダリボリュームのペア状態が PAIR の場合、セカンダリボリュームを指定して

AM ペアを中断します。

6. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

7. AM ペアを再同期または再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
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障害が発生している正サイトにプライマリボリュームがある場合は、下記の手順を参

照して、障害を回復してください。なお、ペア状態と I/O モードによって、次のとお

り手順が異なります。

障害が発生している正サイトにセカンダリボリュームもある場合は、「7.13   副サイト

のストレージシステムの障害から回復する（236 ページ）」を参照して、副サイトの障

害も回復してください。

ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PSUE COPY Local Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、
サーバからアクセスできないようにしてく
ださい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定
してください。

3. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SFV -IH1
4. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

5. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

SMPL COPY － Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、
サーバからアクセスできないようにしてく
ださい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定

してください。※1

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUS/
PSUE

SSWS Block Local セカンダリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -swaps -IH2

SMPL SSWS － Local 1. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が、
AM 予約になっていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

2. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
pairsplit -g oraHA -d dev1 -RFV -IH2

3. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : 1111
(略)

4. セカンダリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH2

誤ってセカンダリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をセカンダリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID がプライマリボリューム
の実 LDEV ID と一致していることを確認して
ください。

PSUS/
PSUE

SSUS/
PSUE

Local Block プライマリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -IH1

SMPL SSUS/
PSUE

－ Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定

してください。※1

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUE PSUE Block Block 「6.8   AM ペアの I/O モードを強制的に変更する
（172 ページ）」を参照して回復してください。

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

－：非該当
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注※1

副サイトのストレージシステムでシェアドメモリが揮発する障害が発生した場

合、セカンダリボリュームのペア状態は SMPL に変わり、仮想属性に AM 予約が

割り当てられます。

注※2

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM
ペアの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致

により失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリューム

の容量を一致させてから、この操作を実施してください。

8. プライマリボリュームへの冗長パスを削除している場合は、冗長パスを追加します。

a. 正サイトの物理パスを取り外している場合は、取り外す前の状態にしてから冗長

パスを追加します。

b. マルチパスソフトウェアを使用して、手順 1 で削除したプライマリボリュームへ

の冗長パスを追加します。

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

正しい仮想 LDEV ID の値を設定する（234 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

7.12.1   正しい仮想 LDEV ID の値を設定する

仮想 LDEV ID の値に誤りがある場合、正しい仮想 LDEV ID の値に設定します。

障害回復の流れ

1. 仮想 LDEV ID を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : 2222
(略)

2. 仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

raidcom unmap resource -ldev_id 0x1111 -virtual_ldev_id 0x2222 -IH1
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手順 1.のコマンド実行の結果で、VIR_LDEVが ffffの場合は、-virtual_ldev_idに

reserveを指定して削除してください。

コマンド例：

raidcom unmap resource -ldev_id 0x1111 -virtual_ldev_id reserve -IH1

手順 1.のコマンド実行の結果で、VIR_LDEVが表示されない場合は、-virtual_ldev_i
dに LDEV ID と同じものを指定して削除してください。

3. 仮想 LDEV ID が削除されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : fffe
(略)

VIR_LDEV : fffeは、仮想 LDEV ID が削除されていることを示しています。

4. 仮想 LDEV ID に LDEV ID を設定します。

LDEV ID と異なる仮想 LDEV ID を設定して運用していた場合は、設定していた仮想

LDEV ID を設定してください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -virtual_ldev_id 0x1111 -IH1

AM 予約を設定する場合は、-virtual_ldev_idに reserveを指定してください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -virtual_ldev_id reserve -IH1

5. 仮想 LDEV ID を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場合表示されません。

 関連リンク 

参照先トピック

正サイトのストレージシステムの障害から回復する（226 ページ）

副サイトのストレージシステムの障害から回復する（236 ページ）

第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ

235



7.13   副サイトのストレージシステムの障害から回復
する

副サイトのストレージシステムが障害によって使用できなくなった場合の、AM ペアのペア

状態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に

示します。

AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.12   正サイトのストレージシステムの障害から回復する（226 ページ）」を

参照して、正サイトの障害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL※1 P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PSUE（Local）
※2

PSUE（Block） ○ × P-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × × S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

副サイトのストレージシステムでシェアドメモリが揮発する障害が発生した場合、セカ

ンダリボリュームのペア状態は SMPL に変わり、仮想属性に AM 予約が割り当てられま

す。
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注※2

サーバから書き込みコマンドが発行されていない場合は、ペア状態が PAIR
（Mirror(RL)）になることもあります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：2180xx、dd0xyy、dd3xyy

• 副サイトのストレージシステム：障害の種類によって異なる

障害回復の流れ

1. 副サイトのストレージシステムの電源がオフの場合は、電源をオンにする前にセカン

ダリボリュームへの冗長パス（論理パス）を削除します。

a. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバからアクセスできないボリュームを

特定します。

b. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの冗長パスを削除

します。

冗長パスを削除できない場合は、サーバに接続されている副サイトの物理パスを

すべて取り外します。

2. 副サイトのストレージシステムの電源をオンにします。

3. 副サイトのストレージシステムを障害から回復します。

詳細は、お問い合わせ先に連絡してください。

4. 正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パスを障害から回復します。

5. プライマリボリュームのペア状態が PAIR の場合、プライマリボリュームを指定して

AM ペアを中断します。RAID Manager の場合、-lオプションが必要です。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -l -IH0

6. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

7. AM ペアを再同期または再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
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障害が発生している副サイトにセカンダリボリュームがある場合は、下記の手順を参

照して、障害を回復してください。なお、ペア状態と I/O モードによって、次のとお

り手順が異なります。障害が発生している副サイトにプライマリボリュームもある場

合は、「7.12   正サイトのストレージシステムの障害から回復する（226 ページ）」を参

照して、正サイトの障害を回復してください。

ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PSUS/
PSUE

PSUS/
PSUE

Local Block プライマリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -IH1

PSUS/
PSUE

SMPL Local － 1. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、
AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

2. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SFV -IH1
3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定
してください。

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUS/
PSUE

SSWS Block Local セカンダリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -swaps -IH2

PSUS/
PSUE

SMPL Block － 1. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SF -IH1
2. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
VIR_LDEV : 1111
(略)

仮想 LDEV ID が残っていない場合は、正し

い仮想 LDEV ID を設定してください。※1

4. セカンダリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH2

誤ってセカンダリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をセカンダリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID がプライマリボリューム
の実 LDEV ID と一致していることを確認して
ください。

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

－：非該当

注※1

副サイトのストレージシステムでシェアドメモリが揮発する障害が発生した場

合、セカンダリボリュームのペア状態は SMPL に変わり、仮想属性に AM 予約が

割り当てられます。

注※2

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM
ペアの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致

により失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリューム

の容量を一致させてから、この操作を実施してください。

8. セカンダリボリュームへの冗長パスを削除している場合は、冗長パスを追加します。

a. 副サイトの物理パスを取り外している場合は、取り外す前の状態にしてから冗長

パスを追加します。
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b. マルチパスソフトウェアを使用して、手順 1 で削除したセカンダリボリュームへ

の冗長パスを追加します。

 関連リンク 

参照先トピック

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

正しい仮想 LDEV ID の値を設定する（234 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

7.14   正サイトのストレージシステムから Quorum
ディスク用外部ストレージシステムへの物理パスの障
害から回復する

外部ストレージシステムの状態を確認し、正常な場合は、正サイトまたは副サイトのスト

レージシステムから外部ストレージシステムへの物理パスやスイッチなどで障害が発生し

ているおそれがあります。障害が発生している物理パスやスイッチなどを回復します。

正サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージシステムへのすべ

ての物理パスが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバから

のアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.15   副サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージ

システムへの物理パスの障害から回復する（246 ページ）」を参照して、副サイトとしての

物理パスの障害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）※

1

COPY（Block）
※1

○ × P-VOL
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障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

ペア状態が COPY になった直後に、Quorum ディスク用外部ストレージシステムへの物

理パスに障害が発生した場合、プライマリボリュームが PSUE（Local）に、セカンダリ

ボリュームが PSUE（Block）に変わることがあります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、

ff5xyy

• 副サイトのストレージシステム：dd2xyy

障害回復手順

1. Quorum ディスクへの物理パスの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）
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ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

正サイトのストレージシステムから外部ストレージシステムへの物理パスの障害から回復する手順例（ペ
ア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）（243 ページ）

7.14.1   正サイトのストレージシステムから外部ストレージシステ
ムへの物理パスの障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のと
きに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、正サイトのストレージシステムから外部ストレージシステムへ

の物理パスの障害によって、AM ペアが中断状態または Quorum ディスク閉塞状態に変わっ

た場合の回復手順を次に示します。

AM ペアが中断状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モードが Local、セカ

ンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。プライマリボリュームで I/O を継続

します。

AM ペアが Quorum ディスク閉塞状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モー

ドは Mirror(RL)のままですが、セカンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。

プライマリボリュームでサーバからの I/O を継続します。

障害回復の概要
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障害回復の流れ

1. 外部ストレージシステムへのパスを回復します。

a. 物理パスの再接続や SAN の再設定によって、障害が発生した外部ストレージシ

ステムへの物理パスを回復します。

外部ストレージシステムへの物理パスが回復すると、外部パスも自動で回復しま

す。

b. 外部ストレージシステムが正常に接続されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH0
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-1   NML E  D    0 CL5-A  50060e8007823520    1  0   NML  83
3333  V Series   N  M

c. 正サイトのストレージシステムから外部ボリューム情報を取得し、Quorum ディ

スクの LDEV ID を確認します。

コマンド例：

raidcom get external_grp -external_grp_id 1-1 -IH0
T GROUP  P_NO  LDEV#   STS         LOC_LBA        SIZE_LBA       
     Serial#
E 1-1       0   9999   NML  0x000000000000  0x000003c00000       
      833333

d. Quorum ディスクの LDEV ID を指定し、正サイトのストレージシステムから外部

ボリュームが Quorum ディスクとして認識されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -fx -IH0
(略)
QRDID : 0
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
(略)

2. 中断状態の AM ペアを再同期します。

メモ

Quorum ディスク閉塞状態の AM ペアは、手順 1 が完了したあとに、自動で二重化状態に変

わります。
 

a. プライマリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：
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pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 正サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

3. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

正サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージシステムへの物理パスの障害か
ら回復する（241 ページ）
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7.15   副サイトのストレージシステムから Quorum
ディスク用外部ストレージシステムへの物理パスの障
害から回復する

外部ストレージシステムの状態を確認し、正常な場合は、正サイトまたは副サイトのスト

レージシステムから外部ストレージシステムへの物理パスやスイッチなどで障害が発生し

ているおそれがあります。障害が発生している物理パスやスイッチなどを回復します。

副サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージシステムへのすべ

ての物理パスが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバから

のアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

AM を構成する両方のサイトで、次のように AM ペアを組んでいる場合があります。

• AM ペアのプライマリボリュームがサイト 1 に、セカンダリボリュームがサイト 2 に存

在する

• 別の AM ペアのプライマリボリュームがサイト 2 に、セカンダリボリュームがサイト 1
に存在する

この場合は、「7.14   正サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージ

システムへの物理パスの障害から回復する（241 ページ）」を参照して、正サイトとしての

物理パスの障害も回復してください。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）※

1

COPY（Block）
※1

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可
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注※1

ペア状態が COPY になった直後に、Quorum ディスク用外部ストレージシステムへの物

理パスに障害が発生した場合、プライマリボリュームが PSUE（Local）に、セカンダリ

ボリュームが PSUE（Block）に変わることがあります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：dd2xyy

• 副サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、
ff5xyy

障害回復の流れ

1. Quorum ディスクへの物理パスの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

副サイトのストレージシステムから外部ストレージシステムへの物理パスの障害から回復する手順例（ペ
ア状態が PAIR のときに障害が発生した場合）（247 ページ）

7.15.1   副サイトのストレージシステムから外部ストレージシステ
ムへの物理パスの障害から回復する手順例（ペア状態が PAIR のと
きに障害が発生した場合）

ペア状態が PAIR のときに、正サイトのストレージシステムから外部ストレージシステムへ

の物理パスの障害によって、AM ペアが中断状態または Quorum ディスク閉塞状態に変わっ

た場合の回復手順を次に示します。

AM ペアが中断状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モードが Local、セカ

ンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。プライマリボリュームで I/O を継続

します。
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AM ペアが Quorum ディスク閉塞状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モー

ドは Mirror(RL)のままですが、セカンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。

プライマリボリュームでサーバからの I/O を継続します。

障害回復の概要

障害回復の流れ

1. 外部ストレージシステムへのパスを回復します。

a. 物理パスの再接続や SAN の再設定によって、障害が発生した外部ストレージシ

ステムへの物理パスを回復します。

外部ストレージシステムへの物理パスが回復すると、外部パスも自動で回復しま

す。

b. 外部ストレージシステムが正常に接続されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-2   NML E  D    0 CL5-C  50060e8007823521    1  0   NML  83
3333  V Series   N  M
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c. 副サイトのストレージシステムから外部ボリューム情報を取得し、Quorum ディ

スクの LDEV ID を確認します。

コマンド例：

raidcom get external_grp -external_grp_id 1-2 -IH1
T GROUP  P_NO  LDEV#   STS         LOC_LBA        SIZE_LBA       
     Serial#
E 1-2       0   9999   NML  0x000000000000  0x000003c00000       
      833333

d. Quorum ディスクの LDEV ID を指定し、副サイトのストレージシステムから外部

ボリュームが Quorum ディスクとして認識されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x8888 -fx -IH1
（略）
QRDID : 0
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8

（略）

2. 中断状態の AM ペアを再同期します。

メモ

Quorum ディスク閉塞状態の AM ペアは、手順 1 が完了したあとに、自動で二重化状態に変

わります。
 

a. プライマリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 正サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
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c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

3. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

副サイトのストレージシステムから Quorum ディスク用外部ストレージシステムへの物理パスの障害か
ら回復する（246 ページ）

7.16   Quorum ディスクの障害から回復する
Quorum ディスク（外部ストレージシステムのボリューム）が使用できなくなった場合の、

AM ペアのペア状態と I/O モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納

先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方
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障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）※

1

COPY（Block）
※1

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

ペア状態が COPY になった直後に、Quorum ディスクに障害が発生した場合、プライマ

リボリュームが PSUE（Local）に、セカンダリボリュームが PSUE（Block）に変わるこ

とがあります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、

ff5xyy

• 副サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、
ff5xyy

障害回復の流れ

1. Quorum ディスクの障害を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアがある場合は、再同期または再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
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 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

ペア状態が PAIR の場合に Quorum ディスクの障害から回復する手順例（252 ページ）

新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復する（258 ページ）

7.16.1   ペア状態が PAIR の場合に Quorum ディスクの障害から回
復する手順例

ペア状態が PAIR のときに、Quorum ディスクの障害によって AM ペアが中断した場合の回

復手順を次に示します。Quorum ディスクを誤ってフォーマットしてしまった場合も、次の

手順で Quorum ディスクを再作成します。

AM ペアが中断状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モードが Local、セカ

ンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。プライマリボリュームで I/O を継続

します。

AM ペアが Quorum ディスク閉塞状態に変わった場合は、プライマリボリュームの I/O モー

ドは Mirror(RL)のままですが、セカンダリボリュームの I/O モードが Block に変わります。

プライマリボリュームでサーバからの I/O を継続します。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

注意

ここで説明するのは、外部ストレージシステムとして iStorage V シリーズを使用している場合の回

復手順です。その他の外部ストレージシステムを使用している場合は、それぞれの外部ストレージ

システムの回復手順に従って回復操作をしてください。回復操作を実施したら、手順 3 に進んでく

ださい。
 

1. Quorum ディスクを回復します。

a. 外部ストレージシステムで Quorum ディスクを閉塞させます。

b. 外部ストレージシステムで Quorum ディスクをフォーマットします。

フォーマットによって Quorum ディスクが障害から回復した場合は、手順 h に進

みます。障害から回復しない場合は、手順 c に進みます。

メモ

AM ペアを維持したまま、新しい外部ストレージと交換して Quorum ディスクを回復

することもできます。詳細は、関連リンクを参照してください。
 

c. 外部ストレージシステムで Quorum ディスクの次に示す情報を確認します。
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- ベンダー名

- 装置名称

- ボリュームプロパティ

- デバイス ID（情報が有効な場合）

- シリアル番号

- SSID

- プロダクト ID

- LBA 容量（障害発生前の Quorum ディスクの容量以上であること）

- CVS 属性

上記の各情報の詳細と確認方法については、『Universal Volume Manager ユーザガ

イド』を参照してください。CVS 属性の確認方法については、「表 外部ストレー

ジシステムから CVS 属性の有無を確認する方法」を参照してください。

d. 外部ストレージシステムで Quorum ディスクへの LU パスを削除します。

e. 外部ストレージシステムで Quorum ディスクとして使用しているボリュームを

削除します。

f. 外部ストレージシステムで新しいボリュームを作成します。

LDEV ID は障害発生前から使用していた Quorum ディスクの LDEV ID と同じ値

を設定します。

同じ値を設定できない場合は、手順 3 に進みます。また、次に示す情報は障害発

生前に Quorum ディスクで使用していた情報と同じものを設定してください。

同じ情報を設定できない場合は手順 3 に進みます。

- ベンダー名

- 装置名称

- ボリュームプロパティ

- デバイス ID（情報が有効な場合）

- シリアル番号

- SSID

- プロダクト ID

- LBA 容量（障害発生前の Quorum ディスクの容量以上であること）

- CVS 属性

上記の各情報の詳細と確認方法については、『Universal Volume Manager ユーザガ

イド』を参照してください。CVS 属性の確認方法については、「表 外部ストレー

ジシステムから CVS 属性の有無を確認する方法」および「表 外部ストレージシ

ステムでのボリューム作成時に CVS 属性が付く条件」を参照してください。
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g. 外部ストレージシステムで、新しく作成したボリュームに LU パスを設定しま

す。

LU 番号は、障害発生前から使用していた Quorum ディスクの LU 番号と同じ値

を設定します。

同じ値を設定できない場合は、手順 3 に進みます。

h. 正サイトと副サイトのストレージシステムから、外部ストレージシステムまたは

Quorum ディスクを再接続します。

2. 中断状態の AM ペアを再同期します。

メモ

Quorum ディスク閉塞状態の AM ペアは、手順 1 が完了したあとに、自動で二重化状態に変

わります。
 

a. プライマリボリュームの I/O モードが Local であることを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

b. 正サイトのストレージシステムで、ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

c. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
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pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

手順 4 へ進みます。

3. AM ペアを再作成します。

a. 正サイトのストレージシステムから、障害が発生している Quorum ディスクを使

用しているすべての AM ペアを削除します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -S -d dev1 -IH0

b. AM ペアが削除されたことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU), Seq#,   LDEV#.P/S, Status,
Fence,   %,    P-LDEV# M   CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)      (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-
oraHA   dev1(R)      (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. SMPL ---- 
------,  ----- -----   -   -   -   -  -        -      -       -/-

c. 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方から、Quorum ディスクを削除

します。

d. 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方から、Quorum ディスクを追加

します。

e. 正サイトのストレージシステムから、AM ペアを作成します。

コマンド例：paircreate -g oraHA -f never -vl -jq 0 -d dev1 -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペ

アの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致によ

り失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を

一致させてから、この操作を実施してください。
 

f. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
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oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

自動でサーバからの I/O が再開されていることもあります。

メモ

正サイトに外部ストレージシステムを設置している場合、正サイトのストレージシステムと外部ス

トレージシステムの両方に障害が発生したときは、副サイトのストレージシステムで AM ペアを強

制解除してください。そのあとで、AM ペアを再作成してください。
 

表 7-2   外部ストレージシステムから CVS 属性の有無を確認する方法

インタフェース CVS 属性の確認方法

RAID Manager 外部ストレージシステムで Quorum ディスクとして使用している LDEV につい
て、RAID Manager から raidcom get ldev コマンドを実行し、VOL_TYPE に CVS 属
性の記載があるかどうか確認してください。raidcom get ldev コマンドの詳細につ
いては、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

表 7-3   外部ストレージシステムでのボリューム作成時に CVS 属性が付く条件

インタフェース 条件 CVS 属性

RAID Manager 内部ボリュームまたは外部ボリューム 付く

DP-VOL V100, V300, V110, V310 付く

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復する（258 ページ）

正サイトに発生した障害から回復する（外部ストレージシステムを正サイトに設置した場合）（270 ペー
ジ）
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7.16.2   新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復す
る

故障した外部ストレージシステムと、新しい外部ストレージを交換することで、AM ペアを

削除しないで、Quorum ディスクの障害から回復できます。

 関連リンク 

参照先トピック

新しい外部ストレージシステムと交換する（258 ページ）

Quorum ディスクの状態の Failed を解決する手順例（263 ページ）

Quorum ディスクの状態（27 ページ）

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームグループを作成する（126 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する（129 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

7.16.2.1   新しい外部ストレージシステムと交換する

故障した外部ストレージシステムと、新しい外部ストレージを交換する手順を次に示しま

す。
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障害回復の概要

障害回復の流れ

注意

AM ペアが同じ Quorum ディスク ID に指定されていない場合、いったん Quorum ディスクを削除し

たあとに、Quorum ディスクを再度作成してください。AM ペアが同じ Quorum ディスク ID に指定

されていないまま、新しい Quorum ディスクに交換すると、正しく Quorum ディスクを交換できな

いことがあります。Quorum ディスクを再度作成したあとは、必要に応じて AM ペアを作成してく

ださい。
 

1. Quorum ディスクを用意します。

a. 外部ストレージシステムのディスクをフォーマットします。

b. 外部ストレージシステムのディスクを、正サイトと副サイトのストレージシステ

ムにマッピングします。
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作業の流れは、Quorum ディスクを作成する流れと同じです。ただし、外部ボ

リュームを Quorum ディスクに設定する作業は不要です。詳細は、関連リンクを

参照してください。

2. Quorum ディスクの状態を確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Blocked になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 2045
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : BLOCKED

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Blocked になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 2045
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : BLOCKED

3. Quorum ディスク閉塞時のペア動作モードを確認し、必要に応じて AM ペアを分割し

ます。

a. Quorum ディスク閉塞時のペア動作モードを確認します。

コマンド例：

# pairdisplay -g oraHA -fcxe -d dev0
Group PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,Fence,%,
P-LDEV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM
oraHA dev0(L) (CL1-C-0, 0, 0) 811111 400.P-VOL PAIR NEVER,100
500 - - 0 1 - - - L/M AA
oraHA dev0(R) (CL7-C-0,28, 0) 822222 500.S-VOL PAIR NEVER,100
400 - - 0 1 - - - L/M AA

QMが AAの場合は、手順 4 に進みます。QMが AA以外の場合は、手順 b.に進みま

す。

b. AM ペアが分割されていない場合は、AM ペアを分割します。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -IH0
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4. Quorum ディスク用の外部ボリュームを、新しい Quorum ディスク用の外部ボリューム

と交換します。

a. 正サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH0

b. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

c. 副サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH1

d. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

メモ

raidcom replace quorumコマンドが正常に実行された場合、数秒で Quorum ディスクの状

態が Replacing に変わります。5 分経過しても、Quorum ディスクの状態が Blocked から変わ

らない場合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

5. 手順 3.で AM ペアを分割した場合、AM ペアを再同期します。

コマンド例：

pairresync -g oraHA -IH0
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メモ

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

6. Quorum ディスクの状態が Normal になっていることを確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Normal になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : NORMAL

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Normal になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : NORMAL

raidcom replace quorumコマンドが正常に実行された場合、1 分以内に Quorum
ディスクの状態が Normal に変わります。5 分経過しても、Quorum ディスクの状態が

Replacing から変わらない場合は、ストレージシステム間のリモートパスの状態が正常

であることを確認してください。また、手順 5.で AM ペアを再同期した場合、正常に

同期していることを確認してください。

メモ

ストレージシステムの障害などによって、交換中の Quorum ディスクの状態が、Normal に初

期化される場合があります。この場合、障害が発生していない相手側のストレージシステム

の Quorum ディスクの状態が、5 分経過しても Replacing から変わらないことがあります。こ

の場合、障害回復後に AM ペアを再同期すると、Normal に変わります。

Quorum ディスク交換後、Quorum ディスク ID に AM ペアが割り当たっていない場合も、

Quorum ディスクの状態が Replacing から変わりません。この場合、Quorum ディスクを削除

して Quorum ディスクを作成したあとに、AM ペアを作成することを推奨します。Quorum
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ディスクを削除しないで AM ペアを作成する場合は、AM ペアを作成後、もう一度手順 6.を
実施してください。

これらを実行しているにも関わらず、Quorum ディスクの状態が Replacing から変わらない場

合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

メモ

Quorum ディスクの状態が Failed の場合は、交換先の Quorum ディスクが、正サイトのスト

レージシステムと副サイトのストレージシステムでそれぞれ異なっているおそれがありま

す。正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステムで、同じ Quorum ディ

スクに接続するように外部ボリュームを指定して、Quorum ディスクの状態の Failed を解決

してください。詳細は、関連リンクを参照してください。同じ Quorum ディスクに接続する

ように外部ボリュームを指定したあとは、手順 5 以降の手順を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復する（258 ページ）

Quorum ディスクの状態の Failed を解決する手順例（263 ページ）

7.16.2.2   Quorum ディスクの状態の Failed を解決する手順例

交換先の Quorum ディスクが、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシス

テムでそれぞれ異なると、Quorum ディスクの状態が Failed になります。この場合、Quorum
ディスクとの接続を切断したあと、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換して

ください。

障害回復の流れ

1. Quorum ディスクの状態を確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続を切断します。

コマンド例：

raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x2045 -IH0

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続を切断します。

コマンド例：

raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x2045 -IH1

2. Quorum ディスクとの接続が切断されていることを確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続が切断されている

ことを確認します。
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コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH0
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-1   DSC E  D    0 CL5-A  50060e8007823520     1   0 NML  83
3333  V Series   N M

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続が切断されている

ことを確認します。

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-2   DSC E  D    0 CL5-C  50060e8007823521     1   0 NML  83
3333  V Series   N M

3. Quorum ディスク用の外部ボリュームを、新しい Quorum ディスク用の外部ボリューム

と交換します。

a. 正サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH0

b. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

c. 副サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH1

d. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：
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raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

メモ

raidcom replace quorumコマンドが正常に実行された場合、数秒で Quorum ディス

クの状態が Replacing に変わります。数分経過しても、Quorum ディスクの状態が

Failed から変わらない場合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

新しい外部ストレージシステムと交換して障害から回復する（258 ページ）

新しい外部ストレージシステムと交換する（258 ページ）

AM ペアを維持したまま外部ストレージシステムを交換する（290 ページ）

7.17   外部ストレージシステムの障害から回復する
外部ストレージシステムが使用できなくなった場合の、AM ペアのペア状態と I/O モード、

サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR
（Mirror(RL)）

○ ○ P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） COPY
（Mirror(RL)）※

2

COPY（Block）
※2

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム
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S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

AM ペアの条件によって、障害発生後のペア状態および I/O モードが異なります。詳細

は、関連項目を参照してください。

注※2

ペア状態が COPY になった直後に、外部ストレージに障害が発生した場合、プライマリ

ボリュームが PSUE（Local）に、セカンダリボリュームが PSUE（Block）に変わること

があります。

SIM
• 正サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、

ff5xyy

• 副サイトのストレージシステム：21d0xy、21d2xx、dd2xyy、def0zz、ef5xyy、efd000、
ff5xyy

障害回復の流れ

1. 外部ストレージシステムの障害を回復します。

詳細は、外部ストレージシステムのベンダーにお問い合わせください。

2. 障害によって中断した AM ペアがある場合は、再同期または再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）
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7.18   その他の障害から回復する
上記以外の障害の要因によって AM ペアが中断された場合の、AM ペアのペア状態と I/O
モード、サーバからのアクセス可否、および最新のデータの格納先の変化を次に示します。

障害発生前 障害発生後

ペア状態（I/O モード） ペア状態（I/O モード） サーバからのアクセ
ス可否

最新のデータ
の格納先

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PAIR
（Mirror(RL)）※

1

PSUE（Local） PSUE（Block） ○ × P-VOL

PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） ○ × P-VOL と S-
VOL の両方

PAIR
（Mirror(RL)）

PAIR（Block） PSUE（Block） SSWS（Local） × ○ S-VOL

COPY
（Mirror(RL)）

COPY（Block） PSUE（Local） PSUE/COPY
（Block）

○ × P-VOL

×※2 × P-VOL

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

PSUS/PSUE
（Local）

SSUS/PSUE
（Block）

○ × P-VOL

×※2 × P-VOL

PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） PSUS/PSUE
（Block）

SSWS（Local） × ○ S-VOL

× ×※3 S-VOL

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

○：アクセス可

×：アクセス不可

注※1

AM ペアの条件によって、障害発生後のペア状態および I/O モードが異なります。詳細

は、関連項目を参照してください。

注※2

障害の要因によっては、プライマリボリュームにアクセスできなくなった場合に、プラ

イマリボリュームとセカンダリボリュームの両方にアクセスできなくなります。

注※3

障害の要因によっては、セカンダリボリュームにアクセスできなくなった場合に、プラ

イマリボリュームとセカンダリボリュームの両方にアクセスできなくなります。
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SIM
• 正サイトのストレージシステム：障害の種類によって異なる

• 副サイトのストレージシステム：障害の種類によって異なる

障害回復の流れ

1. 障害の要因を回復します。

2. 障害によって中断した AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクが閉塞または Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成時のサーバ I/O とのデー
タ二重化の動作（25 ページ）

ペア状態および I/O モードとサーバからのアクセス可否と最新のデータの格納先（障害発生前）（187 ペー
ジ）

その他の要因で AM ペアが中断した場合の回復手順例（268 ページ）

7.18.1   その他の要因で AM ペアが中断した場合の回復手順例

その他の要因で AM ペアが中断した場合の回復の流れの例を、次に示します。

障害回復の流れ

1. 障害部位を回復します。

a. 正サイトと副サイトのストレージシステムで発生する SIM などから、AM ペア

を中断させるような障害が発生していないかを確認します。

b. 障害が発生している場合は、障害種別に応じてトラブルシュートを実施し、障害

要因を取り除きます。

2. Quorum ディスクの状態を確認し、閉塞している場合は回復します。Quorum ディスク

にボリュームを設定しない場合、Quorum ディスクの回復手順は不要です。

3. AM ペアを再同期します。

a. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの I/O モードを確認

します。
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コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PSUE 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - B/B
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PSUE 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/L

b. プライマリボリュームの I/O モードが Local の場合は、正サイトのストレージシ

ステムから AM ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

c. セカンダリボリュームの I/O モードが Local の場合は、副サイトのストレージシ

ステムから AM ペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

正サイトのストレージシステムのボリュームがセカンダリボリューム、副サイト

のストレージシステムのボリュームがプライマリボリュームに変わります。

d. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方と

も PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

4. マルチパスソフトウェアを使用して、セカンダリボリュームへの I/O を再開します。

5. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。
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注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

上記手順で回復しない場合は、お問い合わせ先に連絡してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

Quorum ディスクの障害から回復する（250 ページ）

その他の障害から回復する（267 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.19   正サイトに発生した障害から回復する（外部ス
トレージシステムを正サイトに設置した場合）

Qurum ディスク用外部ストレージシステムを正サイトに設置した場合、正サイトに障害が発

生したときは、正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステ

ムに、同時に障害が発生するおそれがあります。正サイトのストレージシステムと Quorum
ディスク用外部ストレージシステムに同時に障害が発生すると、AM ペアが中断し、AM ボ

リュームへのアクセスが停止します。この場合の回復手順の例を次に示します。
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障害回復の概要

障害の部位 発生することのある SIM のリファレン
スコード

AM ボリュームへのアクセ

ス可否※1

正サイトのスト
レージシステム

副サイトのスト
レージシステム

P-VOL S-VOL

正サイトのストレージシステムと
Quorum ディスク用外部ストレー
ジシステムの両方

障害の種類による
※2

• dd0xyy
• dd2xyy
• dd3xyy
• 2180xx
• 21d0xx
• 21d2xx
• ef5xyy
• efd000
• ff5xyy
• def0zz

× ×※3

（凡例）

×：アクセスできない

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム
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注※1

iStorage V110/V310 を構成するハードウェア（ドライブ、キャッシュ、CHB、DKB、MPB
など）は冗長化されています。冗長化されているハードウェアの一部で障害が発生して

も、AM ペアが障害によって中断したり、AM ボリュームへアクセスできなくなったり

することはありません。また、次のパスを冗長化すると、ハードウェアの一部で障害が

発生しても AM ペアが障害によって中断したり、AM ボリュームへアクセスできなく

なったりすることはありません。

• サーバと正サイトおよび副サイトのストレージシステム間の物理パス

• 正サイトおよび副サイトのストレージシステムと外部ストレージシステム間の物

理パス

• 正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パス

注※2

障害の種類に応じた SIM が発生します。障害によって SIM を参照できないこともあり

ます。

注※3

セカンダリボリュームのペア状態が SSWS のときに障害が発生した場合は、セカンダリ

ボリュームにアクセスできます。

障害回復の流れ

「6.8   AM ペアの I/O モードを強制的に変更する（172 ページ）」を参照して回復してくださ

い。

1. マルチパスソフトウェアを使用して、AM ペアのプライマリボリュームへのパスを削

除します。

2. 副サイトのストレージシステムで、AM ペアを強制削除します。

AM ペアを強制削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、サーバからアクセスできる

ようにしてください。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -d dev1 -RFV -IH2

3. 仮想 LDEV ID が残っていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : 1111
(略)

4. AM ペアが削除されたことを確認します。
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5. マルチパスソフトウェアを使用して、AM ペアのセカンダリボリュームへの I/O を再

開します。

6. 障害が発生している正サイトのストレージシステムを回復します。

7. 正サイトのストレージシステムで、AM ペアを強制削除します。

AM ペアを強制削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、サーバからアクセスでき

ないようにしてください。

正サイトのストレージシステムで発生した障害の種別によっては、正サイトのスト

レージシステムを回復すると、プライマリボリュームのペア状態が SMPL に変わり、

仮想属性に AM 予約が割り当てられていることがあります。この場合、AM ペアの強

制削除は不要です。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -d dev1 -SF -IH1

8. 仮想 LDEV ID が、AM 予約になっていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示しています。

9. AM ペアが削除されたことを確認します。

10. 障害が発生している外部ストレージシステムを回復します。

11. 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方から、Quorum ディスクを削除しま

す。

外部ストレージシステムで発生した障害の種別によっては、外部ストレージシステム

を回復すると、Quorum ディスクが削除されていることがあります。この場合、Quorum
ディスクの削除は不要です。

12. 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方から、Quorum ディスクを追加しま

す。

13. 副サイトのストレージシステムで、AM ペアを再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
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誤ってセカンダリボリュームの仮想 LDEV ID を削除すると、再度 AM ペアを作成でき

ません。raidcom map resource コマンドを使用して、仮想 LDEV ID をセカンダリボ

リュームに再設定してください。

コマンド例：raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -virtual_ldev_id 0x1111
-IH1

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使用して、仮想 LDEV ID がプライマリ

ボリュームの実 LDEV ID と一致していることを確認してください。

14. マルチパスソフトウェアを使用して、AM ペアのプライマリボリュームへのパスを追

加し、I/O を再開します。

15. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM の障害の発生部位（180 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

7.20   AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームを入れ替える

障害リカバリの途中で、正サイトのボリュームがセカンダリボリュームに、副サイトのボ

リュームがプライマリボリュームに変わる場合があります。その場合、プライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームを入れ替えます。

障害回復の流れ

1. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムにあ

るプライマリボリュームへの I/O を停止します。

冗長パスを削除できない場合も、次の手順へ進みます。

2. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが逆転していることを確認

します。

コマンド例：
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pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

3. 正サイトのストレージシステムで、セカンダリボリュームのペア状態を SSWS に変更

して、AM ペアを中断します（スワップサスペンド）。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -d dev1 -RS -IH0

4. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを

入れ替えて、AM ペアを再同期します（スワップリシンク）。

コマンド例：pairresync -g oraHA -d dev1 -swaps -IH0

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

5. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH0
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M

pairdisplay -g oraHA -fxce -IH1
Group   PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,   LDEV#.P/S,  Status,
Fence,   %,P-LDEV# M CTG JID AP EM       E-Seq# E-LDEV# R/W
oraHA   dev1(L)     (CL1-C-0, 0,   0)822222  4444. S-VOL PAIR 
NEVER ,  100  2222 -   -   0  -  -            -       - L/M
oraHA   dev1(R)     (CL1-A-0, 0,   0)811111  2222. P-VOL PAIR 
NEVER ,  100  4444 -   -   0  -  -            -       - L/M

6. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムにあ

るセカンダリボリュームへの I/O を再開します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）
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7.21   障害から回復して AM ペアを再作成できない場
合に AM ペアを作成する

障害からの回復作業で AM ペアを強制削除した場合、回復後の環境で AM ペアを再作成で

きないことがあります。このような場合に、AM ペアを再作成する手順を説明します。な

お、AM ペアの強制削除を実行する必要がある回復作業については、関連項目を参照してく

ださい。

 関連リンク 

参照先トピック

正サイトのストレージシステムの障害から回復する（226 ページ）

副サイトのストレージシステムの障害から回復する（236 ページ）

正サイトに発生した障害から回復する（外部ストレージシステムを正サイトに設置した場合）（270 ペー
ジ）

プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方から仮想 LDEV ID が削除されている場合の AM
ペアの作成手順（276 ページ）

プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方に仮想 LDEV ID が設定されている場合の AM ペ
アの作成手順（278 ページ）

7.21.1   プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方から
仮想 LDEV ID が削除されている場合の AM ペアの作成手順

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームとセカンダリボリュームの仮想属性を確認します。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方の仮想属性に、AM 予約が割り

当てられていることを確認します。

コマンド例：

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）とセカンダリボリューム（LDEV ID：

0x5555）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444 VIR_LDEV : ffff
(略)
raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
LDEV : 5555 VIR_LDEV : ffff
(略)

仮想属性に AM 予約が割り当てられているボリュームに、raidcom get ldevコマン

ドを実行すると、VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」が表示されます。

2. プライマリボリュームへの LU パスをすべて削除します。
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3. プライマリボリュームの AM 予約を解除します。

コマンド例：

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）の AM 予約を解除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id reserve -IH0

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444 VIR_LDEV : fffe
(略)

AM 予約が解除されたボリュームには、仮想 LDEV ID が割り当てられていません。仮

想 LDEV ID が割り当てられていないボリュームに、raidcom get ldevコマンドを実

行すると、VIR_LDEV（仮想 LDEVID）に「fffe」が表示されます。

4. プライマリボリュームに仮想 LDEV ID を設定します。

コマンド例：

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）に、仮想 LDEV ID の 0x4444 を設定しま

す。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x4444 -IH0

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444 VIR_LDEV : 4444
(略)

5. プライマリボリュームとセカンダリボリュームの仮想属性を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444
(略)
raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
LDEV : 5555 VIR_LDEV : ffff
(略)

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）に仮想 LDEV ID の 0x4444 が割り当てら

れていて、セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）に AM 予約（VIR_LDEV：

ffff）が割り当てられています。

6. プライマリボリュームに使用するポートとホストグループを指定して、LU パスを再設

定します。
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7. AM ペアを再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

障害から回復して AM ペアを再作成できない場合に AM ペアを作成する（276 ページ）

7.21.2   プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方に仮
想 LDEV ID が設定されている場合の AM ペアの作成手順

障害回復の流れ

1. プライマリボリュームとセカンダリボリュームの仮想属性を確認します。

コマンド例：

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）とセカンダリボリューム（LDEV ID：

0x5555）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444
(略)
raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
LDEV : 5555
(略)

2. セカンダリボリュームへのすべての LU パスを削除します。

3. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）の仮想 LDEV ID（0x5555）を削除しま

す。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x5555 -virtual_ldev_id 0x5555 -IH1

セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
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LDEV : 5555 VIR_LDEV : fffe
(略)

仮想 LDEV ID が割り当てられていないボリュームに、raidcom get ldevコマンドを

実行すると、VIR_LDEV（仮想 LDEVID）に「fffe」が表示されます。

4. セカンダリボリュームの仮想属性に AM 予約を設定します。

コマンド例：

セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）に、AM 予約属性を設定します。

raidcom map resource -ldev_id 0x5555 -virtual_ldev_id reserve -IH1

セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）の情報を表示します。

raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
LDEV : 5555 VIR_LDEV : ffff
(略)

セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）に AM 予約（VIR_LDEV：ffff）が割り当

てられています。

5. プライマリボリュームとセカンダリボリュームの仮想属性を確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH0
(略)
LDEV : 4444
(略)
raidcom get ldev -ldev_id 0x5555 -fx -IH1
(略)
LDEV : 5555 VIR_LDEV : ffff
(略)

プライマリボリューム（LDEV ID：0x4444）に仮想 LDEV ID の 0x4444 が割り当てら

れていて、セカンダリボリューム（LDEV ID：0x5555）に AM 予約（VIR_LDEV：

ffff）が割り当てられています。

6. セカンダリボリュームに使用するポートとホストグループを指定して、LU パスを再設

定します。

7. AM ペアを再作成します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
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 関連リンク 

参照先トピック

障害から回復して AM ペアを再作成できない場合に AM ペアを作成する（276 ページ）

7.22   複数の部位に障害が発生したときには
複数の部位に障害が発生した場合は、次の手順で障害から回復します。

障害回復の流れ

1. ストレージシステムから発行される SIM や、SAN 管理ソフトウェアなどから障害部位

を特定して、障害から回復します。

2. 両方のボリュームのデータが消失してしまった場合は、バックアップソフトウェアや、

Local Replication、Snapshot のボリュームなどを使用して、バックアップデータからデー

タを回復します。

3. サーバからの I/O が停止している場合は、サーバからの I/O を再開します。

4. AM ペアが中断している場合は、AM ペアを再同期します。

注意

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM ペアの作

成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致により失敗します。

もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリュームの容量を一致させてから、この

操作を実施してください。
 

AM ペアを再同期できないときは、ペア状態と I/O モードによって、次のとおり手順

が異なります。

ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL

PSUE COPY Local Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、
サーバからアクセスできないようにしてく
ださい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定
してください。

3. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SFV -IH1
4. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

5. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

SMPL COPY － Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、
サーバからアクセスできないようにしてく
ださい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定

してください。※1

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUS/
PSUE

SSWS Block Local セカンダリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -swaps -IH2

SMPL SSWS － Local 1. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が、
AM 予約になっていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

2. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RFV -IH2
3. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : 1111
(略)

4. セカンダリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH2

誤ってセカンダリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をセカンダリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID がプライマリボリューム
の実 LDEV ID と一致していることを確認して
ください。

PSUS/
PSUE

SSUS/
PSUE

Local Block プライマリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -IH1

SMPL SSUS/
PSUE

－ Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定

してください。※1

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUE PSUE Block Block 1. セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

セカンダリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を削除して、
サーバからアクセスできないようにしてく
ださい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -RF -IH2
2. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SFV -IH1
4. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認します。

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定
してください。

5. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUS/
PSUE

PSUS/
PSUE

Local Block プライマリボリュームを指定して AM ペアを再

同期する。※2

コマンド例：

pairresync -g oraHA -d dev1 -IH1

PSUS/
PSUE

SMPL Local － 1. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が、
AM 予約になっていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

2. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SFV -IH1
3. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が

残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
(略)

VIR_LDEVの情報は、LDEV の情報と同じ場
合表示されません。仮想 LDEV ID が残って
いない場合は、正しい仮想 LDEV ID を設定
してください。

4. プライマリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH1

誤ってプライマリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をプライマリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x1111 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

デフォルトの仮想 LDEV ID は、実 LDEV ID と
同じです。

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID が実 LDEV ID と一致し
ていることを確認してください。

PSUS/
PSUE

SMPL Block － 1. プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除する。

プライマリボリュームから AM ペアを強制
削除するときは、仮想 LDEV ID を残して、
サーバからアクセスできるようにしてくだ
さい。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -d dev1 -SF -IH1
2. プライマリボリュームの仮想 LDEV ID が、

AM 予約になっていることを確認します。

コマンド例：
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ペア状態 I/O モード 手順

P-VOL S-VOL P-VOL S-VOL
raidcom get ldev -ldev_id 0x1111 -fx
 -IH1
(略)
LDEV : 1111
VIR_LDEV : ffff
(略)

VIR_LDEV : ffffは、AM 予約を示してい
ます。AM 予約になっていない場合は、正し
い仮想 LDEV ID を設定してください。

3. セカンダリボリュームの仮想 LDEV ID が
残っていることを確認する。

コマンド例：

raidcom get ldev -ldev_id 0x2222 -fx
 -IH2
(略)
LDEV : 2222
VIR_LDEV : 1111
(略)

仮想 LDEV ID が残っていない場合は、正し

い仮想 LDEV ID を設定してください。※1

4. セカンダリボリュームを指定して AM ペア

を再作成する。※2

コマンド例：

paircreate -g oraHA -d dev1 -f never
 -vl -jq 1 -IH2

誤ってセカンダリボリュームの仮想 LDEV ID
を削除すると、再度 AM ペアを作成できません。
raidcom map resource コマンドを使用して、仮想
LDEV ID をセカンダリボリュームに再設定して
ください。

コマンド例：

raidcom map resource -ldev_id 0x2222 -v
irtual_ldev_id 0x1111 -IH1

仮想 LDEV ID の再設定後に、確認コマンドを使
用して、仮想 LDEV ID がプライマリボリューム
の実 LDEV ID と一致していることを確認して
ください。

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

－：非該当
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注※1

副サイトのストレージシステムでシェアドメモリが揮発する障害が発生した場

合、セカンダリボリュームのペア状態は SMPL に変わり、仮想属性に AM 予約が

割り当てられます。

注※2

AM ペアの片方のボリュームの容量拡張が成功した後に障害が発生した場合、AM
ペアの作成、再同期、スワップリシンク、および horctakeover 操作は、容量不一致

により失敗します。もう片方のボリュームの容量を拡張して、両方のボリューム

の容量を一致させてから、この操作を実施してください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）
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第 8 章   
Active Mirror の保守運用
ここでは、Active Mirror（AM）を継続的に運用するに当たり、必要な保守作業について説明

します。

8.1   AM ペアを維持したまま外部ストレージシステム
を交換する

稼働している外部ストレージシステムが古い場合、AM ペアを維持したまま、新しい外部ス

トレージシステムと交換できます。

注意

AM ペアが同じ Quorum ディスク ID に指定されていない場合、いったん Quorum ディスクを削除し

たあとに、Quorum ディスクを再度作成してください。AM ペアが同じ Quorum ディスク ID に指定

されていないまま、新しい Quorum ディスクに交換すると、正しく Quorum ディスクを交換できな

いことがあります。Quorum ディスクを再度作成したあとは、必要に応じて AM ペアを作成してく

ださい。
 

操作手順

1. Quorum ディスク閉塞時のペア動作モードを確認し、必要に応じて AM ペアを分割し

ます。

a. Quorum ディスク閉塞時のペア動作モードを確認します。

コマンド例：

# pairdisplay -g oraHA -fcxe -d dev0
Group PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#,LDEV#.P/S,Status,Fence,%,
P-LDEV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM
oraHA dev0(L) (CL1-C-0, 0, 0) 811111 400.P-VOL PAIR NEVER,100
500 - - 0 1 - - - L/M AA
oraHA dev0(R) (CL7-C-0,28, 0) 822222 500.S-VOL PAIR NEVER,100
400 - - 0 1 - - - L/M AA

QMが AAの場合は、手順 2 に進みます。QMが AA以外の場合は、手順 b.に進みま

す。

b. AM ペアが分割されていない場合は、AM ペアを分割します。

コマンド例：

pairsplit -g oraHA -IH0

2. 手順 1.で AM ペアを分割した場合、AM ペアを再同期します。
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コマンド例：

pairresync -g oraHA -IH0

3. Quorum ディスクとの接続を切断します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続を切断します。

コマンド例：

raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x2045 -IH0

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続を切断します。

コマンド例：

raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x2045 -IH1

4. Quorum ディスクとの接続が切断されているかを確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続が切断されている

ことを確認します

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH0
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-1   DSC E  D    0 CL5-A  50060e8007823520    1  0   NML  83
3333  V Series   N  M

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクとの接続が切断されている

ことを確認します

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Se
rial# PRODUCT_ID LB PM
  1 1-2   DSC E  D    0 CL5-C  50060e8007823521    1  0   NML  83
3333  V Series   N  M

5. 新しい Quorum ディスクを用意します。

a. 外部ストレージシステムのディスクをフォーマットします。

b. 外部ストレージシステムのディスクを、正サイトと副サイトのストレージシステ

ムにマッピングします。

作業の流れは、Quorum ディスクを作成する流れと同じです。ただし、外部ボ

リュームを Quorum ディスクに設定する作業は不要です。詳細は、関連リンクを

参照してください。

6. Quorum ディスクの状態を確認します。
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a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Blocked になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 2045
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : BLOCKED

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Blocked になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 2045
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : BLOCKED

7. 新しい Quorum ディスクの LDEV と交換します。

a. 正サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH0

b. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

c. 副サイトのストレージシステムで、現在の Quorum ディスク用の外部ボリューム

を、新しい Quorum ディスク用の外部ボリュームと交換します。

コマンド例：

raidcom replace quorum -quorum_id 1 -ldev_id 1234 -IH1
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d. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Replacing になっ

ていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : REPLACING

メモ

raidcom replace quorumコマンドが正常に実行された場合、数秒で Quorum ディスクの状

態が Replacing に変わります。数分経過しても、Quorum ディスクの状態が Blocked から変わ

らない場合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

8. Quorum ディスクの状態が Normal になっていることを確認します。

a. 正サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Normal になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH0
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 811111
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : NORMAL

b. 副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスクの状態が Normal になって

いることを確認します。

コマンド例：

raidcom get quorum -quorum_id 1 -IH1
QRDID : 1
LDEV : 1234
QRP_Serial# : 822222
QRP_ID : M8
Timeout(s) : 30
STS : NORMAL

raidcom replace quorumコマンドが正常に実行された場合、1 分以内に Quorum
ディスクの状態が Normal に変わります。5 分経過しても、Quorum ディスクの状態が

Replacing から変わらない場合は、ストレージシステム間のリモートパスの状態が正常

であることを確認してください。また、手順 2.で AM ペアを再同期した場合、正常に

同期していることを確認してください。
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メモ

ストレージシステムの障害などによって、Quorum ディスクの状態が Replacing から Normal
に変わった場合、障害が発生していないストレージシステムの Quorum ディスクの状態が、

5 分経過しても Replacing から変わらないことがあります。この場合、障害回復後に AM ペ

アを再同期すると、Normal に変わります。

Quorum ディスク交換後、Quorum ディスク ID に AM ペアが割り当たっていない場合も、

Quorum ディスクの状態が Replacing から変わりません。この場合、Quorum ディスクを削除

して Quorum ディスクを作成したあとに、AM ペアを作成することを推奨します。Quorum
ディスクを削除しないで AM ペアを作成する場合は、AM ペア作成後、もう一度手順 8.を実

施してください。

これらを実行しているにも関わらず、Quorum ディスクの状態が Replacing から変わらない場

合は、お問い合わせ先に連絡してください。
 

メモ

Quorum ディスクの状態が Failed の場合は、交換先の Quorum ディスクが、正サイトのスト

レージシステムと副サイトのストレージシステムでそれぞれ異なっているおそれがありま

す。正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステムで、同じ Quorum ディ

スクに接続するように外部ボリュームを指定して、Quorum ディスクの状態の Failed を解決

してください。詳細は、関連リンクを参照してください。

同じ Quorum ディスクに接続するように外部ボリュームを指定したあとは、手順 8.以降の手

順を実施してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

Quorum ディスクの状態（27 ページ）

Quorum ディスクを作成する（125 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームグループを作成する（126 ページ）

Quorum ディスク用の外部ボリュームを作成する（129 ページ）

Quorum ディスクの状態の Failed を解決する手順例（263 ページ）

8.2   ペアを維持したまま DP-VOL の容量を拡張する
Active Mirror ボリューム、Synchronous Replication ボリューム、Asynchronous Replication ボ

リューム、Local Replication ボリューム、または Snapshot ボリュームのペアでは、各プログ

ラムプロダクトのペアを維持したまま、ペアで使用している DP-VOL の容量を拡張できま

す。
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8.2.1   AM ペアで使用している DP-VOL の容量を拡張する

AM ペアのボリュームとして使用している DP-VOL の容量拡張手順を次に示します。

ここでは、AM ペア単体を容量拡張する場合の手順を説明しています。他のプログラムプロ

ダクトと連携した構成で容量拡張をする場合は、「8.2.2   プログラムプロダクトを連携した

状態での DP-VOL の容量拡張（298 ページ）」を参照してください。

前提条件

• 拡張する仮想ボリュームが外部ボリュームではないこと

• 拡張する仮想ボリュームが LDEV フォーマット中ではないこと

• 拡張する仮想ボリュームに関連づけているプールが、次の状態のどれかであること

- 正常

- しきい値超えしていない

- プールの縮小を実行中でない

• 「8.2   ペアを維持したまま DP-VOL の容量を拡張する（294 ページ）」に記載されている

ストレージシステム上に作成されたボリュームであること

操作手順

1. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方について、前提条件

を満たしているか確認します。

メモ

AM ペアの片方のボリュームだけが容量拡張に成功し、もう片方のボリュームで容量拡張に

失敗した場合、容量拡張後に実施する AM ペアの再同期操作が、容量不一致により失敗しま

す。AM ペアの再同期に失敗した場合、「8.2.3.1   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に

失敗した場合の回復手順（309 ページ）」の実施が必要となります。
 

2. 現在の差分データの管理方式の設定を確認します。

pairdisplayコマンドを使用して、AM ペアの詳細情報を表示します。

現在の差分データの管理方式がシェアドメモリ差分か、階層差分（ドライブによる差

分）か確認します。

• シェアドメモリ差分の場合、一時的に階層差分にする必要があります。手順 3 に

進んでください。

• 階層差分の場合、手順 4 に進んでください。

コマンド例：

pairdisplayの DM列が差分データの管理方式を示します。

第 8 章   Active Mirror の保守運用

295



# pairdisplay -g oradb -fe 
Group PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#, LDEV#.P/S,Status,Fence,Seq#,P
-LDEV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM DM P 
oradb dev1(L) (CL5-A-0,30, 0) 64568 301.P-VOL PAIR ASYNC,64568 303 - 0
 2 1 - - - -/- AA S N 
oradb dev1(R) (CL5-A-0,30, 2) 64568 303.S-VOL PAIR ASYNC,----- 301 - 0
 4 1 - - - -/- AA S N 
oradb dev2(L) (CL5-A-0,30, 1) 64568 302.P-VOL PAIR ASYNC,64568 304 - 0
 3 1 - - - -/- AA D N 
oradb dev2(R) (CL1-A-0,30, 3) 64568 304.S-VOL PAIR ASYNC,----- 302 - 0
 5 1 - - - -/- AA D N 

DM列

S：シェアドメモリ差分

D：階層差分

3. 次の手順で、データの差分管理方式を階層差分に変更します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を ON、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode enable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペア詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、階層差分であるこ

とを確認します。

4. AM ペアを中断します。

5. AM ペアのセカンダリボリュームを容量拡張します。

raidcom extend ldevコマンドに-request_id autoオプションを付けて非同期処

理を指定します。

コマンド例：

LDEV#44:44 に対し 10GB 分容量拡張します。

raidcom extend ldev -ldev_id 0x4444 -capacity 10G –request_id auto -IH
1

6. AM ペアのセカンダリボリュームの容量拡張が完了したことを確認します。
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raidcom get command_statusコマンドで、raidcom extend ldevコマンドの処理

の完了を確認します。その後、raidcom get ldevコマンドで、LDEV 容量が正しい

値になっているか確認します。

コマンド例：

raidcom get command_status -IH1
raidcom get ldev -ldev_id 0x4444 -fx -IH1

7. セカンダリボリュームと同様の手順で、AM ペアのプライマリボリュームを容量拡張

します。

メモ

AM ペアのプライマリボリュームの容量拡張に失敗した場合は、「8.2.3.1   AM ペアの片方の

ボリュームが容量拡張に失敗した場合の回復手順（309 ページ）」を実施してください。
 

8. セカンダリボリュームと同様の手順で、AM ペアのプライマリボリュームの容量拡張

が完了したことを確認します。

9. AM ペアを再同期します。

メモ

AM ペアの再同期に失敗した場合は、「8.2.3.1   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に失

敗した場合の回復手順（309 ページ）」を実施してください。
 

10. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

また、容量拡張中状態ではないことを確認します。

pairdisplayの P列が「N」となっていることを確認します。

コマンド例：

# pairdisplay -g oradb -fe 
Group PairVol(L/R) (Port#,TID, LU),Seq#, LDEV#.P/S,Status,Fence,Seq#,P
-LDEV# M CTG JID AP EM E-Seq# E-LDEV# R/W QM DM P 
oradb dev1(L) (CL5-A-0,30, 0) 64568 301.P-VOL PAIR ASYNC,64568 303 - 0
 2 1 - - - L/M AA S N 
oradb dev1(R) (CL5-A-0,30, 2) 64568 303.S-VOL PAIR ASYNC,----- 301 - 0
 4 1 - - - L/M AA S N 
oradb dev2(L) (CL5-A-0,30, 1) 64568 302.P-VOL PAIR ASYNC,64568 304 - 0
 3 1 - - - L/M AA D N 
oradb dev2(R) (CL1-A-0,30, 3) 64568 304.S-VOL PAIR ASYNC,----- 302 - 0
 5 1 - - - L/M AA D N 

P列

容量拡張中の状態を表します。

N：容量拡張状態ではありません。

第 8 章   Active Mirror の保守運用

297



E：容量拡張中です。AM ペアのプライマリボリュームまたはセカンダリボリュー

ムの容量拡張操作を実施してからペアを再同期するまでの間この状態となりま

す。再同期完了後、「N」に遷移します。

11. 手順 2 で、データの差分管理方式がシェアドメモリ差分だった場合、次の手順でシェ

アドメモリ差分に戻します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を OFF、1199 を ON に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode enable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペア詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、シェアドメモリ差

分であることを確認します。

e. システムオプションモード 1198 と 1199 の設定を変更している場合は、元の設定

に戻します。raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプ

ションモード 1198 を OFF、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable

8.2.2   プログラムプロダクトを連携した状態での DP-VOL の容量
拡張

ここでは、プログラムプロダクト連携時の容量拡張順序を説明します。最初に基本的な考え

方を説明し、次に具体的な操作手順を説明します。

• 8.2.2.1   プログラムプロダクト連携時の容量拡張順序の考え方（299 ページ）

• 8.2.2.2   ローカルコピーの S-VOL にリモートコピーの P-VOL を連携する構成での容量

拡張順序の考え方（300 ページ）

• 8.2.2.3   各プログラムプロダクトの容量拡張の前提条件（301 ページ）

• 8.2.2.4   AM ペアと Local Replication を併用している状態で DP-VOL の容量を拡張する

（303 ページ）
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• 8.2.2.5   AM ペアと Snapshot を併用している状態で DP-VOL の容量を拡張する（306
ページ）

8.2.2.1   プログラムプロダクト連携時の容量拡張順序の考え方

AM ペアが次のプログラムプロダクトと連携している状態で、AM ペアおよび各プログラム

プロダクトのペアが使用している DP-VOL の容量を拡張できます。

• Local Replication

• Snapshot

AM ペアが各プログラムプロダクトと連携した構成の場合、各 DP-VOL の拡張順序は、次の

2 つの拡張順序を合わせこんだ順序となります。

• AM ペアの 1 対 1 構成時の拡張順序

• 各プログラムプロダクトの 1 対 1 構成時の拡張順序

次にプログラムプロダクト連携を考慮した、DP-VOL の拡張順序の考え方を示します。

操作手順

1. リモートコピー（Synchronous Replication/AM）が存在する場合

リモートコピーの末端となる S-VOL 側から拡張し、最後に P-VOL 側を拡張します。
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2. リモートコピー（Synchronous Replication/AM）にローカルコピー（Local Replication/
Snapshot）が連携している場合

次に示すまとまりごとに拡張します。最初に、リモートコピーの S-VOL のまとまりを

拡張し、次に、リモートコピーの P-VOL のまとまりを拡張します。

a. リモートコピーの S-VOL と、その S-VOL と連携しているローカルコピーのボ

リュームすべてのまとまり

b. リモートコピーの P-VOL と、その P-VOL と連携しているローカルコピーのボ

リュームすべてのまとまり

まとまり内の拡張順序は、ローカルコピーの拡張順序に従います。

具体的な拡張手順については、次の手順を参照してください。

• 「8.2.2.4   AM ペアと Local Replication を併用している状態で DP-VOL の容量を拡

張する（303 ページ）」

• 「8.2.2.5   AM ペアと Snapshot を併用している状態で DP-VOL の容量を拡張する

（306 ページ）」

3. ローカルコピー（Local Replication/Snapshot）の拡張順序は、上の階層から順に実施し

ます。 同一階層の場合は順不同です。

8.2.2.2   ローカルコピーの S-VOL にリモートコピーの P-VOL を連
携する構成での容量拡張順序の考え方

リモートコピーの P-VOL にローカルコピーの S-VOL が連携していた場合、次の順番で容量

拡張します。

操作手順

1. リモートコピーの S-VOL のまとまりを容量拡張します（図の「1」、「2」、「3」）。

2. リモートコピーの P-VOL のまとまりを容量拡張します（図の「4」、「5」、「6」）。

手順 2 では、ローカルコピーの拡張順序が優先され、上の階層から順に拡張するため、ロー

カルコピーの P-VOL を拡張してから、次にリモートコピーの P-VOL と連携しているローカ

ルコピーの S-VOL を拡張します。

たとえば、次の図のように Synchronous Replication または Asynchronous Replication の P-VOL
に Local Replication の S-VOL が連携している場合、Local Replication の P-VOL（図中の「4」
のボリューム）を先に拡張します。続いて、Local Replication の S-VOL（=Synchronous
Replication または Asynchronous Replication の P-VOL（図中の右側の「5」のボリューム））、

Local Replication の同じ階層のボリューム、Local Replication の次の階層のボリューム…の順

で拡張します。
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8.2.2.3   各プログラムプロダクトの容量拡張の前提条件

容量拡張をする際の前提条件を次に示します。

容量拡張対象のボリュームすべてに対して、各プログラムプロダクト間で共通の前提条件、

および拡張対象のプログラムプロダクト固有の前提条件をすべて満たすようにしてくださ

い。

各プログラムプロダクト間で共通の前提条件

• 拡張する仮想ボリュームが外部ボリュームではないこと

• 拡張する仮想ボリュームが LDEV フォーマット中ではないこと

• 拡張する仮想ボリュームに関連づけているプールが、次の状態のどれかであること

- 正常

- しきい値超えしていない

- プールの縮小を実行中でない
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• 「8.2   ペアを維持したまま DP-VOL の容量を拡張する（294 ページ）」に記載されている

ストレージシステム上に作成されたボリュームであること

Local Replication 固有の前提条件

• 拡張後に必要な次の資源数がシステム最大を超えないこと

- 差分テーブル数

- ペアテーブル数

必要な差分テーブル数/ペアテーブル数の確認手順

メモ

DP-VOL が 4TB を超える場合、シェアドメモリではなく階層メモリという領域に差分テーブルを

配置するため、シェアドメモリの差分テーブルを使用しません。このため、4TB を超える DP-VOL
に拡張する場合は、差分テーブル数の計算は不要です。

 

1. 次の式を使用して、1 ペア当たりに必要な差分テーブル数を計算します。

容量拡張に必要な差分テーブル数 = 拡張後の容量で必要な差分テーブル数 - 拡張前の容量
で必要な差分テーブル数

1ペア当たりに必要な差分テーブル数 = ↑（ボリューム容量 KB ÷ 256）÷20,448↑

↑↑で値が囲まれている場合は、その値の小数点以下を切り上げてください。

2. 1 ペア当たりに必要なペアテーブル数を計算します。

容量拡張に必要なペアテーブル数 = 拡張後の容量で必要なペアテーブル数 - 拡張前の容量
で必要なペアテーブル数

1ペア当たりに必要なペアテーブル数 = ↑1 ペア当たりに必要な差分テーブル数÷36↑

↑↑で値が囲まれている場合は、その値の小数点以下を切り上げてください。

3. 次に示すテーブル数が、システム最大数を超えないことを確認します。

• 現在のペアテーブル数と容量拡張に必要なペアテーブル数の合計

• 現在の差分テーブル数と容量拡張に必要な差分テーブル数の合計

差分テーブル数およびペアテーブル数は、raidcom get system コマンドに-key replication
オプションを指定して実行すると確認できます。

Snapshot 固有の前提条件

『Snapshot Advanced ユーザガイド』のボリュームの容量を拡張する手順説明を参照してくだ

さい。
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8.2.2.4   AM ペアと Local Replication を併用している状態で DP-
VOL の容量を拡張する

AM ペアと Local Replication を併用している状態で、ペアボリュームで使用している DP-
VOL の容量を拡張できます。

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームそれぞれに、Local Replication ペ

アを L1 ペア、L2 ペアを作成した構成を例とした容量拡張手順を次に示します。

次の操作手順内で行う、差分データ管理方式の確認、容量拡張、および容量拡張の状態確認

の詳細手順については、「8.2.1   AM ペアで使用している DP-VOL の容量を拡張する（295
ページ）」を参照してください。

操作手順

1. AM ペア、および AM ペアと連携している Local Replication ペアの、プライマリボ

リュームとセカンダリボリュームの各ボリュームについて、「8.2.2.3   各プログラムプ

ロダクトの容量拡張の前提条件（301 ページ）」に記載されている前提条件を満たして

いるか確認します。

2. 現在の差分データの管理方式の設定を確認します。

pairdisplayコマンドを使用して、AM ペアの詳細情報を表示します。

現在の差分データの管理方式がシェアドメモリ差分か、階層差分（ドライブによる差

分）か確認します。

• シェアドメモリ差分の場合、一時的に階層差分にする必要があります。手順 3 に

進んでください。

• 階層差分の場合、手順 4 に進んでください。

3. 次の手順で、データの差分管理方式を階層差分に変更します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を ON、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode enable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペア詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、階層差分であるこ

とを確認します。

第 8 章   Active Mirror の保守運用

303



4. AM ペアと Local Replication ペアをすべて中断します。

5. Local Replication ペアのペア状態を確認します。

PSUS または PSUE の状態の場合に、Local Replication のペアボリュームを拡張できま

す。現在のペア状態を確認して、異なる状態の場合はペア操作を行い、PSUS または

PSUE の状態に遷移したことを確認します。

6. 次の図で示した順序にしたがって、各ボリュームの容量拡張と容量拡張の完了確認を

実施します。

メモ

1 番目のボリューム（AM の S-VOL）の容量を拡張した後に、次の操作に失敗した場合、

「8.2.3.1   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に失敗した場合の回復手順（309 ページ）」

を実施してください。

• Local Replication ペアの DP-VOL の容量拡張

• AM ペアのプライマリボリュームの容量拡張

• AM ペアの再同期
 

7. AM ペアを再同期します。

8. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

また、AM ペアと Local Replication ペアすべてについて容量拡張中状態ではないことを

確認します。

容量拡張の処理状態は、次のように表示されます。
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状態 pairdisplay の P 列表示

容量拡張中ではない N

容量拡張中 E※

注※

AM ペアのプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームの容量を拡張して

からペアを再同期するまでの間この状態表示となります。再同期が完了後、容量

拡張中ではない状態に遷移します。

Local Replication ペアの場合、プライマリボリュームまたはセカンダリボリューム

の容量を拡張後も、しばらく（30 秒ほど）この状態となります。その後、容量拡

張中ではない状態に遷移します。

9. 手順 2 で、データの差分管理方式がシェアドメモリ差分だった場合、次の手順でシェ

アドメモリ差分に戻します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を OFF、1199 を ON に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode enable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペアの詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、シェアドメモリ

差分であることを確認します。

e. システムオプションモード 1198 と 1199 の設定を変更している場合は、元の設定

に戻します。raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプ

ションモード 1198 を OFF、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable
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8.2.2.5   AM ペアと Snapshot を併用している状態で DP-VOL の容
量を拡張する

AM ペアと Snapshot を併用している状態で、ペアボリュームで使用している DP-VOL の容量

を拡張できます。

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームそれぞれに、Snapshot ペアを L1
ペア、L2 ペアを作成した構成を例とした容量拡張手順を次に示します。

次の操作手順内で行う、差分データ管理方式の確認、容量拡張、および容量拡張の状態確認

の詳細手順については、「8.2.1   AM ペアで使用している DP-VOL の容量を拡張する（295
ページ）」を参照してください。

操作手順

1. AM ペア、および AM ペアと連携している Snapshot ペアの、プライマリボリュームと

セカンダリボリュームの各ボリュームについて、「8.2.2.3   各プログラムプロダクトの

容量拡張の前提条件（301 ページ）」に記載されている前提条件を満たしているか確認

します。

2. 現在の差分データの管理方式の設定を確認します。

pairdisplayコマンドを使用して、AM ペアの詳細情報を表示します。

現在の差分データの管理方式がシェアドメモリ差分か、階層差分（ドライブによる差

分）か確認します。

• シェアドメモリ差分の場合、一時的に階層差分にする必要があります。手順 3 に

進んでください。

• 階層差分の場合、手順 4 に進んでください。

3. 次の手順で、データの差分管理方式を階層差分に変更します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を ON、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode enable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペア詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、階層差分であるこ

とを確認します。
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4. AM ペアを中断します。

5. Snapshot ペアのペア状態を確認します。

PAIR、PSUS または PSUE の状態の場合に、Snapshot のペアボリュームを拡張できま

す。現在のペア状態を確認して、異なる状態の場合はペア操作を行い、PAIR または

PSUS の状態に遷移したことを確認します。

6. 次の図で示した順序にしたがって、各ボリュームの容量拡張と容量拡張の完了確認を

実施します。

メモ

1 番目のボリューム（AM の S-VOL）の容量を拡張した後に、次の操作に失敗した場合、

「8.2.3.1   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に失敗した場合の回復手順（309 ページ）」

を実施してください。

• Snapshot ペアの DP-VOL の容量拡張

• AM ペアのプライマリボリュームの容量拡張

• AM ペアの再同期
 

7. AM ペアを再同期します。

8. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

また、AM ペアと Snapshot ペアすべてについて容量拡張中状態ではないことを確認し

ます。

容量拡張の処理状態は、次のように表示されます。
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状態 pairdisplay または raidcom get snapshot の P 列表示

容量拡張中ではない N

容量拡張中 E※

注※

AM ペアのプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームの容量を拡張して

からペアを再同期するまでの間この状態表示となります。再同期が完了後、容量

拡張中ではない状態に遷移します。

Snapshot ペアの場合、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームの容量

を拡張後も、しばらく（30 秒ほど）この状態となります。その後、容量拡張中で

はない状態に遷移します。

9. 手順 2 で、データの差分管理方式がシェアドメモリ差分だった場合、次の手順でシェ

アドメモリ差分に戻します。

a. システムオプションモードを、次の手順で切り替えます。

raidcom modify system_optコマンドを使用して、システムオプションモード

1198 を OFF、1199 を ON に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode enable

b. AM ペアを中断します。

c. AM ペアを再同期します。

d. AM ペアの詳細情報を表示し、現在の差分データの管理方式が、シェアドメモリ

差分であることを確認します。

e. システムオプションモード 1198 と 1199 の設定を変更している場合は、RAID
Manager で、元の設定に戻します。raidcom modify system_optコマンドを使

用して、システムオプションモード 1198 を OFF、1199 を OFF に設定します。

コマンド例：

raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
8 -mode disable
raidcom modify system_opt -system_option_mode system -mode_id 119
9 -mode disable

8.2.3   DP-VOL 容量拡張時のトラブルシューティング

DP-VOL の容量拡張中にトラブルが起きた場合の対処方法について説明します。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に失敗した場合の回復手順（309 ページ）

AM ペアの片方のボリュームが容量拡張済みで障害が発生した場合のリカバリ（310 ページ）

8.2.3.1   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張に失敗した場合の
回復手順

AM ペアの片方のボリュームだけが容量拡張に成功し、もう片方のボリュームで容量拡張に

失敗した場合、容量拡張後に実施する AM ペアの再同期操作が、容量不一致により失敗しま

す。

また、AM ペアを Asynchronous Replication、Local Replication、または Snapshot と併用してい

る場合に、どれか一つのプログラムプロダクトのプライマリボリュームとセカンダリボ

リュームの容量拡張が失敗した場合、ボリューム全体として容量拡張が完了していない状態

となっています。

これらの状態となった場合の回復手順を次に示します。

AM ペアの再同期操作に失敗した場合の、AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボ

リュームの I/O 動作については、「1.4.5   AM の I/O モード（13 ページ）」を参照してくださ

い。

回復手順

1. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方について、

「8.2.1   AM ペアで使用している DP-VOL の容量を拡張する（295 ページ）」の前提条件

を満たしているか確認します。

AM ペアを、Asynchronous Replication、Local Replication、または Snapshot と併用して

いる場合、併用しているすべてのプログラムプロダクトのプライマリボリュームとセ

カンダリボリュームの容量拡張操作が必要になります。対象のボリュームすべてにつ

いて、「8.2.2.3   各プログラムプロダクトの容量拡張の前提条件（301 ページ）」に記載

されている、容量拡張の前提条件を満たしているか確認します。

容量拡張の条件を満たせない場合、 手順 4 に進んでください。

2. 容量拡張の条件を満たした状態で再度容量拡張操作を実施し、プライマリボリューム

とセカンダリボリュームの容量を一致させます。 例えば空き容量が不足している場

合は、空き領域を確保してから、DP-VOL の容量を拡張します。

また、AM ペアを、Asynchronous Replication、Local Replication、または Snapshot と併

用している場合、再度、併用しているすべてのプログラムプロダクトのボリュームの

容量を拡張し、各プログラムプロダクトのペアのプライマリボリュームとセカンダリ

ボリュームの容量を一致させます。
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• 上記の操作で容量拡張が成功した場合、 手順 3 に進んでください。

• 上記の操作で容量拡張に失敗した場合、 手順 4 に進んでください。

3. AM ペアを再同期します。

AM ペアと Asynchronous Replication を併用している場合、Asynchronous Replication ペ

アを再同期します。

これで、回復が完了します。

4. AM ペアを削除し、SMPL の状態で容量拡張の操作をします。その後、AM ペアを再作

成します。

容量の入力ミス等で容量拡張前の状態に戻したい場合は、AM ペアを削除してから、

正しい容量で LDEV を再作成します。その後、AM ペアを再作成します。

• AM ペアと Asynchronous Replication と併用している場合：

すべてのペアを削除し、SMPL の状態で容量拡張の操作をします。その後、構築

時の手順で構成を元に戻します。

容量の入力ミス等で容量拡張前の状態に戻したい場合は、すべてのペアを削除し

てから、正しい容量で LDEV を再作成します。その後、構築時の手順で構成を元

に戻します。

• AM ペアと、Local Replication または Snapshot を併用していて、Local Replication
ペアまたは Snapshot ペアの P-VOL と S-VOL の容量が不一致の場合：

Local Replication ペアまたは Snapshot ペアに対しては、削除操作しかできません。

容量拡張前の Local Replication ペアまたは Snapshot ペアの S-VOL のデータを読

み出すことは可能なため、容量拡張前のデータを使いたい場合は、データ読み出

し完了後にすべてのペアを削除してください。SMPL の状態で容量拡張の操作を

します。その後、構築時の手順で構成を元に戻します。

容量の入力ミス等で容量拡張前の状態に戻したい場合は、すべてのペアを削除し

てから、正しい容量で LDEV を再作成します。その後、構築時の手順で構成を元

に戻します。

8.2.3.2   AM ペアの片方のボリュームが容量拡張済みで障害が発生
した場合のリカバリ

AM ペアの片方のボリュームだけが容量拡張に成功し、もう片方のボリュームの容量を拡張

する前に障害が発生した場合の回復手順について説明します。

まず、「第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ（180 ページ）」の回復手順に従い、障害部位

を回復させます。

ただし、回復手順時の操作によっては、次に示す対応をしてください。
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回復手順時の操作 対応

回復手順中に次の操作がある場合

• AM ペアの再同期操作

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量が
不一致状態になっているため再同期操作は失敗します。

そのため、AM ペアの再同期操作の直前で、後述の「障害回復追加手
順（311 ページ）」を実施してください。

回復手順中に次の操作がある場合

• AM ペアの削除

• ボリュームの障害回復

• AM ペアの再作成

AM ペア再作成時、対象のプライマリボリュームとセカンダリボ
リュームの容量が不一致状態になっているためペア作成操作は失敗
します。

そのため、AM ペアの作成操作の直前で、後述の「障害回復追加手順
（311 ページ）」をしてください。

回復手順中に次の操作がある場合

• AM ペアの削除

• ボリュームの削除

• ボリュームの作成

• AM ペアの再作成

AM ペア再作成時、対象のプライマリボリュームとセカンダリボ
リュームの容量が不一致状態になっているとペア作成操作は失敗し
ます。

そのため、ボリュームの作成時、プライマリボリュームとセカンダリ
ボリュームで容量を一致させてください。

障害回復追加手順

1. 容量拡張をしていないボリュームの容量を拡張してから、AM のプライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームの容量を一致させます。

また、AM ペアと他のプログラムプロダクトと併用している場合、併用しているすべ

てのプログラムプロダクトのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量を

拡張します。ボリュームの拡張順序については、「8.2.2.1   プログラムプロダクト連携

時の容量拡張順序の考え方（299 ページ）」を参照してください。

2. 「第 7 章   Active Mirror の障害リカバリ（180 ページ）」の回復手順に戻り、AM ペアの

再同期操作、AM ペアの作成操作から再開します。
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第 9 章   
Active Mirror で使用しているストレージ
システムの計画停止
ここでは、Active Mirror（AM）で使用しているストレージシステムを計画的に停止する手順

を説明します。サーバのディスクを Quorum ディスクとして使用する場合は、Quorum ディ

スク用の外部ストレージシステムを設置する必要はありません。ここでは、Quorum ディス

ク用の外部ストレージシステムを設置している場合について説明します。

9.1   正サイトのストレージシステムの電源を計画的
にオン／オフする

「9.1.1   正サイトのストレージシステムの電源をオフにする（312 ページ）」の手順を実施後、

「9.1.2   正サイトのストレージシステムの電源をオンにする（313 ページ）」の手順を実施し

てください。

9.1.1   正サイトのストレージシステムの電源をオフにする

正サイトのストレージシステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. サーバからの I/O を、副サイトのストレージシステムへ集約します。

マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトのストレージシステムへの

I/O を停止します。

2. 副サイトのストレージシステムで、セカンダリボリュームのペア状態を SSWS に変更

して、AM ペアを中断します（スワップサスペンド）。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH1

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Block)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSWS(Local)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

4. 正サイトのストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）
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9.1.2   正サイトのストレージシステムの電源をオンにする

停止中である正サイトのストレージシステムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトのストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Block)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSWS(Local)であることを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

5. 副サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを

入れ替えて、AM ペアを再同期します（スワップリシンク）。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

6. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトのストレージシステムへの

I/O を再開します。

8. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

9.2   副サイトのストレージシステムの電源を計画的
にオン／オフする

「9.2.1   副サイトのストレージシステムの電源をオフにする（314 ページ）」の手順を実施後、

「9.2.2   副サイトのストレージシステムの電源をオンにする（314 ページ）」の手順を実施し

てください。

第 9 章   Active Mirror で使用しているストレージシステムの計画停止

313



9.2.1   副サイトのストレージシステムの電源をオフにする

副サイトのストレージシステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. サーバからの I/O を、正サイトのストレージシステムへ集約します。

マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムへの

I/O を停止します。

2. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断

します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -IH0

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

4. 副サイトのストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.2.2   副サイトのストレージシステムの電源をオンにする

停止中である副サイトのストレージシステムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 副サイトのストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)であることを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

5. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを再同

期します。
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コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

6. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

7. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムへの

I/O を再開します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.3   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電
源を計画的にオン／オフする（正サイトのストレージ
システムでサーバ I/O を継続する場合）

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成を使用している場合、Quorum ディスク用外

部ストレージがないため、電源オン/オフ作業がありません。

一つでも外部ストレージを使用して Quorum ディスクにボリュームを設定済みの場合、次の

手順に従ってください。

「9.3.1   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオフにする（正サイトのスト

レージシステムでサーバ I/O を継続する場合）（315 ページ）」の手順を実施後、「9.3.2   Quorum
ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンにする（正サイトのストレージシステムで

サーバ I/O を継続する場合）（316 ページ）」の手順を実施してください。

9.3.1   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオフに
する（正サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合）

正サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合の、Quorum ディスク用外部ス

トレージシステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続を切断

します。

コマンド例：raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0
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メモ

Quorum ディスクへの接続を切断するときに、Quorum ディスク閉塞の SIM（def0zz※）が発

生することがあります。SIM は、ストレージシステムの電源をオンにし、Quorum ディスク

を再接続したあとでコンプリートします。

注※　zzは Quorum ディスク ID を示します。
 

2. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続が切断

されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get path -path_grp 1 -IH0

3. 外部ストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.3.2   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンに
する（正サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合）

正サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合の、Quorum ディスク用外部ス

トレージシステムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 外部ストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続します。

コマンド例：raidcom check_ext_storage external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0

5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続している

ことを確認します。

コマンド例：raidcom get external_grp -external_grp_id 1-1 -IH0

6. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの外部ボリュームが、Quorum ディスク

として認識されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -IH0
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7. 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスク閉塞の SIM が発

生している場合は、それらの SIM をコンプリートします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.4   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電
源を計画的にオン／オフする（副サイトのストレージ
システムでサーバ I/O を継続する場合）

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成を使用している場合、Quorum ディスク用外

部ストレージがないため、電源オン/オフ作業がありません。

一つでも外部ストレージを使用して Quorum ディスクにボリュームを設定済みの場合、次の

手順に従ってください。

「9.4.1   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオフにする（副サイトのスト

レージシステムでサーバ I/O を継続する場合）（317 ページ）」の手順を実施後、「9.4.2   Quorum
ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンにする（副サイトのストレージシステムで

サーバ I/O を継続する場合）（318 ページ）」の手順を実施してください。

9.4.1   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオフに
する（副サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合）

副サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合の、Quorum ディスク用外部ス

トレージシステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続を切断

します。

コマンド例：raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x8888 -IH1

メモ

Quorum ディスクへの接続を切断するときに、Quorum ディスク閉塞の SIM（def0zz※）が発

生することがあります。SIM は、ストレージシステムの電源をオンにし、Quorum ディスク

を再接続したあとでコンプリートします。

注※　zzは Quorum ディスク ID を示します。
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2. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続が切断

されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get path -path_grp 1 -IH1

3. 外部ストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.4.2   Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンに
する（副サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合）

副サイトのストレージシステムでサーバ I/O を継続する場合の、Quorum ディスク用外部ス

トレージシステムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 外部ストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続します。

コマンド例：raidcom check_ext_storage external_grp -ldev_id 0x8888 -IH1

5. 外部ストレージシステムが正常に接続されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Serial#
 PRODUCT_ID LB PM
  1 1-2   NML E  D    0 CL5-C  50060e8007823521    1  0   NML  833333 
 V Series   N  M

6. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続している

ことを確認します。

コマンド例：raidcom get external_grp -external_grp_id 1-2 -IH1

7. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの外部ボリュームが、Quorum ディスク

として認識されていることを確認します。
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コマンド例：raidcom get ldev -ldev_id 0x8888 -IH1

8. 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスク閉塞の SIM が発

生している場合は、それらの SIM をコンプリートします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

9.5   正サイトと副サイトのストレージシステムの電
源を計画的にオン／オフする

「9.5.1   正サイトと副サイトのストレージシステムの電源をオフにする（319 ページ）」の手

順を実施後、「9.5.2   正サイトと副サイトのストレージシステムの電源をオンにする（320
ページ）」の手順を実施してください。

9.5.1   正サイトと副サイトのストレージシステムの電源をオフにす
る

正サイトと副サイトの両方のストレージシステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. サーバから正サイトおよび副サイトのストレージシステムへの I/O を停止します。

2. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断

します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -IH0

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）
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9.5.2   正サイトと副サイトのストレージシステムの電源をオンにす
る

停止中である正サイトと副サイトのストレージシステムの電源をオンにする手順を次に示

します。

操作手順

1. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)であることを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

5. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを再同

期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

6. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

7. サーバから正サイトおよび副サイトのストレージシステムへの I/O を再開します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.6   正サイトのストレージシステムと Quorum ディ
スク用外部ストレージシステムの電源を計画的にオン
／オフする

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成を使用している場合、Quorum ディスク用外

部ストレージがないため、電源オン/オフ作業がありません。
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一つでも外部ストレージを使用して Quorum ディスクにボリュームを設定済みの場合、次の

手順に従ってください。

「9.6.1   正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電

源をオフにする（321 ページ）」の手順を実施後、「9.6.2   正サイトのストレージシステムと

Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンにする（322 ページ）」の手順を実

施してください。

9.6.1   正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部
ストレージシステムの電源をオフにする

正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオ

フにする手順を次に示します。

操作手順

1. サーバからの I/O を、副サイトのストレージシステムへ集約します。

マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトのストレージシステムへの

I/O を停止します。

2. 副サイトのストレージシステムで、セカンダリボリュームのペア状態を SSWS に変更

して、AM ペアを中断します（スワップサスペンド）。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH1

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Block)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSWS(Local)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続を切断

します。

コマンド例：raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x8888 -IH1

メモ

Quorum ディスクへの接続を切断するときに、Quorum ディスク閉塞の SIM（def0zz※）が発

生することがあります。SIM は、ストレージシステムの電源をオンにし、Quorum ディスク

を再接続したあとでコンプリートします。

注※　zzは Quorum ディスク ID を示します。
 

5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続が切断

されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get path -path_grp 1 -IH1

6. 正サイトのストレージシステムと外部ストレージシステムの電源をオフにします。
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 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.6.2   正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部
ストレージシステムの電源をオンにする

停止中である正サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステ

ムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトのストレージシステムと外部ストレージシステムの電源をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続します。

コマンド例：raidcom check_ext_storage external_grp -ldev_id 0x8888 -IH1

5. 外部ストレージシステムが正常に接続されていることを確認します。

コマンド例：

raidcom get path -path_grp 1 -IH1
PHG GROUP STS CM IF MP# PORT   WWN                 PR LUN PHS  Serial#
 PRODUCT_ID LB PM
  1 1-2   NML E  D    0 CL5-C  50060e8007823521    1  0   NML  833333 
 V Series   N  M

6. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続している

ことを確認します。

コマンド例：raidcom get external_grp -external_grp_id 1-2 -IH1

7. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの外部ボリュームが、Quorum ディスク

として認識されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get ldev -ldev_id 0x8888 -IH1

8. 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスク閉塞の SIM が発

生している場合は、それらの SIM をコンプリートします。

9. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Block)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSWS(Local)であることを確認します。
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コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

10. 副サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを

入れ替えて、AM ペアを再同期します（スワップリシンク）。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

11. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH1

12. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトのストレージシステムへの

I/O を再開します。

13. 必要に応じて、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替えます。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを入れ替える（274 ページ）

9.7   副サイトのストレージシステムと Quorum ディ
スク用外部ストレージシステムの電源を計画的にオン
／オフする

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成を使用している場合、Quorum ディスク用外

部ストレージがないため、電源オン/オフ作業がありません。

一つでも外部ストレージを使用して Quorum ディスクにボリュームを設定済みの場合、次の

手順に従ってください。

「9.7.1   副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電

源をオフにする（323 ページ）」の手順を実施後、「9.7.2   副サイトのストレージシステムと

Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンにする（324 ページ）」の手順を実

施してください。

9.7.1   副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部
ストレージシステムの電源をオフにする

副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオ

フにする手順を次に示します。
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操作手順

1. サーバからの I/O を、正サイトのストレージシステムへ集約します。

マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムへの

I/O を停止します。

2. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断

します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -IH0

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続を切断

します。

コマンド例：raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0

メモ

Quorum ディスクへの接続を切断するときに、Quorum ディスク閉塞の SIM（def0zz※）が発

生することがあります。SIM は、ストレージシステムの電源をオンにし、Quorum ディスク

を再接続したあとでコンプリートします。

注※　zzは Quorum ディスク ID を示します。
 

5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続が切断

されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get path -path_grp 1 -IH0

6. 副サイトのストレージシステムと外部ストレージシステムの電源をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.7.2   副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部
ストレージシステムの電源をオンにする

停止中である副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージシステ

ムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 副サイトのストレージシステムと外部ストレージシステムの電源をオンにします。
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2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続します。

コマンド例：raidcom check_ext_storage external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0

5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続している

ことを確認します。

コマンド例：raidcom get external_grp -external_grp_id 1-1 -IH0

6. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの外部ボリュームが、Quorum ディスク

として認識されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -IH0

7. 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスク閉塞の SIM が発

生している場合は、それらの SIM をコンプリートします。

8. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)であることを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

9. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを再同

期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

10. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

11. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから副サイトのストレージシステムへの

I/O を再開します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）
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9.8   正サイトと副サイトのストレージシステム、なら
びに Quorum ディスク用外部ストレージシステムの
電源を計画的にオン／オフする

Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成を使用している場合、Quorum ディスク用外

部ストレージがないため、電源オン/オフ作業がありません。

一つでも外部ストレージを使用して Quorum ディスクにボリュームを設定済みの場合、次の

手順に従ってください。

「9.8.1   正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに Quorum ディスク用外部スト

レージシステムの電源をオフにする（326 ページ）」の手順を実施後、「9.8.2   正サイトと副

サイトのストレージシステム、ならびに Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源

をオンにする（327 ページ）」の手順を実施してください。

9.8.1   正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに
Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオフにする

正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに Quorum ディスク用外部ストレージシ

ステムの電源をオフにする手順を次に示します。

操作手順

1. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトおよび副サイトのストレー

ジシステムへの I/O を停止します。

2. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを中断

します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -IH0

3. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続を切断

します。

コマンド例：raidcom disconnect external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0

メモ

Quorum ディスクへの接続を切断するときに、Quorum ディスク閉塞の SIM（def0zz※）が発

生することがあります。SIM は、ストレージシステムの電源をオンにし、Quorum ディスク

を再接続したあとでコンプリートします。

注※　zzは Quorum ディスク ID を示します。
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5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへの接続が切断

されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get path -path_grp 1 -IH0

6. 正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに外部ストレージシステムの電源

をオフにします。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）

9.8.2   正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに
Quorum ディスク用外部ストレージシステムの電源をオンにする

停止中である正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに Quorum ディスク用外部

ストレージシステムの電源をオンにする手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトと副サイトのストレージシステム、ならびに外部ストレージシステムの電源

をオンにします。

2. 正サイトと副サイトのストレージシステム、および Quorum ディスク用ストレージシ

ステムに閉塞部位がないことを確認します。

閉塞部位があった場合は、回復します。

3. パスの閉塞に関する SIM が発生している場合は、それらの SIM をコンプリートしま

す。

4. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続します。

コマンド例：raidcom check_ext_storage external_grp -ldev_id 0x9999 -IH0

5. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムから、Quorum ディスクへ接続している

ことを確認します。

コマンド例：raidcom get external_grp -external_grp_id 1-1 -IH0

6. 正サイトおよび副サイトのストレージシステムの外部ボリュームが、Quorum ディスク

として認識されていることを確認します。

コマンド例：raidcom get ldev -ldev_id 0x9999 -IH0

7. 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、Quorum ディスク閉塞の SIM が発

生している場合は、それらの SIM をコンプリートします。

8. AM ペアのプライマリボリュームのペア状態が PSUS(Local)、セカンダリボリュームの

ペア状態が SSUS(Block)であることを確認します。
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コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

9. 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームを指定して AM ペアを再同

期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -IH0

10. AM ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームのペア状態が、両方とも

PAIR(Mirror(RL))に変わったことを確認します。

コマンド例：pairdisplay -g oraHA -fcxe -IH0

11. マルチパスソフトウェアを使用して、サーバから正サイトおよび副サイトのストレー

ジシステムへの I/O を再開します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM の I/O モード（13 ページ）
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第 10 章   
Active Mirror の運用の終了
ストレージシステムの移行に Active Mirror（AM）を使用するなどの運用を想定した AM の

運用の終了の手順について説明します。

10.1   別のストレージシステムのボリュームで使用す
る

AM ペアを削除し、正サイトと副サイトのストレージシステムのボリュームを、それぞれ別

の用途で使用するための手順の流れを次に示します。

 関連リンク 

参照先トピック

AM ペアを削除する（329 ページ）

仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを別の用途で使用できるようにする（329 ページ）

プライマリボリュームとして使用されていたボリュームを別の用途で使用できるようにする（330 ペー
ジ）

10.1.1   AM ペアを削除する

最初に、AM ペアを削除します。

 関連リンク 

参照先トピック

別のストレージシステムのボリュームで使用する（329 ページ）

仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを別の用途で使用できるようにする（329 ページ）

10.1.2   仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを別の用
途で使用できるようにする

AM ペアを削除すると、一方のボリュームの仮想属性に AM 予約が割り当てられます。セカ

ンダリボリュームとしてペアを削除されたボリューム（仮想属性に AM 予約が割り当てられ

たボリューム）は、raidcom get ldev コマンドの VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」と表

示されます。

操作手順

1. 仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームへの LU パスを削除します。
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2. AM 予約を解除します。

コマンド例：

LDEV ID（0x4444）の仮想属性に割り当てられている AM 予約を解除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id reserve

AM 予約を解除したボリュームは、仮想 LDEV ID が削除されているボリュームに変わ

ります。仮想 LDEV ID が削除されているボリュームは、raidcom get ldev コマンドの

VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示されます。

3. ボリュームを使用するリソースグループに LDEV ID を予約します。

コマンド例：

リソースグループ#0 に、LDEV ID（0x4444）を予約します。

raidcom add resource -resource_name meta_resource -ldev_id 0x4444

4. ボリュームの仮想 LDEV ID を設定します。

メモ

設定する仮想 LDEV ID は、ボリュームを使用するストレージシステム内でユニークな仮想

LDEV_ID である必要があります。同じシリアル番号とモデルを持つその他のストレージシ

ステムまたは仮想ストレージマシンで同じ仮想 LDEV ID が使用されている場合は、ボ

リュームの区別が付かず、最悪の場合にはサーバで矛盾を検出するおそれがあります。
 

コマンド例：

ボリューム（0x4444）に仮想 LDEV ID 0x5555 を設定します。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x5555

5. ボリュームを新たに使用するポートとホストグループを指定して、LU パスを設定しま

す。

 関連リンク 

参照先トピック

別のストレージシステムのボリュームで使用する（329 ページ）

10.1.3   プライマリボリュームとして使用されていたボリュームを
別の用途で使用できるようにする

AM ペアを削除すると、プライマリボリュームとしてペアを解除されたボリュームは、継続

してボリュームとして使うことができます。そのまま使用できるボリュームは、raidcom get
ldev コマンドの VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」や「fffe」以外が表示されているか、

もしくは VIR_LDEV が表示されません。
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ただし、ボリュームを別のリソースグループ（仮想ストレージマシン）に移動し、サーバか

ら別のボリュームとして認識させて使用する場合には、次の手順を実行します。

操作手順

1. ボリュームへの LU パスを削除します。

2. 仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

LDEV ID（0x4444）に設定されている仮想 LDEV ID 0x5555 を削除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x5555

仮想 LDEV ID を削除すると、仮想 LDEV ID が削除されているボリュームに変わりま

す。仮想 LDEV ID が削除されているボリュームは、raidcom get ldev コマンドの

VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示されます。

3. 別の用途で使用するためのリソースグループに LDEV ID を予約します。

コマンド例：

ボリュームを登録するリソースグループ（AnotherGroup）に、LDEV ID（0x4444）を

予約します。

raidcom add resource -resource_name AnotherGroup -ldev_id 0x4444

4. ボリュームの仮想 LDEV ID を設定します。

メモ

設定する仮想 LDEV ID は、ボリュームを使用するストレージシステム内でユニークな仮想

LDEV_ID である必要があります。同じシリアル番号とモデルを持つその他のストレージシ

ステムまたは仮想ストレージマシンで同じ仮想 LDEV ID を使用されている場合は、ボ

リュームの区別が付かず、最悪の場合にはサーバで矛盾を検出するおそれがあります。
 

コマンド例：

ボリューム（0x4444）に仮想 LDEV ID 0xe000 を設定します。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0xe000

5. ボリュームを新たに使用するポートとホストグループを指定して、LU パスを設定しま

す。

 関連リンク 

参照先トピック

別のストレージシステムのボリュームで使用する（329 ページ）
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10.2   使用したボリューム削除をする
AM ペアを削除し、正サイトと副サイトのストレージシステムのボリュームを削除するため

の手順の流れを次に示します。

メモ

ボリュームを削除する操作だけでは、仮想 LDEV ID は変更されません。そのため、削除したボ

リュームを再作成する場合、仮想 LDEV ID はボリュームを削除する前の値になります。削除する

ボリュームを、AM として再作成する予定がない場合は、仮想 LDEV ID を削除してください。
 

 関連リンク 

参照先トピック

AM ペアを削除する（332 ページ）

仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを削除する（332 ページ）

プライマリボリュームとして使用されていたボリュームを削除する（333 ページ）

10.2.1   AM ペアを削除する

最初に、AM ペアを削除します。

 関連リンク 

参照先トピック

使用したボリューム削除をする（332 ページ）

仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを削除する（332 ページ）

10.2.2   仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームを削除す
る

AM ペアを削除すると、一方のボリュームの仮想属性に AM 予約が割り当てられます。セカ

ンダリボリュームとしてペアを削除されたボリューム（仮想属性に AM 予約が割り当てられ

たボリューム）は、raidcom get ldev コマンドの VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」と表

示されます。

操作手順

1. 仮想属性に AM 予約が割り当てられたボリュームへの LU パスを削除します。

2. AM 予約を解除します。

コマンド例：

LDEV ID（0x4444）の仮想属性に割り当てられている AM 予約を解除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id reserve
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AM 予約を解除したボリュームは、仮想 LDEV ID が削除されているボリュームに変わ

ります。仮想 LDEV ID が削除されているボリュームは、raidcom get ldev コマンドの

VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示されます。

3. リソースグループから仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

リソースグループ（AnotherGroup）から仮想 LDEV ID（0x4444）を削除します。仮想

LDEV ID は、meta_resource に移動します。

raidcom delete resource -resource_name AnotherGroup -ldev_id 0x4444

4. ボリュームの仮想 LDEV ID を設定します。

コマンド例：

ボリューム（0x4444）に仮想 LDEV ID 0x4444 を設定します。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x4444

5. ボリュームを削除します。

コマンド例：

raidcom delete ldev -ldev_id 0x4444

10.2.3   プライマリボリュームとして使用されていたボリュームを
削除する

AM ペアを削除すると、プライマリボリュームとしてペアを解除されたボリュームは、継続

してボリュームとして使うことができます。そのまま使用できるボリュームは、raidcom get
ldev コマンドの VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「ffff」や「fffe」以外が表示されているか、

もしくは VIR_LDEV が表示されません。

ただし、AM の使用を停止して、ボリュームを削除する場合は、次の手順を実行します。

操作手順

1. ボリュームへの LU パスを削除します。

2. 仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

LDEV ID（0x4444）に設定されている仮想 LDEV ID 0x5555 を削除します。

raidcom unmap resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x5555

仮想 LDEV ID を削除すると、仮想 LDEV ID が削除されているボリュームに変わりま

す。仮想 LDEV ID が削除されているボリュームは、raidcom get ldev コマンドの

VIR_LDEV（仮想 LDEV ID）に「fffe」と表示されます。
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3. meta_resource 以外のリソースグループで、仮想 LDEV ID が予約されている場合は、リ

ソースグループから仮想 LDEV ID を削除します。

コマンド例：

リソースグループ（AnotherGroup）から仮想 LDEV ID（0x4444）を削除します。仮想

LDEV ID は、meta_resource に移動します。

raidcom delete resource -resource_name AnotherGroup -ldev_id 0x4444

4. ボリュームの仮想 LDEV ID を設定します。

コマンド例：

ボリューム（0x4444）に仮想 LDEV ID 0x4444 を設定します。

raidcom map resource -ldev_id 0x4444 -virtual_ldev_id 0x4444

5. ボリュームを削除します。

コマンド例：

raidcom delete ldev -ldev_id 0x4444

 関連リンク 

参照先トピック

使用したボリューム削除をする（332 ページ）
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第 11 章   
Active Mirror のトラブルシューティング
Active Mirror（AM）のトラブルシューティングについて説明します。

11.1   一般的なトラブルシューティング
エラー／操作の内容 対策

ストレージシステムのコントロールパネ
ルにある、イニシエータのチャネル使用
可 LED（Light-Emitting Diode）インジケー
タが消灯、または点滅している。

お問い合わせ先に連絡してください。

AM エラーメッセージが管理ツールの操
作端末に表示されている。

エラーを修正し、AM 操作を再実行してください。

リモートストレージシステムへのパスの
状態が正常でない。

raidcom get rcu コマンドでリモートパス状態を確認し、回復し
てください。

ペア作成またはペア再同期操作でタイム
アウトエラーが発生した。

• ハードウェア障害によってタイムアウトが発生した場合
は、SIM が生成されます。問い合わせ先に連絡し、問題解
決後に AM 操作を再実行してください。

• 大きな作業負荷：SIM が生成されない場合、5～6 分ほど待っ
てから作成または再同期したいペアの状態を確認してくだ
さい。ペアの状態が正しく変わった場合は、失敗した操作
がタイムアウトエラーメッセージが表示されたあとに完了
したことを示します。ペアの状態が期待どおりに変わらな
かった場合は、大きな作業負荷によって AM 操作の完了が
妨げられていることが考えられます。大きな作業負荷と
は、具体的には次のどれかの状態を指します。

- 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、プラ
イマリボリュームまたはセカンダリボリュームが属する
MP ユニット内のプロセッサの稼働率が 70%以上。

- 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、プラ
イマリボリュームまたはセカンダリボリュームに対する
更新 I/O の転送量が多い。

- 正サイトまたは副サイトのストレージシステムで、プラ
イマリボリュームまたはセカンダリボリュームが属する
MP ユニットの WritePending が 65%以上。

この場合、上記の状態を解消してから、AM 操作を再実行し
てください。

ペア作成またはペア再同期操作が失敗し
た。

正サイトまたは副サイトのストレージシステムでコントロー
ラボードが閉塞しているかを確認してください。閉塞された
コントローラボードを回復させてから、再度操作してくださ
い。

ペア作成またはペア再同期操作をした
が、次の状態から変化しない。

• ペア状態が COPY のまま

• ペアの一致率が 0%のまま

• ハードウェア障害が発生した場合は、SIM が生成されます。
11.7   お問い合わせ先（352 ページ）に示す問い合わせ先に
連絡してください。問題解決後に以下を実施してくださ
い。

- ペア作成時に左記のエラーが発生した場合：ペアを削除
してから、ペアを作成し直してください。

- ペア再同期時に左記のエラーが発生した場合：ペアをサ
スペンドしてから、再同期してください。
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エラー／操作の内容 対策

• 大きな作業負荷： ハードウェア障害が発生していない場合
は、ストレージシステムの作業負荷が比較的少ないときに、
AM 操作を再実行してください。

ハードウェア障害（SIM 生成）が発生しておらず、負荷も低い
状態であるにも関わらず、状態の変化がない場合は、11.7   お
問い合わせ先（352 ページ）に示すお問い合わせ先に連絡して
ください。

AM ボリュームにピントラックがある。 ピントラックを回復してください。

 関連リンク 

参照先トピック

リモートパスの状態に関するトラブルシューティング（336 ページ）

AM ボリュームのピントラック回復手順（350 ページ）

11.2   リモートパスの状態に関するトラブルシュー
ティング

リモートパスの状
態と説明

状態の説明 対策

Normal
正常

このリモートパスは正しく設定されて
いるので、AM コピーに使用できる。

リモートパスの状態は正常です。回復す
る必要はありません。

Initialization Failed
初期化エラー

次の不具合により、リモートストレージ
システムとの接続を初期化したときに、
エラーが発生した。

• ローカルストレージシステムとリ
モートストレージシステム間の物理
パスが接続されていない。

• ローカルストレージシステムとス
イッチ間の接続がない。

• リモートパスとして未サポートのプ
ロトコル、チャネルボード、または
ポートスピードを使用している。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
ト間、またはローカルストレージシス
テムのポートとローカルストレージシ
ステムのスイッチ間で、ケーブルが正
しく接続されていること。

• リモートストレージシステムのシリア
ル番号とモデル、ローカルストレージ
システムのポート番号、リモートスト
レージシステムのポート番号が正しい
こと。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-to-
point）の設定が正しいこと。

• リモートパスとしてサポート済みのプ
ロトコル、チャネルボード、またはポー
トスピードを使用すること。

Communication Time
Out
通信タイムアウト

ローカルストレージシステムとリモー
トストレージシステムの間の通信がタ
イムアウトになった。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• リモートストレージシステムの電源が
オンであり、正常に利用できること。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構
成されていて、正しく利用できること。

- コネクタ
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リモートパスの状
態と説明

状態の説明 対策

- ケーブル

- スイッチ（ゾーニング設定）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置（チャネルエクステン
ダ（ストレージルータ）装置接続時）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置間に接続されている回
線・装置（チャネルエクステンダ（ス
トレージルータ）装置接続時）

Port Rejected
資源不足

ローカルストレージシステム、またはリ
モートストレージシステムの全資源が
他の接続に使用されているので、ローカ
ルストレージシステム、またはリモート
ストレージシステムはリモートパスを
設定する接続制御機能を拒否した。

• 現在使用していないすべてのリモート
パスを削除してください。

• 現在使用していないすべてのリモート
ストレージシステムを、raidcom delete
rcu コマンドで削除してください。

Serial Number
Mismatch
製番の不一致

リモートストレージシステムのシリア
ル番号が指定したシリアル番号と一致
しない。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• リモートストレージシステムのシリア
ル番号とモデル、ローカルストレージ
システムのポート番号、リモートスト
レージシステムのポート番号が正しい
こと。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-to-
point）が正しく設定されていること。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構
成されていて、正しく利用できること。

- コネクタ

- ケーブル

- スイッチ（ゾーニング設定）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置（チャネルエクステン
ダ（ストレージルータ）装置接続時）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置間に接続されている回
線・装置（チャネルエクステンダ（ス
トレージルータ）装置接続時）

Invalid Port
無効ポート

指定したローカルストレージシステム
のポートは次の状態である。

• 実装されていない。

• リモートパスがすでにある。

• リモートパスとして未サポートのプ
ロトコル、チャネルボード、または
ポートスピードを使用している。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• 同じ設定のリモートパス（ローカルス
トレージシステムのポート番号とリ
モートストレージシステムのポート番
号が同じ）がないこと。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-to-
point）の設定が正しいこと。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構
成されていて、正しく利用できること。

- コネクタ

- ケーブル
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リモートパスの状
態と説明

状態の説明 対策

- スイッチ（ゾーニング設定）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置（チャネルエクステン
ダ（ストレージルータ）装置接続時）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置間に接続されている回
線・装置（チャネルエクステンダ（ス
トレージルータ）装置接続時）

• リモートストレージシステムのシリア
ル番号、モデル、ローカルストレージ
システムのポート番号、リモートスト
レージシステムのポート番号が正しい
こと。

• リモートパスとしてサポート済みのプ
ロトコル、チャネルボード、またはポー
トスピードを使用すること。

Pair-Port Number
Mismatch
リモートストレー
ジシステムのポー
ト番号不正

指定したリモートストレージシステム
のポートがローカルストレージシステ
ムと物理的に接続されていない。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• リモートストレージシステムのポート
番号が正しいこと。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
ト間、またはリモートストレージシス
テムのポートとリモートストレージシ
ステムのスイッチ間でケーブルが正し
く接続されていること。

• ローカルストレージシステムのポート
とリモートストレージシステムのポー
トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-to-
point）の設定が正しいこと。

Communication
Failed
通信エラー

ローカルストレージシステムはリモー
トストレージシステムに正しく接続さ
れているが、論理的な通信タイムアウト
が発生した。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正
してください。

• リモートストレージシステムのポート
とネットワーク中継機器が正しく設定
されていること。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構
成されていて、正しく利用できること。

- コネクタ

- ケーブル

- スイッチ（ゾーニング設定）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置（チャネルエクステン
ダ（ストレージルータ）装置接続時）

- チャネルエクステンダ（ストレージ
ルータ）装置間に接続されている回
線・装置（チャネルエクステンダ（ス
トレージルータ）装置接続時）

Path Blockade
論理閉塞

パス障害また
はリンク障害
が継続的に発
生したため、
閉塞した。

ローカルストレージシ
ステムのポートが故障
している。

ローカルストレージシステムのポートを
修復してください。

その後、リモートパスを回復させてくださ

い。※
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リモートパスの状
態と説明

状態の説明 対策

リモートストレージシ
ステムのポートが故障
している。

リモートストレージシステムのポートを
修復してください。

その後、リモートパスを回復させてくださ

い。※

中継装置が故障してい
る。

中継装置を修復してください。

その後、リモートパスを回復させてくださ

い。※

ケーブルが壊れている。 ケーブルを交換してください。

その後、リモートパスを回復させてくださ

い。※

Program Error
プログラムエラー

プログラムエラーが検出された。 リモートパスを回復させてください。※

In Progress
処理中

リモートパス作成中またはリモートパ
ス削除中である。

処理が終了するまで待ってください。

注※

次の方法でリモートパスを回復させます。

• raidcom delete rcu_path コマンドでリモートパスを削除し、raidcom add rcu_path コマ

ンドでリモートパスを再作成する。

この操作をしてもリモートパスが回復しない場合は、お問い合わせください。

11.3   RAID Manager 操作時のトラブルシューティン
グ

RAID Manager を使用した AM ペアの操作でエラーが発生した場合、RAID Manager の画面に

出力されるログまたは RAID Manager の操作ログを参照してエラーの要因を特定できるこ

とがあります。

出力例を次に示します。

「SSB=」の後ろの英数字がエラーコードを示します。コンマ（,）の左側の英数字の下 4 桁を

SSB1（例：B9E1）、右側の英数字の下 4 桁を SSB2 とします（例：B901）。

RAID Manager の構成設定コマンド（raidcom コマンド）のエラーコードについては、『RAID
Manager ユーザガイド』を参照してください。

問題が解決しない場合は、「/HORCM/log*」フォルダの中身を添付して、お問い合わせくだ

さい。
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表 11-1   RAID Manager 操作時のエラーコードと内容（SSB1 が 2E31/B901/B90A/B90B/B912/D004）

エラーコード
（SSB2）

内容

9100 ユーザ認証が実施されていないため、コマンドを実行できません。

B952 指定した LU が未定義です。ストレージシステムの構成が変更されている場合がありま
す。RAID Manager を再起動してください。

B9A2 指定したボリュームがコマンドデバイスのため、AM ペアを作成できません。

B9A4 指定したボリュームに SCSI パスが定義されていないため、AM ペアを操作できません。

B9A5 次のどれかのリモートパスが設定されていないため、AM ペアを作成またはスワップリシ
ンクできません。

• 正サイトと副サイトのストレージシステム間の双方向のリモートパス

• 正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモートパス

• 副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへのリモートパス

B9A8 指定されたボリュームが AM ペアではないため、I/O モードを変更できません。

B9BD RAID Manager を起動しているときに、ストレージシステムの LDEV の構成が変更されて
いる場合があります。RAID Manager を再起動してください。

B9C0 コマンドデバイスの資源がなくなりました。raidcom modify ldev コマンドの-
command_device オプションに「no」に設定して実行した後に、再度「yes」を設定して実
行してください。

DB89 ストレージシステムがペア中断またはペア削除要求を受け付けましたが、指定したボ
リュームの相手ボリュームが使用できる状態でないため、AM ペアの状態を変更できませ
ん。

DB8A ストレージシステムがペア中断またはペア削除要求を受け付けましたが、指定したボ
リュームの相手ボリュームが閉塞しているため、AM ペアの状態を変更できません。

DB8B ストレージシステムがペア中断またはペア削除要求を受け付けましたが、指定したボ
リュームの相手ボリュームが使用できる状態でないため、AM ペアの状態を変更できませ
ん。

DB8D ストレージシステムがペア中断またはペア削除要求を受け付けましたが、正サイトのス
トレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモートパスが最小パス数を
満たしていないため、AM ペアの状態を変更できません。

FA00 プライマリボリュームとして指定したボリュームの容量が、AM ペア作成可能容量より大
きいため、AM ペアを作成できません。

FA01 指定されたプライマリボリュームがオンラインでのデータ移行用にマッピングされた外
部ボリュームであり、かつキャッシュモードが Write Sync ではないため、操作に失敗し
ました。

FA02 正サイトのストレージシステムのキャッシュ状態が次のどれかに該当するため、AM ペア
を作成または再同期できません。

• 片面閉塞または片面閉塞に移行している

• 片面回復に移行している

• 回復に移行している

FA03 正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモートパス
が、次のどちらかの状態であるため、AM ペアを作成できません。

• リモートパス本数が 0（未設定）である。

• 最小パス数を満たしていない。

FA04 プライマリボリュームとして指定したボリュームのエミュレーションタイプが OPEN-V
ではないため、AM ペアを作成できません。

FA05 プライマリボリュームとして指定したボリュームが他社機種のマイグレーションボ
リュームのため、AM ペアを作成できません。
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エラーコード
（SSB2）

内容

FA07 プライマリボリュームとして指定したボリュームのペア状態が、SMPL ではありません。

FA08 プライマリボリュームとして指定したボリュームのペア状態が、PSUS または PSUE では
ありません。

FA09 プライマリボリュームとして指定したボリュームに、ピントラックがあります。

FA0A プライマリボリュームとして指定したボリュームが閉塞しているため、AM ペアを作成で
きません。

FA0B プライマリボリュームとして指定したボリュームが次のどれかの状態であるため、AM ペ
アを作成できません。

• 閉塞

• フォーマット処理が進行している

• Read Only 状態

• プライマリボリュームとして指定したボリュームが属しているプールに、正常な状態
でないプールボリュームが含まれている

FA0D プライマリボリュームの仮想エミュレーションタイプはサポートされていません。

FA0E プライマリボリュームとして指定したボリュームが、Dynamic Provisioning の仮想ボ
リュームではないため、AM ペアを作成できません。

FA0F プライマリボリュームとして指定したボリュームのデバイスタイプは、サポートしてい
ません。

FA10 セカンダリボリュームが使用できる状態にないため、AM ペアを作成できません。

FA12 プライマリボリュームとして指定したボリュームの仮想属性に AM 予約が割り当てられ
ているため、AM ペアを作成できません。

FA13 指定したボリュームは、Synchronous Replication で使用しています。

FA14 指定したボリュームは、Asynchronous Replication で使用しています。

FA15 次のどれかの理由で、AM ペアの操作に失敗しました。

• AM のプライマリボリュームとして指定したボリュームが、リストア処理が進行して
いる Snapshot のプライマリボリュームである。

• AM のセカンダリボリュームとして指定したボリュームが、Snapshot のプライマリボ
リュームである。

• 指定したボリュームが、Snapshot のセカンダリボリュームである。

FA16 指定されたプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームは、Local Replication で使
用されています。現在の Local Replication のペア状態またはペア属性では、AM ペアを操
作できません。

FA17 指定したボリュームは、Volume Migration で使用しています。

FA18 指定されたプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームは、Local Replication で使
用されています。現在の Local Replication のペア状態またはペア属性では、AM ペアを操
作できません。

FA1B 正サイトと副サイトの仮想ストレージマシンの情報が一致しないため、AM ペアを作成で
きません。

FA1C 副サイトのストレージシステムに Data Retention Utility がインストールされていないた
め、プライマリボリュームの Data Retention Utility のアクセス属性をセカンダリボリュー
ムにコピーできません。

FA1D 次のどちらかの理由で、指定したセカンダリボリュームを使用して AM ペアを作成でき
ません。

• 指定したセカンダリボリュームはすでにほかの AM ペアで使用されている

• セカンダリボリュームにだけ AM ペアの情報が残っている
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エラーコード
（SSB2）

内容

FA1E プライマリボリュームがコマンドデバイスのため、AM ペアを作成できません。

FA1F セカンダリボリュームがコマンドデバイスのため、AM ペアを作成できません。

FA20 指定したプライマリボリュームの内部処理に時間が掛かっています。しばらく時間をお
いてから再度実行してください。

FA21 次のどちらかの理由で差分ビットマップエリアが確保できないため、AM ペアを作成また
は再同期できません。

• 正サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足している。

• プライマリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning のプールの
空き容量が不足している。

FA23 指定したセカンダリボリュームの内部処理に時間が掛かっています。しばらく時間をお
いてから再度実行してください。

FA24 指定した副サイトのストレージシステムのファームウェアバージョンが、AM のコンシス
テンシーグループをサポートしていないため、AM ペアを作成できません。

FA25 AM ペアの操作に失敗しました。プライマリボリュームの T10 PI 属性の設定と、セカン
ダリボリュームの T10 PI 属性の設定が異なります。

FA27 プライマリボリュームとして指定したボリュームの属性がサポートされていないため、
AM ペアを作成できません。

FA29 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが実装されていない、またはコマンド
デバイスのため、AM ペアを作成できません。

FA2A セカンダリボリュームとして指定したボリュームが介入要求状態のため、AM ペアを作成
できません。

FA2B セカンダリボリュームとして指定したボリュームが閉塞しているため、AM ペアを作成で
きません。

FA2C セカンダリボリュームは、使用できる状態にありません。

FA2F 次のどちらかの理由で、AM ペア作成の操作に失敗しました。

• セカンダリボリュームで I/O エラーが発生した。

• セカンダリボリュームが使用できる状態にない。

FA30 セカンダリボリュームとして指定したボリュームのペア状態が、PSUS または PSUE では
ありません。

FA31 セカンダリボリュームとして指定したボリュームのペア状態が、SMPL ではありません。

FA32 セカンダリボリュームとして指定したボリュームに、ピントラックがあります。

FA33 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが次のどれかの状態であるため、AM ペ
アを作成できません。

• 閉塞

• フォーマット処理が進行している

• Read Only 状態

FA35 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが閉塞しているため、AM ペアを作成で
きません。

または、セカンダリボリュームとして指定したボリュームが属しているプールに、正常
な状態でないプールボリュームが含まれているため、AM ペアを作成できません。

FA36 リモートストレージシステムのファームウェアバージョンが DP-VOL 以外のボリューム
を使用した AM ペアの作成をサポートしていないため、AM ペアを作成または再同期で
きません。

FA37 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが他社機種のマイグレーションボ
リュームのため、AM ペアを作成できません。
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FA3A セカンダリボリュームとして指定したボリュームの容量が、AM ペア作成可能容量より大
きいため、AM ペアを作成できません。

FA3C セカンダリボリュームとして指定したボリュームのデバイスタイプは、サポートしてい
ません。

FA3D セカンダリボリュームとして指定したボリュームの属性がサポートされていないため、
AM ペアを作成できません。

FA3E 正サイトと副サイトのストレージシステムの DKC エミュレーションタイプが不一致で
す。

FA3F 副サイトのストレージシステムに、Active Mirror のプログラムプロダクトがインストール
されていません。

FA40 副サイトのストレージシステムに、AM ペアを作成するために必要なシェアドメモリが実
装されていません。

FA41 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが、実装されていません。

FA42 副サイトのストレージシステムのキャッシュ状態が次のどれかの状態であるため、AM ペ
アを作成または再同期できません。

• 片面閉塞または片面閉塞に移行している

• 片面回復に移行している

• 回復に移行している

FA43 副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへのリモートパス
が、次のどちらかの状態であるため、AM ペアを作成できません。

• リモートパス本数が 0（未設定）である。

• 最小パス数を満たしていない。

FA46 セカンダリボリュームとして指定したボリュームが、Dynamic Provisioning、または
Dynamic Tiering の仮想ボリュームではないため、AM ペアを作成できません。

FA48 プライマリボリュームとセカンダリボリュームの、ボリューム属性（raidcom get ldev コ
マンドで表示される VOL_ATTR）が異なるため、ボリュームの操作に失敗しました。

FA49 プライマリボリュームとセカンダリボリュームがあるストレージシステムのシリアル番
号が同じため、AM ペアを作成できません。

FA4B セカンダリボリュームの仮想属性に AM 予約が割り当てられていないため、AM ペアを
作成できません。

FA4C セカンダリボリュームに仮想 LDEV ID が設定されていないため、AM ペアを作成できま
せん。

FA4D 指定したセカンダリボリュームへの LU パスが定義されていません。

FA4E プライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量が異なるため、AM ペアを作成でき
ません。

FA4F 指定したセカンダリボリュームへの LU パスが定義されていません。

FA50 次のどれかが正しくありません。

• プライマリボリュームのパラメータ（ポート名、ホストグループ ID、LUN ID）

• セカンダリボリュームのパラメータ（ポート名、ホストグループ ID、LUN ID）

FA59 次のどちらかの状態であるため、正サイトのストレージシステムと副サイトのストレー
ジシステム間の通信がタイムアウトしました。

• 正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステム間の物理パスに、過
度な負荷が掛かっているか、障害が発生している。

• 正サイトのストレージシステムまたは副サイトのストレージシステムに過度な負荷が
掛かっている。
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FA5B 正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモートパス
が、次のどちらかの状態であるため、AM ペアを作成できません。

• リモートパス本数が 0（未設定）である。

• 最小パス数を満たしていない。

FA60 リモートストレージシステムの機種またはソフトウェアのバージョンが、Active Mirror を
サポートしていないため、AM ペアを作成できません。

FA62 プライマリボリュームとして指定したボリュームに仮想 LDEV ID が設定されていない
ため、AM ペアを作成できません。

FA63 AM ペア作成の操作に失敗しました。データダイレクトマップ属性が有効に設定された
外部ボリュームが、プライマリボリュームとして指定されています。

FA64 AM ペア作成の操作に失敗しました。データダイレクトマップ属性が有効に設定された
外部ボリュームが、セカンダリボリュームとして指定されています。

FA65 AM ペア作成の操作に失敗しました。セカンダリボリュームとして指定したボリューム
のデータダイレクトマップ属性が有効になっていますが、M-DKC のファームウェアバー
ジョンでは、4TB を超える容量の外部ストレージシステムのボリュームをマッピングす
る機能をサポートしていません。

FA66 AM ペア作成の操作に失敗しました。セカンダリボリュームとして指定したボリューム
のデータダイレクトマップ属性が有効になっていますが、プライマリボリュームとして
指定したボリュームのデータダイレクトマップ属性が無効になっています。

FA67 AM ペア作成の操作に失敗しました。プライマリボリュームとして指定したボリューム
のデータダイレクトマップ属性が有効になっていますが、R-DKC のファームウェアバー
ジョンでは、4TB を超える容量の外部ストレージシステムのボリュームをマッピングす
る機能をサポートしていません。

FA6A AM のプライマリボリュームは、Quorum ディスクにボリュームを設定せず、かつ RCU
が Quorum ディスクにボリュームを設定しない構成に対応していないため、AM ペアを作
成または再同期できません。

FA6B AM のプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方の Quorum ディスクの設定
が、Quorum ディスクにボリュームを設定する場合と、設定しない場合で不一致のため、
AM ペアを作成または再同期できません。

FA70 指定されたボリュームで作成されている AR ペアと同じミラー ID が指定されたため、
AM ペアを作成できません。

FA73 リモートストレージシステムが、リモートパス障害時 IO 優先モードをサポートしていな
いため、AM ペアを作成または再同期できません。

FB30 シェアドメモリにアクセスできないため、コマンドを実行できません。

FB40 指定したボリュームと、登録先のコンシステンシーグループ内のボリュームが、異なる
仮想装置情報を持つため、AM ペアを作成できません。

FB41 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、コンシステン
シーグループ単位の操作を実行しているため、AM ペアを作成できません。

FB42 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、相手ストレージ
システムからの操作または障害サスペンド処理が進行しているため、AM ペアを作成でき
ません。

FB43 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループには、セカンダリボ
リュームがあるストレージシステムに次のどちらかのボリュームがあるため、AM ペアを
作成できません。

• ペア状態が COPY のプライマリボリューム

• I/O モードが Local のボリューム
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FB44 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループには、プライマリボ
リュームがあるストレージシステムに次のどちらかのボリュームがあるため、AM ペアを
作成できません。

• ペア状態が COPY のセカンダリボリューム

• I/O モードが Block のボリューム

FB45 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループで障害サスペンドが発
生したため、AM ペアを作成できません。

FB46 コンシステンシーグループ ID に指定した値が範囲外のため、AM ペアを作成できません。

FB47 1 つのコンシステンシーグループまたはミラーに登録できるペア数の上限に達している
ため、AM ペアを作成できません。

FB48 コンシステンシーグループに登録済みの AM ペアが使用している Quorum ディスク ID
とは別の Quorum ディスク ID を指定したため、AM ペアを作成できません。

FB49 コンシステンシーグループに登録済みの AM ペアが使用しているミラー ID とは別のミ
ラー ID を指定したため、AM ペアを作成できません。

FB4A コンシステンシーグループ内に、リモートパス障害時 IO 優先モードの異なる AM ペアが
混在してしまうため、AM ペアを作成または再同期できません。

FB50 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、コンシステン
シーグループ単位の操作を実行しているため、ペア操作が失敗しました。

FB51 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、相手ストレージ
システムからの操作または障害サスペンド処理が進行しているため、AM ペアを再同期ま
たはスワップリシンクできません。

FB54 指定したコンシステンシーグループで障害サスペンドが発生したため、AM ペアを再同期
またはスワップリシンクできません。

FB60 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、コンシステン
シーグループ単位の中断処理が進行しているため、AM ペアを中断できません。

FB61 ペア中断要求を受け付けたストレージシステムには、コンシステンシーグループ内に次
のどちらかのボリュームがあるため、AM ペアを中断できません。

• ペア状態が COPY のセカンダリボリューム

• I/O モードが Block のボリューム

FB62 ペア中断要求を受け付けたストレージシステムの相手ストレージシステムには、コンシ
ステンシーグループ内に次のどちらかのボリュームがあるため、AM ペアを中断できませ
ん。

• ペア状態が COPY のプライマリボリューム

• I/O モードが Local のボリューム

FB63 指定したコンシステンシーグループで障害サスペンドが発生したため、AM ペアを中断で
きません。

FB64 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、コンシステン
シーグループ単位の再同期処理が進行しているため、AM ペアを中断できません。

FB65 指定したコンシステンシーグループでは、ボリューム単位の操作を実行しているため、
コンシステンシーグループ単位で AM ペアを中断できません。

FB6E コンシステンシーグループに登録されている AM ペアは、ボリューム単位でスワップサ
スペンドできません。

FB70 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループでは、コンシステン
シーグループ単位の操作を実行しているため、AM ペアを削除できません。

FB71 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループで障害サスペンドが発
生したため、AM ペアを削除できません。
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FB80 次のどちらかの理由で、paircreate コマンドまたは pairresync コマンドは拒否されました。

• -fg オプションを指定している。

• 指定した Quorum ディスク ID が範囲外である。

-fg オプションを指定している場合は、正サイトのストレージシステムのファームウェア
バージョンが AM のコンシステンシーグループをサポートしていることを確認してくだ
さい。どちらにも当てはまらない場合は、お問い合わせください。

FB92 次のどちらかの理由で差分ビットマップエリアを確保できないため、AM ペアを作成また
は再同期できません。

• 副サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足している。

• セカンダリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning のプールの
空き容量が不足している。

FBB0 ストレージシステムがペア削除要求を受け付けましたが、指定したボリュームの相手ボ
リュームが Local Replication、Volume Migration とボリュームを共有しているため、AM ペ
アを削除できません。

FBB1 ストレージシステムがペア削除要求を受け付けましたが、指定したボリュームの相手ボ
リュームが Snapshot とボリュームを共有しているため、AM ペアを削除できません。

FBE0 paircreate コマンドまたは pairresync コマンドで、-f data オプションまたは-f status オプ
ションを指定したため、AM ペアへのコマンドは拒否されました。

FBE1 paircreate コマンドまたは pairresync コマンドで、-SM block オプションまたは-SM nblock
オプションを指定したため、AM ペアへのコマンドは拒否されました。

FBE8 pairsplit コマンドで-P オプションを指定したため、AM ペアへのコマンドは拒否されまし
た。

FBE9 pairsplit コマンドで-rw オプションを指定したため、AM ペアへのコマンドは拒否されま
した。

FBEA pairsplit コマンドで-RB オプションを指定したため、AM ペアへのコマンドは拒否されま
した。

FBEB pairsplit コマンドで-SM block オプションまたは-SM nblock オプションを指定したため、
AM ペアへのコマンドは拒否されました。

FC10 指定したボリュームがあるストレージシステムが次のどれかの状態のため、コマンドは
拒否されました。

• AM をサポートしていないバージョンのソフトウェアが含まれている。

• AM のプログラムプロダクトがインストールされていない。

• AM 用のシェアドメモリが増設されていない。

どれにもあてはまらない場合は、お問い合わせください。

FC12 同一の操作または別の操作が、すでに実行されています。

FC13 エラーを検出したため、ペア中断の処理が進行しています。

FC14 指定したボリュームが登録されているコンシステンシーグループ ID と、コマンドで指定
したコンシステンシーグループ ID が異なるため、コマンドを実行できません。

FC16 指定した AM ペアのボリュームで作成されている、異なる AM ペアでペア操作が実行中
のため、操作できません。

FC18 指定したボリュームで作成されている、異なる AM ペアのペア状態が、指定した AM ペ
アのペア操作を許可していない状態のため、操作できません。

FC19 指定したボリュームで作成されている異なる AM ペアが、データ移行をサポートしてい
ない状態のため、操作できません。

FC20 次のどれかの理由で、AM ペアを作成できません。
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• 正サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足しているため、
差分ビットマップエリアを確保できない。

• プライマリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning のプールの
空き容量が不足しているため、差分ビットマップエリアを確保できない。

• 正サイトのストレージシステムで、シェアドメモリが実装されていない。

• 正サイトのストレージシステムに、Resource Partition Manager のライセンスがインス
トールされていない。

FC21 次のどれかの理由で AM ペアを作成できません。

• 副サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足しているため、
差分ビットマップエリアを確保できない。

• セカンダリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning のプールの
空き容量が不足しているため、差分ビットマップエリアを確保できない。

• 副サイトのストレージシステムで、シェアドメモリが実装されていない。

• 副サイトのストレージシステムに、Resource Partition Manager のライセンスがインス
トールされていない。

FC22 次のどちらかの理由で、AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームのペア状態が SMPL ではない。

• 指定したボリュームが、単一ボリュームまたは AM ペアのプライマリボリュームでは
ない。

FC23 次のどちらかの理由で、AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームの相手ボリュームのペア状態が SMPL または COPY ではない。

• 指定したボリュームの相手ボリュームが、単一ボリュームまたは AM ペアのセカンダ
リボリュームではない。

FC24 次のどちらかの理由で、正サイト側で AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームの容量を拡張している。

• 指定したボリュームのプールを初期化している。

• 指定したボリュームに仮想 LDEV ID が設定されていない。

FC25 次のどれかの理由で、副サイト側で AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームの相手ボリュームの容量を拡張している。

• 指定したボリュームの相手ボリュームのプールを初期化している。

• 指定したボリュームの相手ボリュームの仮想 LDEV ID が、仮想ストレージマシン内で
重複している。

• 指定したボリュームの相手ボリュームから正サイト側の仮想 LDEV ID を副サイト側
の実 LDEV ID と同じ値に指定したが、仮想エミュレーションタイプ（CVS と LUSE の
設定を含む）または仮想 SSID が実情報と仮想情報とで異なっている。

• 指定したボリュームの相手ボリュームの仮想 LDEV ID が、すでに使用されている。

• 指定したボリュームの相手ボリュームに定義された LUN パス数が、ALUA で使用でき
る LUN パス数を超えている。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームの ALUA 関連情報が一致していない。

FC26 指定したボリュームがあるストレージシステムで、ストレージシステム間のリモートパ
スの確認に失敗したため、AM ペアを作成できません。

FC27 指定したボリュームの相手ボリュームがあるストレージシステムで、ストレージシステ
ム間のリモートパスの確認に失敗したため、AM ペアを作成できません。

FC28 次のどれかの理由で、AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームで、1 個のボリュームに対するミラー数が枯渇している。

• 指定したボリュームで、すでに 2 ミラー構成の AM ペアが作成されている。
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• 指定したボリュームのペア管理テーブルが枯渇している。

FC29 次のどれかの理由で、AM ペアを作成できません。

• 指定したボリュームの相手ボリュームで、1 個のボリュームに対するミラー数が枯渇
している。

• 指定したボリュームの相手ボリュームは、すでに別の AM ペアで使用されている。

• 指定したボリュームの相手ボリュームのペア管理テーブルが枯渇している。

FC2A 次のどれかの理由で、AM ペアを作成できません。

• ストレージシステムが内部処理中または、他の操作による構成変更中である。

• 指定したボリュームで作成されている、異なる AM ペアと、同じミラー ID が指定され
ている。

FC2B ストレージシステムが ALUA モードを有効化中または無効化中のため、操作できません。
しばらく時間をおいてから再度操作してください。

FC2C 指定したボリュームで、すでに AM ペアが作成されているため、-nocopyオプションを
指定して AM ペアを作成できません。

FC2D 指定したボリュームで作成されている異なる AM ペアと同じ Quorum ディスク ID が指
定されたため、AM ペアを作成できません。

FC2E 指定した AM ペアのセカンダリボリュームで、すでに AM ペアが作成されているため、
AM ペアを作成できません。

FC30 次のどれかの理由で、AM ペアを再同期またはスワップリシンクできません。

• ペアの再同期で指定したボリュームのペア状態が、PSUS または PSUE ではない。

• ペアの再同期で指定したボリュームが、AM ペアのプライマリボリュームではない。

• ペアの再同期で指定したボリュームの I/O モードが、Block である。

• スワップリシンクで指定したボリュームの相手ボリュームのペア状態が、PSUS または
PSUE ではない。

• スワップリシンクで指定したボリュームの相手ボリュームの I/O モードが、Block では
ない。

FC31 次のどれかの理由で、AM ペアを再同期またはスワップリシンクできません。

• スワップリシンクで指定したボリュームのペア状態が、SSWS ではない。

• スワップリシンクで指定したボリュームが、AM ペアのセカンダリボリュームではな
い。

• スワップリシンクで指定したボリュームの I/O モードが、Block である。

• ペアの再同期で指定したボリュームの相手ボリュームのペア状態が、SSUS または
PSUE ではない。

• ペアの再同期で指定したボリュームの相手ボリュームの I/O モードが、Block ではな
い。

FC32 次のどれかの理由で、AM ペアを再同期またはスワップリシンクできません。

• コンシステンシーグループに登録されていないボリュームに対して、コンシステン
シーグループ ID を指定してコマンドを実行した。

• コンシステンシーグループに登録されているボリュームに対して、コンシステンシー
グループ ID を指定しないでコマンドを実行した。

• コンシステンシーグループに登録されているボリュームに対して、ボリューム単位の
スワップリシンクを実行した。

FC33 プライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量が異なるため、AM ペアを再同期で
きません。

FC38 ストレージシステムがペア中断要求を受け付けましたが、指定したボリュームが次のど
れかであるため、AM ペアを中断できません。

• セカンダリボリュームにプライマリボリューム指定のペア中断を指示している。
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エラーコード
（SSB2）

内容

• プライマリボリュームにセカンダリボリューム指定のペア中断を指示している。

• ペア状態が PAIR または COPY ではない。

FC39 ストレージシステムがペア中断要求を受け付けましたが、指定したボリュームの相手ボ
リュームが次のどれかであるため、AM ペアを中断できません。

• 相手ボリュームがプライマリボリュームであるが、プライマリボリューム指定のペア
中断を指示している。

• 相手ボリュームがセカンダリボリュームであるが、セカンダリボリューム指定のペア
中断を指示している。

• ペア状態が PAIR または COPY ではない。

FC3A 次のどちらかの理由で、AM ペアを中断できません。

• コンシステンシーグループに登録されていないボリュームに対して、コンシステン
シーグループ ID を指定してコマンドを実行した。

• コンシステンシーグループに登録されているボリュームに対して、コンシステンシー
グループ ID を指定しないでコマンドを実行した。

FC40 ストレージシステムがペア削除要求を受け付けましたが、指定したボリュームが次のど
れかであるため、AM ペアを削除できません。

• セカンダリボリュームにプライマリボリューム指定のペア削除を指示している。

• プライマリボリュームにセカンダリボリューム指定のペア削除を指示している。

• ペア状態が PSUS、SSUS、SSWS、または PSUE ではない。

• I/O モードが Local ではない。

• Asynchronous Replication ペアとボリュームを共有している。

FC41 ストレージシステムがペア削除要求を受け付けましたが、指定したボリュームの相手ボ
リュームが次のどれかであるため、AM ペアを削除できません。

• 相手ボリュームがプライマリボリュームであるが、プライマリボリューム指定のペア
削除を指示している。

• 相手ボリュームがセカンダリボリュームであるが、セカンダリボリューム指定のペア
削除を指示している。

• ペア状態が PSUS、SSUS、SSWS、または PSUE のどれでもない。

• I/O モードが Block ではない。

• Asynchronous Replication ペアとボリュームを共有している。

FC49 AM ペアではないため、I/O モードの変更操作が実施できません。

FC4A ペア状態が中断されていないため、I/O モードの変更操作が実施できません。

FC7E ストレージシステムがペア作成、ペア再同期、またはスワップリシンク要求を受け付け
ましたが、Quorum ディスクの状態が次のどれかであるため、要求は拒否されました。

• 指定した Quorum ディスク ID が範囲外である。

• Quorum ディスクが作成されていない。

• 指定したリモートストレージシステムが、Quorum ディスクを作成したときと異なる。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで、同じ Quorum ディスク ID が別々の外部
ボリュームに割り当てられている。

• Quorum ディスクが閉塞している。

• 正サイトまたは副サイトのストレージシステムと Quorum ディスク用外部ストレージ
システム間の外部パスに、障害が発生している。

• Quorum ディスクまたは Quorum ディスク用外部パスの障害、もしくは保守操作からの
回復処理が進行している。

• Quorum ディスクを使用して AM ペアを中断している。
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表 11-2   RAID Manager 操作時のエラーコードと内容（SSB1 が B90A）

エラーコード
（SSB2）

内容

B928 ボリュームの状態が SMPL であるためコマンドを拒否しました。

表 11-3   RAID Manager 操作時のエラーコードと内容（SSB1 が B912）

エラーコード
（SSB2）

内容

B96D ボリュームの状態が SMPL であるためコマンドを拒否しました。

11.4   AM 操作の報告（SIM）
ストレージシステムに SNMP がインストールされている場合、各 SIM は SNMP トラップを

引き起こし、該当するサーバに送信されます。SNMP 操作の詳細については、『SNMP Agent
ユーザガイド』を参照するか、お問い合わせください。

 関連リンク 

参照先トピック

AM 使用時に発行される SIM（186 ページ）

11.5   AM ボリュームのピントラック回復手順
ピントラックを回復しながらペアのデータ整合性を全面的に確保するには、次の手順に従っ

てください。

1. ピントラックのボリュームを含む AM ペアの正サイトのストレージシステムに接続し

ます。

2. ピントラックのボリュームを含む AM ペアを削除します。

3. 通常の手順で、ピントラックからデータを回復します。

使用している OS のピントラック回復手順を使用するか、お問い合わせください。

4. AM ペアを作成し直します。

このとき、paircreate コマンドに-nocopy オプションを指定しないでください。
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11.6   AM のコンシステンシーグループに、ボリューム
の I/O モードが Local のペアと Block のペアが混在し
た場合の回復手順

障害によって AM ペアが中断されたときに、コンシステンシーグループ内にボリュームの I/
O モードが Local のペアと Block のペアが混在している場合は、障害を回復したあとに次の

手順に従ってコンシステンシーグループ内のペアの状態を回復してください。

 関連リンク 

参照先トピック

プライマリボリュームが正サイトにある場合（351 ページ）

プライマリボリュームが副サイトにある場合（351 ページ）

11.6.1   プライマリボリュームが正サイトにある場合

1. サスペンド状態のペアに対して、再同期を実施します。

正サイトにあるプライマリボリュームの I/O モードが Local のペアに対して、プライマ

リボリュームを指定してペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -d dev0 -IH0

2. 副サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップサスペンドを実施します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH1

3. 副サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップリシンクを実施します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

4. 正サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップサスペンドを実施します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH0

5. 正サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップリシンクを実施します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH0

 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループに、ボリュームの I/O モードが Local のペアと Block のペアが混在した
場合の回復手順（351 ページ）

11.6.2   プライマリボリュームが副サイトにある場合

1. サスペンド状態のペアに対して、再同期を実施します。
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副サイトにあるプライマリボリュームの I/O モードが Local のペアに対して、プライマ

リボリュームを指定してペアを再同期します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -d dev0 -IH1

2. 正サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップサスペンドを実施します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH0

3. 正サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップリシンクを実施します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH0

4. 副サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップサスペンドを実施します。

コマンド例：pairsplit -g oraHA -RS -IH1

5. 副サイトで、コンシステンシーグループを指定してスワップリシンクを実施します。

コマンド例：pairresync -g oraHA -swaps -IH1

 関連リンク 

参照先トピック

AM のコンシステンシーグループに、ボリュームの I/O モードが Local のペアと Block のペアが混在した
場合の回復手順（351 ページ）

11.7   お問い合わせ先
• PP サポートサービスにお問い合わせください。
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付録 A.   RAID Manager コマンドリファレン
ス

RAID Manager を使用するに当たっての参考情報を示します。

A.1   Active Mirror のアクション名と RAID Manager
コマンドの対応関係

Active Mirror のアクション名に対応する RAID Manager コマンドを次の表に示します。

RAID Manager コマンドの詳細については、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照

してください。

表 A-1   Active Mirror のアクション名と RAID Manager コマンドの対応関係（構成操作）

アクション名 RAID Manager コマンド

リモート接続追加 raidcom add rcu

外部パスグループ選択 raidcom add external_grp

外部ボリューム作成 raidcom add ldev

Quorum ディスク追加 raidcom modify ldev

仮想ストレージマシン（リソースグループ）
の作成

raidcom add resource

ホストグループ ID の予約 raidcom add resource

仮想 LDEV ID の削除 raidcom unmap resource

LDEV ID の予約 raidcom add resource

AM 予約割り当て raidcom map resource

ホストグループ作成 raidcom add host_grp

プール作成 raidcom add dp_pool

仮想ボリューム作成 raidcom add ldev

LU パス追加 raidcom add lun

表 A-2   Active Mirror のアクション名と RAID Manager コマンドの対応関係（ペア操作）

アクション名 パラメータ RAID Manager コマンド

ペア作成 フェンスレベル paircreate -f never

コピー速度 paircreate -c <size>

形成コピーなし paircreate -nocopy

コンシステンシーグルー
プに登録

paircreate -fg never <CTG ID>

ALUA モードの変更 raidcom modify ldev -alua{enable | disable}

リモートパス障害時 IO 優
先モードの設定

paircreate -pr pvol

ペア中断 P-VOL 指定 pairsplit
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アクション名 パラメータ RAID Manager コマンド

S-VOL 指定 pairsplit -RS

コンシステンシーグループ中断 pairsplit なし※1

ペア再同期 P-VOL 指定 pairresync

S-VOL 指定 pairresync -swaps

コピー速度 pairresync -c <size>

コンシステンシーグルー

プに登録※2
pairresync -fg never <CTG ID>

ALUA モードの変更 raidcom modify ldev -alua{enable | disable}

リモートパス障害時 IO 優
先モードの設定

pairresync -pr{pvol | disable}

コンシステンシーグ
ループ再同期

なし pairresync なし※1

ALUA モードの変更 raidcom modify ldev -alua{enable | disable}

ペア通常削除 P-VOL 指定 pairsplit -S

S-VOL 指定 pairsplit -R

ペア強制削除※3 P-VOL 指定（ボリュームア
クセス有効）

pairsplit -SFV

P-VOL 指定（ボリュームア
クセス無効）

pairsplit -SF

S-VOL 指定（ボリュームア
クセス有効）

pairsplit -RFV

S-VOL 指定（ボリュームア
クセス無効）

pairsplit -RF

（凡例）

P-VOL：プライマリボリューム

S-VOL：セカンダリボリューム

注※1

コンシステンシーグループに登録されているペアを中断または再同期する場合、オプ

ションを指定しないときはコンシステンシーグループ単位で中断または再同期されま

す。

注※2

コンシステンシーグループに登録されていないペアを再同期するときに、コンシステン

シーグループに登録できます。

注※3

本マニュアルの操作手順に、AM ペアの強制削除として記載されている場合以外は、ペ

アを強制削除しないでください。
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表 A-3   Active Mirror のアクション名と RAID Manager コマンドの対応関係（状態表示操作）

アクション名 パラメータ RAID Manager コマンド

ペアプロパティの参照 I/O モード pairdisplay -fxce または

-fxde

ペア状態 pairdisplay -fxc または

-fxce

AM コンシステンシーグ
ループプロパティの参照

コンシステンシーグルー
プ ID

pairdisplay -fxc または

-fxce

コンシステンシーグルー
プ状態

なし

ペア一致率の参照 pairdisplay -fxc

リモート接続プロパティの参照 raidcom get rcu

仮想ストレージマシンの参照 raidcom get resource -key opt

Quorum ディスクの確認 Quorum ディスクに関す
る情報の参照

raidcom get ldev

Quorum ディスクの状態
の参照

raidcom get quorum

ボリュームの状態確認 仮想 LDEV ID の有無 raidcom get ldev

AM 予約の有無 raidcom get ldev

ALUA モードの参照 raidcom get ldev

非対称アクセス状態の参照 raidcom get host_grp

表 A-4   Active Mirror のアクション名と RAID Manager コマンドとの対応関係（設定変更操作）

アクション名 パラメータ RAID Manager コマンド

リモートレプリカオプション編集 raidcom modify remote_replica_opt

パス閉塞監視時間 raidcom modify
remote_replica_opt

-path_blocked_watch
<time(sec)>

仮想管理設定編集 仮想 LDEV ID raidcom map resource
raidcom unmap resource

-ldev_id <ldev#>

仮想エミュレーション
タイプ（CVS と LUSE の
設定を含む）

raidcom map resource -emulation <emulation
type>

仮想 SSID raidcom map resource -ssid <ssid>

Quorum ディスク編
集

Quorum 監視停止時 Read
応答保証時間

raidcom modify quorum -timeout <timeout>

Quorum ディスク削除 raidcom modify ldev

AM 予約解除 raidcom unmap resource

ペア強制削除※ P-VOL 指定（ボリューム
アクセス有効）

pairsplit -SFV

P-VOL 指定（ボリューム
アクセス無効）

pairsplit -SF

S-VOL 指定（ボリューム
アクセス有効）

pairsplit -RFV
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アクション名 パラメータ RAID Manager コマンド

S-VOL 指定（ボリューム
アクセス無効）

pairsplit -RF

リモート接続オプション編集 raidcom modify rcu

RIO MIH 時間 raidcom modify rcu -rcu_option <mpath> <rto>
<rtt>

リモートパス追加 raidcom add rcu_path

リモートパス削除 raidcom delete rcu_path

リモート接続削除 raidcom delete rcu

I/O モード強制変更（ローカルに変更） pairsplit -iomd local

I/O モード強制変更（ブロックに変更） pairsplit -iomd block

注※

本マニュアルの操作手順に、AM ペアの強制削除として記載されている場合以外は、ペ

アを強制削除しないでください。

A.2   RAID Manager のオプションのパラメータの設
定範囲

RAID Manager のオプションのパラメータで設定できる範囲を次の表に示します。コマンド

の詳細については『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

パラメータの内容 設定範囲

ミラー ID（MU#） 0～3

CTG ID 0～127

Quorum ID 0～31

パスグループ ID 0～255
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付録 B.   リモート接続オプション
リモート接続のオプションとして設定が可能な項目について説明します。

B.1   RIO MIH 時間
RIO MIH 時間は、リモートパスによるデータコピーの完了待ち時間です。複数の冗長パスが

ある場合、この時間が長いほど、冗長パスでデータコピーをリトライするまでのタイムアウ

ト時間が長くなります。iStorage V110/V310 では、インストール時の初期設定として、シス

テムオプションモード 784 が「ON」に設定されています。これにより RIO MIH 時間は設定

値に関係なく 5 秒です。RIO MIH 時間を変更したい場合は、リモート接続オプション編集

（raidcom modify rcu コマンド）により設定変更を行った後、システムオプション 784 を

「OFF」に設定してください。

その後、AM ペアの形成、または再同期を行ってください。

メモ

RIO MIH 時間の値を参照すると、システムオプションモード 784 が「ON」に設定されていても、

設定値が表示されます。
 

B.2   往復応答時間
往復応答時間とは、プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーする

ときの制限時間です。この値は、形成コピーを実行するとき、形成コピーのコピー速度を自

動調整し、更新 I/O に対するリモート I/O の応答時間に影響を与えにくくするための基準値

です。

往復応答時間のデフォルトは 1 ミリ秒です。正サイトと副サイトのストレージシステム間

の距離が長かったり、回線機器による遅延があったりする場合は、往復応答時間に適切な値

を設定してください。往復応答時間に適切な値を設定しないでデフォルトのままの形成コ

ピーを実行した場合、形成コピーの完了に不当に時間が掛かることがあります。

往復応答時間は、raidcom modify rcu に-rcu_option オプションを指定して設定します。

例えばリモート I/O の応答時間と往復応答時間の値の差が大きい場合（例：リモート I/O の

応答時間が 500 ミリ秒、往復応答時間の値が 1 ミリ秒）、回線の帯域すべてを形成コピーで

独占しないように、コピー速度を落としたり一時的に形成コピーを停止したりします。

逆に、リモート I/O の応答時間と往復応答時間の値との差が小さい場合（例：リモート I/O
の応答時間が 5 ミリ秒、往復応答時間の値が 1 ミリ秒）、設定されたコピー速度で形成コピー

を実施します。

往復応答時間には 1 ミリ秒から 500 ミリ秒まで設定できます。往復応答時間の値は下記の

式で求められます。
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往復応答時間の値（ミリ秒）　＝ 正サイトと副サイトのストレージシステム間の往復遅延時

間（Round Trip Time） ×応答回数※+ 形成コピー応答時間（ミリ秒）

注※

正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パスをファイバチャネルで接続し

ている場合、ホストモードオプション 51（Round Trip Set Up Option）の設定によって応

答回数が異なります。

ホストモードオプション 51 の設定 応答回数

OFF 2

ON 1

データ転送時には 1 コマンド当たり 2 回の応答シーケンスとなるため、応答回数は 2 で

す。ただし、ホストモードオプション 51 が有効の場合は、1 コマンド当たり 1 回の応答

シーケンスとなるため、応答回数は 1 です。

正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パスを iSCSI で接続している場合、

データ転送時に 64KB 単位で分割して転送するため、形成コピー速度に比例して応答回

数が決まります。

形成コピー速度 応答回数

1 6

2 10

3 14

4 18

正サイトと副サイトのストレージシステム間の往復遅延時間（Round Trip Time）について

は、回線業者にお問い合わせいただくか、ping コマンドを使用して測定するなどの方法で、

決定してください。なお、正サイトと副サイトのストレージシステム間で回線を使用せずに

接続する場合は、1 としてください。

B.2.1   形成コピー応答時間とは

形成コピー応答時間は形成コピーの多重動作に伴う応答時間のことです。形成コピー応答

時間については、形成コピー速度、最大形成コピーボリューム数、正サイトと副サイトのス

トレージシステム間の回線速度、および回線数を次の計算式に適用して、算出できます。

形成コピー応答時間(ミリ秒) = (1[MB]／“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回

線速度[MB/ミリ秒]※1”) × (“形成コピー速度”※2／4) × (“最大形成コピー数※3”／“正サイ

トと副サイトのストレージシステム間の回線数”※4)
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注※1

正サイトと副サイトのストレージシステム間でチャネルエクステンダ（ストレージルー

タ）を使用しないで接続する場合、リンクスピードによって“正サイトと副サイトのス

トレージシステム間の回線速度”を次のように設定してください。

• リンクスピードが 8Gbps のケーブルの場合：0.68MB/ミリ秒

• リンクスピードが 16Gbps のケーブルの場合：1.36MB/ミリ秒

• リンクスピードが 32Gbps のケーブルの場合：2.72MB/ミリ秒

注※2

計算式のコピー速度には、次の値を代入してください。

形成コピーだけを実施する場合

• ペア作成時に指定するコピー速度が 1～4 の場合：ペア作成時に指定するコピー速

度

• ペア作成時に指定するコピー速度が 5～15 の場合：4

形成コピーと更新コピーを同時に実施する場合

• ペア作成時に指定するコピー速度が 1 または 2 の場合：ペア作成時に指定するコ

ピー速度

• ペア作成時に指定するコピー速度が 3～15 の場合：2

注※3

最大形成コピー数は、ストレージシステム単位の設定を使用します。デフォルトは、64
です。

注※4

“最大形成コピー数”／“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線数”が 16
以上になる場合でも、“最大形成コピーボリューム数”／“正サイトと副サイトのスト

レージシステム間の回線数”は、16 としてください。

設定例を次の表に示します。

往復遅延時間
（Round Trip Time）
［ミリ秒］

正サイトと副
サイトのスト
レージシステ
ム間の回線速
度

［MB/ミリ秒］

正サイトと副
サイトのスト
レージシステ
ム間の回線本
数

形成コピー

速度

最大形成コ
ピーボリュー
ム数

往復応答時間の
値

［ミリ秒］

0 0.1 4 4 64 160

30 0.1 4 4 64 220

100 0.1 4 4 64 360
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付録 C.   このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

C.1   このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用している表記を次の表に示します。

表記 製品名

DP Dynamic Provisioning

AM Active Mirror

LR Local Replication

SR Synchronous Replication

AR Asynchronous Replication

Snapshot (CAW/CoW) Snapshot
iStorage V110/V310 には、プログラムプロダクト
「Snapshot」は存在しませんが、相手装置側のペアボ
リュームがプログラムプロダクト「Snapshot」のボリュー
ムと連携していることがあります。

iStorage V110/V310 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• iStorage V110
• iStorage V310

iStorage V100/V300 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• iStorage V100
• iStorage V300

iStorage V シリーズ 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• iStorage V310
• iStorage V110
• iStorage V300
• iStorage V100

C.2   このマニュアルで使用している略語
このマニュアルで使用している略語を次の表に示します。

略語 フルスペル

bps Bit Per Second

CLI Command Line Interface

CTG ConsisTency Group

FC Fibre Channel

Gbps Gigabit per second

I/O Input/Output
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略語 フルスペル

ID IDentifier

IMPL Initial MicroProgram Load

IOPS Input Output Per Second

iSCSI Internet Small Computer System Interface

LBA Logical Block Address

LDEV Logical DEVice

LU Logical Unit

LUN Logical Unit Number

MB/s MegaByte per second

MCU Main Control Unit

ms millisecond

OS Operating System

RCU Remote Control Unit

RIO MIH Remote I/O Missing Interrupt Handler

SIM Service Information Message

SNMP Simple Network Management Protocol

VAAI vStorage API for Array Integration

WWN World Wide Name

C.3   KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト），1PB（ペ

タバイト）は，それぞれ 1KiB（キビバイト），1MiB（メビバイト），1GiB（ギビバイト），

1TiB（テビバイト），1PiB（ペビバイト）と読み替えてください。

1KiB，1MiB，1GiB，1TiB，1PiB は，それぞれ 1,024 バイト，1,024KiB，1,024MiB，
1,024GiB，1,024TiB です。

1block（ブロック）は 512 バイトです。
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用語集

ADP
（Advanced Dynamic Provisioning）

パリティグループを構成する各ドライブの領域を複数の領域に分割して、各ドライブ内の分

割された領域の 1 つを、スペア用の領域として使用します。これにより、リビルド I/O、ま

たは Correction I/O を分散できるため、リビルド時間が短縮できます。

ADP 用のパリティグループ

ADP 機能が有効なパリティグループのことです。

ALUA
（Asymmetric Logical Unit Access）

SCSI の非対称論理ユニットアクセス機能です。

ストレージ同士、またはサーバとストレージシステムを複数の冗長パスで接続している構成

の場合に、どのパスを優先して使用するかをストレージシステムに定義して、I/O を発行で

きます。優先して使用するパスに障害が発生した場合は、他のパスに切り替わります。

bps
（bits per second）

データ転送速度の標準規格です。

CHAP
（Challenge Handshake Authentication Protocol）

認証方式のひとつ。ネットワーク上でやり取りされる認証情報はハッシュ関数により暗号

化されるため、安全性が高いです。

CHB
（Channel Board）

詳しくは「チャネルボード」を参照してください。

CM
（Cache Memory（キャッシュメモリ））

詳しくは「キャッシュ」を参照してください。
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CNA
（Converged Network Adapter）

HBA と NIC を統合したネットワークアダプタ。

CRC
（Cyclic Redundancy Check）

巡回冗長検査。コンピュータデータに対し、偶発的変化を検出するために設計された誤り訂

正符号。

CSV
（Comma Separate Values）

データベースソフトや表計算ソフトのデータをファイルとして保存するフォーマットの 1
つで、主にアプリケーション間のファイルのやり取りに使われます。それぞれの値はコンマ

で区切られています。

CTG
（Consistency Group）

詳しくは「コンシステンシーグループ」を参照してください。

CU
（Control Unit（コントロールユニット））

主に磁気ディスク制御装置を指します。

CV
（Customized Volume）

任意のサイズが設定された可変ボリュームです。

DKB
（Disk Board SAS）

SAS ドライブとキャッシュメモリ間のデータ転送を制御するモジュールです。

DKBN
（Disk Board NVMe）

NVMe ドライブとキャッシュメモリ間のデータ転送を制御するモジュールです。
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DKC
（Disk Controller）

ストレージシステムを制御するコントローラが備わっているシャーシ（筐体）です。

DKU
各種ドライブを搭載するためのシャーシ（筐体）です。

DB(Drive Box)と同義語となります。

DP-VOL
詳しくは「仮想ボリューム」を参照してください。

ECC
（Error Check and Correct）

ハードウェアで発生したデータの誤りを検出し、訂正することです。

ENC
ドライブボックスに搭載され、コントローラシャーシまたは他のドライブボックスとのイン

ターフェース機能を有します。

ESM
（Embedded Storage Manager）

iStorage V110,V310 における管理系ソフトウェアです。

ESMOS
（Embedded Storage Manager Operating System）

ESM を動作させるための OS や OSS を含んだファームウェアです。

ExG
（External Group）

外部ボリュームを任意にグループ分けしたものです。詳しくは「外部ボリュームグループ」

を参照してください。

Failover
故障しているものと機能的に同等のシステムコンポーネントへの自動的置換。
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この Failover という用語は、ほとんどの場合、同じストレージデバイスおよびホストコン

ピュータに接続されているインテリジェントコントローラに適用されます。

コントローラのうちの１つが故障している場合、Failover が発生し、残っているコントロー

ラがその I/O 負荷を引き継ぎます。

FC
（Fibre Channel）

ストレージシステム間のデータ転送速度を高速にするため、光ケーブルなどで接続できるよ

うにするインターフェースの規格のことです。

FM
（Flash Memory（フラッシュメモリ））

詳しくは「フラッシュメモリ」を参照してください。

GID
（Group ID）

ホストグループを作成するときに付けられる 2 桁の 16 進数の識別番号です。

GUI
（Graphical User Interface）

コンピュータやソフトウェアの表示画面をウィンドウや枠で分け、情報や操作の対象をグラ

フィック要素を利用して構成するユーザインターフェース。マウスなどのポインティング

デバイスで操作することを前提に設計されます。

HA Storage Manager Embedded
ストレージシステムの構成やリソースを操作するシンプルな GUI の管理ツールです。

HA Storage Manager Embedded の API
リクエストラインに simple を含む REST API です。

ストレージシステムの情報取得や構成変更することができます。

HBA
（Host Bus Adapter）

詳しくは「ホストバスアダプタ」を参照してください。
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I/O モード

Active Mirror ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが、それぞれに持つ I/O
の動作です。

I/O レート

ドライブへの入出力アクセスが 1 秒間に何回行われたかを示す数値です。単位は IOPS（I/Os
per second）です。

In-Band 方式

RAID Manager のコマンド実行方式の 1 つです。コマンドを実行すると、管理ツールの操作

端末またはサーバから、ストレージシステムのコマンドデバイスにコマンドが転送されま

す。

Initiator
属性が RCU Target のポートと接続するポートが持つ属性です。

iSNS
（Internet Storage Naming Service）

iSCSI デバイスで使われる、自動検出、管理および構成ツールです。

iSNS によって、イニシエータおよびターゲット IP アドレスの特定リストで個々のストレー

ジシステムを手動で構成する必要がなくなります。代わりに、iSNS は、環境内のすべての

iSCSI デバイスを自動的に検出、管理および構成します。

LACP
（Link Aggregation Control Protocol）

複数回線を１つの論理的な回線として扱うための制御プロトコル。

LAN ボード

コントローラシャーシに搭載され、ストレージシステムの管理とのインターフェース機能を

有するモジュールです。

LDEV
（Logical Device（論理デバイス））

RAID 技術では冗長性を高めるため、複数のドライブに分散してデータを保存します。この

複数のドライブにまたがったデータ保存領域を論理デバイスまたは LDEV と呼びます。ス
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トレージ内の LDEV は、LDKC 番号、CU 番号、LDEV 番号の組み合わせで区別します。

LDEV に任意の名前を付けることもできます。

このマニュアルでは、LDEV（論理デバイス）を論理ボリュームまたはボリュームと呼ぶこ

とがあります。

LDEV 名

LDEV 作成時に、LDEV に付けるニックネームです。あとから LDEV 名の変更もできます。

LDKC
（Logical Disk Controller）

複数の CU を管理するグループです。各 CU は 256 個の LDEV を管理しています。

LUN
（Logical Unit Number）

論理ユニット番号です。オープンシステム用のボリュームに割り当てられたアドレスです。

オープンシステム用のボリューム自体を指すこともあります。

LUN セキュリティ

LUN に設定するセキュリティです。LUN セキュリティを有効にすると、あらかじめ決めて

おいたホストだけがボリュームにアクセスできるようになります。

LUN パス、LU パス

オープンシステム用ホストとオープンシステム用ボリュームの間を結ぶデータ入出力経路

です。

LUSE ボリューム

オープンシステム用のボリュームが複数連結して構成されている、1 つの大きな拡張ボ

リュームのことです。ボリュームを拡張することで、ポート当たりのボリューム数が制限さ

れているホストからもアクセスできるようになります。

MP ユニット

データ入出力を処理するプロセッサを含んだユニットです。データ入出力に関連するリ

ソース（LDEV、外部ボリューム、ジャーナル）ごとに特定の MP ユニットを割り当てると、

性能をチューニングできます。特定の MP ユニットを割り当てる方法と、ストレージシステ

ムが自動的に選択した MP ユニットを割り当てる方法があります。MP ユニットに対して自

動割り当ての設定を無効にすると、その MP ユニットがストレージシステムによって自動的
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にリソースに割り当てられることはないため、特定のリソース専用の MP ユニットとして使

用できます。

MU
（Mirror Unit）

1 つのプライマリボリュームと 1 つのセカンダリボリュームを関連づける情報です。

NVM
（Non-Volatile Memory）

不揮発性メモリです。

NVMe
（Non-Volatile Memory Express）

PCI Express を利用した SSD の接続インタフェース、通信プロトコルです。

Out-of-Band 方式

RAID Manager のコマンド実行方式の 1 つです。コマンドを実行すると、クライアントまた

はサーバから LAN 経由で ESM/RAID Manager サーバの中にある仮想コマンドデバイスにコ

マンドが転送されます。仮想コマンドデバイスからストレージシステムに指示を出し、スト

レージシステムで処理が実行されます。

PCB
（Printed Circuit Board）

プリント基盤です。このマニュアルでは、コントローラボードやチャネルボード、ディスク

ボードなどのボードを指しています。

Point to Point
2 点を接続して通信するトポロジです。

Quorum ディスク

パスやストレージシステムに障害が発生したときに、Active Mirror ペアのどちらのボリュー

ムでサーバからの I/O を継続するのかを決めるために使われます。外部ストレージシステ

ムに設置します。

RAID
（Redundant Array of Independent Disks）
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独立したディスクを冗長的に配列して管理する技術です。

RAID Manager
コマンドインタフェースでストレージシステムを操作するためのプログラムです。

RCU Target
属性が Initiator のポートと接続するポートが持つ属性です。

Read Hit 率
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。ホストがディスクから読み出そうとし

ていたデータが、どのくらいの頻度でキャッシュメモリに存在していたかを示します。単位

はパーセントです。Read Hit 率が高くなるほど、ディスクとキャッシュメモリ間のデータ転

送の回数が少なくなるため、処理速度は高くなります。

REST API
リクエストラインに simple を含まない REST API です。ストレージシステムの情報取得や

構成変更することができます。

SAN
（Storage-Area Network）

ストレージシステムとサーバ間を直接接続する専用の高速ネットワークです。

SAS ケーブル

コントローラシャーシとドライブボックス間、ドライブボックスとドライブボックス間を接

続するためのケーブルです。

SIM
（Service Information Message）

ストレージシステムのコントローラがエラーやサービス要求を検出したときに生成される

メッセージです。

SM
（Shared Memory）

詳しくは「シェアドメモリ」を参照してください。
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SNMP
（Simple Network Management Protocol）

ネットワーク管理するために開発されたプロトコルの 1 つです。

SSL
（Secure Sockets Layer）

インターネット上でデータを安全に転送するためのプロトコルであり、Netscape
Communications 社によって最初に開発されました。SSL が有効になっている 2 つのピア（装

置）は、秘密鍵と公開鍵を利用して安全な通信セッションを確立します。どちらのピア（装

置）も、ランダムに生成された対称キーを利用して、転送されたデータを暗号化します。

T10 PI
（T10 Protection Information）

SCSI で定義された保証コード基準の一つです。T10 PI では、512 バイトごとに 8 バイトの保

護情報（PI）を追加して、データの検証に使用します。T10 PI にアプリケーションおよび

OS を含めたデータ保護を実現する DIX（Data Integrity Extension）を組み合わせることで、

アプリケーションからディスクドライブまでのデータ保護を実現します。

Target
ホストと接続するポートが持つ属性です。

UPS
（Uninterruptible Power System）

ストレージシステムが停電や、瞬停のときでも停止しないようにするために搭載してある予

備の電源のことです。

URL
（Uniform Resource Locator）

リソースの場所や種類の両方を記載しているインターネット上の住所を記述する標準方式

です。

UUID
（User Definable LUN ID）

ホストから論理ボリュームを識別するために、ストレージシステム側で設定する任意の ID
です。
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VDEV
（Virtual Device）

パリティグループ内にある論理ボリュームのグループです。VDEV 内に任意のサイズのボ

リューム（CV）を作成することができます。

VLAN
（Virtual LAN）

スイッチの内部で複数のネットワークに分割する機能です（IEEE802.1Q 規定）。

VOLSER
（Volume Serial Number）

個々のボリュームを識別するために割り当てられる番号です。VSN とも呼びます。LDEV
番号や LUN とは無関係です。

Windows
Microsoft Windows Operating System

Write Hit 率
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。ホストがディスクへ書き込もうとして

いたデータが、どのくらいの頻度でキャッシュメモリに存在していたかを示します。単位は

パーセントです。Write Hit 率が高くなるほど、ディスクとキャッシュメモリ間のデータ転送

の回数が少なくなるため、処理速度は高くなります。

WWN
（World Wide Name）

ホストバスアダプタの ID です。ストレージ装置を識別するためのもので、実体は 16 桁の

16 進数です。

アクセス属性

ボリュームが読み書き可能になっているか（Read/Write）、読み取り専用になっているか（Read
Only）、それとも読み書き禁止になっているか（Protect）どうかを示す属性です。

アクセスパス

ストレージシステム内の、データとコマンドの転送経路です。
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エミュレーション

あるハードウェアまたはソフトウェアのシステムが、ほかのハードウェアまたはソフトウェ

アのシステムと同じ動作をすること（または同等に見えるようにすること）です。一般的に

は、過去に蓄積されたソフトウェアの資産を役立てるためにエミュレーションの技術が使わ

れます。

外部ストレージシステム

本ストレージシステムに接続されているストレージシステムです。

外部パス

本ストレージシステムと外部ストレージシステムを接続するパスです。外部パスは、外部ボ

リュームを内部ボリュームとしてマッピングしたときに設定します。複数の外部パスを設

定することで、障害やオンラインの保守作業にも対応できます。

外部ボリューム

外部ボリュームグループに作成した LDEV のことです。マッピングした外部ストレージシ

ステムのボリュームを実際にホストや他プログラムプロダクトから使用するためには、外部

ボリュームグループに LDEV を作成する必要があります。

外部ボリュームグループ

外部ストレージシステムのボリュームをマッピングしている、本ストレージシステム内の仮

想的なボリュームです。

外部ボリュームグループはパリティ情報を含みませんが、管理上はパリティグループと同じ

ように取り扱います。

書き込み待ち率

ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。キャッシュメモリに占める書き込み待

ちデータの割合を示します。

仮想ボリューム

実体を持たない、仮想的なボリュームです。Dynamic Provisioning で使用する仮想ボリュー

ムを DP-VOL とも呼びます。

監査ログ

ストレージシステムに対して行われた操作や、受け取ったコマンドの記録です。Syslog サー

バへの転送設定をすると、監査ログは常時 Syslog サーバへ転送され、Syslog サーバから監査

ログを取得・参照できます。
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管理ツールの操作端末

ストレージシステムを操作するためのコンピュータです。

キャッシュ

チャネルとドライブの間にあるメモリです。中間バッファとしての役割があります。

キャッシュメモリとも呼ばれます。

共用メモリ

詳しくは「シェアドメモリ」を参照してください。

クラスタ

ディスクセクターの集合体です。OS は各クラスタに対しユニークナンバーを割り当てし、

それらがどのクラスタを使うかに応じて、ファイルの経過記録をとります。

形成コピー

ホスト I/O プロセスとは別に、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを同期させる

プロセスです。

更新コピー

形成コピー（または初期コピー）が完了したあとで、プライマリボリュームの更新内容をセ

カンダリボリュームにコピーして、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの同期を

保持するコピー処理です。

コピー系プログラムプロダクト

このストレージシステムに備わっているプログラムのうち、データをコピーするものを指し

ます。ストレージシステム内のボリューム間でコピーするローカルコピーと、異なるスト

レージシステム間でコピーするリモートコピーがあります。

コマンドデバイス

ホストから RAID Manager コマンドを実行するために、ストレージシステムに設定する論理

デバイスです。コマンドデバイスは、ホストから RAID Manager コマンドを受け取り、実行

対象の論理デバイスに転送します。

Out-of-band 方式で接続された RAID Manager、もしくは内蔵 CLI を用いて設定してくださ

い。

コマンドデバイスセキュリティ

コマンドデバイスに適用されるセキュリティです。
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コンシステンシーグループ

コピー系プログラムプロダクトで作成したペアの集まりです。コンシステンシーグループ

ID を指定すれば、コンシステンシーグループに属するすべてのペアに対して、データの整

合性を保ちながら、特定の操作を同時に実行できます。

サーバ証明書

サーバと鍵ペアを結び付けるものです。サーバ証明書によって、サーバは自分がサーバであ

ることをクライアントに証明します。これによってサーバとクライアントは SSL を利用し

て通信できるようになります。サーバ証明書には、自己署名付きの証明書と署名付きの信頼

できる証明書の 2 つの種類があります。

差分テーブル

コピー系プログラムプロダクトおよび Volume Migration で共有するリソースです。Volume
Migration 以外のプログラムプロダクトでは、ペアのプライマリボリュームとセカンダリボ

リュームのデータに差分があるかどうかを管理するために使用します。Volume Migration で

は、ボリュームの移動中に、ソースボリュームとターゲットボリュームの差分を管理するた

めに使用します。

シェアドメモリ

キャッシュ上に論理的に存在するメモリです。共用メモリとも呼びます。ストレージシス

テムの共通情報や、キャッシュの管理情報（ディレクトリ）などを記憶します。これらの情

報を基に、ストレージシステムは排他制御を行います。また、差分テーブルの情報もシェア

ドメモリで管理されており、コピーペアを作成する場合にシェアドメモリを利用します。

自己署名付きの証明書

自分自身で自分用の証明書を生成します。この場合、証明の対象は証明書の発行者と同じに

なります。ファイアウォールに守られた内部 LAN 上でクライアントとサーバ間の通信が行

われている場合は、この証明書でも十分なセキュリティを確保できるかもしれません。

システムプール VOL
プールを構成するプール VOL のうち、1 つのプール VOL がシステムプール VOL として定

義されます。システムプール VOL は、プールを作成したとき、またはシステムプール VOL
を削除したときに、優先順位に従って自動的に設定されます。なお、システムプール VOL
で使用可能な容量は、管理領域の容量を差し引いた容量になります。管理領域とは、プール

を使用するプログラムプロダクトの制御情報を格納する領域です。
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システムプールボリューム

プールを構成するプールボリュームのうち、1 つのプールボリュームがシステムプールボ

リュームとして定義されます。システムプールボリュームは、プールを作成したとき、また

はシステムプールボリュームを削除したときに、優先順位に従って自動的に設定されます。

なお、システムプールボリュームで使用可能な容量は、管理領域の容量を差し引いた容量に

なります。管理領域とは、プールを使用するプログラムプロダクトの制御情報を格納する領

域です。

ジャーナルボリューム

Asynchronous Replication の用語で、プライマリボリュームからセカンダリボリュームにコ

ピーするデータを一時的に格納しておくためのボリュームのことです。ジャーナルボ

リュームには、プライマリボリュームと関連づけられているマスタジャーナルボリューム、

およびセカンダリボリュームと関連づけられているリストアジャーナルボリュームとがあ

ります。

シュレッディング

ダミーデータを繰り返し上書きすることで、ボリューム内のデータを消去する処理です。

冗長パス

チャネルプロセッサの故障などによって LUN パスが利用できなくなったときに、その LUN
パスに代わってホスト I/O を引き継ぐ LUN パスです。交替パスとも言います。

初期コピー

新規にコピーペアを作成すると、初期コピーが開始されます。初期コピーでは、プライマリ

ボリュームのデータがすべて相手のセカンダリボリュームにコピーされます。初期コピー

中も、ホストサーバからプライマリボリュームに対する Read／Write などの I/O 操作は続行

できます。

署名付きの信頼できる証明書

証明書発行要求を生成したあとで、信頼できる CA 局に送付して署名してもらいます。CA
局の例としては VeriSign 社があります。

シリアル番号

ストレージシステムに一意に付けられたシリアル番号（装置製番）です。

スナップショットグループ

Snapshot Advanced で作成した複数のペアの集まりです。複数のペアに対して同じ操作を実

行できます。
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スナップショットデータ

Snapshot Advanced では、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームの更新後デー

タを指します。Snapshot Advanced では、ペア分割状態のプライマリボリュームまたはセカ

ンダリボリュームを更新すると、更新される部分の更新後データだけが、スナップショット

データとしてプールに格納されます。

スペアドライブ

通常リード、ライトが行われるドライブとは別に搭載されているドライブを指し、1 台のド

ライブに故障が発生したとき、そのドライブに記憶されていたデータがスペアドライブにコ

ピーされることで、システムとしては元と同様に使用できます。

正 VOL、正ボリューム

詳しくは「プライマリボリューム」を参照してください。

正サイト

通常時に、業務（アプリケーション）を実行するサイトを指します。

セカンダリボリューム

ペアとして設定された 2 つのボリュームのうち、コピー先のボリュームを指します。なお、

プライマリボリュームとペアを組んでいるボリュームをセカンダリボリュームと呼びます

が、Snapshot Advanced では、セカンダリボリューム（仮想ボリューム）ではなく、プール

にデータが格納されます。

センス情報

エラーの検出によってペアがサスペンドされた場合に、正サイトまたは副サイトのストレー

ジシステムが、適切なホストに送信する情報です。ユニットチェックの状況が含まれ、災害

復旧に使用されます。

ソースボリューム

Volume Migration の用語で、別のパリティグループへと移動するボリュームを指します。

ゾーニング

ホストとリソース間トラフィックを論理的に分離します。ゾーンに分けることにより、処理

は均等に分散されます。

ターゲットボリューム

Volume Migration の用語で、ボリュームの移動先となる領域を指します。
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チャネルボード

ストレージシステムに内蔵されているアダプタの一種で、ホストコマンドを処理してデータ

転送を制御します。

重複排除用システムデータボリューム（データストア）

容量削減の設定が重複排除および圧縮の仮想ボリュームが関連づけられているプール内で、

重複データを格納するためのボリュームです。

重複排除用システムデータボリューム（フィンガープリント）

容量削減の設定が重複排除および圧縮の仮想ボリュームが関連づけられているプール内で、

重複排除データの制御情報を格納するためのボリュームです。

通常ボリューム

仮想ボリュームを除く内部ボリュームまたは外部ボリューム（Universal Volume Manager を
使用して外部ストレージシステムのボリュームをマッピングしたボリューム）です。

ディスクボード

ストレージシステムに内蔵されているアダプタの一種で、キャッシュとドライブの間のデー

タ転送を制御します。

データ削減共有ボリューム

データ削減共有ボリュームは、Adaptive Data Reduction の容量削減機能を使用して作成する

仮想ボリュームです。Snapshot Advanced ペアのボリュームとして使用できます。データ削

減共有ボリュームは、Redirect-on-Write のスナップショット機能を管理するための制御デー

タ（メタデータ）を持つボリュームです。

転送レート

ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。1 秒間にディスクへ転送されたデータ

の大きさを示します。

同期コピー

ホストからプライマリボリュームに書き込みがあった場合に、リアルタイムにセカンダリボ

リュームにデータを反映する方式のコピーです。ボリューム単位のリアルタイムデータ

バックアップができます。優先度の高いデータのバックアップ、複写、および移動業務に適

しています。
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トポロジ

デバイスの接続形態です。Fabric、FC-AL、および Point-to-point の 3 種類があります。

ドライブボックス

各種ドライブを搭載するためのシャーシ（筐体）です。

内部ボリューム

本ストレージシステムが管理するボリュームを指します。

パリティグループ

同じ容量を持ち、1 つのデータグループとして扱われる一連のドライブを指します。パリ

ティグループには、ユーザデータとパリティ情報の両方が格納されているため、そのグルー

プ内の 1 つまたは複数のドライブが利用できない場合にも、ユーザデータにはアクセスでき

ます。

場合によっては、パリティグループを RAID グループ、ECC グループ、またはディスクアレ

イグループと呼ぶことがあります。

パリティドライブ

RAID5 を構成するときに、1 つの RAID グループの中で 1 台のドライブがパリティドライブ

となり、残りのドライブがデータドライブとなります。パリティドライブには複数台のデー

タドライブのデータから計算されたデータが記憶されます。これにより 1 つの RAID グ

ループ内で 1 台のドライブが故障した場合でも、パリティドライブから再計算することで

データを損なわずにストレージシステムを使用できます。

RAID6 を構成するときに、1 つの RAID グループの中で 2 台のドライブがパリティドライブ

となり、残りのドライブがデータドライブとなります。パリティドライブには複数台のデー

タドライブのデータから計算されたデータが記憶されます。これにより 1 つの RAID グ

ループ内で 2 台のドライブが故障した場合でも、パリティドライブから再計算することで

データを損なわずにストレージシステムを使用できます。

非 ADP 用のパリティグループ

ADP 機能が無効なパリティグループのことです。

非対称アクセス

Active Mirror でのクロスパス構成など、サーバとストレージシステムを複数の冗長パスで接

続している場合で、ALUA が有効のときに、優先して I/O を受け付けるパスを定義する方法

です。
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非同期コピー

ホストから書き込み要求があった場合に、プライマリボリュームへの書き込み処理とは非同

期に、セカンダリボリュームにデータを反映する方式のコピーです。複数のボリュームや複

数のストレージシステムにわたる大量のデータに対して、災害リカバリを可能にします。

ピントラック

（pinned track）

物理ドライブ障害などによって読み込みや書き込みができないトラックです。固定トラッ

クとも呼びます。

ファームウェア

ストレージシステムで、ハードウェアの基本的な動作を制御しているプログラムです。

ファイバチャネル

光ケーブルまたは銅線ケーブルによるシリアル伝送です。ファイバチャネルで接続された

RAID のディスクは、ホストからは SCSI のディスクとして認識されます。

プール

プールボリューム（プール VOL）を登録する領域です。Dynamic Provisioning、および

Snapshot Advanced がプールを使用します。

プールボリューム、プール VOL
プールに登録されているボリュームです。Dynamic Provisioning ではプールボリュームに通

常のデータを格納し、Snapshot Advanced ではスナップショットデータをプールボリューム

に格納します。

副 VOL、副ボリューム

詳しくは「セカンダリボリューム」を参照してください。

副サイト

主に障害時に、業務（アプリケーション）を正サイトから切り替えて実行するサイトを指し

ます。

プライマリボリューム

ペアとして設定された 2 つのボリュームのうち、コピー元のボリュームを指します。
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フラッシュメモリ

各プロセッサに搭載され、ソフトウェアを格納している不揮発性のメモリです。

分散パリティグループ

複数のパリティグループを連結させた集合体です。分散パリティグループを利用すると、ボ

リュームが複数のドライブにわたるようになるので、データのアクセス（特にシーケンシャ

ルアクセス）にかかる時間が短縮されます。

ペア

データ管理目的として互いに関連している 2 つのボリュームを指します（例、レプリケー

ション、マイグレーション）。ペアは通常、お客様の定義によりプライマリもしくはソース

ボリューム、およびセカンダリもしくはターゲットボリュームで構成されます。

ペア状態

ペアオペレーション前後にボリュームペアに割り当てられた内部状態。ペアオペレーショ

ンが実行されている、もしくは結果として障害となっているときにペア状態は変化します。

ペア状態はコピーオペレーションを監視し、およびシステム障害を検出するために使われま

す。

ペアテーブル

ペアを管理するための制御情報を格納するテーブルです。

ページ

DP の領域を管理する単位です。1 ページは 42MB です。

ポートモード

ストレージシステムのチャネルボードのポート上で動作する、通信プロトコルを選択する

モードです。ポートの動作モードとも言います。

ホストグループ

ストレージシステムの同じポートに接続し、同じプラットフォーム上で稼働しているホスト

の集まりのことです。あるホストからストレージシステムに接続するには、ホストをホスト

グループに登録し、ホストグループを LDEV に結び付けます。この結び付ける操作のこと

を、LUN パスを追加するとも呼びます。

ホストグループ 0（ゼロ）

「00」という番号が付いているホストグループを指します。
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ホストデバイス

ホストに提供されるボリュームです。HDEV（Host Device）とも呼びます。

ホストバスアダプタ

オープンシステム用ホストに内蔵されているアダプタで、ホストとストレージシステムを接

続するポートの役割を果たします。それぞれのホストバスアダプタには、16 桁の 16 進数に

よる ID が付いています。ホストバスアダプタに付いている ID を WWN（Worldwide Name）
と呼びます。

ホストモード

オープンシステム用ホストのプラットフォーム（通常は OS）を示すモードです。

マッピング

本ストレージシステムから外部ボリュームを操作するために必要な管理番号を、外部ボ

リュームに割り当てることです。

ラック

電子機器をレールなどで棚状に搭載するフレームのことです。通常幅 19 インチで規定され

るものが多く、それらを 19 型ラックと呼んでいます。搭載される機器の高さは EIA 規格で

規定され、ボルトなどで機器を固定するためのネジ穴が設けられています。

リザーブボリューム

Local Replication のセカンダリボリュームに使用するために確保されているボリューム、ま

たは Volume Migration の移動先として確保されているボリュームを指します。

リソースグループ

ストレージシステムのリソースを割り当てたグループを指します。リソースグループに割

り当てられるリソースは、LDEV 番号、パリティグループ、外部ボリューム、ポートおよび

ホストグループ番号です。

リモートコマンドデバイス

外部ストレージシステムのコマンドデバイスを、本ストレージシステムの内部ボリュームと

してマッピングしたものです。リモートコマンドデバイスに対して RAID Manager コマン

ドを発行すると、外部ストレージシステムのコマンドデバイスに RAID Manager コマンドを

発行でき、外部ストレージシステムのペアなどを操作できます。
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リモートストレージシステム

ローカルストレージシステムと接続しているストレージシステムを指します。

リモートパス

リモートコピー実行時に、遠隔地にあるストレージシステム同士を接続するパスです。

リンクアグリゲーション

複数のポートを集約して、仮想的にひとつのポートとして使う技術です。

これによりデータリンクの帯域幅を広げるとともに、ポートの耐障害性を確保します。

レスポンスタイム

モニタリング期間内での平均の応答時間。あるいは、エクスポートツール 2 で指定した期間

内でのサンプリング期間ごとの平均の応答時間。単位は、各モニタリング項目によって異な

ります。

ローカルストレージシステム

管理ツールの操作端末を接続しているストレージシステムを指します。
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